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    概要 

国総研では、交通ビッグデータの一つである「携帯電話基地局の運用データを基にした人

の移動に関する統計情報」を交通計画等へ適用することなどを目的に、平成26年から平成29

年まで株式会社NTTドコモ及び東京大学と共同で研究を行った。この共同研究の成果を総括

資料として国総研資料第1015号にとりまとめ、その主な成果報告や実務での活用事例を紹介

することを目的とした成果報告会を2018年6月11日(月)に開催した。本報告書は今後同様の成

果報告会を開催する際の参考とするため、発表資料に加えて成果報告会の事前準備に関する資

料や、開催後の報告資料等を取りまとめたものである。 
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      Synopsis 

National Institute for Land and Infrastructure Management studied it for the purpose of 

applying "the statistics information about people’s movement obtained based on 

operational data from mobile terminal networks" that was one of the traffic big data to 

transportation planning, etc. in cooperation with NTT DOCOMO Co., Ltd. and Tokyo 

University from 2014 to 2017. We gathered this cooperative research result in a summary 

document (Technical note of NILIM No.1015) and held an achievement report meeting to 

introduce main result in this Cooperative research and application examples on Monday, 

June 11, 2018. This technical report recorded briefing papers, preparation materials 

before achievement report meeting and report materials after it because we refer to it in 

future when we hold a similar achievement report meeting. 
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まえがき 

 

国土交通省 国土技術政策総合研究所では、交通ビッグデータの一つである

「携帯電話基地局の運用データを基にした人の移動に関する統計情報」（以下、

「移動統計情報」という。）を交通計画等へ適用すること等を目的に、平成 26

年度から株式会社 NTT ドコモ及び東京大学と共同で研究を行った。この共同研

究は平成 29 年度に終了し、平成 30 年 5 月に国総研資料第 1015 号（http://ww

w.nilim.go.jp/lab/bcg/siryou/tnn/tnn1015.htm）として成果をとりまとめた。こ

の成果を報告し、「移動統計情報」を様々な場面で利用してもらうために、この

共同研究における主な成果や、実務での活用事例を紹介する報告会を平成 30 年

6 月に三田共用会議所にて開催した。 

本報告書は今後同様の成果報告会を開催する際の参考とするため、発表資料

に加えて成果報告会の事前準備に関する資料や、開催後の報告資料等を取りま

とめたものである。 

構成は、第 1 章の成果報告会の概要、第 2 章の開催前の準備、第 3 章の開催

後の作業からなる。また、参考資料として発言録、写真及び関係論文リストを

掲載した。 
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第1章 成果報告会の概要 
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1.1  開催概要 

国総研では、交通ビッグデータの一つである「移動統計情報」を交通計画等へ適

用すること等を目的に、平成 26 年度から株式会社 NTT ドコモ及び東京大学と共同

で研究を行った。この共同研究終了後に、「移動統計情報」を様々な場面で利用して

もらうために、この共同研究における主な成果や、「移動統計情報」の実務での活用

事例を紹介する成果報告会を開催した。概要を以下に示す。 

 

(1) 開催日時等 

日時：平成 30 年 6 月 11 日（月）13:00～16:10 

場所：三田共用会議所 大会議室（A~E 会議室） 

主催：国土交通省 国土技術政策総合研究所 

協力：（共同研究実施機関）株式会社 NTT ドコモ、東京大学 

 

(2) 配付資料 

表 1-1 配付資料 

 
 

(3) 参加人数 

合計          ：166 名 

 

内訳 

マスコミ（取材あり） ：  2 名 

国          ： 14 名  

地方公共団体     ： 12 名  

大学（学生含む）   ：  6 名 

建設コンサルタント等 ：132 名  

  

掲載
ページ

1 記者発表資料　別紙１ 2-25
2 成果報告会発表資料 1-9
3 アンケート 2-15
4 関係論文リスト 参-23
5 モバイル空間統計パンフレット

6 国総研パンフレット

7 国総研ニューズレター（No.63、No.62）

配付資料

-
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(4) プログラム 

 当日のプログラムを表 1-2 に示す。また、この表中に各発表者の発表資料及び発

言録の掲載ページも示す。 

表 1-2 プログラム 

 

 
発表者名  所属  

発表資料  

(ページ ) 

発言録  

(ページ ) 

開会の挨拶  関谷  浩孝  

国土技術政策総合研究所  

社会資本マネジメント研究センター   

社会資本情報基盤研究室長  

1-9 参 -4 

     

第Ⅰ部「共同研究成果について」  

交通関連ビッグデータの効果的な活用の

ための視座  
今井  龍一  

東京都市大学  工学部  都市工学科   

准教授  

東京大学 空間情報科学研究センター 

客員研究員  

1-12 参 -4 

携帯電話基地局の運用データから生成さ

れる人口流動統計とは  
池田  大造  

株式会社 NTT ドコモ  

先進技術研究所  社会センシング研究グ

ループ  主幹研究員  

1-19 参 -6 

共同研究成果の主な内容とポイント  新階  寛恭  

（前）国土技術政策総合研究所  

都市研究部 都市施設研究室長  

（現）新潟市  技監  兼  都市政策部長  

1-30 参 -7 

質疑応答  - 参 -8 

休憩  - - 

     

第Ⅱ部「携帯電話基地局の運用データを基にした人の移動に関する統計情報の活用事例」  

人口分布統計の活用事例  

～イベント時の混雑情報の検討～  
石井  良治  

一般財団法人計量計画研究所  

都市地域・環境部門 研究員  
1-63 参 -10 

人口分布統計の活用事例  

～訪日外国人の状況把握と観光客実態調

査～  

高野  精久  
株式会社サーベイリサーチセンター  

事業本部 調査部 調査部長  
1-72 参 -11 

人口分布統計・人口流動統計の活用事例  

～バス事業の経営改善支援について～  
小田原  亨  

株式会社ドコモ・インサイトマーケティ

ング  

エリアマーケティング部  

1-86 参 -12 

人口流動統計の活用事例  

～ウォーターフロント地区への活用～  
山田  敏久  

株式会社福山コンサルタント  

地域・交通計画グループ 課長補佐  
1-93 参 -13 

人口流動統計の活用事例  

～ETC2.0 プローブ情報と組み合わせた

道路交通状況モニタリングの提案～  

松島  敏和  

中央復建コンサルタンツ株式会社  

計画系部門 事業創生グループ  

サブリーダー  

1-107 参 -14 

質疑応答  - 参 -15 

    

閉会の挨拶  越智  健吾  
国土交通省 都市局 都市計画課  

都市計画調査室長  
- 参 -16 
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1.2  発表概要 

成果報告会では発表を第Ⅰ部と第Ⅱ部に分けた。第Ⅰ部は共同研究メンバーから、

共同研究の主な成果の発表を、第Ⅱ部は民間の建設コンサルタント等から携帯電話

基地局の運用データに基づく統計情報の活用事例についての発表を行った。各発表

者の発表概要は以下のとおりである。各発表者の発表資料を 1-9 頁～1-116 頁に、

発言録を参-4 頁～参-17 頁に掲載する。 

 

第Ⅰ部「共同研究成果について」 

発表 1：交通関連ビッグデータの効果的な活用のための視座 

 各機関が連携して保有データを組み合わせる等、多様な交通関連ビッグデータを

活用する際の視点 

 

発表 2：携帯電話基地局の運用データから生成される人口流動統計とは 

共同研究の対象とした「携帯電話基地局の運用データに基づく統計情報」の生成

方法 

 

発表 3：共同研究成果の主な内容とポイント 

共同研究で開発した各種推計手法（OD 量、通過エリア、移動手段の推計手法等） 

 

 

第Ⅱ部「携帯電話基地局の運用データを基にした人の移動に関する統計情

報の活用事例」 

発表 4：人口分布統計の活用事例 ~イベント時の混雑情報の検討~ 

花火大会やスポーツイベントで来場者の行動特性を分析・把握した事例（オリン

ピックのような大規模イベント時に安全かつ快適に移動するために人口分布統計を

有効に活用できる可能性を紹介） 

 

発表 5：人口分布統計の活用事例 ~訪日外国人の状況把握と観光客実態調査~ 

名古屋市における外国人観光客を対象とした夜間の観光実態を分析・把握した事

例や宮城県における復興事業の前後における県外からの来訪者数を可視化した事例 

 

発表 6：人口分布統計・人口流動統計の活用事例 

~バス事業の経営改善支援について~ 

 北海道や大分県においてバスの潜在需要を分析・把握した事例を紹介し、運行本
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数の増減や新規路線の開拓等公共交通分野における経営改善支援に活用した事例 

 

発表 7：人口流動統計の活用事例 ~ウォーターフロント地区への活用~ 

MICE 施設の整備を進めている福岡市ウォーターフロント地区において、施設の

再整備に向けて平日・休日における来訪者の年齢や性別等の属性を分析・把握した

事例 

 

発表 8：人口流動統計の活用事例 

~ETC2.0 プローブ情報と組み合わせた道路交通状況モニタリングの提案~ 

ETC2.0 プローブ情報の自動車 OD 量について人口流動統計を用いて拡大するこ

とで交通流動の総量の推計を試みた事例  
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1.3  質疑応答 

 第Ⅰ部及び第Ⅱ部のそれぞれ最後に質疑応答を実施した。建設コンサルタントや

地方公共団体から積極的な質疑があり、活発な議論が行われた。質疑応答は以下の

とおりである。 

 

第Ⅰ部「共同研究成果について」 

【質問】道の駅に寄って買い物をする行動のように、ミクロな動きを把握する用途

でデータを利用することは可能なのか。（建設コンサルタント） 

【回答】滞在時間が 20 分や 10 分の短い行動を捉えることができるかは分からない。

1 時間以上滞在した場合や、長距離を長時間で移動した場合は、把握でき

る可能性は高い。 

 

【質問】この移動統計情報を活用するためのガイドラインの手引きはあるのか。（地

方公共団体） 

【回答】国土交通省都市交通調査室にてこの移動統計情報を含むビッグデータの位

置づけを明確にしたガイドラインを作成予定である。 

 

【質問】この移動統計情報を公的調査に利用した実績はあるのか。（地方公共団体） 

【回答】全国の都市圏で使われ始めている。例えば、長野都市圏パーソントリップ

調査において、長野都市圏周辺から人がどれ位長野都市圏に流入してきた

かを捉えるために利用された。 

 

【質問】地方部で使う場合は、サンプル数が問題である。この問題に対する解決策

等はあるか。（建設コンサルタント） 

【回答】集計ゾーンを大きくする、性別・年代の区分を大きくする及び複数日のト

リップをまとめて集計する等の方法がある。 

 

【質問】「共同研究成果の主な内容とポイント」について、推計結果を PT 調査の結

果に合わせるような形で分析し、捕捉性を評価しているが、PT 調査の結果

に合わせる必要があるのか。（建設コンサルタント） 

【回答】PT 調査は未記入があることや夜間の帰宅が記入されてないこと等、正確

に捉えていないことがあり、正解データではない。この評価をする目的は

移動統計情報の得意領域や捉えることができない領域を把握することであ

る。  
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第Ⅱ部「携帯電話基地局の運用データを基にした人の移動に関する統計情

報の活用事例」 

【質問】バスのダイヤ時刻表への活用事例等、モバイル空間統計が時刻的な分析に

使われた事例があれば教えて欲しい。（建設コンサルタント） 

【回答】今回は時刻的な分析の事例を紹介していない。しかし、朝のバスの運行本

数と朝のトリップ数がどういう関係にあるかといった分析が可能である。 

 

【質問】「人口分布統計・人口流動統計の活用事例～バス事業の経営改善支援につい

て～」で紹介されたバスのツール等は誰が主体となって作っていくのか。

（建設コンサルタント） 

【回答】特定の 1 社を対象とするのでは無く、様々なニーズに踏まえて、提供の幅

を広げていくことを考えている。 

 

【質問】「人口流動統計の活用事例～ウォーターフロント地区への活用～」について、

どの位の OD 量を見込んでゾーンを設定したのか。もし同じ調査をするとき、

どのような方法であれば秘匿を回避できると思うか。（建設コンサルタント） 

【回答】ウォーターフロント、天神及び博多周辺は C ゾーンに近い形で設定し、他

の地域でも 100~200 程度のトリップが確保できるようにゾーンを設定し

た。しかし、それでもデータが取れない場所や少ない場所があった。今後

同じ調査をする場合は、時間帯の 5 区分設定もしくは年代の 3 区分設定を

排除したい。 

 

【質問】「人口分布統計の活用事例～イベント時の混雑情報の検討～」について、今

後どのような情報があれば精度が向上すると考えているのか。（建設コンサ

ルタント） 

【回答】どのような手段で来訪しているのか、どこの駅、どこの駐車場等を利用し

ているのかが分かると精度が向上するが、その方法の考案が難しい。GPS

データとの組み合わせる手法も選択肢にあると考えている。 

 

【質問】モバイル空間統計は、依頼してからいつまでにデータを提供できるのか。

（建設コンサルタント） 

【回答】人口分布統計の場合、通常では一ヶ月程度、速報値は 2 営業日程度でデー

タを提供する。人口流動統計の場合、推計日から 2～3 週間で提供可能であ

る。  
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1.4  共同研究の枠組み・実施要領 

国総研では、交通ビッグデータの一つである「移動統計情報」を交通計画等へ適

用すること等を目的に、平成 26 年度から株式会社 NTT ドコモおよび東京大学と共

同で研究を行った。 

株式会社 NTT ドコモ、国立大学法人東京大学と共同研究を実施した理由は以下

の通りである。 

 

【株式会社 NTT ドコモ】 

・共同研究契約時点（平成 26 年 7 月）で携帯電話（電気通信）事業者のうち、

携帯電話網から人口推計情報を生成し、研究目的での利用提供を行っている唯

一の機関であるため。 

 

【国立大学法人東京大学】 

・携帯電話等の電子化された人の移動履歴を扱った研究実績が豊富であり、共同

研究を進める上で必要となるデータマイニングに関する高度な専門的知識・技

術を有しているため。 
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成果報告会

国内最大規模の交通ビッグデータの活用方策に関する共同研究

～ 産学官の連携により携帯電話基地局の運用データ

を基にした「人の移動実態の統計処理」を可能に ～

主催 国土交通省 国土技術政策総合研究所（国総研）

協力 (株)NTTドコモ、東京大学

2018年6月11日

国総研 関谷浩孝

携帯電話基地局の運用データに基づく人の移動に関する統計情報の交通計画等への適用に関する共同研究

共同研究の背景

「携帯電話基地局の運用データ」の特徴

 サンプル数が多く統計的信頼性が高い
• 携帯電話 7,600万台（法人名義の端末を除去）

• 特定のアプリの使用を伴わない

（携帯電話がどの基地局エリアにあるか周期的に把握）

 統計処理後の情報
• プライバシー保護のための非識別化・集計・秘匿処理

• 移動実態を把握するには、目的に応じた各種の「推計」が必要

モチベーション

お宝データを都市交通計画等で活用できるようにしたい
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共同研究の概要

目的 「携帯電話基地局の運用データを基にした人の移動に関する
統計情報」の都市交通計画などでの活用可能性を明らかにする

期間 2014年7月～2017年9月

体制 (株)NTTドコモ （推計手法の開発）

東大、国総研 （活用ニーズ、有用性等の評価）

◇エリア間の移動情報 （人口流動統計）◇エリア毎の滞在情報（人口分布統計）

エリアA a人

エリアB b人

エリアA

エリアB

x人

• OD量

• 通過エリア

• 移動手段

• 移動目的

共同研究前 共同研究後

成果報告会プログラム

第Ⅰ部 共同研究の主な成果

• 交通関連ビッグデータの効果的な活用のための視座

• 携帯電話基地局の運用データから生成される人口流動統計とは

• 共同研究成果の主な内容とポイント

◇質疑応答 20分

（休憩 15分）

第Ⅱ部 活用事例

• 人口分布統計（エリア毎の滞在情報）の活用事例×2

• 人口流動統計（エリア間の移動情報）の活用事例×3

◇質疑応答 20分
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第Ⅰ部「共同研究成果について」 

発表 1：交通関連ビッグデータの効果的な活用のための視座 

 

 

 

 

 

 

 



1

1-14



2

3

1-15



4

•

•

•

•

5

1-16



6

7

1-17



8

2 3

9

1-18



•

•

•

•

•

•

10

11

1-19



 

1-20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第Ⅰ部「共同研究成果について」 

発表 2：携帯電話基地局の運用データから生成される人口流動統計とは 
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第Ⅰ部「共同研究成果について」 

発表 3：共同研究成果の主な内容とポイント 



共同研究成果の主な内容とポイント

平成30年6月11日

新潟市 技監 新階 寛恭

（前）国土技術政策総合研究所 都市研究部 都市施設研究室長

1

本日の内容

1. はじめに

2. 精度検証などに関する研究成果

2‐1.OD量、移動・滞留人口の推計への適用可能性の検証

2‐2.移動実態の捕捉性向上手法検証

2‐3.位置推定精度の検証

3. 新たな手法に関する研究成果

3‐1.通過エリアの推計手法

3‐2.移動手段の推計手法

3‐3.移動目的の推計手法
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2

1．はじめに

3

豊かで暮らしやすいまちづくり

適切・効果的な交通政策等の実現

正確な交通実態の
把握

都市の動態の
分析・予測・評価

従来手法

センサス

国勢調査

ビッグデータの活用

組合せ

ＰＴ調査

ＧＰＳ
プローブ

交通ＩＣ 携帯電話

質 量 鮮度

高
度
化

[モバイル空間統計]

個々の流動の集合体（移動/滞留を区別できる）

[人口流動統計]
今回
改良

Ｔ
ある瞬間の人口分布（移動/滞留は区別できない）

[人口分布統計]

従来

有効性については一定の確認済み

有効性の確認が必要

さ
ら
な
る
課
題

より詳細なスケールでのデータ捕捉性の向上

「経由地」「移動⽬的」「交通⼿段」等の推計
→ より⾼度で信頼性の⾼い統計となる可能性
→ ＰＴ等の未実施都市圏でも活⽤可能性が向上

1．はじめに
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4

データの有用性・信頼性
の検証

（人口流動統計の特性把握のため）
ＰＴ調査データ等との相関を分析

移動実態の捕捉性向上のために

人口流動統計の生成手法の改良
案を提案及び検証

目的 共同研究の主な内容

1．はじめに

（実地調査データを用いて）
人口流動統計の位置精度を検証

人口流動統計から
得られる情報のみを用いた
移動目的の推計手法を検討

複数の判定手法を組み合わせた
移動手段の推計手法を検討

経由地の通過割合の把握等による
移動経路等の推計手法を検討

新たな手法
の開発

基
礎
研
究
的
内
容

応
用
研
究
的
内
容

5

人口流動統計のデータ仕様

項目

人口流動統計

データの例
OD量 移動・滞留人口

集計対象時刻 年月日時 年月日時
2015年10月25日10時
（過去に遡って取得できる）※

出発エリア 日本全国から 日本全国から 43101（熊本市中央区）

到着エリア 日本全国へ 日本全国へ 43101（熊本市中央区）

通過エリア 日本全国 日本全国 43101（熊本市中央区）

移動手段 （一部推計可） － 1（飛行機），2（新幹線）など

移動目的 （一部推計可） － 1（通勤・通学），2（帰宅）など

滞留フラグ － 移動・滞留 0（移動），1（滞留）

個人属性（年代） 15歳～79歳 15歳～79歳 25（25～29歳）

個人属性（性別） 男性・女性 男性・女性 1（男），2（女）

個人属性（居住地） 日本全国 日本全国 43101（熊本市中央区）

域内居住者フラグ 域内・域外 域内・域外 0（域外），1（域内）

人口推計値 － 人 1,020（人）

トリップ推計値 トリップ － 460（トリップ）

※2015年10月以降

1．はじめに
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代表的な既存統計調査（ＰＴ、センサス）と人口流動統計との比較

項目 PT調査 道路交通センサス 人口流動統計

調査対象
都市圏内居住者
（標本として数%

を抽出）

登録車両
（全国の車両の約3%）

調査日 特定の1日 特定の日

調査頻度 概ね10年に1度 概ね5年に1度

調査地域 都市圏 日本全国

属性
性別・年齢別・
居住地別

車籍地・車種等（運転者
の性別・年齢別等）

性別・年齢別・居住地別

時間解像度 分単位 日単位 概ね時間単位

空間解像度

中ゾーン（最小は夜
間人口約1万5千人
を目安とした小ゾー
ン）

Bゾーン

移動の目的 大まかな目的 大まかな目的

移動手段 交通手段、経路 自動車

携帯電話所有者

（例えばNTTドコモの場合、携帯電話網の約7,600万人の運

用データ（そのうち法人名義のデータ等を除去））

限定なし（365日いつでも） （過去※1に遡れる）

日本全国から

（電波到達範囲、基地局密度や電波伝搬環境に依存）

都市部では小ゾーン程度

※1  2015年10月以降
※2  推計手法等の技術開発が行われている

一部推計可能 ※2

一部推計可能 ※2

6

1．はじめに

毎日可能

7

2．精度検証などに関する研究成果

2‐1.ＯＤ量、移動・滞留人口の
推計への適用可能性の検証
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8

都市圏
都市規模
（万人）

市区町村
数 人口/ｿﾞｰﾝ

中/Ｂ
ゾーン数 人口/ｿﾞｰﾝ

小/Ｃ
ゾーン数 人口/ｿﾞｰﾝ

静岡 100 6 16.7 64 1.6 229 0.4

熊本 100 16 6.3 50 2.0 213 0.5

東京 3,460 275 12.6 151 22.9 1,655 2.1

静岡中部都市圏のゾーン図
（分析対象エリア）

分析対象都市圏とゾーン

東京都市圏のゾーン図

都道府県境界
中ゾーン境界
小ゾーン境界

熊本都市圏のゾーン図

市区町村境界
Bゾーン境界
Cゾーン境界

検証項目 条件および着眼点

OD量

移動・滞留人口

基本統計量

（外出率および
生成原単位）

・移動・滞留判定基準（1km／3km）
・空間解像度（市区単位／中ゾーン単位）
・時間解像度（時間帯区分）

※移動・滞留判定基準は1kmとする
・時間解像度（時間帯区分）
・空間解像度（市区単位／中ゾーン単位）

・移動・滞留判定基準（1km／3km）

9

• 対象範囲を静岡中部都市圏とし、PT調査と、全国道路・街路交通情勢調査（道
路交通センサス）と比較検証を実施

2-1．OD量、移動・滞留人口の推計への適用可能性の検証

静岡中部都市圏のゾーン図（分析対象エリア）

※空間解像度：出発・到着エリアの区分設定の細かさ
時間解像度：時間帯区分

都市圏人口：約１００万人
市区町村数： ６ (16.7万)
中ゾーン数 ： ６４ (1.6万)
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10

• PT調査、道路交通センサス共に以下の項目別で比較検証
 総量
 空間解像度
 時間解像度

• 道路交通センサスと比較検証する場合、人口流動統計を人ベースから
車両ベースへ換算

2-1．OD量、移動・滞留人口の推計への適用可能性の検証

11

• 総量の比較検証
 PT調査

 道路交通センサス

2-1．OD量、移動・滞留人口の推計への適用可能性の検証

判定基準 PT調査 人口流動統計

なし（全数） 約223万トリップ ‐

1km以上
約187万トリップ
（全数の約84%）

約204万トリップ
（PT調査の約109%）

3km以上
約128万トリップ
（全数の約57%）

約117万トリップ
（PT調査の約91%）

判定基準 道路交通センサス 人口流動統計

なし（全数） 約155万トリップ ‐

1km以上
約155万トリップ
（全数の約100%）

約101万トリップ
（道路交通センサスの約65%）

3km以上
約127万トリップ
（全数の約82%）

約60万トリップ
（道路交通センサスの約48%）

PT調査ではトリップとして回答さ

れない近場のトリップを移動とし
て判断

1時間未満で実施した1連のト
リップをトリップと判断していない

道路交通センサス：全車種
人口流動統計：主に乗用車
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• 空間解像度の比較検証（OD量）
 PT調査

2-1．OD量、移動・滞留人口の推計への適用可能性の検証

• 市区間OD量
 1km：0.994、3km：0.998と高い相関
 1kmの場合、PT調査に対して市区内々トリップが若干多い傾向
 3kmの場合、若干低い傾向

• 中ゾーンOD量
 1km：0.889、3km：0.831と市区間よりも低い相関
 1kmの場合、一部の内々トリップを除き、整合性が高い
 3kmの場合、全体としては若干低い傾向
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市区間OD量

（1km以上）

PT調査 市区間OD量（1km以上）

市区内々

市区内々以外

相関係数 R = 0.994
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相関係数 R = 0.994
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人口流動統計

市区間OD量

（3km以上）

PT調査 市区間OD量（3km以上）

市区内々

市区内々以外

相関係数 R = 0.998
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市区間、判定基準1km、3‐5時台比較結果

13

• 時間解像度の比較検証（OD量）
 PT調査

2-1．OD量、移動・滞留人口の推計への適用可能性の検証

 朝ピーク時間帯（6‐9時台）・夕方ピーク時間帯（16‐19時台）の相関係数は日OD量
とほとんど遜色ない

 トリップ数が比較的少ない日中や夜間の時間帯では、朝夕のピーク時間帯と比較
すると相関係数は低く、人口流動統計の時間帯別OD量が多い

⇒複数の時間帯に跨がって移動している場合には，それぞれの時間帯で移動と判定
されるため

市区間、判定基準1km、6‐9時台比較結果
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PT調査（移動） 人口流動統計（移動）1km
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島田市（22209）

PT調査（滞留） 人口流動統計（滞留）1km

PT調査（移動） 人口流動統計（移動）1km

0
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3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

（人）
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静岡市駿河区（22102）

PT調査（滞留） 人口流動統計（滞留）1km

PT調査（移動） 人口流動統計（移動）1km

滞留

移動

14

ＰＴ調査での、発着時刻ま
たはゾーン不明トリップが
算入されない影響

移動・滞留人口の比較検証結果

人口流動統計

ＰＴ

• 時間解像度の比較検証（移動・滞留人口）

2-1．OD量、移動・滞留人口の推計への適用可能性の検証
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焼津市（22212）

PT調査（滞留） 人口流動統計（滞留）1km

PT調査（移動） 人口流動統計（移動）1km
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3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

（人）
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藤枝市（22214）

PT調査（滞留） 人口流動統計（滞留）1km

PT調査（移動） 人口流動統計（移動）1km

人口流動統計での、一定
のトリップが生成されてい
る可能性

15

2．精度検証などに関する研究成果

2‐2.移動実態の捕捉性向上手法検証
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東京都市圏のゾーン図

都道府県境界
中ゾーン境界
小ゾーン境界

熊本都市圏のゾーン図

市区町村境界
Bゾーン境界
Cゾーン境界

※東京都市圏における人口流動統計と
PT調査の比較

都市圏人口：約３，４００万人
市区町村数： ２７５ (12.6万)
小ゾーン数 ：１，６５５ ( 2.1万)

人
口

流
動

統
計

市
区

町
村

間
Ｏ
Ｄ
量

ＰＴ調査データ 市区町村間ＯＤ量（1km以上）

市区町村内々以外
Ｃゾーン内々の市区町村別集計値
Ｃゾーン内々を除く市区町村内々

（トリップ／⽇）

（トリップ／⽇）

※熊本都市圏における人口流動統計と
PT調査の比較

都市圏人口： 約１００万人
市区町村数： １６ (6.3万)
Ｃゾーン数 ： ２１３ (0.5万)

内々以外のトリップにおいては、
概ね整合性が⾼いことを確認

内々トリップにおいては、
⼈⼝流動統計とＰＴデータとの間で

⼀部乖離があることを確認

16

• 市区町村間のODに関しては、概ねPTデータとの整合を確認

2-2．移動実態の捕捉性向上手法検証

17
距離帯別にみたトリップ数の比較

2-2．移動実態の捕捉性向上手法検証

• 距離帯別にみると、特に内々トリップにおいてPTデータとの乖離を確認

（⼩スケールでの活⽤ニーズを踏まえ）
改良の可能性を検討

内々以外のトリップにおいては、
概ね整合性が⾼いことを確認

内々トリップにおいては、
⼈⼝流動統計とＰＴデータとの間で

乖離があることを確認

※熊本都市圏における人口流動統計と
PT調査の比較

ただし中距離帯のトリップにおいては
⼀定の乖離があることを確認

1-40



18

①短時間滞在によるPT調査と人口流動統計の集計（推計）手法の違い

• （人口流動統計では）１時間未満の滞在を挟むトリップは一連のトリップ
として抽出

2-2．移動実態の捕捉性向上手法検証

想定される乖離要因（１）

19

② 基地局セルからゾーンへの按分処理におけるトリップの分散

• 按分処理により、内々トリップが隣接間のゾーンのトリップとして集計
（あるいはその逆もありうる）

2-2．移動実態の捕捉性向上手法検証

想定される乖離要因（２）

1-41



20

③ 位置登録する基地局の変更による移動の判定

８時に位置登録
された基地局

基地局

端末

セル

※セルの実際のサイズを示しているものではない

判定距離が短いと
「移動」と判定されてしまう

９時に位置登録
された基地局

１０時に位置登録
された基地局

実際には、８時～９時～10時
はほとんど移動していないが

判定距離

• 基地局セルに重なりがある場合、狭い範囲内に滞在していても、
位置登録する基地局が変更されることで移動と判定される可能性

2-2．移動実態の捕捉性向上手法検証

想定される乖離要因（３）

21

④ 少数トリップの秘匿処理

属性なし 属性あり

中ゾーン 1,969,690 1,899,894

小ゾーン 1,916,960 1,610,503

【熊本都市圏 人口流動統計】 【東京都市圏 人口流動統計】

属性なし 属性あり

中ゾーン 69,890,651 69,312,711

小ゾーン 67,347,764 59,978,837

（単位）トリップ （単位）トリップ

※属性：性別、年齢（５歳階級）

2-2．移動実態の捕捉性向上手法検証

想定される乖離要因（４）

1-42
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人口流動統計・ＰＴデータの特性と想定される乖離要因との関係（イメージ）

②隣接配分（分散）

①連結

③基地局変更

④秘匿

ＰＴ側の未記入等の影響

23

ゾーンＡ

：PT調査データのトリップ（＝実際のトリップ）

：人口流動統計上のトリップ

：位置登録のあった基地局（フラグ）

ゾーンＢ ゾーンＣ

14:00発

14:30着

15:00発 16:00着

16:15発

17:00着

滞在時間
30分

滞在時間
15分

14:00発 17:00発

改良案１ 内々トリップの分割
（課題① 短時間滞在を挟むトリップの連結等への対応）

15:30着･発

当該ゾーンの外側で位置登録があった場合に、その地点を終点・起点とみなし
て内外トリップ、外内トリップに分割する

2-2．移動実態の捕捉性向上手法検証
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改良案２ 移動・滞留判定距離の変更
（課題③ 実態と異なる移動判定等への対応）

地域区分 特性
移動・滞留
判定距離

都心中心
中心的な商業・業務地区等，通勤・買い物等のトリップの代表的な
目的地となると考えられるエリア．
今回の熊本都市圏の場合，最も中心部に位置するCゾーン．

500m

都心
都心中心ゾーンを囲むように概ね接している幅2km程度以上のC
ゾーン帯．

1km

その他 上記以外のエリア． 2km

2km

1km

0.5km

都心
中心

都心 その他

判定距離

参考：
都市中心部

平均トリップ長

0.5km

中心部周辺
平均トリップ長

1.9km
0 1km

2-2．移動実態の捕捉性向上手法検証

25

各乖離要因に対して考えうる改善方策

①短時間滞在によるPT調査と人口流動統計の集計の違い

→移動中の基地局との位置登録の情報を活用することで内々トリップとそれ以外のト

リップを判定、また、基地局間の移動速度を算出することで速度が低下している区間
で滞留を判定

②基地局セルからゾーンへの按分処理におけるトリップ分散

→基地局セルからゾーンへの按分処理を面積で一律に行うのではなく、現況土地利用
等、例えば夜間人口や従業人口の密度等を考慮して按分するよう処理方法を改善

③位置登録する基地局の変更による移動の判定
→移動・滞留の判定距離を一律1kmとするのではなく，基地局密度等に応じて変化

④少数トリップの秘匿処理
→複数日をまとめて集計することで秘匿の影響を低減

2-2．移動実態の捕捉性向上手法検証

1-44
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比較検証のケース分け

改良案
改良案② 判定距離の変更

なし 実施

内
々
ト
リ
ッ
プ
の
分
割

改
良
案
①

なし
１）

従来型
３）

判定距離変更

実施
２）

内々分割

４）
内々分割＋
判定距離変更

2-2．移動実態の捕捉性向上手法検証

27

• ゾーン中心間距離からみた捕捉性の検証結果

１）従来型

２）内々分割

３） 判定距離変更

４）内々分割＋判定距離変更

①連結の解消

ゾーン近傍での過剰な分割

2-2．移動実態の捕捉性向上手法検証
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• ゾーン中心間距離からみた捕捉性の検証結果

１）従来型

２）内々分割

３） 判定距離変更

４）内々分割＋判定距離変更

隣接Ｃゾーン間の距離帯別のＯＤペア数分布

③基地局変更の解消

本来存在したトリップも対象外

④秘匿

2-2．移動実態の捕捉性向上手法検証

29

• 空間スケールからみた捕捉性の検証結果

１）従来型

 市区町村間レベル

２）内々分割

2-2．移動実態の捕捉性向上手法検証

1-46
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３） 判定距離変更

４）内々分割＋判定距離変更

2-2．移動実態の捕捉性向上手法検証

• 空間スケールからみた捕捉性の検証結果

 市区町村間レベル

31

• 時間帯別・トリップ長区分別にみた捕捉性の検証結果

１） ２）

３） ４）

時間帯別のトリップ数の比較

③基地局変更 の解消

本来存在したトリップも対象外としている可能性

①連結 の一部解消

時間帯に応じて
判定距離を変更
することも一案

ゾーン近傍での過剰な分割の可能性

１） 従来型

２） 内々分割

３） 判定距離変更

４） 内々分割＋
判定距離変更

2-2．移動実態の捕捉性向上手法検証
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• 時間帯別・トリップ長区分別にみた捕捉性の検証結果

１） ２）

３） ４）

トリップ長区分別のトリップ数の比較

内々 短トリップ 中距離トリップ 長トリップ

①連結 の一部解消
ゾーン近傍での
過剰な分割の可能性

ゾーンから一定の距離を
設定し、その外側でのみ

分割することも一案

④秘匿

2-2．移動実態の捕捉性向上手法検証

33

①連結

（短時間滞在によるPT

調査と人口流動統計の
集計の違い）

②隣接配分

（基地局セルからゾーン
への按分処理における
トリップ分散）

③基地局変更

（位置登録する基地局
の変更による実態と異
なる移動判定）

④秘匿

（少数トリップの秘匿）

捕捉性に関する課題（乖離要因）への対応結果と課題

乖離要因 対応 結果と課題 さらなる対応案

内々トリップ
の分割 ゾーンから一定の離

隔を取って分割

判定距離の
変更

○連結の一部解消

○過剰な内々トリップの
解消

△隣接配分の傾向の明
確化

按分処理の工夫（確
率に応じた傾斜配分
等）

○基地局変更の解消

○過剰な内々トリップの
解消

解像度検証

解像度検証

（上記対応を踏
まえて考察）

判定距離の変更範
囲の調整

判定距離を変更する
時間帯の設定

△長距離トリップでの秘
匿の明確化

▲ゾーン近傍で過剰な内
外トリップ生成

▲本来あったトリップの
除外

着目ゾーン別の他
ゾーンサイズ変更

複数日に渡る集計

隣接ゾーンの合計処
理

2-2．移動実態の捕捉性向上手法検証
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2．精度検証などに関する研究成果

2‐3.位置推定精度の検証

35

調査方法

調査ルートの概要

①北品川

②鮫洲

③暁ふ頭
（１）

（２）
（３）

（４）：３日目のみ

2-3．位置推定精度の検証

1-49



36

調査対象地区
①北品川

地点①ａ

地点①ｂ

地点①ｃ

←250ｍメッシュ→

2-3．位置推定精度の検証

地点②ａ

地点②ｂ

地点②ｃ

37

調査対象地区
②鮫洲 ←250ｍメッシュ→

2-3．位置推定精度の検証
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調査対象地区

①北品川

②鮫洲

③暁ふ頭

2-3．位置推定精度の検証

39

調査方法

出発地・到着地の滞在条件およびスケジュール

８０台の試験端末

＊１ ２回以上の位置登録を行うために、２時間以上同一箇所に滞在する必要がある
＊２ １回だけ位置登録を行うために、１時間だけ滞在する必要がある

2-3．位置推定精度の検証

1-51
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統計の取得結果と考察①北品川
①ａ （暁ふ頭→①ａ）

①ａ （①ａ→暁ふ頭）

①ｂ （暁ふ頭→①ｂ）

①ｂ （①ｂ→暁ふ頭）

①ｃ （暁ふ頭→①ｃ）

①ｃ （①ｃ→暁ふ頭）

２つのセルが
一部重複

50

42 108

117 52

35 32

60 23

15

94

30

35

2-3．位置推定精度の検証

41

統計の取得結果と考察
②鮫洲

②ａ （②ａ→暁ふ頭） ②ｂ （②ｂ→暁ふ頭） ②ｃ （②ｃ→暁ふ頭）

２つのセルが一部重複

２つのメッシュ間の配分比率が異なる

位置登録が基地局からの
距離に影響を受ける

複数のセルが一部
重複している可能性

ほぼ同一地点にあっても、
位置登録する基地局が変わる可能性

端末と基地局との間に
固有の関連付けがないと仮定

③実態と異なる
移動判定

郊外部など、セルの大きさ
（基地局間距離）が１ｋｍを超える
ような場合、

47

103

62

104

45

22

33

28

2-3．位置推定精度の検証
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統計の取得結果と考察
②鮫洲

②ａ （②ａ→暁ふ頭） ②ｂ （②ｂ→暁ふ頭） ②ｃ （②ｃ→暁ふ頭）

セルの大きさは概ね300m前後

都心部では、移動判定距離を
500ｍ程度にしても、

③実態と異なる移動判定 は起きにくい

47

103

62

104

45

22

33

28

2-3．位置推定精度の検証

43

3．新たな手法に関する研究成果

1-53
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人口流動統計のデータ仕様（再掲）

項目

人口流動統計

データの例
OD量 移動・滞留人

口

集計対象時刻 年月日時 年月日時
2015年10月25日10時
（過去に遡って取得できる）※

出発エリア 日本全国 日本全国 43101（熊本市中央区）

到着エリア 日本全国 日本全国 43101（熊本市中央区）

通過エリア 日本全国 日本全国 43101（熊本市中央区）

移動手段 一部推計 - 1（飛行機），2（新幹線）など

移動目的 一部推計 - 1（通勤・通学），2（帰宅）など

滞留フラグ － 移動・滞留 0（移動），1（滞留）

個人属性（年代） 15歳～79歳 同左 25（25～29歳）

個人属性（性別） 男性・女性 同左 1（男），2（女）

個人属性（居住地） 日本全国 日本全国 43101（熊本市中央区）

域内居住者フラグ 域内・域外 域内・域外 0（域外），1（域内）

人口推計値 － 人 1,020（人）

トリップ推計値 トリップ － 460（トリップ）

※2015年10月以降

3．新たな手法に関する研究成果

3‐1.
3‐2.

3‐3.

45

3．新たな手法に関する研究成果

3‐1.通過エリアの推計手法

1-54



3-1．通過エリアの推計手法

46

手法1（通過エリアごとのOD量集計）

• OD量を集計する際に、信号が観測された
エリアを通過エリアとして出力

• 出発エリアを出発後に最初に信号が観測さ
れた通過エリアにフラグをつける方法や、
最初の2つの通過エリアを出力する方法

手法2（経路の推計）

• 予め通過エリア①、通過エリア➁を設定

• 通過エリア➀を通ったトリップ、通過
エリア②を通ったトリップ、その他の
トリップのそれぞれの割合を把握

出発地
つくば市

到着地
八王子市

エリア
①

エリア
②

凡 例
圏央道を通過するルート

首都高を利用して都心を
通過するルート

47

• 2つの経路が一定距離離れて（都心部2km以上、郊外部5km以上）おり、一定距離の
長さ（走行時間が30分～1時間もしくは50～100ｋｍ）であれば、その他の経路も含め
た3地点の割合が分かる

3-1．通過エリアの推計手法

手法2の必要性

新規供用路線の整備効果の把握や特定ODの利用経路の把握に利用可能

• 2地点の通過割合を確認する方法

断面交通量調査：出発地・到着地ごとの交通量は不明、人員や調査準備が必要

ETC2.0データ：サンプル数が少ない、出発地・到着地ごとの交通量は推計可能

出
発
地

到
着
地

通過
エリア①

通過
エリア②

経路①

経路②

経路③
（その他）
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48

• 出発エリア：愛知県、到着エリア：東京都

• 日時：１日（平成27年10/20（火））

• 高速道路特定区間（周辺３km含む）のうち新幹線との並走区間を除いた区間で信号
を受信

3-1．通過エリアの推計手法

手法2の精度検証

到着エリア
東京都

出発エリア
愛知県 新東名高速

東名高速

49

• 東名・新東名の交通分担率は5～6%となり、全国幹線旅客純流動調査の自動車分担
率とほぼ同じ

3-1．通過エリアの推計手法

手法2の精度検証結果

到着エリア
東京都

出発エリア
愛知県

新東名高速

東名高速

総数
東名

高速道路
新東名
高速道路

その他
全国幹線旅客純流動調査

総数 自動車利用総数

17,941
(100.0%)

173
(1.0%)

752
(4.2%)

15,965
(89.0%)

16,381
(100.0%)

881
(5.4%)

1-56



50

3．新たな手法に関する研究成果

3‐2.移動手段の推計手法

3-2．移動手段の推計手法

51

推計手法

【飛行機推計手法】
• 電源断・移動速度判定、空港周辺基地局判定を組み合わせた手法を考案

【新幹線推計手法】
• 最高速度判定、沿線周辺基地局判定を組み合わせた手法を考案

【高速道路推計手法】
• 最高速度判定、沿線周辺基地局判定を組み合わせた手法を考案
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3-2．移動手段の推計手法

判定手法の種類

52

• 飛行機の移動では上空で携帯電話の電波が届かなくなる（電源断）

• 電源断前後で観測された信号の時刻・距離より、移動速度が把握できる

• 観測された2つの信号間が1時間以上かつ50km以上、さらに観測された2つの信号間を
350km/h以上で移動したトリップ等を飛行機利用と判定

電源断・移動速度判定

移動速度判定イメージ

電源断判定イメージ

時刻

出発エリアA
（1時間以上滞在）

到着エリアZ
(1時間以上滞在）

移動中

電波が届かないため、信号が発生しない
かつ

一定の移動距離を超えて移動した場合

3-2．移動手段の推計手法

53

判定手法の種類

• 空港を示す標点位置を中心に、一定距離以内の基地局（空港周辺基地局）を選定

• 信号が出発側の空港周辺基地局、到着側の空港周辺基地局の順に連続して観測され
た場合、飛行機利用と判定

空港周辺基地局判定

羽田空港

基地局の電波
到達範囲
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3-2．移動手段の推計手法

判定手法の種類

54

• 2つの信号間の時間の差と距離から移動速度Vを算出

• 移動速度Vのうち、90%タイルにて最高速度V3を抽出

• 最高速度V3が最高速度範囲（新幹線：180km/h以上350km/h未満、自動車（高速道
路）：80km/h以上180km/h未満）にある場合に新幹線と断定

時刻

出発エリアA
（1時間以上
滞在）

到着エリアZ
(1時間以上
滞在）

v1 v2 v3 v98 v99・・・・

最高速度（90 percentile）v3抽出

自動車(一般道路)

自動車(高速道路)

鉄道

新幹線

新幹線と一意に決まる速度

180km/h ～ 350km/h

移動中

自動車（高速道路）の最高速度

80km/h ～ 180km/h

最高速度判定

3-2．移動手段の推計手法

55

判定手法の種類

• 沿線を示すネットワークデータ（国土数値情報ダウンロードサービスを用いて沿線
に重なる基地局リストを作成する

• 該当する基地局として、沿線から一定距離以内にある基地局を選択する

• 基地局がカバーするエリアに住宅エリアが含まれる可能性を考慮し、位置登録信
号が連続して新幹線の沿線で上がることを条件に加える （連続回数3回）

位置登録
エリアＡ

セル

位置登録
エリアＢ

位置登録
エリアＣ

沿線から一定距離以内にある基地局を抽出

信号1回目信号2回目信号3回目

沿線周辺通過判定
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3-2．移動手段の推計手法

56

既存統計調査との比較方法・結果（飛行機推計手法）

• 飛行機判定を実施し作成した飛行機を利用したトリップ数（2014年）と、2010年度の全
国幹線旅客純流動調査（以下、「純流動調査」）の飛行機を利用したトリップ数を比較

• どの場合においても相関係数は0.9000以上となり，純流動調査の結果と大きな相関
性を示す

• 空港周辺基地局3kmのケース3（電源断判定+移動速度判定+空港周辺基地局判定）
の時、純流動調査の値との絶対値の差の合計が最も純流動調査と近い値になった

※ケース1：電源断判定+移動速度判定
ケース2：空港周辺基地局判定
ケース3：電源断判定+移動速度判定+空港周辺基地局判定東京都

大阪府

福岡県

･･･

･･･

純*：3,801
ケ* ：2,684
差* ：|3,801‐2,684|=1,117

純* ：5,825
ケ* ：6,140
差* ： |5,825‐6,140|= 315･･

合計
*純：純流動調査のトリップ数

ケ：ケース3のトリップ数
差：|純‐ケ|

ケース
空港周辺基地局範囲

3km 5km 10km

1 11,853(0.9824)

2
5,355

(0.9655)
5,382

(0.9670)
9,469

(0.9088)

3
5,348

(0.9655)
5,372

(0.9669)
5,984

(0.9712)

条件 対象

起終点エリア
5都府県（内々トリップを除く）
（東京/大阪/福岡/熊本/鹿児島）

空間解像度
都道府県レベル
（県間トリップのみ対象）

時間解像度 1日

空港周辺
基地局範囲

半径3km、5km、10km

表 飛行機推計手法による結果と、純流動調査の
トリップ数の差の絶対値の合計と相関係数
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3．新たな手法に関する研究成果

3‐3.移動目的の推計手法
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移動目的の推計手法

①移動目的の構成が分かっている調査結果（PTデータ等）を活用し
て、移動目的を割り当てる手法

②人口流動統計から取得される情報を活用して、トリップ毎の移動
目的を判別する手法

群馬都市圏のPTデータ等を用いてカテゴリ別の目的構成の基礎的な分析を
行った上で、PTデータから作成した目的構成により人口流動統計を按分する
手法の適用可能性を検証する

人口流動統計から取得されている情報および近い将来に取得されることが
期待されている情報を用いて、トリップ別の移動目的を推定するアルゴリズム
を考案する
なお、PTデータを用いて、検討したアルゴリズムの妥当性を検証する

性別、年齢、時間帯、トリップ特性（発地側・着地側の特性，トリップ長等）
日付（平日／休日等）、繰り返し行動（居住地や通勤地の推定等）

取得される情報

3-3．移動目的の推計手法

人口流動統計から得られる情報のみを用いた移動目的推定手法の検討

■検証項目

59

トリップ特性からアルゴリズムに従って作
成した移動目的が妥当であるかPT調査
の実績と比較して検証

⼈⼝流動統計

カテゴリ別⽬的割当

トリップ特性から
移動目的を推定

カテゴリ別ＯＤ表
（捕捉率つき）

⽬的別ＯＤ表

都市圏ＰＴ
都市圏ＰＴ
（⽬的）

1. 性別
2. 年齢
3. 時間帯
4. トリップ特性

（発地側・着地側の特性等）
5. 日付（平日／休日等）
6. 繰り返し行動（居住地や通勤地

の推定等） ※

活用可能な情報

（②の方法）

3-3．移動目的の推計手法

※今後の技術
開発に期待
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（１）目的推計のアルゴリズムの検討

60

出発地・
到着地区分

到着地

自宅
通勤・
通学

その
他

出
発
地

自宅 －

通勤・
通学先

その他

繰り返し行動パターンを用いた
自宅、通勤・通学先の判別

到着地区分は？

通勤・
通学先

その他

出発地区分は？

通勤
通学

年齢は？ 時間帯は？

年齢は？
通勤
通学
業務

私事
業務

自宅 通勤・通学先
orその他

年齢は？

9時以前

20歳以上
65歳未満

時間帯は？

性別時間帯別に
私事と業務の
割合をかける

発着地区分と目的の関係

通学 通勤

20歳未
満

20歳以
上

通勤
通学

自宅

帰宅

帰宅

通学 通勤

20歳
未満

20歳
以上

業務

9時
以降

通勤
通学
業務

私事

20歳未満
or

65歳以上

私事

16時以降

16時以前

私事
業務

私事
業務

3-3．移動目的の推計手法

（２）PTデータを用いたアルゴリズムの妥当性検証

a） 発着地区分別の目的構成の分析

61

発着地区分 推定
目的

PTデータでの目的構成

発地 着地 通勤 通学 業務 私事 帰宅

自宅 自宅 － － － － － －

通勤・通学先 自宅 帰宅
0
%

0
%

0
%

0
%

100
%

その他 自宅 帰宅
0
%

0
%

0
%

0
%

100%

自宅 通勤・通学先 通勤
通学

69% 31%
0
%

0
%

0
%

通勤・通学先 通勤・通学先
通勤
通学
業務

0
%

100%
0
%

0
%

0
%

その他 通勤・通学先
通勤
通学
業務

24% 2% 72%
1
%

0
%

自宅 その他
私事
業務

0
%

0
%

13% 87%
0
%

通勤・通学先 その他
私事
業務

0
%

0
%

46% 54%
0
%

その他 その他
私事
業務

0
%

0
%

31% 69%
0
%

○熊本都市圏のPTデータを用いて、アルゴリズムの妥当性を検証
○発着地が自宅のほか通勤・通学先かそれ以外かが判別されれば，ほぼアルゴリズムで想定し
た通りに移動目的が推定できることが確認できる．

出発地・
到着地区分

到着地

自宅
通勤・
通学

その
他

出
発
地

自宅 －

通勤・
通学先

その他

帰宅

通勤
通学

私事
業務通勤

通学
業務

3-3．移動目的の推計手法

1-62



62

共同研究で得られた成果

●精度検証と統計生成手法の改良を通じた統計の信頼性向上
1) OD量、移動・滞留人口の推計への適用可能性の検証

2) 移動実態の捕捉性向上手法検証

3) 位置推定精度の検証

●新たな手法に関する提案

1) 通過エリアを用いた移動経路等の推計

2) 移動手段の推計

3) 移動目的の推計

国内最大規模のビッグデータで、有用性・信頼性の高い統計が概ね確立
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第Ⅱ部「携帯電話基地局の運用データを基にした 

人の移動に関する統計情報の活用事例」 

発表 4：人口分布統計の活用事例～イベント時の混雑情報の検討～ 



人口分布統計の活用事例
～イベント時の混雑情報の検討～

⼀般財団法⼈ 計量計画研究所
都市地域・環境部⾨ 研究員 ⽯井 良治

（連絡先） TEL：03-3268-9755 Email：rishii@ibs.or.jp

1. はじめに

2

⼈⼝分布統計に関して、⼤規模イベント時の情報提供⽅法の検討を視野に、
施設⼊場者数との⽐較等を通じて、データの特徴を把握

モバイル空間統計
⼈⼝流動統計⼈⼝分布統計

「あるエリアから他エリアへの移動⼈⼝」
「あるエリア内に滞留する⼈⼝」「ある時間のあるエリアの⼈⼝」

（資料）株式会社NTTドコモ提供資料
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1. はじめに

• オリンピック・パラリンピック等の⼤規模イベント時に、快適かつ安全
に移動するための情報を取得し、予め⾏動を選択できるよう、また、
混雑経路や時間帯をつくらないように移動経路や時間帯を分散させ
るための⼿法開発、政策展開が望まれている。

• 今後のオリンピック・パラリンピック時に、⾏動変容を促すための事前
の情報提供⽅法の検討に際して、携帯電話基地局データを基にし
た統計情報等のビッグデータを活⽤してイベント時の交通⾏動を解
析する必要がある。

• そのため、⼤規模イベント時における交通動態や、個⼈属性の違い
による特性を把握することで、⾏動変容の仮説設定するとともに、
情報提供タイミング等の検討に活⽤することを想定するものである。

3

2. 隅田川花火大会における行動特性の把握

• ⼀般的な休⽇と⽐較して開催直前の19時で約2.3倍の⼈出
• 特に15歳〜20歳代の増加が顕著

4

隅⽥川花⽕⼤会時の年齢別滞留⼈⼝

0.1  0.1  0.1  0.2  0.1  0.4  0.1 
0.6 

0.1  0.4  0.0  0.1 
0.5  0.6  0.5 

0.9 
0.5 

1.4 

0.4 

1.9 

0.4 

1.4 

0.3  0.3 

0.7  0.7  0.7 

0.9 

0.6 

1.1 

0.6 

1.2 

0.6 

1.1 

0.4  0.5 

0.7  0.8  0.7 

0.9 

0.7 

1.2 

0.6 

1.3 

0.6 

1.1 

0.4  0.5 

0.6  0.6  0.6 

0.7 

0.5 

0.9 

0.5 

0.9 

0.4 

0.7 

0.3  0.3 

0.7  0.6  0.6 

0.7 

0.5 

0.7 

0.5 

0.7 

0.4 

0.6 

0.3 
0.4 

0.5  0.5  0.4 

0.5 

0.4 

0.5 

0.3 

0.4 

0.3 

0.4 

0.3 
0.3 

3.8  3.9  3.7 

4.7 

3.3 

6.1 

3.0 

7.0 

2.6 

5.7 

2.0 
2.3 

0

1

2

3

4

5

6

7

8

休日平均 7月25日 休日平均 7月25日 休日平均 7月25日 休日平均 7月25日 休日平均 7月25日 休日平均 7月26日

13:00 15:00 17:00 19:00 21:00 3:00

万人

70歳～

60歳～

50歳～

40歳～

30歳～

20歳～

15歳～

15時

25％増

17時

85%増

19時

133%増
21時

114%増

【隅⽥川花⽕⼤会】
2015年7⽉25⽇（⼟）

・対象エリア：台東区 浅草寺周辺
（1kmメッシュ）

・⽐較対象：2015年7⽉⼟曜平均
※⽇本⼈のみのデータを活⽤
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2. 隅田川花火大会における行動特性の把握

• 19時の滞留⼈⼝は、東京区部居住者が最も多く4.2万⼈
• 神奈川県居住者および東京都多摩部居住者が通常の3.8倍

5

隅⽥川花⽕⼤会時の居住地別滞留⼈⼝

1.5 

2.2 
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2.5 

1.5 

3.8 
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2.0 
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東京多摩部

神奈川県

北陸・甲信地方
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近畿地方

中国・四国・九州地方
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【隅⽥川花⽕⼤会】 2015年7⽉25⽇（⼟）

・対象エリア：台東区 浅草寺周辺（1kmメッシュ）
・⽐較対象：2015年7⽉⼟曜平均 ※⽇本⼈のみのデータを活⽤

居住地別変化率（19時）
※平常時の滞留⼈⼝との⽐

19時

133%増

2. 隅田川花火大会における行動特性の把握

• 外国⼈は、休⽇平均と⽐較して開催直前の19時で約1.9倍の⼈出

6

隅⽥川花⽕⼤会時の年齢別滞留⼈⼝（外国⼈）
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人 スイス

フィリピン

オーストラリア

マレーシア

イギリス

スペイン

インドネシア

タイ

フランス

香港

アメリカ合衆国

大韓民国

中華人民共和国

台湾

【隅⽥川花⽕⼤会】 2015年7⽉25⽇（⼟）

・対象エリア：台東区 浅草寺周辺（1kmメッシュ）
・⽐較対象：2015年7⽉⼟曜平均 ※外国⼈のみのデータを活⽤

17時

47%増

19時

87%増

21時

60%増
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3. スポーツイベントの入場者数の把握

• 分析概要
 プロ野球やJリーグなどの⼤規模イベント時を対象に、施設⼊場者数（主催者

公表値）と滞留⼈⼝（モバイル空間統計）を⽐較

分類 ⽴地 施設名 休⽇ 平⽇

プ
ロ
野
球

街中

Koboパーク宮城スタジアム 3 12
横浜スタジアム 3 8
ナゴヤドーム 4 8
阪神甲⼦園球場 3 8
MAZDAスタジアム広島 7 0
福岡ドーム 4 8

郊外 札幌ドーム 9 9

Ｊ
リ
␗
グ

街中
ベストアメニティスタジアム 6 6
味の素スタジアム 5 8
ノエビアスタジアム神⼾ 5 7

郊外

札幌ドーム 3 3
NDソフトスタジアム⼭形 5 4
Pikaraスタジアム 6 1
エコパスタジアム 5 0
埼⽟スタジアム2002 6 6
デンカビッグスワンスタジアム 6 6
ニンジニアスタジアム 7 1
エディオンスタジアム広島 5 4
⻄部緑地公園陸上競技場 8 4

合計（試合数） 100 103

■分析対象とするイベント

7

約500m

横浜スタジアム

阪神甲⼦園球場

• 分析⽅法
試合がない平常時（基準）と試合開催時との滞留⼈⼝の差分値を採⽤し、

試合開始1時間後の滞留⼈⼝の差分を⽐較対象に設定

11,902 12,651 12,739 12,019 11,719 

25,836 

31,832 33,460 31,919 

23,323 

13,934 
19,181 20,721 19,900 

11,604 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

1700 1800 1900 2000 2100

平常時
イベント時試合開始時間

時間帯

滞留⼈⼝（⼈）

本分析での⽐較対象
（試合開始1時間後）

※札幌ドームでプロ野球が開催された2016.9.13のデータを例⽰

3. スポーツイベントの入場者数の把握

8

イベント時の時間帯別滞留⼈⼝の考え⽅
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R = 0.8811 

R = 0.9854 
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施設⼊場者数 公表値（⼈）

3. スポーツイベントの入場者数の把握

• 分析結果
施設⼊場者数とモバイル空間統計（滞留⼈⼝）は強い相関（特に郊外で顕著）
公表値＞推計値となるのは、集計対象の年齢の影響※

9

施設の⽴地条件での⽐較（街中／郊外）

※モバイル空間統計は、
15歳〜79歳が対象

3. スポーツイベントの入場者数の把握

R = 0.9531

R = 0.8263

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000

Jリーグ
プロ野球

モバ
イ

ル
空

間
統

計
（

⼈
・時

）

施設⼊場者数 公表値（⼈）

10

• 分析結果
いずれも強い相関（特にJリーグで顕著）
相関係数が、Jリーグ＞プロ野球となるのは、施設⼊場者数の算出⽅法の影響※

イベント種類での⽐較での⽐較（Jリーグ／プロ野球）

※Jリーグは実数公表
※プロ野球はシーズンシート

等の座席数を含む
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6-12歳 13-19歳 20-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-64歳 65-69歳 70-79歳 80歳以上

保有率（利⽤率）％ 2001年
2005年
2010年
2015年
2017年

（参考）年代別の携帯電話保有率

• 10〜60代は、携帯電話の⾮保有者が与える影響は限定的
• ⾼齢者の保有率も増加傾向 →対象年代の課題の⾃然解消も

（データ）総務省 統計調査データ「通信利⽤動向調査」 より作成
11

• 公園の来訪者数とモバイル空間統計に基づく滞留⼈⼝とを⽐較
• 滞留⼈⼝の算定⽅法をそろえるため、調査・計測⽅法を⼯夫
＜調査・⽐較⼿順＞
①公園をカバーする500mメッシュを選定し、

当該メッシュ内外の出⼊りが可能な場所で
通⾏者数および滞留者数をカウント

②調査対象とした通⾏者のうち、1時間あたり
10サンプル（⼈）をランダムに選定し、該当
メッシュの滞留時間を計測

③時間帯別の通⾏者数と平均滞留時間を掛
け合わせ、1時間あたりの滞留⼈⼝を算出

④上記と、モバイル空間統計（滞留⼈⼝）
とを⽐較

※モバイル空間統計の500mメッシュ⼈⼝の
集計対象は公園全域とし、居住地別⼈⼝
を⽤いて居住者を除外したものを使⽤

公園名 住所 規模 ⽴地 調査⽇

⽔元公園 東京都葛飾区 ⼩ 街中 2017年
1⽉11⽇

こどもの国 横浜市⻘葉区，
東京都町⽥市 ⼩ 郊外 2017年

1⽉14⽇
ひたち

海浜公園
茨城県

ひたちなか市 ⼤ 郊外 2017年
1⽉28⽇

■来訪者数実地調査の対象施設

4. 公園の来訪者数と滞在時間との比較

例）調査対象メッシュ

地図データ ©2018 Google、ZENRIN
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対象メッシュ 対象メッシュ

（調査実施⾵景）

4. 公園の来訪者数と滞在時間との比較

⽔元公園 こどもの国
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時刻

モバイル空間統計（⼈⼝分布統計）
実地調査結果（時間帯別来訪者数）
実地調査結果（1時間あたりの滞留⼈⼝）
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⼈
⼝

（
⼈

・時
）

時刻

モバイル空間統計（⼈⼝分布統計）
実地調査結果（時間帯別来訪者数）
実地調査結果（1時間あたりの滞留⼈⼝）

• いずれの公園においても、開園から閉園までの時間帯に、実施
調査結果（時間帯別来訪者数）と推計結果（1時間あたりの滞留⼈⼝）
の間に、モバイル空間統計（⼈⼝分布）が位置することを確認

⽔元公園（規模⼩） こどもの国（規模⼤）

規模の⼤きな公園の滞留時間
が⻑い傾向になり、平均滞留時
間が1時間により近い値になる？

⼀⽅で、緑の線から離れる理由は、
10サンプルから滞留時間を推計
しているため（バイアス）と想定

4. 公園の来訪者数と滞在時間との比較
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• モバイル空間統計（⼈⼝分布統計）により、⼤規模イベントの来
訪者数の規模を把握することが可能

• 滞留⼈⼝とイベント、施設⼊場者数との⽐較では、イベントの種類
や曜⽇、施設の⽴地に関わらず、⾼い相関がある

• 国内の携帯電話契約数は各年代とも増加傾向にあることから、
携帯電話の⾮保有者が⼈⼝統計データに与える影響は限定的

• このままの傾向で推移すれば、80代以上の保有率の増加、元々
本⼈名義で保有していた層が⾼齢者層となるため、推計精度も徐
々に⾼くなり、データ仕様上の課題も⾃然解消することが期待

適切な情報提供内容、タイミング等の検討への活⽤が期待

まとめ
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第Ⅱ部「携帯電話基地局の運用データを基にした 

人の移動に関する統計情報の活用事例」 

発表 5：人口分布統計の活用事例～訪日外国人の状況把握と観光客実態調査～ 



高野 精久

takano_k@surece.co.jp

TEL 03-3802-6715

国⼟交通省 国⼟技術政策総合研究所

2018/6/11

「国内最⼤規模の交通ビッグデータの活⽤⽅策に関する共同研究」の成果報告会
〜産学官の連携により、携帯電話基地局の運⽤データを基にした
「⼈の移動実態の統計処理」を可能に！〜

人口分布統計の活用事例

～訪日外国人の状況把握と観光客実態調査～

紹介する活用事例

2

国⼟交通省 中部運輸局観光部観光地域振興課
名古屋のナイト観光実態調査（観光地域動向調査）

（平成27年度業務）
活⽤データ：⼈⼝動態統計（訪⽇外国⼈）

宮城県 経済商⼯観光部観光課
沿岸部観光客実態調査分析業務

（平成27年度業務）
活⽤データ：⼈⼝分布統計（国内）
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モバイル空間統計の種類

3

⼈⼝
分布統計

⽇本全国における⼈⼝分布の時間変動に加

え、その属性(性・年代)分布が分かります。

また、どこ(居住地)からどれだけの⼈が来

ているか、あるエリアに住む⼈がどこに分

布しているかが分かります。

⽇本全国における訪⽇外国⼈分布の時間

変動に加え、その属性(国籍)分布が分か

ります。1⽇単位や年平均、平休⽇別の

集計など、調査期間を柔軟に設定するこ

とが可能です。

任意のエリアにおける⼀定期間の延べ⼈

数(訪⽇外国⼈)を国籍・地域別に推計す

ることが可能で、季節毎の傾向の違いを

把握することができます。また、それら

を⼊(出)国空港別、前後滞在場所別、滞

在⽇数別、経過⽇数別等に分計すること

ができます。

1⽇の中で（もしくはある時間幅の中で）、

どこ（出発エリア：Origin）からどこ（到

着エリア：Destination）へ何⼈移動したか

を推計することができます。

⼈⼝
流動統計

訪⽇
外国⼈
⼈⼝動態
統計

訪⽇
外国⼈
⼈⼝分布
統計

国内
観光客
⼈⼝動態
統計

国内観光客に特化した宿泊・⽇帰りの区分やルート
分析が可能です。観光が想定される移動のみを観光
客と⾒なし（⽚道移動距離80km以上もしくは、所
要時間8時間以上の移動、そして⾜元及び隣接市区
町村の居住者を除く）、統計処理します。

モバイル空間統計の種類

4

種類 滞留
⼈⼝

移動
⼈⼝・
ＯＤ

流出・
流⼊
⼈⼝

時間別
滞在⼈⼝
変化

⼀定期間
結合

性別
年齢別 エリア粒度

⼈⼝分布
統計 ◎ － ◎ ◎ － 〇

500mメッシュ以上
（東名阪では250m）

⼈⼝流動統計 ○ ◎ 〇 ◎ － 〇
1kmメッシュ以上を

推奨

国内観光客
⼈⼝動態統計 ○ △ ○ ○ ◎ 〇

1kmメッシュ以上を
推奨

訪⽇外国⼈
⼈⼝分布統計 ◎ － － ◎ － － 1kmメッシュ以上を

推奨

訪⽇外国⼈
⼈⼝動態統計 ○ △ 〇 ○ ◎ －

1kmメッシュ以上を
推奨
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名古屋のナイト観光実態調査

【目的】

都市での宿泊滞在において、ナイト観光の充実が魅⼒の⼀つに上げられて
いるが、名古屋は⼀般的に“夜が早い”と⾔われており、夜が早いイメージは、
観光振興を図るうえでマイナスイメージにつながることとなる。
本業務では名古屋の訪⽇外国⼈におけるナイト観光の実態の把握及び名
古屋の宿泊滞在における課題の整理を⾏った。

5

名古屋のナイト観光実態調査

【訪日外国人・人口動態統計とは】

年間訪⽇外国⼈総数約1,900万⼈に対し、約150万⼈のデータを使⽤
⇒ 年間訪⽇外国⼈総数を⺟数としたの訪⽇外国⼈データの抽出率は約8% （2017年当時）

⼊国から出国まで途切れることなく捕捉できた有効なサンプルのみを使⽤して推計
⇒ 連続的に捕捉できているサンプルのみを使⽤しているため、推計値には誤りが混在しない

法務省から4半期毎に発表される国別訪⽇外国⼈数に⼀致するように拡⼤推計処理を実施
⇒ 偏りをなくした推計値であり、国別の⽐較や絶対数（総数）の検討が可能

⾮識別化処理・集計処理・秘匿処理の3段階⼿法を⽤いて、個⼈を特定できないように集計
⇒ 集団の⼈数のみをあらわす⼈⼝統計情報であるため、

携帯電話契約者を特定することはできない

滞在時間の集計やある程度の期間の溜め込みが出来る
⇒ 宿泊客とそれ以外の識別や、ある程度の期間の溜め込みで秘匿を少なくすることが出来る

6
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名古屋のナイト観光実態調査

【調査・分析の流れ】

7

ステップⅠ
訪⽇外国⼈の時間帯別集積状況把握
①名古屋地区における外国⼈の集積スポット（3メッシュ）を発⾒する
②上記で発⾒した集積スポットにおける延べ⼈数を1時間毎に把握する
集計期間：7⽉〜9⽉の3か⽉間 集計時間帯：18時~翌2時

ステップⅡ
滞在時間分析（上記で発⾒した集積スポットのみで実施）
①滞在時間を以下の2区分別に集計
⻑時間滞在（6時間以上滞在）⇒宿泊者とみなす
短時間滞在（総数から宿泊者数を減算）⇒飲⾷等の観光客とみなす
②上記の短時間滞在者をナイト観光者とみなし、夜のナイト観光のにぎわい時間帯を分析

ステップⅢ
他都市⽐較
①名古屋地区と同様に代表的な都市の2都市の集積スポットを選定し同様の分析を実施

名古屋のナイト観光実態調査

【名古屋地区訪日外国人集積状況と選定エリア 】

8
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 10001 -  25000

 25001 -  50000

 50001 - 100000

100001 -

⼤規模ターミナルエリア
（名古屋駅周辺）

繁華街エリア
（栄駅周辺）

繁華街エリア
（伏⾒駅周辺）

：選定エリア
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名古屋のナイト観光実態調査

【名古屋地区 ナイト観光（訪日外国人）集積数 [短時間] 】

9

＊⻑期滞在者（宿泊者）以外の、短時間滞在者（滞在時間6時間未満）をナイト観光者と
みなし、ナイト観光のにぎわい時間帯を分析
ナイト観光者集積数 ＝ 総夜間集積数（全数） ー ⻑時間滞在集積数

名古屋のナイト観光実態調査

【比較対象都市について】

10

名古屋

⼤阪福岡

◎ ⼤阪市中⼼部
選定理由：近畿地⽅の⽞関⼝で関⻄国際空港

直近の⼤都市

◎ 福岡市中⼼部
選定理由：九州地⽅の⽞関⼝で同等規模の都市

訪⽇外国⼈移動の発着地もしくは中継地かつ、名古屋に近い規模の都市を
選定（東京は集積スポットが⾮常に多く存在するため除外）
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名古屋のナイト観光実態調査

【各地区の訪日外国人集積状況と選定エリア 】

11

⼤阪城

難波宮跡

福

津守

難波

千船

杭瀬

九条

伝法

⼤物

淀川

桜川

姫島

野⽥

⼗三

中津

京橋

鶴橋

⽟造

桃⾕

今宮

⼤阪
福島

塚本

桜島
⼤正

天満

野⽥

北⽥辺

河堀⼝

今宮戎
⽊津川

出来島

中之島 淀屋橋

森ノ宮

天王寺

⻄九条

御幣島

弁天町

桜ノ宮

岸⾥⽟出

萩ノ茶屋

天下茶屋

安治川⼝

⼤阪上本町

⻄天下茶屋

⼤阪城公園

⼤阪天満宮

天神橋筋六丁⽬

⼤阪市港区役所

⼤阪市⻄区役所
⼤阪市中央区役所

⼤阪市⼤正区役所

⼤阪市此花区役所

(c)Esri Japan

       -  10000

 10001 -  25000

 25001 -  50000

 50001 - 100000

100001 -

：選定エリア

名古屋城

荒⼦

中島

⼩本

川宮

⾦屋

⻩⾦

⽶野

⼭王

⽮⽥

堀⽥

森下

栄町

清⽔
栄⽣

⾦⼭

⼋⽥

千種

鶴舞

熱⽥
南荒⼦

新川橋

東⼤⼿

上飯⽥

新守⼭

名古屋

下⼩⽥井

東枇杷島

清須市役所

名古屋市役所

名古屋市⻄区役所
名古屋市北区役所

名古屋市東区役所

名古屋市瑞穂区役所

名古屋市昭和区役所

名古屋市中村区役所
名古屋市千種区役所

(c)Esri Japan

       -  10000

 10001 -  25000

 25001 -  50000

 50001 - 100000

100001 -

福岡空港

福岡城跡

名島の檣⽯

博多港

⼤橋

名島

⾼宮

薬院

⾙塚

⽵下

吉塚

箱崎

柚須

博多

舞松原

⻄鉄平尾

⻄鉄福岡(天神)

福岡市東区役所

福岡市早良区役所

福岡市城南区役所

福岡市中央区役所

(c)Esri Japan

       -  10000

 10001 -  25000

 25001 -  50000

 50001 - 100000

100001 -

名 古 屋 地 区⼤ 阪 地 区福 岡 地 区

⼤阪・福岡に⽐較して、名古屋は⾯的な広がりが少ない

名古屋のナイト観光実態調査

【ナイト観光率比較（繁華街エリア） 】

12

＊各都市間での訪⽇外国⼈の集積数に⼤きな差があることから（⼤阪地区が突出）、
並列して⽐較可能な以下の指標で、⽐較することとした。
ナイト観光率 ＝ ナイト観光者集積数 ／ 全集積数
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名古屋のナイト観光実態調査

【ナイト観光 時間増減率比較（繁華街エリア）】

13

＊各都市間での訪⽇外国⼈の集積数に⼤きな差があることから（⼤阪地区が突出）、
並列して⽐較可能な以下の指標で、⽐較することとした。
時間増減率 ＝ 対象時間帯集積数 ／ 18時台の集積数

名古屋のナイト観光実態調査

14

【結果】

■「モバイル空間統計」データより
・名古屋地区は訪⽇外国⼈の夜間集積の広がりが限定的
・訪⽇外国⼈のナイト観光率が低い
・訪⽇外国⼈の名古屋の“夜は早い”ことは確認できなかった
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宮城県沿岸部観光客

【目的】

平成２７年度に宮城県が実施した、関東地⽅において宮城県沿岸部の
観光情報等を発信する「沿岸部観光復興情報等発信事業」の効果を測定
することを⽬的とし、NTTドコモの携帯電話基地局の運⽤データを基にした統
計情報を利⽤し、県外観光客の来訪について調査を⾏った。

15

宮城県沿岸部観光客実態調査

【調査概要】
＜調査対象範囲＞

宮城県沿岸部の14市町を訪れた県外観光客等。
※県外客データのみを抽出（調査該当市町の居住者および、県内居住者を除外）
14市町：気仙沼市・南三陸町・⼥川町・⽯巻市・東松島市・松島町・塩竈市・多賀城市・

七ヶ浜町・利府町・名取市・岩沼市・亘理町・⼭元町
＊気仙沼市、⽯巻市については、⾯積が⼤きいため市内を複数エリアに分割した

＜調査対象期間（データ取得期間）＞

2014年8⽉および2015年8⽉の各平⽇平均滞留⼈⼝、休⽇平均滞留⼈⼝

＜調査基準時間＞

午前３時台（夜間滞留⼈⼝）、午後０時台（昼間滞留⼈⼝）の２時間帯

＜注意事項＞

あくまでも滞留⼈⼝であり、⽬的等は把握出来ていない（観光⽬的以外も含まれる）

16
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宮城県沿岸部観光客実態調査

【2014→2015 平日昼間 来訪者の居住地】

＜2014年 平日昼間＞ ＜2015年 平日昼間＞ ＜増加率＞

17

 平⽇昼間において、北関東・南関東・北海道からの増加率が⾼い

宮城県沿岸部観光客実態調査

【2014→2015 平日夜間 来訪者の居住地】

＜2014年 平日夜間＞ ＜2015年 平日夜間＞ ＜増加率＞

18

 平⽇夜間において、中部地⽅・北関東・北海道からの増加率が⾼い
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宮城県沿岸部観光客実態調査

【2014→2015 休日昼間 来訪者の居住地】

＜2014年 休日昼間＞ ＜2015年 休日昼間＞ ＜増加率＞

19

 休⽇昼間において、北関東・千葉県・北海道からの増加率が⾼い

宮城県沿岸部観光客実態調査

【2014→2015 休日夜間 来訪者の居住地】

＜2014年 休日夜間＞ ＜2015年 休日夜間＞ ＜増加率＞

20

 休⽇夜間において、北海道・北東北地⽅・北関東からの増加率が⾼い
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宮城県沿岸部観光客実態調査

【2014→2015 平日昼間 沿岸市町別来訪者】

＜2014年 平日昼間＞ ＜2015年 平日昼間＞ ＜増加率＞

21

 平⽇昼間において、⼥川町・七ヶ浜町・利府町の増加率が⾼い
＊気仙沼市は観光⽬的ではないと思われる岩⼿県居住者の滞留⼈数が多い

宮城県沿岸部観光客実態調査

【2014→2015 平日夜間 沿岸市町別来訪者】

＜2014年 平日夜間＞ ＜2015年 平日夜間＞ ＜増加率＞

22

 平⽇夜間において、岩沼市・松島町・⼥川町の増加率が⾼い
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宮城県沿岸部観光客実態調査

【2014→2015 休日昼間 沿岸市町別来訪者】

＜2014年 休日昼間＞ ＜2015年 休日昼間＞ ＜増加率＞

23

 休⽇昼間において、気仙沼市（離島）・七ヶ浜町・⽯巻市（牡⿅）の増加率が⾼い

宮城県沿岸部観光客実態調査

【2014→2015 休日夜間 沿岸市町別来訪者】

＜2014年 休日夜間＞ ＜2015年 休日夜間＞ ＜増加率＞

24

 休⽇夜間において、南三陸町・松島町・東松島市の増加率が⾼い
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25

【結果】

■「モバイル空間統計」データより
・宮城県への流⼊⼈⼝は、関東以東からを中⼼に増加している
・沿岸地域の⼥川町・松島町・七ヶ浜町等で増加が確認出来た
・⽬的や滞在動機が確認出来ないため、他の調査結果と組み合わせ、
効果検証をより推察することが肝要

宮城県沿岸部観光客実態調査
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第Ⅱ部「携帯電話基地局の運用データを基にした 

人の移動に関する統計情報の活用事例」 

発表 6：人口分布統計・人口流動統計の活用事例 

～バス事業の経営改善支援について～ 
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10080 10050 8020 5010 2010

2015 205 10 10 151 51
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第Ⅱ部「携帯電話基地局の運用データを基にした 

人の移動に関する統計情報の活用事例」 

発表 7：人口流動統計の活用事例～ウォーターフロント地区への活用～   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⼈⼝流動統計の活⽤事例
〜ウォーターフロント地区への活⽤〜

平成30年6⽉
株式会社 福⼭コンサルタント

⼭⽥ 敏久

⽬ 次

1

１.調査概要
２.条件設定
３.データ作成
４.集計・分析
５.課題整理
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１.調査概要

2

1-1 調査⽬的
 ウォーターフロント（以下、WF）地区再整備に

関連する交通⾏動特性を把握
1-2 調査対象場所

▲WF地区(福岡市博多区沖浜町地区､築港本町･⽯城町の⼀部)
資料：ウォーターフロント地区再整備構想H28.3(福岡市)

●都⼼部の国際競争⼒を強化し、九州・⻄⽇本の
発展に貢献

●MICEやクルーズなどの需要の増加に対し、都市
機能の供給⼒の向上

●海辺を活かした賑わいと憩いの空間形成

博多駅天神駅

▲福岡県内港における外国⼈⼊国数
資料：出⼊国管理統計（法務局）

3

１.調査概要

資料：福岡市ＭＩＣＥ関連施設整備⽅針（案）、H27.2(福岡市)

1-2 調査対象場所
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１.調査概要

4

1-3 ⼈⼝流動統計の概要

資料：株式会社ドコモ・インサイトマーケティング ⼈⼝流動統計の主な課題
少数トリップが秘匿処理
⇒総数は⼤きなゾーニングで把握する
必要あり

※⼩地域に活⽤できる？

PT調査の主な課題
平⽇1⽇・圏域内居住者を対象
⇒圏域外居住者や調査対象⽇以外のデータを
取得していない

１.調査概要

5

1-4 調査フロー

MICE施設の利⽤実績（福岡市提供：H24-H26）

イベント開催区分別の特徴分析 平休区分：平⽇・休⽇別
イベント種別：展⽰会型・コンサート型・両⽅型・無開催

データ抽出対象⽇の設定（H29年度イベント開催状況より）

⼈⼝流動統計データの抽出

WF地区関連ODの作成

条件設定

データ作成

集計・分析

既存調査との整合性の検証

（４施設）開催⽇別の来訪者数・イベント種類

・イベント開催区分別
・来場者数の⼤⼩別

PT調査との差異の考察

＜平休区分＞×＜イベント種別＞×＜来場者数の⼤⼩＞

集計・分析 ・属性の特徴（年代、性別、時間帯）
・県内居住・県外居住・訪⽇外国⼈の特徴

総数の設定、OD分布の設定
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２.条件設定

6

2-1 MICE施設のイベント種別の来場者数の分析

 展⽰会・コンサートの重複開催⽇が最多
 「展⽰会のみ」、「コンサートのみ」、

「無開催」は平⽇が多い
 休⽇の無開催は3年間のうち6⽇
（ほぼ元⽇とその前後）

(1)平休別・イベント種別の施設利⽤状況
①利⽤⽇数

 最⼤利⽤⼈数は、平休別の差は⼩さい。
 平均利⽤⼈数は、休⽇の⽅が多い。

②利⽤⼈数

28,956

44,975

17,002

30,733

44,975

18,456

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

展示会・コンサート 展示会のみ コンサートのみ

（
人

）

平日 休日

225

352

73 94

283

50
12 6

0

100

200

300

400

展示会・コンサート 展示会のみ コンサートのみ 無開催

（
日

）

平日 休日

資料：福岡市

6,971 3,757 3,964
12,048

7,917 10,671

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

展示会・コンサート 展示会のみ コンサートのみ

（
人

）

平日 休日

コンサート コンサート，その他興行（大相撲、プロレス）

展示会

企業個展，会議，即売会，大会･集会，
国際会議･学会，展示会･見本市，講演会，
学術会議，アマチュアスポーツ，試験，
入学式･卒業式，その他

■（参考）イベント種別の内訳

▲H24-H26年度 MICE施設利⽤⽇数

▲MICE施設利⽤⼈数（平均）▲MICE施設利⽤⼈数（最⼤）

(2)利⽤⼈数と利⽤⽇数の関係
2-1 MICE施設のイベント種別の来場者数の分析

２.条件設定

7

 利⽤⼈数が平均以下のイベント開催数が多く、平均以上のイベント開催数は少ない。
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２.条件設定

8

2-2 データ抽出対象⽇の設定

平休 イベント種別 対象⽇ ※H29年度
利⽤⼈数：平均以上 利⽤⼈数：平均以下

平⽇

A：展⽰会・コンサート
重複型

10/18(⽔) 
ものづくりフェア、九州建設技術フォーラム、乃⽊坂46コンサート

10/26(⽊)
標準化と品質と管理九州地区⼤会、⻲梨和也コンサート

B：展⽰会のみ 10/19(⽊)
ものづくりフェア、九州建設技術フォーラム

10/ 5(⽊)
第⼀線監督者の集い、フード･エキスポ

C：コンサートのみ 11/20(⽉)
⼤相撲⼗⼀⽉場所

9/12(⽕)
東京03お笑い単独公演、浜崎あゆみコンサート

D：無開催 10/11(⽔)

休⽇

A：展⽰会・コンサート
重複型

10/ 8(⽇)
ママキッズ・フェスタ&住まいフェスタ

9/ 9(⼟)
産業とくらしのグランドフェア、超新星コンサート、Linked Horizon ライブ

B：展⽰会のみ 9/16(⼟)
住まいの耐震博覧会、⽊と住まいの⼤博覧会、⽇本糖尿病教育・看護学会学術集会、家具ショージャパン

C：コンサートのみ
※秋期は0⽇

8/11(⾦)
GENERATIONSコンサート、遊助コンサート、ベネッセ英語コンサート

D：無開催 ※年間を通じて元旦等僅かのため、検討対象外

 平休別かつイベント種別にデータ抽出対象⽇を設定。（H29年度の秋期を原則）
 総利⽤⼈数の平均以上､平均以下からそれぞれ1⽇ずつを⽬安。
※「休⽇・コンサートのみ」は、秋期は0⽇のため、年間を通した該当⽇を設定。
※「休⽇・無開催」は年間を通じて元旦等僅かのため、検討対象外。

※訪⽇外国⼈は9-11⽉の⼟⽇を対象（延べ24⽇）

２.条件設定

9

2-3 データの抽出区分

 時間：5区分
［3-9時、10-12時、13-15時、16-19時、20-2時］

 空間：※福岡市：40ゾーン、その他：17ゾーン
WF地区周辺や天神・博多はCゾーンを基本（約1.5〜2km圏内）
その他福岡市は適宜集約、市外は⽅⾯集約

年代：3区分
［15-19歳、20-64歳、65-79歳］

性別：2区分
［男性、⼥性］

居住地フラグ：2区分
［県内居住者、県外居住者］

（ 5 × 57 × 3 × 2 × 2 = 3,420区分）

※訪⽇外国⼈は「時間」と「空間」のみ区分
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２.条件設定

10

2-4 空間エリアの設定

【福岡市】 【福岡県・県外】

WF地区

博多
天神

福岡空港

 PT調査データよりWF地区関連のOD分布を集計し、交通網に配慮しつつ、
⼀定量のＯＤ量が確保できるゾーンを設定

7,398 8,142 8,091
5,997

6,943
5,228 5,331

15,036

2,489
3,395

1,513 1,898
3,855

619 124

25 29
16
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36
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5,000
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10月18日 10月26日 10月19日 10月5日 11月20日 9月12日 10月11日

平日A 平日B 平日C 平日D ※ PT調査

（％）ﾄﾘｯﾌﾟ/日 福岡県内居住者 福岡県外居住者 県外割合（％）

6,854

4,474 4,130

7,856

2,465
3,653

5,608

9,135

26
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58 54
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10月8日 9月9日 9月16日 8月11日

休日A 休日B 休日C

（％）ﾄﾘｯﾌﾟ/日 福岡県内居住者 福岡県外居住者

県外割合（％）

３.データ作成

11▲居住地別WF地区関連OD量（休⽇）

 PT調査との差異が⼤きい
（平⽇Dの約2.9倍）
 県外居住者は全体のうち

約1〜4割を占める。
 イベント無開催（平⽇D）

の県外居住者は僅か。

(1)⼈⼝流動統計データの抽出結果
①平⽇

 県外居住者は全体のうち
約3〜6割を占める。

②休⽇

▲居住地別WF地区関連OD量（平⽇）

※PT調査データは、「60分未満、1km未満、15歳未満かつ
80歳以上のトリップ」を集計対象外にしている。

（展⽰会・コンサート） （展⽰会） （コンサート）

（展⽰会・コンサート） （展⽰会） （コンサート）
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18,101
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※当初の区分設定 最小限の区分設定

PT調査 人口流動統計［平日Ｄ］

ﾄﾘｯﾌﾟ/日

３.データ作成

12

(2)既存調査との整合性の検証
既存調査との整合性の検証（その1）
• PT調査の少サンプルを除外して、⼈⼝流動統計との差異

を⽐較。
• 集計対象サンプル数の閾値が3未満の場合、トリップ数と

トリップ有りゾーン数がほぼ整合。
⇒⼈⼝流動統計において区分設定を⼯夫すれば、実績値
（≒PTデータ）との差異が⼩さくなる可能性を⽰唆。

15,036

11,245

6,584

4,197
5,331
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PT 閾値1 PT 閾値2 PT 閾値3 PT 閾値4 平日D

ゾーン数ﾄﾘｯﾌﾟ/日 WF関連合計（WF内々除く）

トリップ有りゾーン数

（注意）
⼈⼝流動統計の
［平⽇D］集計
値は、県内居住
者を対象。

▲PTサンプル数の閾値と⼈⼝流動統計の⽐較

• ⼈⼝流動統計の集計区分を最⼩限にしてデータ抽出する
と、PT集計値との差異が改善（誤差率約2割）。

エリア ：WF地区とその他の2区分
居住地：県内居住・県外居住の2区分
（ 2 × 2 = 4区分）

⇒WF地区（Cゾーン規模）の移動データは⼈⼝流動
統計で取得できていると判断。

既存調査との整合性の検証（その2）

⼈⼝流動統計の活⽤⽅針
①総トリップ数（実績値）との差異を確認
②偏ったOD分布による拡⼤を回避するため、ゾーン集約を
⾏ってOD分布の偏りの影響を緩和

PT調査のWF関連トリップ数
⼈⼝流動統計のWF関連トリップ数

▲PT調査と⼈⼝流動統計（集計区分）の⽐較

13

イベント無開催⽇の
⼈⼝流動統計

MICE施設利⽤⼈数
（H24-H26実績）
7区分別・⽇平均

WF地区関連トリップ
（7区分別・⽇あたり）

WF地区関連トリップ
（年間値）

（年間換算）

WF地区関連OD
（7区分別・⽇当たり）

⼈⼝流動統計
分布パターン
（7区分別）

①総トリップ数の設定

②OD分布の設定

３.データ作成

WF地区関連OD
（年間値）

（年間換算）

(3)⼈⼝流動推計を⽤いたWF地区関連ODの作成
 「MICE施設利⽤⼈数」と「イベント無開催⽇の⼈⼝流動統計」を⽤いて、

WF地区関連トリップを設定
 「⼈⼝流動統計」の分布パターンを⽤いて、ODを作成

イベント
無開催

イベント
有り

トリップ数 分布

MICE施設
利⽤⼈数

⼈⼝流動
統計

⼈⼝流動
統計

⼈⼝流動
統計
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４.集計・分析

14

(1)WF地区関連のOD分布

▲WF地区関連OD分布（平⽇D）

▲WF地区関連OD分布（平⽇A_1018） ▲WF地区関連OD分布（休⽇A_1008）
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平⽇とPT⽐較
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• 中央区・博多区・東区で多い傾向は、PTと類似
• 博多区ではPTよりも多い

※九州新幹線開業や⼤規模商業施設等の
整備等により博多駅滞在が増加？

（PT:H17→⼈⼝流動統計H29）
⇒⼈⼝流動統計の分布パターンは実績を反映している

博多駅滞在が増加？

• 休⽇は平⽇に⽐べてその他（県外）が多い
⇒イベント開催状況を反映したOD分布が取得できている その他（県外）に差

15

・福岡市周辺に薄く分布 ・九州内に僅かに分布

(2)WF地区関連のOD分布図

４.集計・分析

▼県内居住者 ▼県外居住者

WF地区

天神 博多

WF地区

天神 博多

平⽇D（イベント無開催）のトリップ分布

1-102



16

平⽇A（展⽰会・コンサート）のトリップ分布
▼県内居住者 ▼県外居住者
・天神・博多に集中
・県内に広く分布

・天神・博多周辺のみ
・九州内に分布

(2)WF地区関連のOD分布図

４.集計・分析

WF地区

天神 博多

WF地区

天神 博多

17

・福岡市外からのトリップが多い ・九州内からのトリップが多い

(2)WF地区関連のOD分布図 休⽇A（展⽰会・コンサート）のトリップ分布

４.集計・分析

▼県内居住者 ▼県外居住者

WF地区

天神 博多

WF地区

天神 博多
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18▲年代別の発⽣量・集中量の構成⽐

４.集計・分析
(3)属性別の特性

 ⼤相撲開催⽇は65歳
以上の割合が⾼い。

 夏休み期間中は15-
19歳の割合が⾼い

年代別

⼤相撲開催⽇

65-79歳
平⽇

休⽇

15-19歳

夏休み（海の⽇）

19▲性別の発⽣量・集中量の構成⽐

(3)属性別の特性

 男性アイドルコンサート
開催⽇や休⽇は、⼥性
の割合が⾼くなる。

 産業・⼯業系展⽰会の
開催⽇は男性の割合が
⾼くなる。

性別

４.集計・分析

男性アイドルコンサート

⼥性
平⽇

休⽇

男性

産業･⼯業系展⽰会
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20▲時間帯別の発⽣量・集中量の構成⽐

(3)属性別の特性

 平⽇は16時以降、
休⽇は13時以降の
来訪割合（WF地区
への出発）が⾼い。

時間帯別

４.集計・分析
16-20時台にWF地区へ向けて出発

13-16時台にWF地区へ向けて出発

平⽇

休⽇

４.集計・分析

21

(4)訪⽇外国⼈

▲WF地区関連OD分布（訪⽇外国⼈）

訪⽇外国⼈がWF地区に来る前に滞在した国内エリア

WF地区

天神 博多

ヤフードーム

北九州市

宗像大社
（世界遺産）

秋月（小京都）
ビール工場

▲訪⽇外国⼈の前滞在・後滞在の内訳

• 前滞在の⽅が後滞在よりも多い。
⇒週末に帰国ラッシュが発⽣？
（※⼟⽇データを対象としているため）

• 天神・博多周辺の宿泊先や、集客施
設・観光地からの訪問が多いと推察。

• なお、国籍は全て⼤韓⺠国。

・訪⽇外国⼈は9-11⽉の⼟⽇を対象（延べ24⽇）
・WF地区には韓国定期船が発着する国際港湾がある

前滞在
3,149
86%

後滞在
499
14%
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22

• 休⽇では県外居住者の来訪や、市外からの来訪が増加する傾向。
• イベント無開催の平⽇は、市外からの来訪が減少する傾向。
• 年代別では、⼤相撲開催⽇は⾼齢者（65歳以上）の割合が⾼まる傾向。
• 性別では、男性アイドルのコンサート開催⽇や休⽇は、⼥性の割合が⾼まる傾向。
• 時間帯別では、平⽇は16時以降の来訪割合が⾼く、休⽇は13時以降の来訪割合が⾼い。

５.課題整理
(1)分析結果から得られた知⾒
国内居住者

• 週末は帰国する⼈が集中し、⼊国する⼈は少ない。国籍は⼤韓⺠国（韓国定期船）。
• 主な分布先は、中央区や博多区の宿泊先や、ドーム周辺やキャナルシティなどの集客施設や
観光施設に滞在していると推察。

• その他市外では、朝倉、宗像、北九州、および九州内となっており、WF地区と市外の観光
地等を直接移動していると推察。

訪⽇外国⼈
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• WF地区のような⼩エリアでも⼈⼝流動統計は活⽤可能
• 今回のデータ取得区分では実績値（≒PTデータ）との差異が⼤きく発⽣
• 属性区分（性別・年齢別・時間帯別）の他、設定したゾーンが細かいことが要因と推察。
• データ属性（性別・年齢・時間帯など）の区分を少なくすることや、対外ゾーンの範囲を広
めに設定することなどの留意し、実績値との差異を⼩さくするための区分設定の⼯夫が求め
られる。

５.課題整理
(2)データの課題

• 今回のデータ取得区分ではOD分布に偏りが⽣じているため、ゾーン集約した上で活⽤する
ことが望ましい。

• 集約ゾーンから細分する⽅法は、既存分布モデルや、PTデータの分布パターンの活⽤等が
考えられる。

(3)データの活⽤

1-106



24

ご清聴ありがとうございました。
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第Ⅱ部「携帯電話基地局の運用データを基にした 

人の移動に関する統計情報の活用事例」 

発表 8：人口流動統計の活用事例 

～ETC2.0 プローブ情報と組み合わせた道路交通状況モニタリングの提案～ 
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第2章 開催前の準備 
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2.1  会場レイアウト 

 成果報告当日の設営及び進行をスムーズに実施するため、会場までの動線図、受

付、会場図を事前に検討した。事前検討に当り、主に以下の項目について現場の状

況を確認するために、会場の下見を成果報告会の 3 週間前に実施した。  

 ・サインスタンドの配置場所 

 ・会場までの動線  

 ・受付の配置場所  

 ・会場内のスクリーン・机・椅子の配置場所  

 ・必要機材の有無  

 

(1) 会場までの動線図  

会場までの動線図を図 2-1 に示す。成果報告会の会場は三田共用会議所の大会議

室（A~E 会議室）であるが、三田共用会議所には他の会場も様々ある。そのため、

会場までの移動途中に誘導用のサインスタンド（図 2-2）を 3 箇所設置し、会場ま

で参加者が迷うことがないように配慮した。 

 

図 2-1 会場までの動線図 

  

図 2-2 サインスタンド及びその周辺写真 

受
付

１
階

３
階

エレベーター

エレベーター

サインスタンド

サインスタンド

サインスタンド

来場者導線

サインスタンド
「国内最大規模の交通ビッグデータの活用

方策に関する共同研究」の成果報告会
～産学官の連携により、携帯電話基地局の運用データ

を活用した「人の移動実態の統計処理」を可能に！～

３Ｆ Ａ～Ｅ会議室
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(2) 受付  

会場内の混雑を防止するために、会場前の廊下に受付を設置した。事前に作成し

た参加者リストを用いて参加者の名前を確認する係（図 2-3 の①及び②）、資料を配

付する係（図 2-3 の③及び④）を 2 名ずつ図 2-3 のように配置することで、確認待

ちが発生しにくくした。受付フローは以下のとおり。 

1.①及び②が参加者リストの名前をチェック。事前申し込みが無い場合は記帳ま

たは名刺を受け取る。  

2.③及び④が資料（封入済み）を配布（希望者には CPD 認定プログラム受講証明

書を配付）。 

3.成果報告会開始後は、③及び④のみ受付に残り、遅れてきた来訪者を後ろの入

り口へ誘導。①及び②は会場に移動し、質疑応答時のマイクランナーを担当。 

 

 

図 2-3 受付図 

 

(3) 会場図  

会場の配置図を図 2-4 に示す。机 1 台につき椅子を 3 脚設置し、最大 156 人が机

有りの席に座れるようにした。さらに後方に椅子のみのスペースを設置し、合計で

最大 200 人が会議室に入れるようにした。その他、以下の点について工夫を行った。  

・後方の席は、スクリーン 1 がある前方から距離があるため、図 2-4 のとおりス

クリーン 2 及び 3 を設置し、どの位置でもスクリーンが見やすいようにした。 

・図 2-4 のとおりスクリーン 2 及び 3 の配置場所は入り口と反対側にすること

で、配線が移動の支障にならないようにした。  

・スクリーンは、三田共用会議所の物品を借用し、事前の下見の際に後方からの

見え方や配置を確認の上、適切な位置を決定した。  

④ ③ ② ①

来場者導線

資料を配付する係 参加者の名前を確認する係
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図 2-4 会場図  

発表者導線

来場者導線

締切

発表用ＰＣ
司会者席
進行管理席

演壇

発表者席

関係者席

発表者席

Ａ会議室

Ｂ会議室

Ｃ会議室

Ｄ会議室

Ｅ会議室

受
付

スクリーン

記者席

置き台

椅子のみのスペース
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2.2  進行シナリオ 

成果報告会をプログラム通り円滑に進行するため、当日の発表者の移動のタイミ

ングや司会者の進行も含むシナリオを以下のとおり作成した。このシナリオを共同

研究実施機関、成果報告会運営補助業務受託者及び司会者に事前に共有・確認して

もらった。そのため、成果報告会当日も、予定時刻通りに進行することができた。 

 

時刻 動作 ナレーション 

9:00 ■スクリーン設置 

■ステージ上手側に演壇 

■ステージ下手側に司会者席・

進行管理席 

■ステージ両席に有線マイク 

 

10:30 ■PC 動作確認 

■音響確認 

■マイクランナーにワイヤレ

スマイク 

■演壇にレーザーポインター 

■司会リハーサル 

■会場セッティング 

■オールスタンバイ 

 

12:30  受付開始・開場 

12:35 ●司会者、司会者席へ移動 

△スクリーンにタイトルを映

す 

【司会者】（適宜繰り返し） 

本日は『「国内最大規模の交通ビッグデータの活用方策に関す

る共同研究」の成果報告会～産学官の連携により、携帯電話基

地局の運用データを基にした「人の移動実態の統計処理」を可

能に！～』にご来場いただきまして、誠にありがとうございま

す。 

ご来場の皆様にご案内申し上げます。 

 

○お座席は自由席となっておりますが、前方より詰めてお座り

下さいますようお願い致します。また、空いている席にお荷

物を置かれないようご協力をお願い致します。 

○報告会時間中は携帯電話の音が鳴らないように設定お願い致

します。 

○会場内は禁煙となっております。おタバコをお吸いの方は、

発表用ＰＣ
司会者席
進行管理席

演壇

発表者席

関係者席

発表者席

スクリーン

記者席

置き台

椅子のみのスペース
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時刻 動作 ナレーション 

１階ロビーの前庭をご利用ください。 

○化粧室は、会場を出てすぐ右側にございます。 

○三田共用会議所内でのお食事はご遠慮下さい。 

○ゴミはお持ち帰りいただくようお願いいたします。トイレに

ゴミ入れがございますが、ご利用はお控え下さい。 

○なお、土木学会の CPD をお申し込みの方は、閉会時間まで受

付にて受講証明書を配付しておりますので、お手すきの際に

お受け取り下さい。 

○それでは開演まで、今しばらくお待ちください。 

12:55 ●関谷室長演壇に移動 【司会者】 

ご来場の皆様にご案内申し上げます。 

 

○お座席は自由席となっておりますが、前方より詰めてお座り

下さいますようお願い致します。また、空いている席にお荷

物を置かれないようご協力をお願い致します。 

○受付の際にお配りした封筒の中には、本報告会のプレゼン資

料のほか、報告会のアンケート用紙が入っております。 

○報告会のアンケートは、お帰りの際に、受付のアンケート回

収箱へご提出いただきますよう、ご協力お願い致します。 

○なお、土木学会の CPD をお申し込みの方は、閉会時間まで受

付にて受講証明書を配付しておりますので、お手すきの際に

お受け取り下さい。 

○まもなく『「国内最大規模の交通ビッグデータの活用方策に

関する共同研究」の成果報告会～産学官の連携により、携帯

電話基地局の運用データを基にした「人の移動実態の統計処

理」を可能に！～』を開催致します。ご着席になられまして、

お待ちください。 

  開会 

13:00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【司会者】 

皆様、大変長らくお待たせ致しました。 

ただ今から『「国内最大規模の交通ビッグデータの活用方策に

関する共同研究」の成果報告会～産学官の連携により、携帯電

話基地局の運用データを基にした「人の移動実態の統計処理」

を可能に！～』を開催致します。 

 

では最初に、 

こくどこうつうしょう こくどぎじゅつせいさくそうごうけん

きゅうじょ しゃかいしほんまねじめんとけんきゅうせんたー 

しゃかいしほんじょうほうきばんけんきゅうしつ しつちょう 

国土交通省 国土技術政策総合研究所 社会資本マネジメント

研究センター 社会資本情報基盤研究室 室長 

せきや ひろたか 

関谷 浩孝 

より、開会の挨拶をします。 

それでは、よろしくお願いいたします。 
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時刻 動作 ナレーション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●関谷室長発表者席へ戻る 

●今井先生演壇へ移動 

 

■開会の挨拶 

 関谷 浩孝（せきや ひろたか） 

 国土交通省 国土技術政策総合研究所 社会資本マネジメン

ト研究センター 社会資本情報基盤研究室 室長 

 

ありがとうございました。 

 

  Ⅰ部 「共同研究成果について」 

13:10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●今井先生発表者席へ戻る 

●池田様演壇へ移動 

【司会者】 

早速ですが第Ⅰ部を始めます。 

 

では最初に、 

こうつうかんれんびっぐでーたのこうかてきなかつようのため

のしざ 

交通関連ビッグデータの効果的な活用のための視座 

と題しまして、 

とうきょうとしだいがく こうがくぶ としこうがっか じゅ

んきょうじゅ  

とうきょうだいがく くうかんじょうほうかがくけんきゅうせ

んたー きゃくいんけんきゅういん  いまい りゅういち 

東京都市大学 工学部 都市工学科 准教授 

東京大学 空間情報科学研究センター 客員研究員  今井 

龍一 

より紹介致します。それでは、よろしくお願い致します。 

 

■交通関連ビッグデータの効果的な活用のための視座 

今井 龍一（いまい りゅういち） 

東京都市大学 工学部 都市工学科 准教授 

東京大学 空間情報科学研究センター 客員研究員 

 

ありがとうございました。 

 

13:25 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【司会者】 

続きまして、 

 

けいたいでんわきちきょくのうんようでーたからせいせいされ

るじんこうりゅうどうとうけいとは 

携帯電話基地局の運用データから生成される人口流動統計とは 

と題しまして、 

かぶしきがいしゃえぬてぃーてぃーどこも せんしんぎじゅつ

けんきゅうじょ しゃかいせんしんぐけんきゅうぐるーぷ し

ゅかんけんきゅういん  いけだ だいぞう 

株式会社 NTT ドコモ 先進技術研究所 社会センシング研究グ

ループ 主幹研究員  池田 大造 
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時刻 動作 ナレーション 

 

 

 

 

 

 

 

●池田様発表者席へ戻る 

●新階様演壇へ移動 

より紹介致します。それでは、よろしくお願い致します。 

 

■携帯電話基地局の運用データから生成される人口流動統計と

は 

池田 大造（いけだ だいぞう） 

株式会社 NTT ドコモ 先進技術研究所 社会センシング研究グ

ループ 主幹研究員 

 

ありがとうございました。 

13:40 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●新階様発表者席へ戻る 

■画面切替え係が演壇から発

表者席へ有線マイクを移動 

【司会者】 

続きまして、 

 

きょうどうけんきゅうせいかのおもなないようとぽいんと 

共同研究成果の主な内容とポイント 

と題しまして、 

（ぜん）こくどこうつうしょう こくどぎじゅつせいさくそう

ごうけんきゅうじょ としけんきゅうぶ とししせつけんきゅ

うしつちょう 

（げん）にいがたしぎかん（けん）としせいさくぶちょう  し

んがい ひろやす 

（前）国土交通省 国土技術政策総合研究所 都市研究部 都

市施設研究室長 

（現）新潟市技監（兼）都市政策部長  新階 寛恭 

より紹介致します。それでは、よろしくお願い致します。 

 

■共同研究成果の主な内容とポイント 

新階 寛恭（しんがい ひろやす） 

（前）国土交通省 国土技術政策総合研究所 都市研究部 都

市施設研究室長 

（現）新潟市技監（兼）都市政策部長 

 

ありがとうございました。 

14:05 △司会者が質問者を指定 

△マイクランナーがワイヤレ

スマイクを質問者に渡す 

△質疑応答者は発表者席にて

有線マイクを利用して質問に

回答 

△画面切替え係は PC を利用し

て質疑応答の内容に合わせて

画面切替え 

【司会者】 

それでは質疑応答に入りたいと思います。何かご質問・ご意見

等がありましたら挙手をお願いします。 

14:25  【司会者】 

それでは時間となりましたので、15 分の休憩とさせていただき

ます。14 時 40 分より開始致します。 

○会場内は禁煙となっております。おタバコをお吸いの方は、
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時刻 動作 ナレーション 

１階ロビーの前庭をご利用ください。 

○化粧室は、会場を出てすぐ右側にございます。 

○三田共用会議所内でのお食事はご遠慮下さい。 

○ゴミはお持ち帰りいただくようお願いいたします。トイレに

ゴミ入れがございますが、ご利用はお控え下さい。 

○報告会のアンケートにつきましては、受付に回収箱をご用意

しておりますので、ご記入済の方はご提出ください。 

  休憩（15 分） 

14:40 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●石井様演壇へ移動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●石井様発表者席へ戻る 

●高野様演壇へ移動 

【司会者】 

お待たせ致しました。時間になりましたので、第Ⅱ部を始めま

す。 

第Ⅱ部では携帯電話基地局の運用データを基にした人の移動に

関する統計情報ついて、実際に活用した事例を紹介いたします。 

最初の 2 つは、あるエリアにいる人の数を示す人口分布統計の

活用事例を、後半の 3 つは、あるエリアから他のエリアへの人

の移動量を示す人口流動統計の活用事例を中心に紹介していた

だきます。 

 

では最初に 

 

じんこうぶんぷとうけいのかつようじれい 

～いべんとじのこんざつじょうほうのけんとう～ 

人口分布統計の活用事例 

～イベント時の混雑情報の検討～ 

と題しまして、 

いっぱんざいだんほうじんけいりょうけいかくけんきゅうじょ 

としちいき・かんきょうぶもん けんきゅういん  いしい 

りょうじ 

一般財団法人計量計画研究所 都市地域・環境部門 研究員  

石井 良治 

より紹介致します。それでは、よろしくお願い致します。 

 

■人口分布統計の活用事例 

～イベント時の混雑情報の検討～ 

石井 良治（いしい りょうじ） 

一般財団法人計量計画研究所 都市地域・環境部門 研究員 

 

ありがとうございました。 

14:50 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【司会者】 

続きまして、 

 

じんこうぶんぷとうけいのかつようじれい 

～ほうにちがいこくじんのじょうきょうはあくとかんこうきゃ

くじったいちょうさ～ 

人口分布統計の活用事例 
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時刻 動作 ナレーション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●高野様発表者席へ戻る 

●小田原様演壇へ移動 

～訪日外国人の状況把握と観光客実態調査～ 

と題しまして、 

かぶしきがいしゃさーべいりさーちせんたー じぎょうほんぶ 

ちょうさぶ ちょうさぶちょう  たかの きよひさ 

株式会社サーベイリサーチセンター 事業本部 調査部 調査

部長  高野 精久 

より紹介致します。それでは、よろしくお願い致します。 

 

■人口分布統計の活用事例 

～訪日外国人の状況把握と観光客実態調査～ 

高野 精久（たかの きよひさ） 

株式会社サーベイリサーチセンター 事業本部 調査部 調査

部長 

 

ありがとうございました 

15:00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●小田原様発表者席へ戻る 

●山田様演壇へ移動 

【司会者】 

続きまして、 

 

じんこうぶんぷとうけい・じんこうりゅうどうとうけいのかつ

ようじれい 

～ばすじぎょうのけいえいかいぜんしえんについて～ 

人口分布統計・人口流動統計の活用事例 

～バス事業の経営改善支援について～ 

と題しまして、 

かぶしきがいしゃどこも・いんさいとまーけてぃんぐ えりあ

まーけてぃんぐぶ  おだわら とおる 

株式会社ドコモ・インサイトマーケティング エリアマーケテ

ィング部  小田原 亨 

より紹介致します。それでは、よろしくお願い致します。 

 

■人口分布統計・人口流動統計の活用事例 

～バス事業の経営改善支援について～ 

小田原 亨（おだわら とおる） 

株式会社ドコモ・インサイトマーケティング エリアマーケテ

ィング部 

 

ありがとうございました 

15:15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【司会者】 

続きまして、 

 

じんこうりゅうどうとうけいのかつようじれい 

～ふくおかしうぉーたーふろんとちくへのかつよう～ 

人口流動統計の活用事例 

～福岡市ウォーターフロント地区への活用～ 

と題しまして、 
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時刻 動作 ナレーション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●山田様発表者席へ戻る 

●松島様演壇へ移動 

かぶしきがいしゃふくやまこんさるたんと ちいき・こうつう

けいかくぐるーぷ かちょうほさ  やまだ としひさ 

株式会社福山コンサルタント 地域・交通計画グループ 課長

補佐  山田 敏久 

 

より紹介致します。それでは、よろしくお願い致します。 

 

■人口流動統計の活用事例 

～福岡市ウォーターフロント地区への活用～ 

山田 敏久（やまだ としひさ） 

株式会社福山コンサルタント 地域・交通計画グループ 課長

補佐 

 

ありがとうございました 

15:30  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●松島様発表者席へ戻る 

 

【司会者】 

続きまして、 

 

じんこうりゅうどうとうけいのかつようじれい 

～いーてぃーしーにーてんぜろぷろーぶじょうほうとくみあわ

せたどうろこうつうじょうきょうもにたりんぐのていあん～ 

人口流動統計の活用事例 

～ETC2.0 プローブ情報と組み合わせた道路交通状況モニタリ

ングの提案～ 

と題しまして、 

ちゅうおうふっけんこんさるたんつかぶしきがいしゃ けいか

くけいぶもん じぎょうそうせいぐるーぷ さぶりーだー  

まつしま としかず 

中央復建コンサルタンツ株式会社 計画系部門 事業創生グル

ープサブリーダー  松島 敏和 

 

より紹介致します。それでは、よろしくお願い致します。 

 

■人口流動統計の活用事例 

～ETC2.0 プローブ情報と組み合わせた道路交通状況モニタリ

ングの提案～ 

松島 敏和（まつしま としかず） 

中央復建コンサルタンツ株式会社 計画系部門 事業創生グル

ープサブリーダー 

 

ありがとうございました。 

15:45 ■画面切替え係が演壇から発

表者席へ有線マイクを移動 

 

△司会者が質問者を指定 

△マイクランナーがワイヤレ

【司会者】 

それでは質疑応答に入りたいと思います。何かご質問・ご意見

等がありましたら挙手をお願いします。 
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時刻 動作 ナレーション 

スマイクを質問者に渡す 

△質疑応答者が発表者席にて

有線マイクを利用して質問に

回答 

△画面切替え係は PC を利用し

て質疑応答の内容に合わせて

画面切替え 

  閉会 

16:05 

 

 

 

 

 

 

●越智様演壇へ移動 

 

 

 

 

 

 

 

 

●越智様発表者席へ戻る 

【司会者】 

最後に、 

こくどこうつうしょう としきょく としけいかくか としけ

いかくしつちょう  おち けんご 

国土交通省 都市局 都市計画課 都市計画調査室長  越智 

健吾 

 

より閉会の挨拶をします。 

それでは、よろしく御願いします。 

 

閉会の挨拶ありがとうございました。 

16:10  【司会者】 

以上をもちまして、 

『「国内最大規模の交通ビッグデータの活用方策に関する共同

研究」の成果報告会～産学官の連携により、携帯電話基地局の

運用データを基にした「人の移動実態の統計処理」を可能に！

～』を終了させていただきます。 

長時間に渡りご清聴いただきありがとうございました。 

 

また、受付の際にお配りした封筒の中に入っているアンケート

は、ご記入の上、受付のアンケート回収箱にご提出下さい。 

 

ゴミはお持ち帰りいただくようお願いいたします。トイレにゴ

ミ入れがございますが、ご利用はお控え下さい。 

 

ご退出の際にはお忘れ物等ないよう、お気を付け下さい。 

本日はご来場いただきまして、誠にありがとうございました。 

 

記者の方々にご連絡します。本成果報告会の取材ご希望の方は、

ご案内いたしました記者席にてそのままお待ちいただきますよ

うお願いします。 
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2.3  アンケート調査票 

「移動統計情報」の更なる高度化や今後の社会実装を見据え、成果報告会に参加

した方々を対象にアンケート調査を実施した。  

このアンケート調査の結果が今後の更なる改善方針や活用分野を見据えた普及

方策の検討等に役立つことを目的とし、「「移動統計情報」をどのような用途に活用

することを想定しているか」、「活用に当たりどのような課題があるか」を主なアン

ケート調査の内容とした。なお、本成果報告会は継続的に開催するものではないた

め、成果報告会自体の内容に関する設問は省略し、「移動統計情報」に関する内容に

的を絞った設問としている。  

作成したアンケート調査票を 2-15 頁及び 2-16 頁に示す。 
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2.4  発表者に依頼が必要な手続き 

発表者に依頼が必要な手続き書類は以下のとおりである。  

〇依頼文  

〇講演概要  

〇支払調書根拠資料（発表者の氏名・年齢・勤務先・役職をまとめた資料。旅費・

謝金の算出根拠資料として使用）  

〇支払調書  

〇旅費請求書  

〇出張計画書、旅行計画確認書  

〇旅行命令簿  

〇旅費振込先届出書  

上記の資料については、成果報告会前までに経路や宿泊費、パック旅行の領収書、

謝金を事前に確認し作成を済ませた。成果報告会当日会場にて、旅費請求書、出張

計画書、旅行計画確認書、旅行命令簿及び旅費振込先届出書に発表者が押印するこ

とで、郵送による書面のやり取りをなくし、発表者の手間を削減した。  

 

手続きの一つである旅費・謝金等の支払いは、旅費規程等に基づき以下の点に留

意し金額を決定した。  

〇共同研究関係者（株式会社 NTT ドコモ、東京大学）においては、本報告会も共

同研究の活動の一環であることから、旅費・謝金ともに無償とした。  

〇旅費・謝金を辞退した発表者については無償とした。  

〇旅費の基本的な考え方については、会場までの行程を表 2-1 に、会場からの行

程を表 2-2 に示す。この表 2-1、表 2-2 から発表者の行程に合わせた組合せで

旅費を算出する。  

 

表 2-1 会場までの旅費の考え方  

条件 会場までの旅費 

前泊なし  交通費（自宅または別の用務先から会場） 

前
泊
あ
り 

別の用務が前日にあり  宿泊費+交通費（宿泊場所から会場）  

別の用務が当日（報告会前）にあり  交通費（別の用務先から会場）  

別の用務が報告会前になし  
宿泊費+交通費（自宅から宿泊場所、宿泊

場所から会場）  
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表 2-2 会場からの旅費の考え方 

条件 会場までの旅費 

後泊なし  交通費（会場から自宅または別の用務先） 

後
泊
あ
り 

別の用務が翌日にあり  宿泊費+交通費（会場から宿泊場所）  

別の用務が当日（報告会後）にあり  交通費（会場から別の用務先）  

別の用務が報告会後になし  
宿泊費+交通費（会場から宿泊場所、宿泊

場所から自宅）  

 

また、謝金の算出に必要な区分は、表 2-3 の「「謝金の標準支払い基準」の改定に

ついて（平成 27 年 3 月 6 日改正）」、旅費の算出に必要なグレードは、表 2-4 の「委

員等旅費の相当級基準（別紙）」に基づき、事前に発表者の名刺から確認した役職名

に基づき決定した。なお、発表者の役職が、表 2-3 及び表 2-4 に記載されている職

位にない場合は、その中で最も役職に近い職位を判断し旅費・謝金を算出した。 

 

表 2-3 謝金算出参考表（「「謝金の標準支払い基準」の改定について」より抜粋） 

 

表 2-4 旅費算出参考表（「委員等旅費の相当級基準（別紙）」より抜粋） 
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2.5  広報活動 

(1) 地方公務員等への周知  

全国都市計画主管課長会議にて「移動統計情報」の活用事例を紹介する資料を配

付した（2-22 頁及び 2-23 頁）。活用事例の紹介により興味を持った方々のために、

共同研究の成果をまとめた国総研資料の掲載先や、成果報告会の開催案内も掲載し

た。  

 

 

(2) 報道関係等への周知  

成果報告会開催にあたり記者発表を行った。  

国総研からの記者発表の内容は、成果報告会の開催案内及び出席登録についてで

あり、共同研究実施機関と内容を精査し作成した。より多くの人に関心を持っても

らうことや、共同研究の成果の概要をわかりやすく伝えるために国総研の広報担当

官である建設技術政策分析官からアドバイスをもらい、以下の点について工夫を行

った。なお、広報担当官は当時と異なる可能性があるため、確認が必要である。  

・タイトルに、インパクトのあるワード（「国内最大規模」、「ビッグデータ」）を

付ける。  

・この共同研究により何ができるようになったのか、共同研究の成果の「売り」

を分かりやすくサブタイトルに記載する。  

・共同研究成果の概要と、成果報告会の概要を 1 枚の資料にまとめ、別紙 1（2-

25 頁及び 2-26 頁）として記者発表資料に加える。  

・参加登録について、一般の参加者はメールにて、取材希望の参加者は別紙 2（2-

27 頁）の FAX 用紙を利用することで登録方法を区別し、登録ミスの削減及び

当日の円滑な進行ができるようにする。  

建設業・コンサルタント業の方々が積極的に参加できるように、成果報告会を土

木学会認定 CPD プログラムに登録し、国総研からの記者発表資料の別紙 1（2-25

頁及び 2-26 頁）にその旨を記載した。  

また、建設業以外への広報を目的として、株式会社 NTT ドコモから、主に共同研

究の内容及びその有用性についての記者発表を実施した。その結果、表 2-5 のとお

り、成果報告会開催までに 7 件の報道に繋がった。  

国総研及び株式会社 NTT ドコモによるそれぞれの記者発表資料を 2-24 頁～2-27

頁及び 2-28 頁～2-30 頁に示す。  

また、成果報告会の開催後には取材希望者を対象としたレクチャーを行った。共

同研究実施機関全員（国土技術政策総合研究所  社会資本マネジメント研究センタ
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ー  社会資本情報基盤研究室長、国土技術政策総合研究所  都市研究部  都市施設研

究室長、株式会社 NTT ドコモ  先進技術研究所 主幹研究員、東京都市大学  工学部 

都市工学科  准教授及び新潟市  技監／都市政策部長）がレクチャーに参加すること

で、共同研究の意義や成果を詳細に伝えることが出来た。その結果、日刊自動車新

聞に成果報告会の内容が詳細に報道された。 

 

表 2-5 報道記事一覧  

掲載媒体 掲載日 

マイナビニュース（WEB） 平成 30 年 6/4(月) 

Businessnetwork.jp（WEB） 平成 30 年 6/4(月) 

LIGARE（WEB） 平成 30 年 6/5(火) 

日本経済新聞（WEB） 平成 30 年 6/5(火) 

日刊工業新聞（新聞） 平成 30 年 6/6(水) 

日経産業新聞（新聞） 平成 30 年 6/6(水) 

Business & Public – Affairs（WEB） 平成 30 年 6/7(木) 

日刊自動車新聞（新聞）  平成 30 年 6/16(土) 

著作権の関係上、報道記事は非掲載とする。 

 

 

(3) 協会・学会等への広報活動  

成果報告会を開催するにあたり、ビッグデータに関心のある、また業務に活用で

きる可能性が高い方々が所属している以下の協会・学会等へ担当研究室から各依頼

先へ周知を依頼し、各依頼先を通じて協会・学会の会員企業等へ周知した。周知内

容は国総研の記者発表資料（2-24 頁～2-27 頁）を基にした。 

・一般社団法人  建設コンサルタント協会 

依頼先：国総研コーディネート研究官  

 

・一般社団法人  全国建設業協会 

依頼先：国総研コーディネート研究官  

 

・公益社団法人  土木学会  関東支部  

依頼先：関東支部事務局メールマガジン担当者（kanto｛at｝ jsce.or.jp※）  
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・全国都道府県・政令指定都市国土交通省担当者連絡協議会  

依頼先：協議会幹事（窓口担当者）  

 

・特定非営利活動法人  ITS Japan 

依頼先：ITS Japan 内のメールマガジンの担当者（常務理事）  

 

※迷惑メール対策のため、「@」を「｛at｝」に変更しています。 
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携帯電話基地局の運用データに基づく人の移動に関する統計情報を
交通計画等へ活用することを目的とした共同研究の成果をまとめました

研究内容

• 交通計画等へ活用するために以下の手法を考案しました。

• 調査業務発注やデータ調達を行う際の参考のために利用する、活用シーンごとの
データ形式・レコード項目等をとりまとめました。

OD量の推計手法等 移動経路の推計手法

移動目的の推計手法移動手段の推計手法

• 共同研究成果の詳細はこちらです（4月中旬公開予定） 。
（http://www.nilim.go.jp/lab/bcg/siryou/tnn/tnn1015.htm）

• さらに、6月頃に共同研究成果に関する報告会を開催予定です。詳細は後日記者発
表を実施します。

共同研究で対象とした携帯電話基地局の運用データ（モバイル空間統計※）とは

• 携帯電話は定期的に電波を発信します。この電波を受信した携帯電話
基地局の位置に基づき、携帯電話を所持している人のおおよその位置
が分かります。

• プライバシー保護のために、個人が特定できないよう処理を実施します。
• ドコモの携帯電話全て（法人契約を除く）が対象であるためサンプル数

が多い（7,500 万台）です。
• 携帯電話の電波を受信できていれば、24 時間365 日データ取得可能です。

？

？

？

私事？

通勤？

通学？

成果の報告

※株式会社NTTドコモの登録商標

地域A

地域B

地域C

出発地

到着地

ﾎﾟｲﾝﾄ
①

ﾎﾟｲﾝﾄ
②

参考：全国都市計画主管課長会議資料 
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© OpenStreetMap contributors

熊本駅

益城町役場

宇土市役所

南阿蘇村役場

西原村役場

観光計画立案の支援や、メッシュ外の観光地等との
連携方策の検討等に利用できます

観光地等への人の来訪状況を把握できます

約1kmメッシュの居住地別、出発エリア・到着エリア別の人の動き等を把握できます。

現場への活用例

【例】善光寺の来訪者数を集計

・善光寺における居住地別、日別、時間帯別の
来訪状況がわかります。

・善光寺滞在の前後に立ち寄るのが多い地域は
どこかわかります。

防災計画策定時において、避難所を通じた支援活動、仮設住宅の
整備の計画・運用を検討する上での方向性の決定に利用できます

避難状況及びボランティアの配置の偏りを把握できます

500mメッシュの自然災害前後の避難者及びボランティアの人数を把握できます。

【例】熊本地震における避難状況及びボラ
ンティアの配置の偏りの把握

・熊本県居住者・県外居住者の震災前後の人口減
少エリアがわかります。

・市町村ごとの熊本県外からの流入人口（ボラン
ティア人数）を把握できます。

参考：池田 大造、渋谷 大介、今井 龍一、太田 勝也、金井 翔哉、新階 寛恭、円山 琢也、
携帯電話網の運用データに基づく人口統計を用いた熊本地震における避難者およびボランティアの行動に関す
る考察、土木計画学研究・講演集、Vol.55、土木学会、2017

～

夜間の人口減少エリア

夜間の人口増加エリア

【凡例】

問い合わせ先

国土技術政策総合研究所 都市研究部 都市施設研究室

社会資本マネジメント研究センター 社会資本情報基盤研究室

担当 糸氏敏郎、北川大喜（社会資本情報基盤研究室）

Tel. 029-864-4916 E-mail： nil-jyouhou@mlit.go.jp

熊本県居住者を対象とした震災後のデータ

市区町村 データ
5月平日
(月平均)

5月休日
(月平均)

益城町

モバイル空間統計
県外からの流入人口

586人 215人

ボランティア情報※ 356人 151人

西原村

モバイル空間統計
県外からの流入人口

1062人 391人

ボランティア情報※ 502人 278人

※熊本県社会福祉協議会「ボランティア情報」より

 

善光寺 

善光寺を含む 1km メッシュ 
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平 成 ３０年 ５月 ２８日 

国土技術政策総合研究所 

 

「国内最大規模の交通ビッグデータの活用方策に 

関する共同研究」の成果報告会を開催します 
～産学官の連携により、携帯電話基地局の運用データを 

基にした「人の移動実態の統計処理」を可能に！～ 
 

 

 

 

 
記 
 

１．日  時：平成３０年６月１１日（月） １３：００～１６：１０ 
 
２．場  所：三田共用会議所(東京都港区三田２-１-８) 
 
３．主  催：国土交通省 国土技術政策総合研究所 
 
４．内  容：共同研究では、エリア間の「人の移動量」や「移動手段（飛行機、

新幹線など）の割合」などを推計する手法を考案しました。報告会
の前半では、このような研究成果を紹介します。後半では「交通計
画において、都市内の人の移動量を出発地・到着地別に把握す
る」、「花火大会などのイベント時に、特定のエリアにいる人の数
の変化を１時間単位で把握する」など、統計情報の活用事例を紹介
します。詳細は別紙１をご参照下さい。 

 
５．定  員：１３０名（参加費無料、申し込み先着順） 
 
６．参加登録：参加ご希望の方は、６月８日（金）までに「nil-jyouhou{at}mlit.go.jp」

宛てに御芳名、御社名・御所属、住所、電話番号、メールアドレスを
記載して申し込みください（上記メールアドレスは「{at}」を「@」に
変更して送信して下さい。）。 

 
７．取 材 等：報告会当日に取材を希望される方は６月８日（金）１６：００までに

別紙２のＦＡＸ用紙にて申し込みください。 
 
８．そ の 他：本報告会は土木学会認定ＣＰＤプログラム（３.０単位）です。 

資料配布の場所 

1. 国土交通記者会 

2. 国土交通省建設専門紙記者会 

3. 国土交通省交通運輸記者会 

4. 筑波研究学園都市記者会 

平成３０年５月２８日同時配布 

同時配布 

 

参考：国総研からの記者発表資料 

国総研では、交通ビッグデータの一つである「携帯電話基地局の運用データを基に

した人の移動に関する統計情報」を交通計画等へ適用することなどを目的に、平成２

６年度から株式会社ＮＴＴドコモおよび東京大学と共同で研究を行ってきました。こ

の度、主な研究成果や実務での活用事例を紹介する報告会を開催します。 

【問合わせ先】問合わせは、以下メールアドレス宛にお願いします。 

国土技術政策総合研究所 都市施設研究室長 中西賢也 

社会資本情報基盤研究室 

室長 関谷浩孝、主任研究官 糸氏敏郎 (主担当)、交流研究員 北川大喜 

E-mail：nil-jyouhou{at}mlit.go.jp  Tel：029-864-4916  Fax：029-864-2214 

※上記 E-mail は「{at}」を「@」に変更して送信して下さい。 
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「国内最大規模の交通ビッグデータの活用方策に関する共同研究」※の成果報告会 
～産学官の連携により、携帯電話基地局の運用データを基にした「人の移動実態の統計処理」を可能に！～ 
 
 
主催：国土交通省 国土技術政策総合研究所 

協力：（共同研究実施機関）株式会社ＮＴＴドコモ、東京大学 
 
 
 
 
第Ⅰ部は、平成２６年度～平成２９年度に実施した共同研究の成果の概要を中心に説明します。  

第Ⅱ部では、携帯電話基地局の運用データを基にした人の移動に関する統計情報の実務での活用事例を

紹介します。 

 

 
 
 

会場ｱｸｾｽ 
東京メトロ南北線または都営大江戸線  

麻布十番駅 2 番出口 徒歩 5 分 等 

 

定   員 130 名（参加費無料、申し込み先着順）  

参加登録 

6 月 8 日（金）までに申し込み先のメール宛て

に御芳名、御社名・御所属、住所、電話番号、

メールアドレスを記載して申し込みください。 

問合わせ先 

申し込み先 

国総研 社会資本情報基盤研究室 糸氏、北川 

E-mail：nil-jyouhou{at}25ilt.go.jp 

Tel：029-864-4916 

注 1 「{at}」を「@」に変更して下さい。  

注 2 会場へのお問い合わせは、ご遠慮下さい。 

 
※「携帯電話基地局の運用データに基づく人の移動に関する統計情報の交通計画等への適用に関する共同研究」 

共同研究の成果は以下 URL にて入手できます。  

http://www.nilim.go.jp/lab/bcg/siryou/tnn/tnn1015.htm 

タイトル 発表者名 所属

開会の挨拶 関谷 浩孝
国土技術政策総合研究所
社会資本マネジメント研究センター　社会資本情報基盤研究室長

第Ⅰ部　「共同研究成果について」　　13:10～

交通関連ビッグデータの効果的な活用のための視座 今井 龍一
東京都市大学 工学部 都市工学科 准教授
東京大学　空間情報科学研究センター　客員研究員

携帯電話基地局の運用データから生成される人口流動統計とは 池田 大造
株式会社NTTドコモ
先進技術研究所 社会センシング研究グループ 主幹研究員

共同研究成果の主な内容とポイント 新階 寛恭
（前）国土技術政策総合研究所　都市研究部　都市施設研究室長
（現）新潟市 技監 兼 都市政策部長

第Ⅱ部　「携帯電話基地局の運用データを基にした人の移動に関する統計情報の活用事例」　　14:40～

人口分布統計の活用事例
～イベント時の混雑情報の検討～

石井　良治
一般財団法人計量計画研究所
都市・地域計画研究室　研究員

人口分布統計の活用事例
～訪日外国人の状況把握と観光客実態調査～

高野　精久
株式会社サーベイリサーチセンター
事業本部　調査部　調査部長

人口分布統計・人口流動統計の活用事例
～バス事業の経営改善支援について～

小田原 亨
株式会社ドコモ・インサイトマーケティング
エリアマーケティング部

人口流動統計の活用事例
～福岡市ウォーターフロント地区への活用～

山田　敏久
株式会社福山コンサルタント
地域・交通計画グループ　課長補佐

人口流動統計の活用事例
～ETC2.0プローブ情報と組み合わせた道路交通状況モニタリングの提案～

松島　敏和
中央復建コンサルタンツ株式会社
計画系部門　事業創生グループ　サブリーダー

閉会の挨拶 越智　健吾
国土交通省　都市局　都市計画課
都市計画調査室長

質疑応答

休憩（約15分）

質疑応答

都営大江戸線 

都
営
三
田
線 

桜
田
通
り 

オーストラリア大使館 
東
京
メ
ト
ロ
南
北
線 

日
比
谷
通
り 

麻
布
十
番
駅 

※プログラム内容は変更することがあります 

三
田
駅 

別紙１ 

土木学会認定 

CPD プログラム 

平成 30 年 6 月 11 日（月） 

13:00～16:10（受付 12:30～） 

三田共用会議所 

3F 大会議室 A～E 
日時 

赤羽橋駅 

会場 

麻布十番商店街 

三田共用会議所 
 

 

   2 番出口 
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共 同 研 究 の 概 要
「携帯電話基地局の運用データに基づく人の移動に関する統計情報の交通計画等への適用に関する共同研究」

研究の成果例

エリア間の「人の移動量」や「移動手段（飛行機、新幹線など）の割合」などを推計する
手法を考案しました。

トリップ数の推計手法等 移動経路の推計手法

移動目的の推計手法移動手段の推計手法

携帯電話基地局の運用データに基づく人の移動に関する統計情報（人口流動統計※1）とは

• 携帯電話基地局では、いつでもどこでも着信ができるように
電波到達範囲毎に所在する携帯電話を周期的に把握しています。

• この運用データを基に人の移動に関する統計情報を生成することで、
日本全国、広域な範囲にわたりエリア間を移動するトリップ数、
時間帯ごとの移動人口、滞留人口がわかります。

• プライバシーを保護する非識別化処理、拡大処理、秘匿処理から成る
3段階処理により生成される統計情報であるため、個人を特定することはできません。

• 国内の人口を推計する上でのサンプル数※2が多いため、統計的信頼性が高いことが特
長です。

• 24 時間365 日データ生成可能であり、曜日・週・月変動がわかります。

250ﾄﾘｯﾌﾟ

私事
150ﾄﾘｯﾌﾟ 通勤

250ﾄﾘｯﾌﾟ

通学
100ﾄﾘｯﾌﾟ

※1 人口流動統計は、株式会社NTTドコモの登録商標であるモバイル空間統計の1つです
※2 7,600万台の携帯電話に関する運用データから法人名義のものを除去して推計

地域A

地域B

地域C

出発地

到着地

ﾎﾟｲﾝﾄ
①

ﾎﾟｲﾝﾄ
② ポイント1経由：30％

ポイント2経由：45％
そ の 他 ：25％

150ﾄﾘｯﾌﾟ

100ﾄﾘｯﾌﾟ

情報通信技術の進展により、交通ビッグデータに関して、様々な研究や実用化が
進められています。そのうち、携帯電話基地局の運用データを基にした人の移動
に関する統計情報を、交通計画等へ活用できるようにするためにNTTドコモおよ
び東京大学と共同研究を実施しました。

共同研究の役割分担

共同研究では、国総研が人の移動に関する統計情報の活用シーン毎のデータ仕様案の策
定や信頼性の評価等を、NTTドコモが携帯電話基地局の運用データを基にした人口流動
統計の推計手法を、東京大学が人口流動統計の活用手法を担当しました。
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国土交通省 国土技術政策総合研究所 

社会資本情報基盤研究室 糸氏あて 

FAX：０２９-８６４-２２１４ 

 

 

「国内最大規模の交通ビッグデータの活用方策に 

関する共同研究」の成果報告会 

の取材を申し込みます。 

 

御芳名：                        

 

御社名・御所属：                    

 

住所：                        

 

電話番号：                       

 

メールアドレス：                    

 

 

 
  

別紙２ 
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参考：株式会社 NTT ドコモからの記者発表資料 
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2-30 
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第3章 開催後の作業 
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3-3 

3.1  開催報告 

開催報告資料（3-4 頁）を作成し、成果報告会の開催翌週の平成 30 年 6/18(月)に

実施した幹部会で報告した。 

 

 

  



日 時 平成30年6月11日（月）13:00-16:10

場 所 三田共用会議所

主 催 国土技術政策総合研究所

参加者 計166名
マスコミ（取材あり）：2名、国：14名、地方公共団体：12名
大学（学生含む）：6名、建設コンサル等：132名

第Ⅰ部 共同研究成果の紹介

◆共同研究メンバーから、以下の共同研究の主な成果などを紹介

 各機関が連携して保有データを組み合わせるなど、多様な交通関連ビッグデータを活用する際の視点

 共同研究の対象とした「携帯電話基地局の運用データに基づく統計情報」の生成方法

 共同研究で開発した各種推計手法（OD量、通過エリア、移動手段の推計手法等）

【開催報告】 「国内最大規模の交通ビッグデータの活用方策に関する共同研究」の成果報告会
～産学官の連携により、携帯電話基地局の運用データを基にした「人の移動実態の統計処理」を可能に！～

第Ⅱ部 活用事例の紹介

概要

主な内容

◆民間の建設コンサルタント等５社から、「携帯電話基地局の運用データに基づく統計情報」の活用事例を紹介

 花火大会やスポーツイベントで来場者の行動特性を分析・把握した事例

（オリンピックのような大規模イベント時に安全かつ快適に移動するために人口分布統計を有効に活用できる可能性を紹介）

 名古屋市における外国人観光客を対象とした夜間の観光実態を分析・把握した事例や、宮城県における復興事業の前後における県外からの
来訪者数を可視化した事例。

 北海道や大分県においてバスの潜在需要を分析・把握した事例を紹介し、運行本数の増減や新規路線の開拓等公共交通分野における経営改
善支援に活用した事例。

 MICE施設の整備を進めている福岡市ウォーターフロント地区において、施設の再整備に向けて平日・休日における来訪者の年齢や性別等の
属性を分析・把握した事例。

 ETC2.0プローブ情報の自動車OD量について人口流動統計を用いて拡大することで交通流動の総量の推計を試みた事例。

開会挨拶 会場風景

1

【地方公共団体】 地方公共団体でも多様な活用が考えられる。公的な調査として活用するための制度や活用実績があれば活用しやすくなる。

【建設コンサル】 秘匿処理の影響（分析対象とする地域や期間により抽出可能なデータ数が異なる）を考慮しながら、今後データを活用したい。

バス事業者のデータ収集・分析ツール（第Ⅱ部で紹介）のような有用なツールが、今後様々な分野で開発されることを期待する。

「道の駅のような限定された小さなエリアについても経由したか否か」を判定できるようになれば今後データを活用したい。

2

タイトル 発表者名 所属

開会の挨拶 関谷 浩孝
国土技術政策総合研究所
社会資本マネジメント研究センター　社会資本情報基盤研究室長

第Ⅰ部　「共同研究成果について」　　13:10～

交通関連ビッグデータの効果的な活用のための視座 今井 龍一
東京都市大学 工学部 都市工学科 准教授
東京大学　空間情報科学研究センター　客員研究員

携帯電話基地局の運用データから生成される人口流動統計とは 池田 大造
株式会社NTTドコモ
先進技術研究所 社会センシング研究グループ 主幹研究員

共同研究成果の主な内容とポイント 新階 寛恭
（前）国土技術政策総合研究所　都市研究部　都市施設研究室長
（現）新潟市 技監 兼 都市政策部長

第Ⅱ部　「携帯電話基地局の運用データを基にした人の移動に関する統計情報の活用事例」　　14:40～

人口分布統計の活用事例
～イベント時の混雑情報の検討～

石井　良治
一般財団法人計量計画研究所
都市地域・環境部門　研究員

人口分布統計の活用事例
～訪日外国人の状況把握と観光客実態調査～

高野　精久
株式会社サーベイリサーチセンター
事業本部　調査部　調査部長

人口分布統計・人口流動統計の活用事例
～バス事業の経営改善支援について～

小田原 亨
株式会社ドコモ・インサイトマーケティング
エリアマーケティング部

人口流動統計の活用事例
～福岡市ウォーターフロント地区への活用～

山田　敏久
株式会社福山コンサルタント
地域・交通計画グループ　課長補佐

人口流動統計の活用事例
～ETC2.0プローブ情報と組み合わせた道路交通状況モニタリングの提案～
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成果報告会の詳細はこちら ⇒ 情報基盤研HP：http://www.nilim.go.jp/lab/qbg/houkokukai/20180611.html

3-4



 

3-5 

3.2  アンケート結果 

成果報告会当日にアンケート調査票を出席者に配付し、成果報告会終了後に 2.3

で示したアンケート調査票を回収した。その結果、127 人の有効回答が得られた。

アンケートの集計結果を以下に示す。 

 

【所属】 

 

  

人数 割合

a.国土交通省 12人 9.4%

ｂ.国土交通省以外 0人 0.0%

10人 7.9%

a.コンサルタント 52人 40.9%

ｂ.建設業 6人 4.7%

ｃ.通信業 12人 9.4%

ｄ.マスメディア 1人 0.8%

e.その他 24人 18.9%

2人 1.6%

1人 0.8%

0人 0.0%

6人 4.7%

1人 0.8%

127人 100%

その他（詳細）

任意団体

有効回答数

所属

国

民

間

地方公共団体

特殊法人・特殊会社

財団・社会法人

独立行政法人

大学等教育関係

その他

9.4%

0.0%

7.9%
40.9%

4.7%

9.4%

0.8%

18.9%

1.6%

0.8%

0.0%

4.7%

0.8%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

a.国土交通省

ｂ.国土交通省以外

地方公共団体

a.コンサルタント

ｂ.建設業

ｃ.通信業

ｄ.マスメディア

e.その他

特殊法人・特殊会社

財団・社会法人

独立行政法人

大学等教育関係

その他
N=127

国
の
機
関 

（任意団体） 

民
間
企
業 
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【年齢】 

  

 

 

【性別】 

 

 

  

年齢 人数 割合

20代以下 0人 0.0%

20代 23人 18.1%

30代 31人 24.4%

40代 32人 25.2%

50代 28人 22.0%

60代 12人 9.4%

70歳以上 1人 0.8%

有効回答数 127人 100%

0.0%

18.1%

24.4%

25.2%

22.0%

9.4%

0.8%

20代以下

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上N=127

人数 割合

120人 96.0%

5人 4.0%

125人 100%

女性

有効回答数

性別

男性

96%

4%

男性 女性

N=125
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Q1 本日参加された理由をお聞かせ下さい (複数回答可) 

 

 

 

 

  

回答 人数 割合

交通ビッグデータに関する最新情報を

得るため
111人 88.1%

共同研究の成果を業務・研究に

活用できると考えたため
35人 27.8%

実務での活用事例を参考にしたいため 58人 46.0%

NTTドコモ、東京大学、国総研の

取り組みに関心があるため
26人 20.6%

その他 2人 1.6%

有効回答数 126人 100%

その他（詳細）

港工事、空港の防災、妨害対策に通ずるため

88.1%

27.8%

46.0%

20.6%

1.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

交通ビッグデータに関する最新情報を得るため

共同研究の成果を業務・研究に

活用できると考えたため

実務での活用事例を参考にしたいため

NTTドコモ、東京大学、国総研の取り組みに

関心があるため

その他 N=126
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Q2 本日の成果報告会を聞いて、携帯電話基地局の運用データに基づく

人の移動に関する統計情報を活用したいと思いましたか。  

 

 

 

 

Q3 Q2 にて、1 または 2 を選択した方に伺います。どの分野で活用した

いと考えていますか。選択肢の中から分野を選び (複数回答可)、想定

している活用方法をお聞かせ下さい。  

 

 

 

評価 回答 割合

是非活用したい 51人 40.5%

活用したい 60人 47.6%

あまり活用したくない 1人 0.8%

活用したくない 1人 0.8%

活用する機会がない 13人 10.3%

有効回答数 126人 100%

40.5%

47.6%

0.8%

0.8%

10.3%
是非活用したい

活用したい

あまり活用したくない

活用したくない

活用する機会がない

N=126

評価 回答 割合

防災分野 34人 30.9%

観光分野 55人 50.0%

都市・交通分野 90人 81.8%

商業分野(マーケティングのための調査など) 17人 15.5%

その他 0人 0.0%

有効回答数 110人 100%

30.9%

50.0%

81.8%

15.5%

0.0%

防災分野

観光分野

都市・交通分野

商業分野(マーケティングのた

めの調査など)

その他

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=110
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想定している活用方法をご自由にご記入ください  

【主な回答】 

『防災分野』 

・洪水や津波災害時の人の避難行動の把握  

・緊急時の輸送手段の提案  

『観光分野』 

・観光実態調査  

・観光客、入込客数や周遊ルートの実態把握 

『都市・交通分野』  

・都市マスタープラン策定  

・プローブデータと組合せた交通量等の各種分析  

・工事規制等による渋滞予測  

・無電柱化計画の優先順位検討  

・地方バス路線への改善提案  

『商業分野（マーケティングのための調査など）』 

・商圏分析 

・商業施設等の集客  

 

【回答一覧】 

○道路交通の OD 推定への活用  

○カーナビプローブと組み合わせての活用  

○日常の行動からの推測による行動や流量の変化が時間、イベント、曜日等で対

策の準備に役立ちそう (ケース別対策の立案) 

○人流・交通流分析  

○ダイナミックマップ上の動的情報等…将来的に使えないか  

○工事規制等による渋滞予測 (ETC2.0+人口流動統計) 

○洪水や津波災害時の人の避難行動の把握に活用したい。防災計画に役立てられ

ると良い  

○観光実態調査、都市マスタープラン策定  

○人口流動統計を活用した観光、交通計画  

○交通渋滞の対策、地方等の人口に対する交通手段の考え方  

○・無電柱化計画の優先順位検討  ・各種道路整備 ・観光交通の実態調査の補足

データ  

○人の動き (流動 )により効率的な大災害時の避難・誘導計画に活用できるので、

緊急時の輸送手段に提案できそうである  
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○人流、交通流の最適化のため  

○PT の補充  

○都市施設の立地分析、商圏分析  

○運輸事業  

○今回の防災ビジネスには公開した報告はありませんでしたが今後期待します  

○自社データ(プローブ)との組み合わせ  

○観光客、入込客数や周遊ルートの実態のため (発注される業務対応のため ) 

○大規模公園における利用実態調査  

○防災…首都直下等の大規模災害時における帰宅困難者支援対策  

観光…周遊観光等で観光に特化した流動の把握  

交通…公共交通再編への基礎データ、ETC2.0 との組み合わせによるプローブデ

ータの精度向上、PT 調査の補完  

○ETC2.0 データの交通分析・予測  

○施策の KPI 設定の参考にしたい  

○海外での応用  

○ETC2.0 プローブ情報と組み合わせての活用  

○観光周遊で現状の把握や観光地の来訪者の把握  

○周遊観光分析、地方創生分析等  

○入込客数、商圏分析  

○・交通状況のモニタリングの高度化  ・インフラ整備に対する効果把握のツール  

○・駅前広場整備の予測  ・道路交通量  ・商業施設等の集客  

○観光の広域連携 交通計画 渋滞対策  IoH 

○バス事業経営支援のツールとして  観光動態分析のツールとして  

○精度の高い流動データの取得による、バス路線再編検討での活用。ただし、地

方部についてサンプルの少なさ、秘匿地域の出現について懸念あり  

○1 時間滞在未満を見ることができないのは、どれくらいの影響があるのかがポ

イント  

○交通渋滞の緩和、解消  

○スマートシティ実現に向けた都市交通に活用できればリアルタイムにデータ

が使えるとありがたい  

○道路交通センサス、ETC2.0 以外からも交通分野の把握ができるのではないか  

○自動車交通に関しては、流動・総量把握か、道路政策の影響分析等のマクロ的

な視点で活用を想定しています。  

○・観光交通施策の策定における基礎データ  ・公共交通網施策の策定や評価のた

めのデータ  
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○・人流把握 (リアルタイムに近いデータ鮮度での活用 ) ・時間帯傾向＝防災分

野での適用  

○訪日外国人の動向分析に活用したい  

○現在はデータを使っているだけなので、これから具体的な活用を考えていきた

いです  

○エリア内の人の移動 (PT より細かい人の移動)、 経年変化の比較  、属性の違い

の把握  

○バスツールを通じ地方バス路線への改善提案 

 

 

Q4 Q2 にて、3 または 4 を選択した方に伺います。3 または 4 を選んだ

理由をお聞かせ下さい。  

○記事の執筆をする上では、テーマの参考にしたいです。 

○公共交通の分野での利用には、1 時間単位あるいは 500 メッシュの分解能が大

きすぎる 

 

 

Q5 その他、ご意見がありましたらお聞かせ下さい。  

【主な回答】 

『感想』 

・すぐに活用という訳には行きませんが、引き続き動向をチェックしていきた

いと思いました。  

・今回のような報告内容を業務に活かせないか、今後検討したいです。  

・本格的利用にあたってはかなりノウハウが必要に感じます。是非このプロジ

ェクトを何らかの形で継続し、数年後には実践的な教科書のようなものを出

版されることを期待しています。 

『意見』 

「他のデータとの連携」  

・GPS データを利用していくことも重要と考えられるので、今後の研究課題と

されることを望みます。  

・今回は「ドコモ」だが「ホンダ」等のビッグデータとの関係を繋げて欲しい

と思いました。 

・今後交通系 IC カードとの組み合わせも期待できると考えています。  

「費用」 

・今後の交通、観光のコンサルタント業務で活用ができるように安価なデータ
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提供を期待しています。  

・データ入手単価や見積もり等を簡単にして欲しいです。  

・費用面に大きな課題があるのではないでしょうか。  

「その他」 

・どのビックデータも強み、弱みがあり補完し合いつつ、補正しつつ使ってい

くのが近道と考えています。 

・このようなデータをビッグデータ化するだけでなく、オープンデータ化しな

いと活用が進まないと思います。 

・利用可能調査について事例を提供して欲しいです。 

・研究開発の報告会 (特に今回のキーコンテンツとするようなもの )は定期的に

行って欲しいです。  

 

【回答一覧】 

○大変興味深く拝聴いたしました。現在の自身の活動とは関連が薄いため、すぐ

に活用という訳には行きませんが、引き続き動向をチェックしていきたいと思

いました。 

○ドコモのデータは、親→子間であればサービス化プライバシーをオープン化し

てサービス化しても良いのでは？(防犯対策等) 

○今回は「ドコモ」だが「ホンダ」等のビッグデータとの関係をつなげていきた

いと思った。ツールを使用する際の費用を知りたい。 

○デ－タ購入費用が課題 

○実用化にはまだまだかなと感じました。今後の発表に期待します。データ補完

の一般的手法を望みます。 

○当社は、公共事業(主として国交省)に係る、電気、通信部門のコンサルを実施

しているが、現在は、発注者から与えられた条件に基づいた業務を行っている。

今回のような報告内容を業務に活かせないか、今後検討したい。 

○大変有意義な報告会で、充実した内容を計画された皆様に感謝いたします。か

なりノウハウが本格的利用にあたっては必要に感じます。是非このプロジェク

トを何らかの形で継続されまして、数年後には実践的な教科書のようなものを

出版されることを期待しております。 

○午後のセッションは時間が短くデータ活用の何を検証しようとして、何が OK で

何が NG(うまくいかない・他のデータが必要)なのかが伝わりにくかった。ビッ

クデータ(人口流動統計)は万全ではないため実務で適用するさいの限界や留

意事項について具体的に示してもらえるとありがたい。 

○専門的か先進的な内容で非常に面白かったです。今後の交通、観光のコンサル
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タント業務での活用できるよう安価なデータ提供を期待しています 

○データ入手単価や見積もり等を簡単にしていただきたい。利用可能調査につい

て事例を提供していただきたい。 

○GPS データを利用していくことも重要と考えられるので、今後の研究課題とさ

れることを望みます 

○スライドと配布資料が一致している方の説明が分かりにくい(新階氏) 

○研究開発の報告会(特に今回のキーコンテンツとするようなもの)は定期的に

行って頂きたい 

○当社利用でなく、当社お客様での活用が期待できるので、これからヒアリング

して把握していく。 

○繋ぐ・組み合わせる視点が重要。 どのビックデータも強み、弱みがあり補完し

合いつつ、補正しつつ使っていくのが近道と考える。匿名加工情報制度もでき

たため、今後交通系 IC カードとの組み合わせも期待できると考える。 

○早期にガイドラインを作成して欲しいです。 

○・費用面に大きな課題があるのではないか？・こういうデータをビッグデータ

化するだけでなく、オープンデータ化しないと活用が進まないと思う。 

○大変参考になりました 

○総合交通体系調査への適用を進めていきたいため 

○事例を紹介する時間をとってほしい 

○滞留 1 時間未満の通過地点を設定したときの秘匿がどの程度になるか興味があ

る 
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3.3  国総研ホームページでの公表 

成果報告会及びアンケート調査の結果の周知のために、国土交通省  国土技術政

策総合研究所  社会資本マネジメント研究センター  社会資本情報基盤研究室のホー

ムページにおいて、成果報告会の開催報告及びアンケート調査の結果を公表した。

その URL を以下に示す。  

http://www.nilim.go.jp/lab/qbg/houkokukai/20180611.html 

 



参-1 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料 

  



参-2 

  



 

参-3 

参考 .1 発言録  

成果報告会当日の発表内容を文章化した記録を、参 -4 頁～参 -17 頁に示す。なお、

以下の点に配慮し記録を作成した。  

・各発表者に当日発表の記録内容に事実誤認等が無いか確認した。  

・発表者を除く質問者等の発言は、プライバシーの観点から匿名にした。  

・記録内容で、発表スライドを指摘している場合は、該当箇所に括弧書きで該当

頁を記載した。  
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を
さ

せ
て

い
た

だ
き
ま

す
。

皆
さ
ん

お
持

ち
の
携

帯
電

話
、
た

ま
た

ま
な

ぜ
か

私
は

ソ
フ

ト
バ
ン

ク
の

携
帯
電

話
で

す
が
、

こ
れ

は
い
つ

で
も

着
信
が

で
き

る
よ
う

に
全

国
各
地

に
設

置
さ

れ
て

い
る

携
帯

の
基
地

局
と

い
う
所

で
は

、
ど
の

携
帯

電
話
が

ど
の

基
地
局

の
エ

リ
ア
に

あ
る

か
と
い

う
こ

と
を

、
周

期
的

に
把

握
し
て

い
ま

す
。
こ

の
基

地
局
の

運
用

デ
ー
タ

と
い

う
の
は

、
こ

の
情
報

を
統

計
処
理

し
た

も
の

で
す

。
そ

の
た

め
、
経

路
案

内
の
よ

う
な

特
定
の

ア
プ

リ
を
使

っ
て

い
な
く

て
も

、
電
源

を
オ

ン
に
し

て
い

る
携

帯
電

話
す

べ
て

の
お
お

よ
そ

の
位
置

デ
ー

タ
を
サ

ン
プ

ル
と
し

て
使

用
す
る

こ
と

が
で
き

る
と

い
う
こ

と
で

、

非
常
に
サ
ン
プ
ル
数
が
多
い
で
す
。
ド
コ
モ
の
携
帯
電
話
、

7,
60

0
万
台
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
が

IC
カ
ー
ド
・
ジ

ャ
イ
ア
ン
ト
と
い
わ
れ
る

S
u

ic
a
で
も
、
累
積
の
発
行
枚
数
が

6,
30

0
万
枚
と
の
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
こ
の
デ

ー
タ

の
最

大
の

特
徴

と
し
て

は
、

サ
ン
プ

ル
数

が
多
く

、
統

計
的
信

頼
性

が
高
い

と
い

う
こ
と

に
あ

り
ま
す

。
数

は
力

な
り

だ
け

で
は

ご
ざ
い

ま
せ

ん
が
、

都
市

交
通
計

画
に

携
わ
る

者
と

し
て
、

こ
の

デ
ー
タ

は
非

常
に
魅

力
的

な
も
の
と
な
っ
て
ご
ざ
い
ま
す
。

し
か

し
、

魅
力

的
な

デ
ー
タ

で
も

少
し
厄

介
な

こ
と
が

ご
ざ

い
ま
す

。
何

か
と
い

い
ま

す
と
、

こ
れ

は
統

計
処

理
後

の
情

報
し

か
扱

え
な
い

と
い

う
こ
と

で
ご

ざ
い
ま

す
。

当
然
の

こ
と

で
す
け

ど
、

ド
コ
モ

側
で

は
か
な

り
慎

重
に

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

保
護
の

徹
底

に
努
め

て
お

っ
て
、

非
識

別
化
と

い
っ

て
、
個

人
の

属
性
情

報
を

特
定
で

き
な

い
よ

う
に

す
る

と
い

う
こ
と

は
当

然
で
す

け
ど

、
個
々

の
人

の
動
き

を
分

か
ら
な

い
よ

う
に
す

る
た

め
の
集

計
処

理
、
秘
匿
処
理
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
で
ド
コ
モ
の
池
田
研
究
員
の
ほ
う
か
ら
ご
説
明
が
あ
る
と
思
い
ま
す
け
ど
、

こ
う

い
っ

た
処

理
を

施
し
た

後
の

情
報
し

か
利

用
で
き

な
い

こ
と
に

な
っ

て
い
ま

す
。

そ
う
す

る
と

、
普
通

の
分

析
で

す
と

、
個

々
の

サ
ン
プ

ル
を

調
査
し

て
、

そ
れ
を

目
的

に
応
じ

て
統

計
処
理

を
す

る
の
が

普
通

で
す
け

ど
、

統
計

処
理

さ
れ

た
後

の
情
報

か
ら

始
ま
り

ま
す

の
で
、

何
か

詳
細
な

移
動

の
実

態
を

把
握

し
よ

う
と

す
る
と

、
目

的
に

応
じ

た
各

種
の

推
計
を

行
う

必
要
が

あ
り

ま
す
。

そ
の

た
め

、
こ

う
い

っ
た

推
計

手
法
の

開
発

を
行
う

等
し

て
、

な
ん

と
か

こ
の

お
宝
デ

ー
タ

、
ダ
イ

ヤ
モ

ン
ド
の

原
石

の
よ
う

な
も

の
を
都

市
交

通
計
画

等
で

活
用
で

き
る

よ
う
に
し
た
い
と
い
う
思
い
が
、
こ
の
共
同
研
究
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

共
同
研
究
の
概
要
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

20
14

年
の

7
月
か
ら

3
年
あ
ま
り
か
け
て
、
ド
コ
モ
と
、
東
大
、
国
総

研
、
こ
の

3
者
で
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
、
運
用
デ
ー
タ
の
都
市
交
通
計
画
等
で
の
活
用
の
可
能
性
を
明
ら
か
に

す
る

と
い

う
こ

と
を

目
的
に

、
共

同
研
究

を
実

施
し
て

ま
い

り
ま
し

た
。

少
し
役

割
分

担
に
つ

い
て

ご
紹
介

し
ま

す
。

ま
ず

、
東

大
、

国
総
研

は
、

そ
れ
ぞ

れ
学

と
官
の

立
場

か
ら
、

活
用

ニ
ー
ズ

に
応

じ
て

、
こ

う
い

っ
た

空
間

解
像

度
、

時
間

解
像
度

で
、

O
D

な
り
、

経
路
を

分
析

し
た
い

と
い

う
、
実

運
用

を
想
定

し
た

リ
ク
ワ

イ
ア

メ
ン

ト
を
考
え
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、

N
T

T
ド
コ
モ
で
は
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
分
析
方
法
で
あ
り
、
新
た
な

推
計

手
法

の
開

発
を

行
い
ま

す
。

東
大
、

国
総

研
の
ほ

う
で

は
、
そ

の
ケ

ー
ス
ス

タ
デ

ィ
の
結

果
を

見
て
、

活
用

手
法
の
有
用
性
、
実
務
へ
の
適
用
可
能
性
の
検
証
を
行
う
と
い
う
形
で
研
究
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

図
の

左
側

（
2-

5
頁

の
左

上
図

）
に

あ
る

よ
う

に
、

共
同

研
究

前
で

は
、

あ
る

時
間

、
あ

る
エ

リ
ア

に
滞

在
し

て
い

る
人

の
数

と
い

う
こ
と

し
か

分
か
り

ま
せ

ん
で
し

た
。

こ
れ
は

、
エ

リ
ア
ご

と
の

滞
在
情

報
と

し
て
、

人
口

分
布

統
計

と
呼

ん
で

ご
ざ
い

ま
す

。
こ
れ

に
対

し
て
、

共
同

研
究
を

実
施

す
る
こ

と
に

よ
っ
て

、
あ

る
エ
リ

ア
か

ら
他

の
エ

リ
ア

に
移
動

す
る

人
の
情

報
、

こ
れ
を

人
口

流
動
統

計
と

呼
ん
で

ご
ざ

い
ま
す

が
、

O
D

量
だ
け

で
は

な
く

て
、

通
過

エ
リ

ア
で
あ

る
と

か
、
移

動
手

段
、
移

動
目

的
に
つ

い
て

も
推
計

す
る

手
法
を

開
発

い
た
し

ま
し

た
。

こ
こ

で
一

つ
分

か
り
や

す
い

成
果
の

事
例

を
動
画

で
ご

確
認
い

た
だ

き
た
い

と
思

い
ま
す

。
こ

れ
は
羽

田
空

港
の

あ
る

大
田

区
を

起
点
と

す
る

ト
リ
ッ

プ
の

状
況
を

可
視

化
し
た

も
の

で
す
。

打
ち

上
げ
花

火
の

よ
う
な

一
つ

一
つ
の
矢
印
は
、

1
時
間
ご
と
、
た
と
え
ば

10
時
台
に
移
動
し
て
い
る
人
の

O
と

D
と
そ
の
量
を
線
の
太
さ
で

表
し

て
お

り
ま

す
。

先
ほ
ど

見
て

い
た
だ

い
た

と
お

り
、

朝
の

う
ち

は
大

田
区
近

郊
を

通
勤
で

移
動

し
て
い

る
ト

リ
ッ

プ
が

多
か

っ
た

の
で
が

、
昼

間
、
飛

行
機

を
利
用

す
る

時
間
帯

に
な

る
と
、

沖
縄

も
含
め

て
か

な
り
広

域
に

人
の

移
動

が
起

こ
っ

て
い

く
と

い
う

こ
と

が
簡

単
に

分
か

り
ま

す
。

つ
ま

り
、

こ
う

い
っ

た
情

報
を

使
う

と
、

1
日

の
人

の
行
動

の
変

化
と
い

う
の

を
分
か

り
や

す
く
可

視
化

す
る
こ

と
が

可
能
に

な
る

と
い
う

一
つ

の
事
例

で
ご

ざ
い
ま
す
。

最
後
に
、
今
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
今
日
の
進
め
方
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
ま
ず
、
前
半
の

1
部
で
は
、
こ
の

共
同

研
究

立
ち

上
げ

に
非
常

に
ご

尽
力
い

た
だ

い
た
最

大
の

功
労
者

で
あ

り
ま
す

今
井

先
生
の

ほ
う

か
ら
、

交
通

関
連

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

の
効
果

的
な

活
用
の

た
め

の
視
座

と
い

う
と
こ

ろ
で

、
こ
の

基
地

局
の
運

用
デ

ー
タ
に

限
ら

ず
、

幅
広

く
交

通
ビ

ッ
グ
デ

ー
タ

を
使
っ

て
い

く
上
で

の
心

構
え

、
デ

ー
タ

の
見

方
み

た
い
な

、
少

し
大
き

な
視

点
で

お
話

を
い

た
だ

き
ま
す

。
続

い
て
、

二
つ

目
で
す

が
、

ド
コ
モ

の
池

田
さ
ん

の
ほ

う
か
ら

、
そ

も
そ
も

わ
れ

わ
れ

が
共

同
研

究
で

使
っ
て

い
る

運
用
デ

ー
タ

と
い
う

も
の

を
ど
の

よ
う

に
活
用

し
て

い
る
の

か
、

少
し
基

礎
的

な
技
術
の
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
し
て
、

1
部
の
最
後
で
は
、

30
分
ほ
ど
時
間
を
使
っ
て
、
共
同
研
究
成

果
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
続
い
て
、

15
分
の
休
憩
を
挟
ん
で
、
後
半
、
第

2
部
で

は
、

活
用

事
例

と
い
う

こ
と

で
、

5
名

の
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト
を

お
招

き
し
て

、
実

際
に
こ

の
デ

ー
タ
を

使
っ

て
分

析
し

た
事

例
に

つ
い

て
紹
介

い
た

だ
き
ま

す
。

最
初
の

二
つ

は
人
口

分
布

統
計
と

い
っ

て
、
エ

リ
ア

ご
と
の

滞
在

情
報

で
す

。
後

半
の

二
つ
が

人
口

流
動
統

計
と

い
っ
て

、
エ

リ
ア
間

の
移

動
情
報

。
一

部
重
複

す
る

と
こ
ろ

は
あ

り
ま
す
が
、
こ
の

5
本
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
す
。
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
方
は
、
分
析
し
た
事
例
を
お
持

ち
と

い
う

だ
け

で
は

な
く
て

、
こ

う
い
っ

た
デ

ー
タ
を

使
っ

て
、
今

の
交

通
調
査

体
系

を
変
え

た
い

と
か
、

世
の

中
を

変
え

た
い

と
か

、
非
常

に
熱

い
思
い

を
持

っ
た
方

々
で

す
の
で

、
非

常
に
面

白
い

話
が
聞

け
る

の
で
は

な
い

か
と
思
い
ま
す
の
で
、
楽
し
み
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
か
ら
、
各

1
部
、

2
部
の
最
後
に

20
分
ほ
ど
質
疑
応
答
の
時
間
を
設
け
て
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
単
に

内
容

の
質

問
と

い
う

だ
け
で

は
な

く
て
、

こ
う

い
っ
た

分
析

を
し
て

み
た

い
新
た

な
ニ

ー
ズ
で

あ
っ

た
り
、

あ
る

い
は

、
過

去
に

デ
ー

タ
を
使

っ
て

み
た
こ

と
が

あ
る
け

ど
、

こ
う
い

う
問

題
が
あ

る
と

い
っ
た

苦
情

の
よ
う

な
も

の
で

も
結

構
で

す
の

で
、
今

後
の

さ
ら
な

る
改

良
に
つ

な
が

る
よ
う

な
情

報
交
換

が
で

き
れ
ば

い
い

か
と
思

っ
て

お
り

ま
す

。
今

日
は

こ
の
フ

ロ
ア

の
皆
さ

ん
と

ダ
イ
ヤ

モ
ン

ド
の
原

石
を

磨
く
と

い
う

作
業
を

一
緒

に
し
て

い
き

た
い

と
考

え
て

お
り

ま
す
の

で
、

意
見
交

換
の

中
で
は

、
ぜ

ひ
忌
憚

の
な

い
ご
意

見
を

い
た
だ

き
た

い
と
い

う
こ

と
を
お
願
い
し
て
、
私
の
開
会
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
第
Ⅰ
部
 
「
共
同
研
究
成
果
に
つ
い
て
」
）
 

■
司
会
 
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
、
早
速
で
す
が
、
第

1
部
を
始
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

皆
さ

ま
に

資
料

を
お

渡
し
し

て
お

り
ま
す

。
初

め
の
今

井
准

教
授
の

資
料

を
、
皆

さ
ま

、
お
手

元
に

ご
準
備

を
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

そ
れ
で

は
、

交
通
関

連
ビ

ッ
グ
デ

ー
タ

の
効
果

的
な

活
用
の

た
め

の
視
座

と
題

し
ま
し

て
、

東
京

都
市

大
学

工
学

部
都
市

工
学

科
、
准

教
授

、
東
京

大
学

空
間
情

報
科

学
研
究

セ
ン

タ
ー
、

客
員

研
究
員

、
今

井
龍
一
よ
り
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
今
井
 
ご
紹
介
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
。
私
、
東
京
都
市
大
学
の
今
井
と
申
し
ま
す
。

東
京

大
学

の
空

間
情

報
科
学

研
究

セ
ン
タ

ー
の

客
員
研

究
員

も
担
当

さ
せ

て
い
た

だ
い

て
お
り

ま
す

。
私
が

こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
着
手
し
た
当
時
は
国
総
研
に
在
籍
し
て
お
り
ま
し
て
、
途
中
か
ら
大
学
に
転
籍
い
た
し
ま
し
て
、

東
京

大
学

の
立

ち
位

置
で
参

画
さ

せ
て
い

た
だ

い
た
と

い
う

こ
と
で

、
組

織
間
を

ま
た

が
り
ま

し
た

が
、
こ

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

続
け

さ
せ
て

い
た

だ
く
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

私
か

ら
は

、
こ
こ

に
書

い
て
お

り
ま

す
、
今

後
の

展
開

の
と

こ
ろ

で
、

何
か
し

ら
ヒ

ン
ト
に

な
れ

ば
と
い

う
こ

と
を
込

め
て

、
準
備

さ
せ

て
い
た

だ
い

た
プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
で

ご
ざ

い
ま
す

。
配

付
資
料

を
ご

案
内
い

た
だ

い
た
の

で
す

け
れ
ど

も
、

結
構
構

成
が

変
わ
っ

て
い

ま
す
の
で
、
ご
容
赦
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
つ
な
ぐ
、
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
ず
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
始
ま
り
の
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
振
り
返
れ
ば
、

20
11

年
の
夏
に

N
T

T
ド
コ
モ

社
を

訪
問

し
た

の
を

記
憶
し

て
お

り
ま
す

。
こ

れ
は
今

そ
ち

ら
に
座

っ
て

お
り
ま

す
浜

田
さ
ん

（
当

時
、
グ

リ
ー

ン
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

研
究
官

）
と

一
緒
に

訪
問

し
た
の

を
懐

か
し
く

思
っ

て
お
り

ま
す

。
そ
こ

か
ら

ず
っ
と

議
論

が
続

き
ま

し
て

、
そ

の
間
に

個
人

情
報
、

プ
ラ

イ
バ
シ

ー
に

関
す
る

向
か

い
風
、

追
い

風
が
あ

っ
た

り
、
最

終
的

に
は

総
務

省
さ

ん
と

も
お
話

し
し

た
り
、

と
に

か
く
意

見
交

換
を
重

ね
に

重
ね
ま

し
た

。
そ
の

中
で

押
し
の

一
手

に
な

っ
た

の
が

、
今

こ
こ
に

い
ら

っ
し
ゃ

い
ま

す
藤
岡

さ
ん

で
す
。

藤
岡

さ
ん
（

当
時

、
都
市

施
設

研
究
室

長
）

と
一
緒
に
協
力
し
て
、
何
と
か
共
同
研
究
を

20
14

年
度
か
ら
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
次
第
で
ご
ざ
い

参-4



ま
す

。
小

さ
く

て
恐

縮
で
す

が
、

こ
れ
は

キ
ッ

ク
オ
フ

し
た

と
き
の

懇
親

会
で
ご

ざ
い

ま
す
。

東
京

大
学
の

柴
崎

先
生
、
関
本
先
生
も
同
席
い
た
だ
い
て
、
み
ん
な
で
、
始
め
よ
う
と
言
っ
た
会
で
す
。
以
降
、

N
T

T
ド
コ
モ
さ
ん

の
研
究
所
の
ほ
う
に
訪
問
し
て
議
論
し
た
り
し
て
、
ず
っ
と
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
写
真
を
探
し
て
み
た
ら
、

懇
親

会
の

写
真

ば
か

り
残
っ

て
い

て
、
議

論
し

て
い
る

写
真

が
ほ
と

ん
ど

残
っ
て

い
な

か
っ
た

の
で

す
が
、

熱
い

議
論

を
重

ね
て

き
た

と
い
う

次
第

で
ご
ざ

い
ま

す
。
そ

し
て

、
こ
こ

に
居

る
メ
ン

バ
ー

で
、
今

も
一

生
懸
命

議
論

を
し

て
い

る
と

い
う

こ
と
で

、
こ

の
成
果

と
い

う
の
は

私
自

身
の
、

あ
る

意
味
プ

ラ
イ

ス
レ
ス

な
宝

物
か
な

と
自

負
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

内
輪

の
話

は
置

い
て

お
き
ま

し
て

、
そ
ろ

そ
ろ

本
題
に

入
っ

て
い
か

な
い

と
時
間

が
な

く
な
り

ま
す

の
で
、

入

っ
て

い
き

た
い

と
思

い
ま
す

が
、

安
心
・

安
全

・
快
適

な
生

活
を
送

り
た

い
と
い

う
の

は
、
こ

こ
に

居
る
皆

さ
ん

の
共

通
の

認
識

で
は

な
か
ろ

う
か

と
思
い

ま
す

。
そ
の

た
め

に
私
た

ち
の

業
界
で

は
、

都
市
構

造
、

地
形
、

そ
う

い
っ

た
街

の
構

造
も

含
め
た

形
で

、
今
こ

の
街

は
ど

の
よ

う
な

動
き

を
し

て
い
る

の
か

と
い
う

都
市

活
動
を

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

す
る

。
ヒ

ト
・
モ

ノ
・

コ
ト
の

回
遊

特
性
、

潜
在

す
る
需

要
、

あ
る
い

は
、

潜
在
す

る
危

険
箇
所

、
将

来
の

需
要

、
そ

う
い

っ
た
も

の
を

分
析
し

て
、

少
し
先

を
見

越
し
て

、
手

を
打
っ

て
い

く
。

そ
の

よ
う

な
こ

と
に

今
取
り
組
ん
で
い
る
方
々
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

私
た

ち
の

身
の

回
り

に
は
と

い
う

と
、
こ

れ
ま

で
は
統

計
法

に
基
づ

く
統

計
調
査

と
い

う
も
の

を
一

生
懸
命

行

っ
て

、
そ

し
て

、
み

ん
な
で

議
論

し
て
き

ま
し

た
が
、

今
私

た
ち
の

街
を

見
て
み

ま
す

と
、
い

ろ
い

ろ
な
所

に
い

ろ
い

ろ
な

デ
ー

タ
が

あ
り
ま

す
。

そ
の
デ

ー
タ

と
い
う

の
は

、
た
と

え
ば

課
金
の

仕
組

み
。

今
こ

こ
に

い
ら

っ
し

ゃ
っ
た
方
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
電
車
で
来
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
交
通
系

IC
カ
ー
ド
を
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
課

金
の

た
め

に
使

っ
て
い

る
。

あ
る
い

は
、

こ
こ
に

い
ら

っ
し
ゃ

る
皆

さ
ん
は

携
帯

電
話
を

お
持

ち
。
こ

れ
は

必
ず
通
信
の
た
め
に
持
っ
て
い
る
も
の
。
そ
う
い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
主
体
の
人
た
ち
、
運
用
す
る
側
の
人
た
ち
は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
デ

ー
タ

と
い
う

も
の

を
持
っ

て
い

ま
す
。

そ
の

主
体
ご

と
の

目
的
に

応
じ

た
デ
ー

タ
と

い
う
も

の
が

取
ら

れ
て

い
る

の
で

す
が
、

そ
れ

を
私
た

ち
の

都
市
交

通
の

分
野
に

使
え

る
の
で

は
な

い
か
と

い
う

観
点
で

、
少

し
創

意
工

夫
し

て
み

る
と
使

え
る

よ
う
に

な
る

と
い
う

の
が

、
ま
さ

に
今

回
の
人

口
流

動
統
計

の
例

で
は
な

い
か

な
と
思
い
ま
す
。

 
そ

う
い

っ
た

デ
ー

タ
が
万

能
薬

で
す
か

と
い

い
ま
す

と
、

そ
う
で

は
な

く
て
、

私
た

ち
の
使

い
た

い
と

思
っ

て

い
る

用
途

す
べ

て
を

、
単
一

の
デ

ー
タ
で

は
な

か
な
か

満
足

し
て
く

れ
な

い
と
こ

ろ
が

、
も
ど

か
し

い
と
こ

ろ
で

す
。

そ
れ

で
も

、
そ

こ
は
う

ま
く

複
数
の

デ
ー

タ
を
つ

な
ぐ

、
組
み

合
わ

せ
る
こ

と
が

ポ
イ
ン

ト
で

は
な
い

か
。

ど
う

し
て

も
僕

た
ち

は
自
分

た
ち

で
、
何

で
も

自
前
で

や
っ

て
し
ま

う
と

い
う
こ

と
で

、
結
構

頑
張

っ
て
、

ね
じ

り
鉢

巻
き

締
め

て
、

や
っ
て

し
ま

い
ま
す

が
、

そ
う
で

は
な

く
て
、

い
ろ

い
ろ
な

デ
ー

タ
を
組

み
合

わ
せ
て

い
く

と
い

う
発

想
が

必
要

で
は
な

い
か

と
。
こ

の
共

同
研
究

に
お

き
ま
し

て
は

、
ト
リ

ッ
プ

の
総
量

と
い

う
も
の

が
分

か
る

よ
う

に
な

っ
て

き
ま
し

た
。

こ
れ
か

ら
は

そ
の
総

量
か

ら
ど
う

分
解

し
て
い

く
の

か
と
い

う
こ

と
を
考

え
て

い
く
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

さ
ら

に
、
最

近
ス

マ
ー
ト

・
プ

ラ
ン
ニ

ン
グ

と
い
っ

た
施

策
も
打

た
れ

て
お

り
ま

し
て

、
短

ト
リ

ッ
プ
の

デ
ー

タ
と

い
う

も
の

を
も

っ
と
見

て
い

き
た
い

と
い

う
ニ
ー

ズ
も

あ
り
ま

す
し

、
私
自

身
も

議
論
し

て
い

る
中
で

、
そ

う
い
う
と
こ
ろ
の
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
出
て
き
ま
す
。
こ
れ
（

2-
10

頁
上
、
発
表
時
の
み
公
開
資
料
）
は
立

川
の

例
で

ご
ざ

い
ま

す
け
れ

ど
も

、
鉄
道

が
こ

う
走
っ

て
お

り
ま
し

て
、

南
北
の

流
動

が
あ
ま

り
な

い
、
あ

る
い

は
、

商
業

施
設

が
あ

る
け
れ

ど
も

、
そ
こ

の
回

遊
特
性

が
見

た
い
と

い
う

ご
相
談

を
今

よ
く

受
け

て
い

る
と

こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
立
川
駅
を
中
心
に
見
た
と
き
の

1k
m

圏
内
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、
こ
の
あ
た

り
で
す
。

2k
m

に
な
る
と
、
こ
の
円
心
状
で
す
。
こ
の
円
心
状
の
中
の
回
遊
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
っ
て
い
う

の
を

見
て

い
こ

う
と

し
た
と

き
に

、
私
た

ち
は

パ
ー
ソ

ン
ト

リ
ッ
プ

調
査

を
利
用

し
ま

す
。
パ

ー
ソ

ン
ト
リ

ッ
プ

調
査
の
小
ゾ
ー
ン
を
重
ね
て
み
る
と
、
南
北
は
あ
る
程
度
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は

50
0m

メ
ッ
シ
ュ
に
重
ね
る
と
、

こ
の

動
き

に
な

っ
て

い
る
。

人
口

流
動
統

計
、

人
口
分

布
統

計
を
使

う
と

、
こ
の

サ
イ

ズ
で
は

見
ら

れ
る
よ

う
に

な
る
。
そ
れ
で
も
、
も
う
少
し
細
か
く
み
た
い
と
い
う
と
こ
ろ
が
出
て
き
ま
す
。

赤
色
で
表
示
し
た
道
路
、
こ
れ
が
立
川
駅
を
中
心
に
し
て
、

1k
m

の
道
路
を
た
ど
っ
て
い
く
最
短
経
路
探
索
を

全
部
か
け
た
結
果
で
ご
ざ
い
ま
す
。

2k
m

に
な
り
ま
す
と
、
こ
う
な
り
ま
す
。
こ
の
道
路
で
、
ど
の
よ
う
な
人
た

ち
が

、
ど

の
よ

う
な

手
段
で

回
遊

し
て
い

る
の

か
と
い

う
の

を
追
い

掛
け

る
。
こ

れ
を

出
す
の

も
実

は
結
構

大
変

で
し

て
、

ゼ
ン

リ
ン

さ
ん
の

道
路

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
を
使

っ
て

最
短
経

路
探

索
を
全

ル
ー

ト
か
け

た
結

果
で
ご

ざ
い

ま
す

。
こ

の
結

果
に

対
し
て

、
こ

の
中
で

ど
う

動
い
て

い
る

の
か
と

い
う

の
を
見

て
き

ま
し
た

。
こ

の
駅
中

心
の

2k
m

圏
内
の
交
通
デ
ー
タ
を
ど
の
よ
う
に
収
集
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
か
。
今
ス
マ
ー
ト
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
施
策

で
も

推
進

さ
れ

て
い

る
と
こ

ろ
で

ご
ざ
い

ま
す

け
れ
ど

も
、

誰
が
デ

ー
タ

を
持
続

的
に

収
集
す

る
の

か
。

そ
れ

は

行
政

が
全

部
担

う
べ

き
な
の

で
す

か
。
私

は
少

し
違
う

よ
う

な
気
が

し
ま

す
。
地

形
デ

ー
タ
、

さ
ら

に
ど
の

よ
う

に
組

み
合

わ
せ

て
分

析
す
る

の
か

。
坂
が

あ
る

街
と

い
う

の
は

、
高

齢
者

に
と
っ

て
は

か
な
り

負
担

に
な
っ

て
き

ま
す

の
で

、
そ

う
い

っ
た
と

こ
ろ

を
ど
う

し
て

い
き
ま

し
ょ

う
か
と

。
ど

う
把
握

し
ま

し
ょ
う

か
と

い
う
一

つ
の

方
策

と
し

ま
し

て
、

昨
日
、

一
昨

日
と
開

催
さ

れ
て
お

り
ま

し
た
土

木
学

会
の
土

木
計

画
学
の

研
究

発
表
会

で
も

結
構

盛
り

上
が

っ
て
お

り
ま

し
た
け

れ
ど

も
、

W
i-

F
i
パ

ケ
ッ
ト

セ
ン

サ
ー
と

い
う

も
の
を

使
っ

て
あ
げ

て
、

ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

W
i-

F
i
機
能
オ
ン
し
て
い
る
人
た
ち
を
一
気
に
ク
ロ
ー
リ
ン
グ
で
き
る
と
い
う
も
の
で
ご
ざ
い

ま
す
。
そ
れ
を
置
い
た
ら
、
何
と
か
把
握
で
き
る
の
で
は
。
さ
ら
に
、
交
通
系

IC
カ
ー
ド
の
デ
ー
タ
や
、

E
T

C
2.

0、
あ
る
い
は
、

G
P

S
ロ
ガ
ー
の
よ
う
な
も
の
を
う
ま
く
駆
使
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
細
か
な
動
き
も
取
っ
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
と
。
そ
れ
で
も
、
私
た
ち
は
、
交
通
系

IC
カ
ー
ド
の
デ
ー
タ
に
関
し
て
は
、
ま
だ

そ
れ
ほ
ど
使
い
慣
れ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
か
ら
練
習
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

実
際
に
や
っ
て
み
ま
し
た
。
こ
れ
（

2-
10

頁
上
、
発
表
時
の
み
公
開
資
料
）
は
人
口
流
動
統
計
を
使
っ
て
み
た

結
果

で
ご

ざ
い

ま
す

け
れ
ど

も
、

こ
の
空

間
解

像
度
で

交
通

の
流
動

が
分

か
る
と

い
う

デ
ー
タ

を
購

入
し
ま

し
て

見
た
と
こ
ろ
、

JR
線
の
南
側
、
モ
ノ
レ
ー
ル
の
東
側
の
流
動
が
非
常
に
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
経
験
則
的
に

分
か
っ
て
い
た
こ
と
が
、
定
量
的
に
、

24
時
間

36
5
日
、
見
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
と
。
そ
し

て
、

W
i-

F
i
パ

ケ
ッ
ト

セ
ン

サ
ー
も

計
量

計
画
研

究
所

さ
ん
か

ら
お

借
り
し

ま
し

て
、
計

測
の

ほ
う
を

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

し
た

。
実

際
見
て

み
ま

す
と
、

ち
ょ

う
ど
駅

の
南

北
と
北

側
の

主
要
な

商
業

施
設

を
ち

ゃ
ん

と
行

き
来

し
て

い
る

の
か

を
追

っ
掛
け

た
と

こ
ろ
、

見
る

こ
と
が

で
き

ま
し
た

。
今

ま
で
は

駅
の

南
北
の

動
き

す
ら
見

ら
れ

な
か

っ
た

の
で

す
が

、
見
る

こ
と

が
で
き

ま
す

。
そ
し

て
、

見
て
み

ま
す

と
、
こ

の
太

く
な
っ

て
い

る
側
の

移
動

が
結
構
見
え
ま

す
。
そ
の
た

め
、

IK
E

A
行

っ
て
か
ら

、
ら
ら
ぽ
ー

と
に
行
っ
て

い
る
人
た
ち

が
意
外
と
居

る
こ

と
が
、
今
ま
で
分
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

さ
ら
に

、
W

i-
F

i
パ

ケ
ッ

ト
セ
ン

サ
ー

、
モ
バ

イ
ル

空
間
統

計
、

こ
れ
を

う
ま

く
組
み

合
わ

せ
て
あ

げ
る

と
、

も
う

少
し

交
通

の
流

動
を
精

緻
化

で
き
る

の
で

は
な
い

の
か

、
と
い

う
こ

と
で
、

今
ま

さ
に
チ

ャ
レ

ン
ジ
し

て
い

る
と

こ
ろ

で
ご

ざ
い

ま
す
。

さ
ら

に
は
、

携
帯

電
話
に

ア
プ

リ
ケ
ー

シ
ョ

ン
を
搭

載
し

て
取
っ

た
移

動
履
歴

で
ご

ざ
い

ま
す

が
、

こ
う

い
う
も

の
を

、
自
転

車
を

使
っ
て

、
私

の
と
こ

ろ
の

学
生
で

す
け

ど
、
今

日
お

そ
ら
く

来
て

い
る
と
思
い
ま
す
が
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
に
、
た
と
え
ば

G
P

S
ロ
ガ
ー
を
搭
載
し
て
取
っ
て
い
く
。
そ
う
い
う
仕

組
み

も
つ

く
っ

て
、

デ
ー
タ

を
ず

っ
と
取

り
続

け
て
、

分
析

を
し
て

い
く

。
そ
う

い
う

使
い
方

も
あ

る
の
か

と
考

え
ら
れ
ま
す
。

そ
し

て
、
そ

の
よ

う
に
取

っ
た

デ
ー
タ

を
、

う
ま
く

分
析

を
し
て

、
そ

の
結
果

を
見

え
る
化

す
る

こ
と
が

非
常

に
重
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
て
、
こ
れ
（

2-
10

頁
下
図
）
は
先
ほ
ど
関
谷
室
長
か
ら
も
ご
紹
介
あ
り
ま
し
た

が
、

K
C

S
さ
ん
が
開
発
さ
れ
た
、

O
D

V
is

u
al

iz
ar

と
い
う
見
え
る
化
ツ
ー
ル
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
た
ち
、
こ
の

可
視

化
技

術
、

見
え

る
化
が

重
要

と
い
う

の
は

分
か
っ

て
い

る
の

で
す

が
、

実
際

に
こ

う
い
う

動
的

な
も
の

を
使

っ
て

、
共

通
認

識
を

持
っ
て

議
論

し
て
い

く
た

め
の

可
視

化
手

法
と

い
う

の
は
ま

だ
で

き
て
お

り
ま

せ
ん
し

、
そ

う
い

っ
た

も
の

が
あ

る
と
、

よ
り

議
論
が

深
ま

る
の
で

は
な

い
か
。

そ
う

い
う
と

こ
ろ

に
チ
ャ

レ
ン

ジ
し
て

い
っ

て
は
ど
う
か
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

 
そ

し
て

、
最

後
、

つ
な
ぐ

、
組

み
合
わ

せ
る

、
チ
ャ

レ
ン

ジ
の
と

こ
ろ

を
何
点

か
ご

紹
介
し

て
、

ま
と
め

て
い

き
た

い
と

思
い

ま
す

。
ま
ず

、
ガ

ラ
ッ
と

分
野

は
変
わ

り
ま

す
け
れ

ど
も

、
も

の
の

見
方

の
と

こ
ろ

を
少
し

変
え

た
ら

、
こ

の
よ

う
に

使
え

ま
し

た
と

い
う

例
（

2-
11

頁
上

）
で

す
が

、
今

、
国

土
交

通
省

さ
ん

の
ほ

う
で

は

i-
C

on
st

ru
ct

io
n
と
い
う
施
策
を
強
力
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
生
産
性
革
命
の
中
で
、

IC
T

建
機
を
非
常

に
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

IC
T
建
機
と
い
う
の
は
い
ろ
い
ろ
な
セ
ン
サ
ー
が
搭
載
さ
れ
て
い
て
、
移
動
履
歴

が
分

か
る

。
つ

ま
り

、
僕
た

ち
の

業
界
で

い
う

と
、
プ

ロ
ー

ブ
デ
ー

タ
が

収
集
で

き
ま

す
。
そ

の
プ

ロ
ー
ブ

デ
ー

タ
を
使
っ
て
あ
げ
て
履
歴
を
解
析
す
る
と
、
完
成
形
状
の

3
次
元
の
モ
デ
ル
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
に
着
目
を
し
て
、
実
際
に
ち
ょ
っ
と
し
た
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
駆
使
し
て
あ
げ
ま
す
と
、

3
次

元
の

モ
デ
ル

が
つ

く
れ
る

。
ほ

ぼ
出
来

形
管

理
に
も

耐
え

得
る
よ

う
な

精
度
の

も
の

が
つ
く

れ
る

。
舗
装

で
見

ま
し

て
も

、
表

層
か

ら
基
層

と
か

、
層
ご

と
に

全
部
追

っ
掛

け
る
こ

と
が

で
き
る

。
そ

の
よ
う

な
モ

デ
ル
が

つ
く

れ
ま
す
。
あ
る
い
は
、
こ
れ
（

2-
11

頁
下
）
は
日
常
の
日
々
の
舗
装
の
履
歴
を
診
断
し
て
い
く
話
、
精
密
検
査
を

行
う

。
い

わ
ゆ

る
路

面
性
状

調
査

を
定
期

的
に

行
う
の

に
は

な
か
な

か
予

算
が
掛

か
り

ま
す
の

で
、

そ
れ
を

商
用

車
と

か
、

あ
る

い
は

、
公
用

車
、

具
体
的

に
は

地
方
公

共
団

体
の
ご

み
収

集
車
と

か
、

福
祉
タ

ク
シ

ー
と
か

、
そ

う
い

っ
た

自
動

車
に

、
い
わ

ゆ
る

プ
ロ
ー

ブ
デ

ー
タ
を

収
集

す
る
よ

う
な

キ
ッ
ド

を
搭

載
し
て

い
た

だ
い
て

、
ず

っ
と

取
り

続
け

て
い

た
だ
く

。
そ

れ
を
使

っ
て

診
断
し

て
あ

げ
て
、

少
し

お
か
し

い
の

で
は
と

い
う

所
を
精

密
検

査
し
て
あ
げ
る
。
そ
う
い
う
流
れ
が
つ
く
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

研
究

的
な

切
り

口
で

は
、
特

異
値

で
す
ね

。
普

段
、
交

通
計

画
の
場

で
は

確
実
に

捨
て

て
し
ま

う
よ

う
な
デ

ー

タ
が
ご
ざ
い
ま
す
。
特
異
値
と
か
、
異
常
値
と
か
、
外
れ
値
と
か
と
、
い
ろ
い
ろ
呼
ば
れ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

参-5



普
段

交
通

の
分

析
で

使
え
な

い
異

常
値
を

、
は

じ
か
れ

て
い

る
と
こ

ろ
を

分
析
し

て
あ

げ
る
と

、
実

は
道
路

が
痛

ん
で

い
る

所
で

は
な

い
か
、

と
い

う
よ
う

な
、

あ
る
意

味
、

無
茶
苦

茶
な

仮
説

か
も

し
れ

ま
せ

ん
が

、
そ
の

仮
説

を
立

て
て

、
経

度
、

緯
度
、

加
減

速
、
角

速
度

、
急
挙

動
、

こ
う
い

っ
た

と
こ
ろ

の
異

常
値
、

外
れ

値
、
特

異
値

を
分
析
し
て
み
ま
し
た
。
一
定
の
傾
向
が
見
ら
れ
て
、
こ
の
箇
所
に
集
中
し
て
い
る
。
実
際
検
査
を
し
て
み
る
と
、

道
路

が
痛

ん
で

い
ま

し
た
。

現
地

に
調
査

に
行

っ
て
も

、
や

は
り

痛
ん

で
い

る
場

所
が

多
く
ご

ざ
い

ま
し
た

。
道

路
交

通
分

析
で

は
削

除
さ
れ

て
い

た
異
常

値
と

い
わ
れ

る
も

の
が
、

道
路

舗
装
面

の
、

い
わ
ゆ

る
管

理
と
い

う
観

点
か

ら
見

る
と

、
異

常
を
示

唆
し

て
く
れ

る
。

そ
う
い

う
結

果
が
出

て
い

ま
し
た

、
と

い
う
と

こ
ろ

で
ご
ざ

い
ま

す
。

こ
の

よ
う

な
今

ま
で
は

計
画

の
皆
さ

ん
が

使
っ
て

い
た

デ
ー
タ

が
、

実
は
維

持
管

理
で
非

常
に

有
益
な

示
唆

を
与

え
て

く
れ

る
。

そ
う
い

っ
た

デ
ー
タ

で
組

織
を
つ

な
ぐ

、
あ
る

い
は

、
組
織

を
つ

な
ぐ
た

め
の

デ
ー
タ

み
た

い
な
も
の
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

 
最

後
の

紹
介

で
ご

ざ
い
ま

す
が

、
こ
れ

（
発

表
時
の

み
公

開
資
料

）
は

何
で
も

か
ん

で
も
今

流
行

っ
て
お

り
ま

す
人
工
知
能
の
一
例
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
ダ
ー
ク
ネ
ッ
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ヨ
ー
ロ
ー
と
い
わ
れ
る
技
術
で
す
。

今
ご

覧
い

た
だ

い
た

の
も
分

か
る

か
と
思

い
ま

す
が
、

画
像

の
中
で

、
人

、
車

、
犬

が
居

ま
す

、
自

転
車
が

居
ま

す
と

い
う

こ
と

を
識

別
す
る

こ
と

が
で
き

る
技

術
で
ご

ざ
い

ま
す
。

こ
れ

を
私
た

ち
の

業
界
に

置
き

換
え
る

と
、

何
に

使
え

る
か

。
お

そ
ら
く

、
ト

ラ
フ
ィ

ッ
ク

カ
ウ
ン

タ
ー

に
使
え

る
の

で
は
な

い
か

、
と
す

ぐ
に

イ
メ
ー

ジ
が

湧
く
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
使
い
方
が
お
そ
ら
く
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
代
物
で
す
。

で
す

が
、

私
た

ち
の

業
界
は

ど
う

し
て
も

、
こ

の
図
で

い
い

ま
す
と

、
プ

ロ
仕
様

の
も

の
を
つ

く
り

が
ち
で

、

今
回

の
例

で
言

い
ま

す
と
、

パ
ー

ソ
ン
ト

リ
ッ

プ
調
査

が
あ

っ
て
、

そ
こ

に
寄
せ

て
い

き
た
い

と
い

う
思
い

が
あ

っ
て

、
な

か
な

か
一

般
的
な

、
汎

用
的
な

も
の

か
ら
、

そ
の

ま
ま
使

う
と

い
う
の

は
、

少
し
抵

抗
感

を
覚
え

て
し

ま
う

よ
う

な
世

界
で

は
な
い

か
と

思
い
ま

す
。

た
だ
し

、
振

り
返
り

ま
す

と
、
今

見
渡

し
ま
す

と
、

私
た
ち

の
業

界
は

セ
ン

シ
ン

グ
技

術
の
発

展
に

ヒ
ト
・

モ
ノ

・
コ
ト

と
い

う
状
態

が
、

い
ろ
い

ろ
な

こ
と
が

分
か

り
ま
す

。
極

論
、

今
こ

こ
に

い
ら

っ
し
ゃ

る
全

員
が
セ

ン
サ

ー
に
な

っ
て

し
ま
っ

て
い

る
。
そ

う
い

う
デ
ー

タ
を

ど
う
組

み
合

わ
せ

て
い

く
の

か
と

い
う
と

こ
ろ

で
、
僕

た
ち

は
今
こ

こ
が

爆
発
的

に
増

え
て
き

て
い

る
。
い

ろ
い

ろ
な
も

の
、

大
体

何
と

な
く

分
か

る
よ
う

な
ス

マ
ー
ト

フ
ォ

ン
を
持

っ
て

い
る
。

バ
イ

タ
ル
機

器
を

お
持
ち

の
方

も
こ
の

中
に

い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
様
子
を
見
て
、
少
し
体
調
が
悪
い
な
と
、
病
院
に
行
こ
う
と
い
っ
て
、

精
密

検
査

を
受

け
る

。
私
た

ち
は

こ
ち
ら

に
慣

れ
て
し

ま
っ

て
い
ま

す
が

、
そ
う

で
は

な
く
て

、
ち

ょ
っ
と

し
た

汎
用

的
な

も
の

か
ら

精
密
検

査
の

ほ
う
に

持
っ

て
い
く

と
い

う
、
こ

の
互

い
の
領

域
を

つ
な
ぐ

手
法

の
開
発

が
重

要
で

は
な

い
か

な
と

思
い
ま

す
し

、
こ
こ

を
狙

っ
て
い

く
こ

と
が
、

こ
れ

か
ら

や
っ

て
い

く
べ

き
と

こ
ろ
で

は
な

い
か
な
と
思
い
ま
す
。

最
後
、
デ
ー
タ
の
収
集
・
分
析
の
と
こ
ろ
で
す
け
れ
ど
も
、

P
D

C
A

サ
イ
ク
ル
を
誰
が
担
う
べ
き
な
の
か
と
い

う
と

こ
ろ

で
、

私
た

ち
の
業

界
は

、
ど
う

し
て

も
官
頼

み
の

と
こ
ろ

が
あ

る
の
で

は
な

い
か

。
国

土
交

通
省

さ
ん

に
予

算
化

し
て

い
た

だ
く
、

地
方

公
共
団

体
さ

ん
に
予

算
化

し
て
い

た
だ

く
、
と

い
う

風
土
が

あ
る

の
で
は

な
い

か
。

私
も

そ
の

中
の

一
員
で

は
ご

ざ
い
ま

す
が

、
そ
こ

は
少

し
抵
抗

を
覚

え
る
と

こ
ろ

も
ご
ざ

い
ま

す
。
何

を
申

し
上

げ
た

い
か

と
い

い
ま
す

と
、

交
通
関

連
ビ

ッ
グ
デ

ー
タ

の
効
果

的
な

活
用
と

い
う

も
の
を

継
続

的
に
や

っ
て

い
く

に
は

、
固

定
観

念
か
ら

脱
却

し
た
技

術
開

発
と
い

う
、

先
ほ
ど

申
し

上
げ
た

プ
ロ

仕
様
だ

け
で

は
な
く

て
、

大
体

分
か

る
も

の
か

ら
つ
な

げ
て

い
く
と

い
う

ア
プ
ロ

ー
チ

。
そ
れ

に
加

え
ま
し

て
、

制
度
設

計
や

、
持
続

可
能

な
運

用
モ

デ
ル

と
い

う
も
の

が
必

要
に
な

っ
て

く
る
の

で
は

な
い
か

。
そ

の
た
め

に
は

官
頼
み

で
は

な
く
て

、
産

官
連

携
、

と
き

に
は

産
官
学

の
連

携
の
仕

組
み

と
い
っ

た
も

の
も
必

要
に

な
っ
て

く
る

で
し
ょ

う
し

、
デ
ー

タ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
、
今
は
公
共
施
設
を
対
象
に
し
た

P
P

P
や
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
い
う
も
の
が
推
進
さ
れ
て
お
り
ま
す

け
れ

ど
も

、
デ

ー
タ

マ
ネ
ジ

メ
ン

ト
と
い

わ
れ

る
も
の

に
対

す
る
、

都
市

の
現
状

分
析

や
将
来

予
測

、
そ
う

い
っ

た
デ
ー
タ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る

P
P

P
や
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
も
意
識
し
て
や
っ
て
い
く
。

い
わ

ゆ
る

産
業

界
の

活
動
と

い
う

も
の
も

、
も

っ
と
も

っ
と

こ
れ
か

ら
活

発
に
や

っ
て

い
く
べ

き
で

は
な
い

の
か

と
感

じ
て

い
る

と
こ

ろ
で
、

こ
れ

か
ら
も

そ
う

い
っ
た

と
こ

ろ
を
意

識
し

て
、
私

自
身

は
取
り

組
ん

で
い
き

た
い

と
考

え
て

い
る

と
こ

ろ
で
ご

ざ
い

ま
す
。

以
上

、
か
な

り
駆

け
足
に

な
り

ま
し
た

け
れ

ど
も
、

私
か

ら
の
発

表
を

こ
れ
で
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
司
会
 
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
な
お
、
第

1
部
終
了
後
に
ま
と
め
て
質
疑
応
答
の
お
時
間
を
設
け
さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

ご
質
問

等
、

ど
う
ぞ

メ
モ

等
し
て

い
た

だ
け
ま

し
た

ら
と
思

い
ま

す
。
そ

れ
で

は
、
続

き
ま

し
て

、
携

帯
電

話
基

地
局

の
運

用
デ

ー
タ

か
ら

生
成

さ
れ

る
人

口
流

動
統

計
と

は
と

題
し

ま
し

て
、

株
式

会
社

N
T

T
ド
コ
モ
、
先
進
技
術
研
究
所
、
社
会
セ
ン
シ
ン
グ
研
究
グ
ル
ー
プ
、
主
幹
研
究
員
、
池
田
大
造
よ
り
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
池
田
 
た
だ
今
ご
紹
介
に
あ
ず
か
り
ま
し
た
、

N
T

T
ド
コ
モ
の
池
田
と
申
し
ま
す
。
本
日
は
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た

し
ま

す
。

今
回

、
携
帯

電
話

基
地
局

の
運

用
デ
ー

タ
か

ら
生
成

さ
れ

る
人
口

流
動

統
計
と

題
し

ま
し
て

、
ご

説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
は
じ
め
に
と
い
う
こ
と
で
、
今
回
の
報
告
会
に
先
立
ち
ま
し
て
、

N
T

T
ド
コ
モ
か
ら

6
月

4
日
月
曜
日
に
報
道
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
内
容
は
本
日
の
報
告
会
そ
の
も
の
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、

産
官

学
で

人
口

流
動

統
計
を

共
同

開
発
し

ま
し

た
こ
と

を
発

表
さ
せ

て
い

た
だ
い

て
い

ま
す
。

こ
の

よ
う
な

形
で

社
会
に
広
く
発
信
で
き
た
こ
と
を
と
て
も
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

早
速

で
す
が

、
こ

の
度
モ

バ
イ

ル
空
間

統
計

を
拡
張

し
て

、
人
口

流
動

統
計
と

い
う

も
の
を

開
発

し
ま
し

た
。

モ
バ

イ
ル

空
間

統
計

が
ど
う

い
う

も
の
で

、
ど

の
よ
う

な
課

題
が
あ

っ
た

か
に
つ

い
て

、
冒
頭

で
関

谷
室
長

に
触

れ
て

い
た

だ
き

ま
し

た
が
、

少
し

だ
け
お

さ
ら

い
さ
せ

て
い

た
だ
き

ま
す

。
モ
バ

イ
ル

空
間
統

計
は

携
帯
電

話
基

地
局

の
運

用
デ

ー
タ

か
ら
生

成
さ

れ
る
人

口
統

計
で
ご

ざ
い

ま
す
。

こ
ち

ら
は
、

い
つ

、
ど
こ

に
、

人
が
何

人
滞

在
し

て
い

た
か

と
い
う

も
の

が
分
か

る
統

計
情
報

で
す

。
5

年
前

に
ち

ょ
う

ど
実

用
化
し

ま
し

て
、
防

災
分

野
、

観
光

分
野

を
中

心
に

広
く
使

っ
て

い
た
だ

い
て

お
り
ま

し
た

が
、
交

通
分

野
に
関

し
て

は
大
き

な
課

題
が
ご

ざ
い

ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
都
市
交
通
調
査
と
し
て
、
こ
こ
（

2-
15

頁
上
図
）
で
三
つ
例
を
挙
げ
て
お
り
ま
す
パ
ー
ソ

ン
ト

リ
ッ

プ
調

査
、

道
路
交

通
セ

ン
サ
ス

、
全

国
幹
線

旅
客

純
流
動

調
査

に
て
活

用
す

る
た
め

に
、

人
の
流

動
そ

の
も
の
を
捉
え
た
い
と
、
で
き
れ
ば
移
動
手
段
に
も
踏
み
込
み
た
い
と
い
う
お
話
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
応
え
る
た
め
に
、
構
想
自
体
は

20
11

年
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
が
、
人
口
流
動
統
計
の
共
同
研
究
が

20
14

年
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
う
経
緯
に
な
り
ま
す
。

 
目

指
し

た
こ

と
は

、
あ
る

エ
リ

ア
か
ら

他
の

エ
リ
ア

に
人

が
ど
れ

く
ら

い
移
動

し
た

か
、
そ

の
ト

リ
ッ
プ

を
推

計
す

る
こ

と
で

ご
ざ

い
ま
す

。
こ

こ
に
い

ら
っ

し
ゃ
る

藤
岡

さ
ん
に

も
ア

ウ
ト
プ

ッ
ト

の
イ
メ

ー
ジ

を
い
た

だ
き

な
が
ら
、

O
D

表
を
つ
く
っ
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
の

O
D

表
に
倣
っ
て
、
出
発

エ
リ

ア
、

到
着

エ
リ

ア
ご
と

に
、

人
が
ど

れ
ぐ

ら
い
移

動
し

て
い
る

か
を

推
計
す

る
こ

と
。

さ
ら

に
、

モ
バ

イ
ル

空
間

統
計

の
特

徴
を

生
か
せ

ば
、

性
別
、

年
代

別
、
居

住
地

別
に
分

か
り

ま
す
の

で
、

そ
こ
ま

で
踏

み
込
む

こ
と

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
据
え
ま
し
た
。

人
口

流
動
統

計
は

携
帯
電

話
基

地
局
の

運
用

デ
ー
タ

か
ら

生
成
さ

れ
ま

す
。
こ

の
後

、
運
用

デ
ー

タ
が
ど

う
い

う
も
の
か
ご
紹
介
し
ま
す
が
、
統
計
情
報
の
つ
く
り
方
の
イ
メ
ー
ジ
を
こ
ち
ら
の
図
（

2-
17

頁
下
図
）
で
説
明
い

た
し

ま
す

。
左

上
に

ご
ざ
い

ま
す

の
が
携

帯
電

話
基
地

局
の

運
用
デ

ー
タ

、
す
な

わ
ち

、
位
置

デ
ー

タ
、
性

別
、

年
齢

、
居

住
地

と
い

っ
た
属

性
デ

ー
タ
で

ご
ざ

い
ま
す

。
最

初
に
、

こ
れ

ら
の
デ

ー
タ

か
ら
個

人
が

識
別
で

き
る

情
報
を
除
去
し
ま
す
。
こ
れ
を
非
識
別
化
処
理
と
呼
ん
で
お
り
ま
す
。
つ
ぎ
に
、
右
下
に
ご
ざ
い
ま
す
よ
う
な

O
D

表
、
出
発
エ
リ
ア
、
到
着
エ
リ
ア
の
ペ
ア
ご
と
に
集
計
し
、
拡
大
し
ま
す
。
こ
れ
を
集
計
処
理
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

最
後

に
、

右
上

に
あ

る
よ
う

に
、

少
人
数

デ
ー

タ
を
除

去
し

ま
す
。

こ
れ

を
秘
匿

処
理

と
呼
び

ま
す

。
こ
の

よ
う

に
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
し
っ
か
り
と
保
護
し
た
上
で
つ
く
る
こ
と
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

も
う

少
し
具

体
的

に
、
ど

う
い

う
ふ
う

に
つ

く
っ
て

い
る

か
と
い

う
お

話
を
し

た
い

と
思
い

ま
す

。
運
用

デ
ー

タ
は

、
先

ほ
ど

お
話

し
し
ま

し
た

と
お
り

、
ド

コ
モ
の

携
帯

電
話
を

運
用

す
る
た

め
に

必
要
な

デ
ー

タ
で
す

。
具

体
的

に
は

、
皆

さ
ん

の
携
帯

電
話

、
今
日

で
は

ス
マ
ー

ト
フ

ォ
ン

が
主

流
に

な
り

つ
つ

あ
り
ま

す
が

、
い
つ

で
も

ど
こ

で
も

着
信

で
き

る
よ
う

に
、

基
地
局

の
エ

リ
ア
単

位
で

、
皆
さ

ん
が

ど
こ
に

所
在

し
て
い

る
か

を
把
握

し
て

い
ま

す
。

そ
れ

を
こ

こ
で
は

、
運

用
デ
ー

タ
と

呼
ん
で

お
り

、
先
ほ

ど
お

話
し
し

た
三

つ
の
処

理
を

経
て
、

最
終

的
に

統
計

化
さ

れ
ま

す
。
最

初
に

行
う
処

理
が

、
こ
こ

（
2-

18
頁

上
）

に
ご

ざ
い

ま
す

非
識
別

化
処

理
で
す

が
、

た
と

え
ば

、
携

帯
電

話
番
号

や
生

年
月
日

等
の

情
報
は

統
計

を
作
成

す
る

上
で
は

必
要

で
な
い

デ
ー

タ
で
ご

ざ
い

ま
す
の
で
、
除
去
し
ま
す
。
こ
れ
が
非
識
別
化
処
理
で
す
。
つ
ぎ
に
、

O
D

ペ
ア
ご
と
に
集
計
し
、
拡
大
し
ま
す

。

最
後
に
、
先
ほ
ど
お
話
し
し
た
秘
匿
処
理
を
施
し
て
、
人
口
流
動
統
計
が
つ
く
ら
れ
ま
す
。
 

そ
れ
で
は
、
位
置
デ
ー
タ
が
ど
う
い
う
も
の
か
と
い
う
話
を
、
こ
の
ス
ラ
イ
ド
（

2-
19

頁
上
）
で
し
た
い
と
思

い
ま

す
。

位
置

デ
ー

タ
は
、

先
ほ

ど
お
話

し
し

ま
し
た

と
お

り
、

モ
バ

イ
ル

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク
で

は
、

皆
さ
ん

の
携

帯
電

話
が

ど
こ

の
基

地
局
の

エ
リ

ア
配
下

に
所

在
し
て

い
る

か
を
周

期
的

に
把
握

し
て

い
ま
す

。
把

握
す
る

契
機

は
大

き
く

二
つ

あ
り

、
携
帯

電
話

が
エ
リ

ア
を

ま
た
い

だ
時

、
も
し

く
は

、
周
期

的
に

把
握
す

る
と

い
う
仕

組
み

が
入
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
周
期
は
お
お
む
ね

1
時
間
に

1
回
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
こ
の
こ
と
が
モ
バ
イ
ル
空
間
統

計
を
１
時
間
ご
と
に
作
成
す
る
こ
と
の
大
き
な
根
拠
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

こ
の

よ
う
な

位
置

デ
ー
タ

を
活

用
し
て

、
人

口
流
動

統
計

を
つ
く

る
上

で
、
最

初
に

当
た
っ

た
課

題
は
、

移
動

と
滞
留
の
定
義
で
ご
ざ
い
ま
す
。
位
置
デ
ー
タ
が
、
エ
リ
ア
間
を
ま
た
い
だ
時
、
も
し
く
は
、
お
お
む
ね

1
時
間

に
1
回
取
得
さ
れ
た
と
し
て
、
移
動
と
滞
留
を
ど
の
よ
う
に
定
義
す
べ
き
か
を
最
初
に
検
討
し
ま
し
た
。
考
え
方

と
し

て
は

、
大

き
く

移
動
し

た
と

き
は
移

動
と

判
定
す

る
た

め
に
、

移
動

距
離
を

計
算

し
ま
す

。
ま

ず
、
移

動
距

参-6



離
と
判
定
す
る
距
離
を

3k
m

と
定
義
、
そ
の
後
に

1k
m

に
し
て
、
ど
こ
ま
で
推
計
精
度
が
出
る
か
と
い
う
こ
と

に
チ

ャ
レ

ン
ジ

し
ま

し
た
。

も
う

一
つ
は

滞
留

で
す
。

滞
留

の
考
え

方
と

し
て
は

、
一

定
時
間

、
同

じ
エ
リ

ア
に

滞
在

し
て

い
た

場
合
は

滞
留

と
判
定

し
ま

す
。
こ

の
一

定
時
間

は
、

1
時

間
と
し

ま
し
た

。
位

置
デ
ー

タ
が

お
お

む
ね

1
時
間
ご
と
に
観
測
さ
れ
る
た
め
、
少
な
く
と
も

2
回
は
同
じ
エ
リ
ア
で
観
測
さ
れ
た
こ
と
を
も
っ
て
滞
在

と
定
義
し
ま
し
た
。
こ
の
定
義
が
最
初
に
決
め
た
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

 
こ

の
定

義
に
従

っ
て

、
携
帯

電
話

ご
と
に

移
動

滞
留
判

定
を

行
い
ま

す
。

た
と
え

ば
、

左
下
に

あ
る

図
（

2-
19

頁
左

上
図

）
の

よ
う

に
、
携

帯
電

話
が
移

動
し

た
場
合

に
所

在
す
る

基
地

局
が
変

わ
る

と
き
に

、
こ

こ
で
は

起
点

と
書

い
て

い
ま

す
け

ど
、
最

初
に

所
在
し

た
エ

リ
ア
か

ら
ど

れ
く
ら

い
移

動
し
た

か
を

計
算
し

ま
す

。
そ
の

計
算

の
結
果
、
あ
る
閾
値
を
超
え
た
場
合
に
、
移
動
し
た
と
判
定
し
ま
す
。
そ
の
移
動
に
伴
っ
て
起
点
も
移
動
し
ま
す
。

以
降
は
、
同
様
の
処
理
が
繰
り
返
さ
れ
ま
す
。
右
下
（

2-
19

頁
右
上
図
）
に
あ
る
よ
う
に
、
滞
留
は
、
移
動
を
伴

わ
ず
、
一
定
時
間
同
じ
エ
リ
ア
配
下
に
所
在
し
た
場
合
に
滞
留
と
判
定
し
ま
す
。

 
 

も
う

一
つ
、

人
口

流
動
統

計
を

つ
く
る

と
き

の
前
提

と
し

て
、
位

置
デ

ー
タ
を

活
用

し
て
い

ま
す

の
で
、

基
地

局
の

エ
リ

ア
単

位
で

し
か
人

口
は

分
か
ら

な
い

こ
と
で

す
。

最
終
的

に
は

、
た
と

え
ば

パ
ー
ソ

ン
ト

リ
ッ
プ

調
査

の
中

ゾ
ー

ン
、

小
ゾ

ー
ン
の

よ
う

な
集
計

ゾ
ー

ン
に

当
て

は
め

る
必

要
が

あ
り
ま

す
。

こ
こ
で

は
面

積
按
分

処
理

と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
お
手
元
の
資
料
に
は
な
い
図
（

2-
20

頁
下
図
）
で
説
明
い
た
し
ま
す
が
、
考
え

方
と

し
て

は
、

左
上

に
あ
る

よ
う

な
、
基

地
局

の
電
波

の
到

達
範
囲

が
仮

に
こ
の

よ
う

な
形
を

し
て

い
る
場

合
、

集
計

ゾ
ー

ン
と

の
面

積
の
重

な
り

具
合
か

ら
面

積
按
分

し
て

、
最
終

的
な

集
計
人

数
、

も
し
く

は
、

ト
リ
ッ

プ
が

計
算
さ
れ
ま
す
。

 
 

こ
の

よ
う
な

処
理

を
行
い

、
大

き
く
三

つ
の

統
計
情

報
を

つ
く
れ

る
よ

う
に

開
発

し
ま

し
た

。
一

つ
目
は

移
動

滞
留

人
口

と
呼

ん
で

い
る
も

の
で

、
時
間

帯
別

に
、
携

帯
電

話
が
移

動
中

か
滞
留

中
か

を
判
定

し
、

時
間
帯

別
の

移
動
人
口
、
滞
留
人
口
と
い
う
形
で
推
計
し
ま
す
。
二
つ
目
が

O
D

量
と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、

1
日
の
ト
リ
ッ
プ

数
で
す
。
ト
リ
ッ
プ
が
ど
れ
く
ら
い
発
生
し
た
か
を
推
計
し
ま
す
。
最
終
的
に
は
数
時
間
単
位
、
早
朝
時
間
帯
や
、

帰
宅

時
間

帯
等

に
絞

っ
て
ト

リ
ッ

プ
数
を

推
計

で
き
る

よ
う

に
な
っ

て
い

ま
す
。

最
後

が
、
原

単
位

、
す
な

わ
ち

1
日
の
平
均
ト
リ
ッ
プ
数
と
、
外
出
率
も
計
算
で
き
ま
す
。

 
今

お
話

し
し
た

三
つ

の
統
計

情
報

は
、
パ

ー
ソ

ン
ト
リ

ッ
プ

調
査
の

定
義

に
倣
う

形
で

生
成
プ

ロ
グ

ラ
ム
を

開

発
し
ま
し
た
。
こ
こ
は
あ
く
ま
で
イ
メ
ー
ジ
に
な
り
ま
す
が
、
先
ほ
ど
お
話
し
し
た
移
動
滞
留
判
定
を

7,
60

0
万

台
に

対
し

て
行

い
、
移

動
中

か
滞
留

中
か

を
判
定

し
、

ト
リ
ッ

プ
を

抽
出
し

ま
す

。
そ
の

後
に

、
O

D
ペ

ア
ご

と

に
集
計
し
ま
す
。
少
数
ト
リ
ッ
プ
は
秘
匿
す
る
と
い
う

3
段
階
の
処
理
を
経
て
、
最
後

O
D

表
が
生
成
さ
れ
ま
す
。

 
 

こ
の

よ
う
に

生
成

さ
れ
ま

し
た

人
口
流

動
統

計
の
デ

ー
タ

仕
様
は

、
か

な
り
詳

細
に

示
し
て

い
ま

す
の
で

、
こ

こ
を

全
部

は
説

明
い

た
し
ま

せ
ん

が
、
少

し
だ

け
ご
説

明
し

ま
す
と

、
も

と
も
と

の
モ

バ
イ
ル

空
間

統
計
を

人
口

分
布
統
計
と
し
て
一
番
左
側
（

2-
22

頁
左
上
）
に
記
載
し
て
い
ま
す
。
い
つ
、
ど
こ
に
、
人
が
何
人
滞
在
し
て
い

た
か

を
推

計
し

た
も

の
が
、

最
初

に
開
発

さ
れ

た
人
口

分
布

統
計
で

ご
ざ

い
ま
す

。
そ

れ
に
対

し
て

、
本
日

ご
説

明
し

た
生

成
方

法
に

よ
っ
て

生
成

さ
れ
る

人
口

流
動
統

計
で

は
、
ど

こ
か

ら
ど
こ

に
、

出
発
エ

リ
ア

か
ら
到

着
エ

リ
ア

に
人

が
ど

れ
く

ら
い
移

動
し

た
か
、

も
し

く
は
、

ト
リ

ッ
プ
が

ど
れ

く
ら
い

発
生

し
た
か

が
わ

か
り
ま

す
。

こ
の

後
に

ご
説

明
が

ご
ざ
い

ま
す

が
、
ど

こ
を

通
過
し

た
か

と
い
う

も
の

が
分
か

る
デ

ー
タ
と

な
っ

て
い
ま

す
。

こ
の
よ
う
な
デ
ー
タ
が

24
時
間
、

36
5
日
、
ど
の
時
間
帯
で
も
集
計
で
き
ま
す
。

 
 
も
う
一
つ
大
き
な
特
長
が
、
こ
こ
（

2-
22

頁
右
上
）
で
は
任
意
の
集
計
ゾ
ー
ン
と
書
い
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
メ

ッ
シ

ュ
、

も
し

く
は
市

区
町

村
単
位

で
人

口
を
集

計
し

て
い
ま

し
た

が
、
た

と
え

ば
、

パ
ー

ソ
ン

ト
リ

ッ
プ

調
査
の
中
ゾ
ー
ン
、
小
ゾ
ー
ン
に
対
応
さ
せ
る
、
も
し
く
は
、
道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
の

B
ゾ
ー
ン
に
対
応
さ
せ
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

シ
ェ
ー

プ
フ

ァ
イ
ル

を
作

成
さ
え

す
れ

ば
、
ど

の
集

計
ゾ
ー

ン
に

も
対
応

で
き

る
こ
と

が
大

き
な
特
長
で
す
。

 
 
最
後
に
、
比
較
表
（

2-
22

頁
下
表
）
に
載
せ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
代
表
的
な
公
的
統
計
調
査
と
比
較
し

た
と
き
の
大
き
な
特
長
は
、

24
時
間

36
5
日
作
成
で
き
る
点
、
性
別
、
年
代
別
、
居
住
地
別
に
推
計
で
き
る
点
で

す
。

そ
の

他
の

特
長

に
関
し

て
は

、
こ
の

後
、

新
階
技

監
か

ら
ご
説

明
あ

り
ま
す

の
で

、
こ
こ

で
は

割
愛
い

た
し

ま
す
。

 
 

こ
の

よ
う
な

ア
ル

ゴ
リ
ズ

ム
を

開
発
し

ま
し

て
、
最

終
的

に
日
本

全
国

の
流
動

が
捉

え
ら
れ

る
デ

ー
タ
と

な
っ

た
と

考
え

て
お

り
ま

す
。
皆

さ
ん

に
は
こ

の
デ

ー
タ
を

さ
ま

ざ
ま
な

用
途

に
、
も

し
く

は
、
利

用
シ

ー
ン
で

ご
活

用
い

た
だ

け
た

ら
と

期
待
し

て
お

り
、
ぜ

ひ
一

緒
に
そ

の
よ

う
な
世

界
を

つ
く
っ

て
い

け
た
ら

と
考

え
て
お

り
ま

す
。

本
日

は
共

同
研

究
の
成

果
報

告
で
は

ご
ざ

い
ま
す

が
、

こ
れ
か

ら
が

本
番
だ

と
思

い
ま
す

の
で

、
交
通

分
野

を
は

じ
め

、
さ

ま
ざ

ま
な
分

野
で

ご
活
用

い
た

だ
く
た

め
の

支
援
を

、
今

回
一
緒

に
つ

く
り
ま

し
た

国
総
研

の
皆

さ
ん

と
、

東
京

大
学

、
そ
れ

か
ら

、
東
京

都
市

大
学
の

今
井

先
生
と

一
緒

に
支
援

し
て

ま
い
り

た
い

と
考
え

て
お

り
ま

す
。

こ
の

後
、

建
設
コ

ン
サ

ル
の
皆

さ
ん

か
ら
も

様
々

な
シ
ー

ン
で

の
活
用

事
例

の
ご
紹

介
が

あ
る
と

思
い

ま
す

の
で

、
ぜ

ひ
こ

れ
を
き

っ
か

け
に
お

話
が

で
き
れ

ば
と

思
っ
て

い
ま

す
の
で

、
よ

ろ
し
く

お
願

い
い
た

し
ま

す
。
説
明
は
以
上
に
な
り
ま
す
。

 
 ■

司
会

 
あ
り

が
と

う
ご
ざ

い
ま

し
た
。

そ
れ

で
は
、

続
き

ま
し
て

、
共

同
研
究

成
果

の
主
な

内
容

と
ポ
イ

ン
ト

と
題

し
、

前
国

土
交

通
省
 

国
土

技
術
政

策
総

合
研
究

所
 

都
市
施

設
研

究
室
長

、
現

新
潟
市

技
監

、
新
階

寛
恭

よ
り
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 
 ■

新
階

 
皆
さ

ん
、

こ
ん
に

ち
は

。
た
だ

今
紹

介
の

あ
り

ま
し

た
、

今
は

新
潟
市

に
お

り
ま
す

け
れ

ど
も
、

新
階

で
す
。
先
ほ
ど
話
の
あ
り
ま
し
た
藤
岡
さ
ん
の
後
を
継
い
で
、

20
15

年
か
ら

3
年
間
、
こ
の
春
ま
で
国
総
研
の
都

市
研

究
部

に
お

り
ま

し
た
新

階
で

す
。
産

官
学

み
な
さ

ん
と

研
究
し

た
共

同
研
究

の
成

果
に
な

り
ま

す
が
、

僭
越

な
が
ら
私
が
代
表
し
て
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

30
分
ほ
ど
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
大
き
く
は
、
そ

も
そ

も
こ

う
い

う
ポ

テ
ン
シ

ャ
ル

の
高
い

デ
ー

タ
が
十

分
使

え
る
も

の
か

ど
う
か

を
検

証
、
あ

る
い

は
、
さ

ら
に

改
良

す
べ

き
と

こ
ろ

が
あ
れ

ば
改

良
し
て

い
く

と
い
う

の
が

一
つ
と

、
そ

れ
か
ら

、
も

う
一
つ

は
、

ポ
テ
ン

シ
ャ

ル
が

あ
っ

て
、

い
ろ

い
ろ
な

活
用

の
仕
方

が
あ

る
と
思

い
ま

す
の
で

、
こ

の
デ
ー

タ
自

体
か
ら

な
る

べ
く
い

ろ
い

ろ
な
新
し
い
デ
ー
タ
を
生
み
出
し
て
い
く
と
い
う
、
大
き
く
二
つ
の
柱
で
研
究
を
し
て
き
ま
し
た
。

 
 

最
初

、
今
井

先
生

か
ら
も

話
が

あ
り
ま

し
た

よ
う
に

、
既

存
統
計

と
、

そ
れ
か

ら
、

こ
の
ビ

ッ
グ

デ
ー
タ

を
組

み
合

わ
せ

て
高

度
化

し
て
い

く
と

い
う
流

れ
の

中
で
、

携
帯

電
話
基

地
局

デ
ー
タ

、
人

口
分
布

統
計

も
あ
り

ま
し

た
が

、
人

口
流

動
統

計
に
つ

い
て

有
効
性

を
確

認
し
て

い
く

と
い
う

こ
と

。
合
わ

せ
て

、
さ
ら

に
ス

ケ
ー
ル

の
検

討
ニ

ー
ズ

が
高

ま
っ

て
い
る

こ
と

も
あ
り

ま
す

の
で
、

な
る

べ
く
こ

の
人

口
流
動

統
計

側
で
あ

る
程

度
詳
細

な
ス

ケ
ー
ル
の
と
こ
ろ
ま
で
捕
捉
性
が
向
上
す
れ
ば
、
あ
と
は

G
P

S
や

W
i-

F
iに

受
け
継
い
で
い
け
る
た
め
、
あ
る
程

度
行

け
る

と
こ

ま
で

行
っ
て

み
よ

う
と
い

う
こ

と
。
そ

れ
か

ら
、
い

ろ
い

ろ
な
デ

ー
タ

を
取
り

出
し

て
い
く

こ
と

で
、
信
頼
性
の
高
い
統
計
で
あ
る
こ
と
。

P
T
調
査
が
行
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
な
都
市
圏
で
も
、
あ
る
程
度
デ
ー
タ

が
使

え
る

こ
と

を
目

的
と
し

て
共

同
研
究

を
し

て
き
ま

し
た

。
そ
の

有
用

性
・
信

頼
性

の
検
証

、
そ

れ
か
ら

、
新

た
な

手
法

の
開

発
と

い
う
の

が
、

二
つ
の

柱
で

す
が
、

一
つ

は
、
ま

ず
は

既
存
統

計
と

の
相
関

、
比

べ
な
が

ら
特

性
を

分
析

し
て

い
く

と
い
う

こ
と

。
さ
ら

に
は

工
夫
し

て
い

く
こ
と

、
そ

の
裏
付

け
と

な
る
実

際
の

実
地
の

デ
ー

タ
、

実
測

を
行

っ
て

み
て
、

精
度

ま
で
検

証
し

て
い
く

と
い

う
基
礎

的
研

究
の
内

容
と

、
そ
れ

か
ら

、
新
た

な
手

法
と

し
て

は
、

主
な

も
の
で

す
け

れ
ど
も

、
移

動
経
路

、
移

動
手
段

、
移

動
目
的

が
デ

ー
タ
か

ら
生

み
出
せ

る
の

で
は

な
い

か
と

考
え

、
詰
め

て
き

ま
し
た

。
先

ほ
ど
池

田
さ

ん
か
ら

説
明

が
あ
り

ま
し

た
け
ど

も
、

と
く
に

赤
い

部
分

（
2-

27
頁

下
表

）
の
通

過
エ

リ
ア
、

移
動

手
段
、

移
動

目
的
が

追
加

さ
れ
て

き
て

い
る
と

い
う

状
況
で

す
。

そ
れ
か
ら
、
既
存
統
計
と
比
較
し
て
の
特
徴
は
、
時
間
の
都
合
も
あ
り
ま
す
の
で
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 
 

一
つ

目
の
基

礎
的

検
証
で

す
け

ど
も
、

対
象

都
市
圏

は
静

岡
、
熊

本
、

東
京
の

三
つ

で
す
。

そ
れ

ぞ
れ
人

口
規

模
、

そ
れ

か
ら

、
ゾ

ー
ン
数

が
違

い
ま
す

の
で

、
こ
の

後
に

出
て
く

る
グ

ラ
フ
の

見
え

方
が
違

っ
て

き
ま
す

が
、

こ
の
よ
う
な
デ
ー
タ
（

2-
29

頁
上
表
）
で
す
。
静
岡
で
は
、

O
D

量
、
移
動
・
滞
留
人
口
、
そ
れ
か
ら
、
基
本
統

計
量
と
し
て
外
出
率
等
を
調
べ
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
は

O
D

量
と
移
動
・
滞
留
人
口
の
概
要
を
説
明
し
ま
す
。
比

較
す
る

P
T
調
査
、
そ
れ
か
ら
、

P
T
調
査
の
分
担
率
、
乗
車
人
員
数
で
掛
け
て
い
っ
て
、
セ
ン
サ
ス
と
比
較
し
ま

し
た
。
大
ま
か
に
比
較
し
た
結
果
で
す
が
、
先
ほ
ど
の
移
動
・
滞
留
判
定
距
離
を

1k
m

と
3k

m
の

2
種
類
で
様

子
を
見
て
み
ま
し
た
。
結
果
、

P
T
調
査
と
比
較
し
て
み
る
と
、
お
お
む
ね

1
割
前
後
ぐ
ら
い
の
違
い
で
す
。
た
だ

し
、

セ
ン

サ
ス

は
若

干
少
な

い
結

果
と
な

り
ま

し
た
。

セ
ン

サ
ス
は

全
車

種
で
あ

る
こ

と
に
対

し
て

、
人
口

流
動

統
計
が
主
に
乗
用
車
と
い
う
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
大
ま
か
に
い
う
と
、
こ
の
よ
う
な
結
果
（

2-
30

頁
下
表
）
で
す
。
総
量
的
に
は
、
近
い
印
象
で
す
。
た
だ
し
、
静
岡
の
場
合
は
市
区
間
を

6
ゾ
ー
ン
で
見
て
み
る

（
2-

31
頁
上
）
と

、
非
常
に
近
い
相
関
を
示
し
て
い
ま
す
。
ゾ
ー
ン
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
け
れ
ど

も
、

3k
m

の
場
合
、
判
定
距
離
が
大
き
過
ぎ
て
、
デ
ー
タ
が
拾
え
な
い
こ
と
も
あ
る
た
め
、

1k
m

と
3k

m
の
両

方
で

判
定

し
ま

し
た

が
、
中

ゾ
ー

ン
で
は

、
ば

ら
け
て

し
ま

う
こ
と

が
基

本
的
な

特
性

と
し
て

は
あ

り
ま
す

。
つ

ぎ
に
、
時
間
ご
と
に
み
る
（

2-
31

頁
下
）
と
、
朝

、
昼
の
時
間
帯
で
は
、
移
動
が
多
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、

か
な

り
近

い
値

に
な
り

ま
す

が
、

夜
間

で
す

と
、

か
な

り
乖
離

し
て

し
ま
う

こ
と

が
分
か

っ
た

と
い
う

の
が

概
要
で
す
。

 
移
動
・
滞
留
人
口
、
時
間
ご
と
に
移
動
状
態
に
あ
る
か
、
滞
留
状
態
に
あ
る
か
を
判
定
し
た
も
の
（

2-
32

頁
上
）

で
す
け
れ
ど
も
、
大
ま
か
に
い
え
ば
、
対
応
が
と
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
一
部
、

P
T
調
査
側
で
ゾ
ー
ン
不
明
ト

リ
ッ

プ
が

あ
る

こ
と

、
人
口

流
動

統
計
側

で
何

ら
か
の

ト
リ

ッ
プ
が

生
成

さ
れ
て

い
る

か
も
し

れ
な

い
こ
と

。
双

方
で

い
ろ

い
ろ

な
要

因
が
あ

る
こ

と
が
う

か
が

い
知
れ

る
た

め
、
改

良
で

き
る
か

に
つ

い
て
、

少
し

研
究
し

て
み

参-7



よ
う
と
い
う
話
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
 

 
東

京
都

市
圏

は
市

区
間
に

な
り

ま
す
が

、
内

々
ト
リ

ッ
プ

が
少
し

大
き

く
出
て

い
た

た
め
、

課
題

意
識
を

持
ち

ま
し
た
が
、
分
か
り
に
く
い
た
め
、
熊
本
で
見
て
み
る
（

2-
33

頁
上
）
と
、
内
々
以
外
の
ト
リ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、

か
な
り
合
っ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
し
、
と
く
に

C
ゾ
ー
ン
由
来
の
内
々
ト
リ
ッ
プ
を
、

C
ゾ
ー
ン
分
を
足
し
て
い

っ
た

総
量

を
見

て
い

く
と
、

倍
半

分
ぐ
ら

い
違

う
結
果

と
な

り
ま
し

た
。

さ
す
が

に
、

倍
半
分

違
う

と
な
る

と
、

ど
ち
ら
側
に
乖
離
の
要
因
が
あ
る
の
か
調
べ
な
い
と
い
け
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

 
 
デ
ー
タ
を
距
離
単
位
で
見
て
み
る
（

2-
33

頁
下
）
と
、
よ
く
分
か
る
の
で
す
け
ど
、
一
番
左
が
内
々
ト
リ
ッ
プ

で
す

。
そ

れ
ぞ

れ
距

離
単
位

で
見

る
と
一

致
し

て
い
ま

す
。

距
離
感

は
よ

く
つ
か

め
て

お
り
、

要
は

行
き
先

が
少

し
ぶ

れ
て

い
る

た
め

に
、
散

ら
ば

っ
て
い

る
と

い
う
こ

と
が

分
か
っ

て
き

ま
し
た

。
た

だ
し
、

内
々

ト
リ
ッ

プ
だ

け
大
き
く
違
っ
て
い
る
。
こ
の
あ
た
り
を
、
少
し
フ
ォ
ー
カ
ス
を
当
て
て
見
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

 
 

よ
く

見
る
と

、
中

距
離
帯

で
も

乖
離
、

人
口

流
動
統

計
の

ほ
う
が

少
な

い
こ
と

も
あ

り
ま
す

の
で

、
ど
う

い
う

仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
の
か
見
て
い
き
ま
し
た
。
小
ス
ケ
ー
ル
、

C
ゾ
ー
ン
を
さ
ら
に
は

G
P

S
、

W
i-

F
iに

つ
な

い
で

い
く

た
め

の
研

究
を
し

て
き

ま
し
た

が
、

乖
離
要

因
と

し
て
、

よ
く

い
わ
れ

て
い

て
考
え

得
る

も
の
を

、
大

き
く

4
つ
ほ
ど
想
定
し
て
み
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、

P
T
調
査
側
で
デ
ー
タ
を
取
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
る
と
思
い

ま
す

が
、

人
口

流
動

統
計
側

か
ら

み
た
ら

、
ど

の
よ
う

な
要

因
が
あ

る
か

。
ま
ず

、
短

時
間
滞

在
で

あ
っ
た

ト
リ

ッ
プ
が
結
合
し
て
し
ま
う
こ
と
。
た
と
え
ば
、

30
～

40
分
買
い
物
を
し
て
帰
っ
て
き
た
場
合
、
短
時
間
滞
在
で
あ

る
た

め
に

二
つ

の
ト

リ
ッ
プ

が
結

合
し
て

し
ま

い
、
内

々
ト

リ
ッ
プ

に
な

っ
て
し

ま
う

こ
と
が

あ
る

と
い
う

話
。

そ
れ

か
ら

、
先

ほ
ど

池
田
さ

ん
か

ら
ゾ
ー

ン
と

セ
ル
の

関
係

の
説
明

が
あ

り
ま
し

た
け

れ
ど
も

、
ゾ

ー
ン
と

セ
ル

が
一

致
し

て
い

な
い

の
で
、

本
当

は
内
々

ト
リ

ッ
プ
で

あ
る

も
の
が

、
面

積
按
分

に
よ

っ
て
隣

の
ゾ

ー
ン
に

配
分

さ
れ

、
内

外
ト

リ
ッ

プ
に
な

っ
て

し
ま
う

。
逆

も
あ
る

と
思

い
ま
す

が
、

そ
の
よ

う
こ

と
が
起

き
て

い
る
と

い
う

こ
と

。
そ

れ
か

ら
、

判
定
距

離
と

い
う
の

が
あ

り
ま
し

た
。

平
均
的

な
基

地
局
間

距
離

よ
り
も

判
定

距
離
が

短
い

と
、

た
と

え
ば

、
日

中
、
デ

ス
ク

か
ら
会

議
室

へ
少
し

動
い

た
だ
け

で
所

在
す
る

基
地

局
が
変

わ
っ

て
し
ま

い
、

移
動
と
判
定
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
と
い
う
こ
と
。
さ
ら
に
、
ゾ
ー
ン
や
、
属
性
を
細
か
く
切
っ
て
い
く
と
、

値
が
小
さ
く
な
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
秘
匿
さ
れ
た
結
果
、
乖
離
が
大
き
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

 
イ
メ
ー
ジ
で
ま
と
め
ま
す
（

2-
36

頁
上
）
と
、
相
関
図
、
そ
れ
か
ら
、
距
離
帯
別
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
こ
が
減

っ
て

こ
ち

ら
は

増
え

て
い
る

み
た

い
な
と

こ
ろ

は
、
ひ

ょ
っ

と
し
た

ら
ト

リ
ッ
プ

連
結

に
関
係

し
て

い
る
可

能
性

が
考

え
ら

れ
ま

す
。

こ
ち
ら

は
市

区
間
に

な
り

ま
す
が

、
た

と
え
ば

中
ゾ

ー
ン
、

小
ゾ

ー
ン
で

散
ら

ば
り
が

大
き

く
な

っ
て

い
ま

す
が

、
隣
の

ゾ
ー

ン
に

配
分

さ
れ

て
い

る
こ

と
が
起

き
て

い
る
か

と
。

あ
と
は

、
乖

離
し
て

い
る

状
況
で
、

P
T
調
査
が
少
な
い
の
か
、
人
口
流
動
統
計
が
多
い
の
か
、
分
か
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
た
と
え
ば
、
流

動
統
計
側
で
い
う
と
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
。
そ
れ
か
ら
、

P
T
側
の
未
記
入
と
い

う
の

も
あ

る
と

思
い

ま
す
が

、
た

と
え
ば

、
人

口
流
動

統
計

が
長
距

離
で

は
ト
リ

ッ
プ

数
が
少

な
い

の
で
、

秘
匿

の
影
響
が
出
て
き
て
乖
離
し
て
い
る
と
、
そ
の
よ
う
な
関
係
に
な
っ
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。

 
と

く
に

、
こ
の

共
同

研
究
で

は
、

結
果
が

出
や

す
い

と
い

う
こ

と
で

、
こ

の
二
つ

に
フ

ォ
ー
カ

ス
を

絞
っ
て

研

究
し

て
き

ま
し

た
。

や
り
方

と
し

て
は
、

位
置

登
録

が
常

々
上

が
っ

て
い

ま
す
の

で
、

内
々

ト
リ

ッ
プ

に
な

っ
て

い
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
実
は
ゾ
ー
ン
の
外
側
で
位
置
登
録
が
上
が
っ
た
場
合
、
一
番
外
側
の
ゾ
ー
ン
を
も
っ
て
、

内
々

ト
リ

ッ
プ

に
二

つ
の
内

外
ト

リ
ッ
プ

に
分

割
し
よ

う
と

い
う
こ

と
を

や
っ
て

み
ま

し
た
。

判
定

距
離
に

関
し

て
は

3k
m

か
ら
初
め
て
、

1k
m

に
し
て
い
こ
う
と
い
う
話
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
都
心
部
は
基
地
局
密
度
が
高

い
の

で
、

た
と

え
ば

、
判
定

距
離

を
小
さ

く
す

る
こ
と

で
、

た
く
さ

ん
デ

ー
タ
を

拾
う

。
あ
る

程
度

外
側
に

つ
い

て
は

、
基

地
局

間
距

離
が
長

い
た

め
、
あ

ま
り

判
定
距

離
が

短
い
と

、
先

ほ
ど
の

よ
う

に
飛
び

み
た

い
な
こ

と
が

起
こ

っ
て

し
ま

う
た

め
、
そ

の
よ

う
な

不
必

要
な

ト
リ

ッ
プ

が
生
じ

な
い

よ
う
に

、
あ

る
程
度

判
定

距
離
を

大
き

く
す

る
こ

と
で

、
ほ

ど
よ
く

拾
っ

て
い
く

改
良

を
し
ま

し
た

。
そ
の

他
、

面
積
按

分
手

段
で
は

、
た

と
え
ば

、
ゾ

ー
ン

の
土

地
利

用
区

分
を
考

え
て

重
み
付

け
を

し
て
い

く
、

あ
る
い

は
、

秘
匿
に

つ
い

て
は
、

人
口

流
動
統

計
は

複
数

日
取

れ
ま

す
の

で
、
ま

と
め

て
み
て

、
そ

の
数
を

多
く

す
る
と

い
う

改
良
が

あ
り

ま
す
が

、
説

明
す
る

の
は

こ
の
二
つ
で
す
。
 

 
改
良
案
は
、
あ
り
・
な
し
、

2
掛
け
る

2
の

4
ケ
ー
ス
を
比
較
し
て
み
ま
し
た
。
最
初
に
説
明
し
た
内
々
ト
リ

ッ
プ
分
割
が
こ
ち
ら
（

2-
38

頁
左
下
図
）
で
す
。
判
定
距
離
を
変
更
す
る
案
が
こ
ち
ら
（

2-
38

頁
右
下
図
）
で
、

両
方
し
た
変
更
し
た
も
の
が
こ
ち
ら
（

2-
38

頁
右
下
図
）
で
す

。
内
々
ト
リ
ッ
プ
分
割
を
し
て
み
る
と
、
内
々
ト

リ
ッ

プ
が

合
い

過
ぎ

る
と
い

う
結

果
と
な

り
ま

し
た
。

お
そ

ら
く
、

他
の

作
用
も

あ
っ

て
、

合
い

過
ぎ

て
い

る
と

こ
ろ

が
あ

る
と

思
い

ま
す
が

、
内

々
ト
リ

ッ
プ

は
合
っ

て
い

ま
し
た

。
代

わ
り
に

、
ゾ

ー
ン
を

わ
ず

か
に
超

え
る

よ
う

な
位

置
登

録
も

拾
っ
て

し
ま

っ
た
が

た
め

に
、
た

ま
た

ま
内
々

ト
リ

ッ
プ
で

あ
り

な
が
ら

ゾ
ー

ン
の
外

側
で

識
別
さ
れ
て
し
ま
い
、
無
理
矢
理
内
外
ト
リ
ッ
プ
に
し
て
し
ま
う
こ
と
で
、
逆
に
増
え
て
し
ま
っ
て
い
る
。

 

 
判

定
距

離
を

変
更

し
た
ら

、
そ

ろ
っ
て

き
ま

し
た
が

、
逆

に
判
定

距
離

を
大
き

く
し

た
こ
と

で
、

本
来
取

れ
て

い
た

ト
リ

ッ
プ

が
取

れ
な
い

と
い

う
影
響

も
少

し
出
て

い
ま

し
た

。
両

方
足

し
て

み
る

と
、
や

り
過

ぎ
て
い

る
印

象
で

す
。

そ
の

よ
う

な
こ
と

が
分

か
っ
て

き
て

、
改
良

の
イ

メ
ー
ジ

を
つ

か
め
て

き
た

こ
と
が

一
つ

成
果
で

す
。

こ
ち
ら
（

2-
39

頁
下
、

2-
40

頁
上
）
は
、
そ
の
分
布
図
で
見
た
も
の
な
の
で
、
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
い
え
て
い
ま

す
。

 
 
時
間
帯
で
見
て
み
て
も
（

2-
40

頁
下
）
、
夜
間
で
と
く
に
ト
リ
ッ
プ
が
発
生
し
て
い
る
の
は
、
わ
ず
か
な
移
動
、

あ
る

い
は

、
電

波
の

状
況
に

よ
っ

て
ト
リ

ッ
プ

が
発
生

し
て

し
ま
う

と
い

う
影
響

が
あ

る
の
か

な
と

い
う
こ

と
が

分
か
り
ま
し
た
。
改
良
し
た
結
果
、
そ
れ
が
グ
ッ
と
元
に
戻
っ
て
い
る
と
い
う
結
果
が
出
て
き
ま
し
た
。
た
だ
し
、

本
来

存
在

し
た

ト
リ

ッ
プ
も

日
中

は
逆
に

取
れ

な
く
な

る
と

い
う
こ

と
も

あ
り
ま

し
た

の
で
、

対
応

と
し
て

は
時

間
帯

に
応

じ
て

判
定

距
離
を

変
え

て
い
く

こ
と

も
、
さ

ら
な

る
改
良

と
し

て
は
あ

る
こ

と
が
分

か
っ

た
と
い

う
の

が
一

つ
の

成
果

で
す

。
そ
れ

か
ら

、
連
結

に
つ

い
て
も

一
部

解
消
さ

れ
て

、
代
わ

り
に

ゾ
ー

ン
の

近
傍

で
逆

に
拾

わ
れ

て
し

ま
っ

て
い

る
と
い

う
こ

と
、
少

し
出

入
り
が

あ
っ

た
の
で

す
が

、
そ
の

よ
う

な
こ
と

が
分

か
っ
た

。
ト

リ
ッ

プ
上

で
見

て
も

、
と
く

に
内

々
ト
リ

ッ
プ

で
は
過

大
な

状
況
が

改
善

さ
れ
て

い
る

こ
と

、
そ

の
近

傍
、

逆
に

増
え

て
い

る
と

こ
ろ

も
あ
る

と
い

う
こ
と

が
分

か
り
ま

し
た

。
こ
れ

は
ゾ

ー
ン
か

ら
あ

る
程
度

バ
ッ

フ
ァ
を

取
っ

て
、

そ
の

バ
ッ

フ
ァ

の
外
側

で
内

々
ト
リ

ッ
プ

分
割
す

る
と

い
う
こ

と
に

す
れ
ば

改
良

さ
れ
る

の
か

な
と
い

う
状

況
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

 
3

年
間

の
到
達

点
を
ま

と
め

ま
す
と

こ
う

い
う
こ

と
で

す
が
、

改
良

を
進
め

て
い

く
中
で

、
も

と
も
と

の
前

段

と
し

て
、

実
際

に
端

末
を
動

か
し

て
デ
ー

タ
を

取
っ
て

み
ま

し
た
。

暁
ふ

頭
と
北

品
川

、
鮫
洲

間
の

ト
リ
ッ

プ
、

普
段

人
は

そ
う

い
う

ト
リ
ッ

プ
を

し
な
い

た
め

、
端
末

を
動

か
せ
ば

、
わ

れ
わ
れ

が
や

っ
た
ト

リ
ッ

プ
だ
け

が
抽

出
さ

れ
る

状
況

で
、

あ
え
て

普
段

は
な
い

よ
う

な
ト
リ

ッ
プ

を
設
定

し
ま

し
た
。

実
際

の
統
計

値
に

ど
う
表

れ
る

か
を
見
て
み
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
北
品
川
は
こ
ん
な
市
街
地
の
状
況
で
、
鮫
洲
は
こ
ん
な
市
街
地
の
状
況
だ
と
。

暁
ふ
頭
は
こ
う
い
う
状
況
で
、
周
り
に
人
が
来
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
な
い
と
い
う
状
況
で
デ
ー
タ
を
取
っ
て
み
て
、

2
時
間
の
滞
在
と
か
、
あ
る
い
は
、

1
時
間
の
経
由
を
し
な
が
ら
移
動
し
て
、

1
日
に
い
く
つ
か
の
ト
リ
ッ
プ
を
抽

出
し
た
か

み
て

み
ま
し

た
（

2-
45

、
46

頁
）
。

表
れ
方
と

し
て
は

、
こ

こ
に
何

か
セ

ル
が
あ

る
だ

ろ
う
と
い
う
の

が
分
か
り
ま
す
。
こ
ち
ら
は

25
0
メ
ー
ト
ル
メ
ッ
シ
ュ
で
す
。
こ
こ
は
二
つ
の
セ
ル
が
重
な
っ
て
い
る
こ
と
が
う

か
が

い
知

れ
る

と
い

う
こ
と

は
、

想
定
ど

お
り

分
か
っ

た
と

い
う
こ

と
で

す
。
そ

れ
か

ら
、
統

計
値

の
表
れ

方
が

違
う

た
め

、
お

そ
ら

く
セ
ル

が
重

な
っ
て

い
る

と
こ
ろ

を
、

立
つ
位

置
が

変
わ
る

こ
と

に
よ
っ

て
面

積
按
分

比
率

が
変

わ
っ

て
い

る
こ
と

が
う

か
が
い

知
れ

る
。
セ

ル
が

重
複
し

て
い

る
。
さ

ら
に

、
1

ス
ト

ロ
ー

ク
と

い
う

の
が

基
地

局
の

距
離

に
応

じ
て
影

響
を

受
け
る

こ
と

が
分
か

る
と

。
同
じ

よ
う

な
値
が

、
こ

の
よ
う

な
形

に
な
っ

て
い

る
た

め
、

複
数

の
セ
ル

で
は

な
い
か

と
思

わ
れ
ま

す
。

ほ
ぼ
同

一
地

点
で
あ

っ
て

も
、

1
ス

ト
ロ

ー
ク

基
地

局
が

変
わ

る
こ

と
で

、
実

態
と
異

な
る

移
動
判

定
が

起
こ
る

こ
と

が
裏
付

け
と

し
て

分
か

っ
た

と
い

う
こ

と
で
す

。
こ

こ
か
ら
セ
ル
の
大
き
さ
、
こ
の
市
街
地
で
す
と

30
0ｍ

前
後
だ
と
す
る
と
、
判
定
距
離
を

50
0m

に
し
て
も
ト
リ

ッ
プ

が
取

れ
ま

す
。

実
態
と

異
な

る
移
動

判
定

は
起
き

に
く

い
の
で

は
な

い
か
、

と
い

う
こ
と

に
至

り
ま
し

た
。

こ
れ
が
前
半
の
成
果
に
な
り
ま
す
。

 
 

後
半

で
す
け

れ
ど

も
、
と

く
に

こ
の
三

つ
に

つ
い
て

、
通

過
エ
リ

ア
、

移
動
手

段
、

移
動
目

的
に

つ
い
て

、
新

し
い

手
法

を
考

え
て

み
る
と

い
う

こ
と
で

す
。

通
過
エ

リ
ア

自
体
は

取
り

出
せ
ま

す
の

で
、
通

過
エ

リ
ア
を

用
い

た
さ
ま
ざ
ま
な
推
計
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
あ
る

O
D

が
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
を
通
過
エ
リ
ア
ご
と
に
、

ど
れ

だ
け

通
っ

て
い

る
か
、

分
け

て
取
り

出
す

と
い
う

こ
と

が
一
つ

。
二

つ
目
と

し
て

は
、
終

点
が

あ
っ
て

、
ど

ち
ら

の
経

路
を

通
っ

て
い
る

か
、

そ
の
通

過
エ

リ
ア
の

割
合

を
見
る

こ
と

で
、
こ

こ
を

終
点
と

す
れ

ば
、
ど

ち
ら

が
多
く
通
っ
て
い
る
か
と
い
う
の
が
分
か
る
。
経
路
の
推
計
で
す
。
手
法

2
に
つ
い
て
は
、
断
面
交
通
量
と
い
う

の
は
、
ど
こ
か
ら
来
た
ト
リ
ッ
プ
が
通
っ
て
い
る
か
と
い
う
の
が
分
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
ま
た

、
E

T
C

2.
0
で
も
、

ま
だ

今
の

と
こ

ろ
サ

ン
プ
ル

が
少

な
い
と

い
う

状
況
も

あ
り

ま
す
の

で
、

そ
れ
を

補
う

よ
う
に

人
口

流
動
統

計
で

こ
の

経
路

を
取

れ
ば

よ
い
。

た
と

え
ば
、

新
規

供
用
路

線
の

整
備
効

果
の

把
握
で

す
と

か
、
あ

る
い

は
、
特

定
の

O
D

の
経

路
把

握
で
利

用
で

き
ま
す

。
複

数
の
経

路
が

一
定
の

距
離

離
れ
て

い
て

、
長
い

時
間

移
動
し

て
い

る
と

い
う
ぐ
ら
い
の
ス
ケ
ー
ル
感
で
あ
れ
ば
、
こ
う
い
っ
た
経
路
の
割
合
が
分
か
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
 

 
実

際
に

出
発

エ
リ

ア
を
愛

知
、

到
着
エ

リ
ア

を
東
京

と
し

た
ト
リ

ッ
プ

に
つ
い

て
、

新
東
名

と
東

名
の
利

用
割

合
を
見
て
み
ま
し
た
（

2-
49

頁
）
。
全
体
の
ト
リ
ッ
プ
の
う
ち
、
東
名
が
約

1%
、
新
東
名
が

4.
2%

と
な
り
、
全

国
幹
線
旅
客
純
流
動
調
査
の
自
動
車
分
を
見
て
み
る
と
、

5.
4%

で
す
の
で
、
東
名
と
新
東
名
を
合
わ
せ
た
ト
リ
ッ

プ
総

量
は

合
っ

て
い

ま
す
。

総
量

が
合
っ

て
い

る
と
す

る
と

、
こ
の

東
名

と
新
東

名
の

利
用
割

合
も

比
較
的

確
か

ら
し

い
と

い
う

こ
と

が
い
え

る
の

で
は
な

い
か

。
こ
の

ス
ケ

ー
ル
感

で
あ

れ
ば
、

非
常

に
信
頼

性
が

高
い
デ

ー
タ

と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

 

参-8



 
つ

ぎ
に

、
移

動
手

段
で
す

。
街

中
の
移

動
手

段
は
非

常
に

課
題

で
は

あ
り

ま
す

が
、

今
回
は

あ
る

程
度
大

き
な

ス
ケ

ー
ル

で
手

段
を

見
て
い

き
ま

す
。
飛

行
機

を
推
計

す
る

。
そ
れ

か
ら

、
新
幹

線
、

高
速
道

路
、

こ
の

三
つ

は

少
な

く
と

も
挙

げ
て

、
取
り

組
み

ま
し
た

。
判

定
手
法

は
、

電
源
断

・
移

動
速
度

判
定

と
、
空

港
周

辺
基
地

局
判

定
を

組
み

合
わ

せ
た

手
法
で

す
。

さ
ら
に

、
最

高
速
度

判
定

、
沿
線

周
辺

の
基
地

局
判

定
と
い

っ
た

も
の
を

組
み

合
わ

せ
て

い
く

。
電

源
断
・

移
動

速
度
判

定
と

は
、
た

と
え

ば
飛
行

機
で

す
と
、

上
空

で
は
一

定
時

間
、
電

源
が

切
れ

ま
す

。
そ

の
後
、

あ
る

距
離
離

れ
て

、
ま
た

信
号

が
始
ま

り
ま

す
。
電

波
が

途
切
れ

、
1

時
間

以
上
、

あ
る

い
は
、

50
km

以
上
離
れ
た
地
点
で
信
号
が
表
れ
た
ら
、
そ
の

2
地
点
間
の
速
度
を
計
算
し
、

35
0k

m
/h

以
上
で

あ
れ

ば
飛

行
機

と
判

断
を
す

る
。

そ
れ
か

ら
、

空
港
の

周
り

の
エ
リ

ア
を

決
め
て

、
そ

こ
の
基

地
局

を
空
港

周
辺

基
地
局
と
し
て
、
違
う
空
港
、
そ
れ
か
ら
、
こ
の
空
港
の

2
カ
所
で
信
号
が
出
て
き
た
ら
、
飛
行
機
だ
と
判
断
す

る
。

そ
れ

か
ら

、
最

高
速
度

に
関

し
て
は

、
フ

ラ
グ
ご

と
の

速
度
を

出
し

て
い
っ

て
、

最
高
速

度
を

並
べ
て

い
っ

て
、

90
パ
ー
セ
ン
タ
イ
ル
の
速
度
を
最
高
速
度
と
し
た
上
で
、
そ
れ
が

18
0k

m
/h

か
ら

35
0k

m
/h

で
あ
れ
ば
新

幹
線
、

80
km

/h
か
ら

18
0k

m
/h

で
あ
れ
ば
高
速
道
路
と
判
定
す
る
。
沿
線
周
辺
と
い
う
の
は
、
た
と
え
ば
、
新

幹
線
で
、
経
路
上
の
近
接
す
る
基
地
局
を
指
定
し
て
、
そ
の
う
ち

2
カ
所
だ
と
他
の
ト
リ
ッ
プ
が
出
て
く
る
た
め
、

3
カ
所
連
続
し
て
出
て
く
れ
ば
新
幹
線
だ
と
判
定
す
る
。

 
こ

の
よ
う

な
、

い
ろ
い

ろ
な

や
り
方

を
組

み
合
わ

せ
、

電
源
断

・
移

動
速
度

判
定

を
ケ
ー

ス
1、

空
港

周
辺
を

ケ
ー
ス

2、
そ
れ
を
組
み
合
わ
せ
た
の
が
ケ
ー
ス

3
と
し
て
、
空
港
周
辺
に
つ
い
て
は
、
円
の
範
囲
を

3k
m
、
5k

m
、

10
km

と
細
分
化
し
て
、
終
点
は
東
京
、
大
阪
、
福
岡
、
熊
本
、
鹿
児
島
と
し
て

O
D

を
取
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の

O
D

の
純
流
動
調
査
と
の
差
分
の
絶
対
値
を
合
計
し
た
値
で
見
て
み
た
結
果
、
両
方
組
み
合
わ
せ
た
ケ
ー
ス

3
で
、
円
の
大
き
さ

3k
m

が
、
近
似
度
合
い
が
一
番
高
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

 
 

移
動

目
的
に

つ
い

て
は
、

人
口

流
動
統

計
で

詳
し
く

デ
ー

タ
を
取

っ
て

み
た

わ
け

で
は

あ
り

ま
せ

ん
が
、

そ
れ

に
向
か
っ
て
と
い
う
か
、
も
と
も
と

P
T

調
査
で
目
的
が
分
か
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
組
み
合
わ
せ
て
使
う
の
が

一
つ

の
や

り
方

で
す

。
今
回

は
、

組
み
合

わ
せ

る
の
で

は
な

く
、
人

口
流

動
統
計

だ
け

か
ら
あ

る
程

度
目
的

を
推

計
で
き
な
い
か
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
は
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、

P
T
調
査
を
行
え
な
い
都
市
で
も
、
あ
る
い
は
、
中

間
的

で
も

、
あ

る
程

度
デ
ー

タ
が

取
れ
な

い
か

と
い
う

こ
と

で
、
チ

ャ
レ

ン
ジ
し

て
み

ま
し
た

。
人

口
流
動

統
計

か
ら
あ
る
程
度
目
的
が
分
か
れ
ば
、
都
市
圏

P
T

調
査
と
比
較
し
て
、
あ
る
程
度
目
的
が
合
っ
て
い
る
こ
と
が
分

か
れ
ば
、
人
口
流
動
統
計
自
体
か
ら

O
D

表
が
出
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
組
み
合
わ
せ
て
、
目
的
別

O
D

表
が
つ
く

り
出

せ
ま

す
。

そ
の

前
提
と

し
て

は
、
人

口
流

動
統
計

で
は

繰
り
返

し
行

動
が
取

れ
ま

す
の
で

、
自

宅
、
通

勤
・

通
学
の
場
所
が
分
か
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。

 
そ

れ
を

前
提
に

、
出

発
と
到

着
の

組
み
合

わ
せ

方
に
よ

っ
て

、
帰
宅

、
通

勤
・
通

学
、

私
事
・

業
務

に
振
り

分

け
ら
れ
て
い
く
、
発
着
地
区
分
に
応
じ
た
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
で
推
計
し
ま
す
。
実
際

P
T

調
査
で
取
れ
て
い
る
目
的

を
、

発
着

地
区

分
に

応
じ
て

振
り

分
け
て

み
た

と
こ
ろ

、
帰

宅
、
通

勤
・

通
学
、

私
事

・
業
務

で
、

こ
の
枠

の
中

に
P

T
調
査
の
目
的
が
ピ
タ
ッ
と
お
さ
ま
っ
て
い
ま
す
。
発
着
地
区
分
に
応
じ
て
、

P
T
調
査
で
も
皆
さ
ん
そ
う
い

う
行

動
を

し
て

い
ま

す
の
で

、
人

口
流
動

統
計

で
、
自

宅
と

、
通
勤

・
通

学
地
が

分
か

れ
ば
、

ト
リ

ッ
プ
の

目
的

が
大
ま
か
に
分
か
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

 
こ

の
よ

う
な
共

同
研

究
を
行

い
ま

し
て
、

得
ら

れ
た
成

果
と

し
て
は

、
統

計
の
信

頼
性

向
上
、

も
と

も
と
サ

ン

プ
ル

数
も

多
い

た
め

、
ポ
テ

ン
シ

ャ
ル
が

高
い

の
で
す

が
、

そ
の
捕

捉
性

を
、
さ

ら
に

工
夫
し

て
信

頼
性
が

高
ま

っ
て

き
た

こ
と

が
一

つ
。
そ

れ
か

ら
、
新

た
な

手
法
を

い
ろ

い
ろ
と

提
案

で
き
た

と
い

う
成
果

が
共

同
研
究

で
得

ら
れ

ま
し

た
。

そ
う

す
る
こ

と
に

よ
っ
て

、
国

内
最
大

規
模

の
ビ
ッ

グ
デ

ー
タ
で

非
常

に
有
用

性
・

信
頼
性

の
高

い
統

計
、
さ
ら
に

い
う
と
、

G
P

S
、

W
i-

F
i
と
い
っ
た
い
ろ

い
ろ
な
デ
ー

タ
と
組
み
合

わ
せ
て
い
け

る
だ
け
の
、

そ
う

い
う

橋
渡

し
の

レ
ベ
ル

ま
で

到
達
し

て
き

た
と
い

う
の

が
、
こ

の
共

同
研
究

の
成

果
か
と

思
い

ま
す
。

以
上

で
報
告
を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 
 （
第
Ⅰ
部
質
疑
応
答
）
 

 ■
司
会
 
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
こ
こ
で
第

1
部
、
全
体
の
質
疑
応
答
に
入
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

ご
質

問
、

ご
意

見
等
ご

ざ
い

ま
す
際

に
は

、
ど
う

ぞ
こ

の
お
時

間
に

、
挙
手

に
て

お
知
ら

せ
を

い
た
だ

け
れ

ば
と

思
い

ま
す

。
な

お
、
ご

質
問

の
際
に

、
所

属
と
お

名
前

、
ま
た

、
ど

な
た
へ

の
ご

質
問
か

を
お

っ
し
ゃ

っ
て

い
た

だ
い

て
か

ら
、

ご
質
問

を
お

願
い
い

た
し

ま
す
。

そ
れ

で
は
、

ご
質

問
ご
ざ

い
ま

す
方
、

挙
手

に
て
お

知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

 
 ■
質
問
者
 
私
、
○
○
と
申
し
ま
す
。

N
T

T
ド
コ
モ
の
池
田
さ
ま
に
お
伺
い
し
た
い
の
で
す
が
。
ご
発
表
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
は
量
が
分
か
る
と
い
う
こ
と
で
、
と
て
も
有
効
な
デ
ー
タ
か
と
思

い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
こ
の
周
遊
観
光
の
よ
う
な
分
析
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
考
え
た
場
合
、
先
ほ
ど

60
分
の
滞
在
で
滞
留
と
判
定
さ
れ
る
よ
う
な
お
話
し
を
さ
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
が
、
道
の
駅
に
寄
っ
て
買
い
物
す

る
行
動
等
、
も
う
少
し
ミ
ク
ロ
な
動
き
に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報
の
保
護
と
い
う
こ
と
で
、
少
人
数
の
た
め
に
デ

ー
タ
が
出
力
さ
れ
な
い
よ
う
な
お
話
を
さ
れ
て
い
た
か
と
思
い
ま
す
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
こ
の
よ
う
な
用
途
で
デ

ー
タ
と
し
て
使
う
こ
と
は
可
能
な
の
か
、
も
し
、
難
し
い
場
合
、

E
T

C
2.

0
の
よ
う
な
他
の
デ
ー
タ
と
組
み
合
わ

せ
て
分
析
す
る
の
が
い
い
の
か
、
分
か
れ
ば
教
え
て
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。

 
 ■
池
田
 
ご
質
問
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
周
遊
分
析
に
活
用
で
き
ま
す
か
と
い
う
質
問
に
関
し
て
は
、
切

り
口
に
よ
っ
て
は
、
で
き
る
可
能
性
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
滞
在
時
間
が

20
分
や

10
分
の
仮
定
が

あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
今
日
ご
紹
介
し
た
人
口
分
布
統
計
で
も
全
数
捉
え
ら
れ
る
か
と
い
う
と
分
か
り
ま
せ
ん
。

モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
は
、

7,
60

0
万

台
の
サ
ン
プ
ル
数
、
実
際
は
法
人
契
約
デ
ー
タ
を
除
い
て
い
ま
す
が
、

1
時
間

に
1
回
集
計
す
る
こ
と
で
サ
ン
プ
ル
数
の
大
き
さ
を
活
か
す
形
で
統
計
情
報
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
分
析
さ
れ
る

目
的
が
、
全
数
を
把
握
さ
れ
た
い
の
か
、
そ
れ
と
も
、
一
部
の
人
数
を
対
象
に
分
析
す
る
か
に
よ
っ
て
、
信
頼
性

の
考
え
方
は
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

 
仮
に
分
析
の
目
的
が
、
な
る
べ
く
大
人
数
を
捉
え
る
こ
と
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
今
日
の
お
話
の
中
で
一
番

相
性
が
よ
い
の
は
、
通
過
エ
リ
ア
か
と
思
い
ま
す
。
本
日
は
ご
説
明
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
基
本
的
に

1
時
間

以
上
滞
在
し
た
場
所
が

O
D

の
出
発
エ
リ
ア
か
到
着
エ
リ
ア
の
候
補
に
な
り
ま
す
。
言
い
方
を
変
え
る
と
、

1
時

間
以
上
滞
在
し
な
い
限
り
、
人
口
流
動
統
計
に
は
表
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 
そ
の
よ
う
な
デ
ー
タ
で
は
、
用
途
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
い
う
話
も
い
ろ
い
ろ
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
こ
で
開
発
し
た

の
が
通
過
エ
リ
ア
で
す
。
通
過
エ
リ
ア
で
は
、

1
時
間
以
上
滞
在
し
て
い
な
く
て
も
、
少
な
く
と
も
、
基
地
局
で

観
測
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
デ
ー
タ
と
し
て
出
力
さ
れ
ま
す
。
こ
の
デ
ー
タ
の
中
に
道
の
駅
が
登
場
す
る
可
能
性

は
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
全
数
か
ど
う
か
と
い
う
話
に
行
き
つ
く
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
お
勧
め
と
し
て
は
、
右

側
に
あ
る
よ
う
に
、
長
い
ル
ー
ト
を
長
い
時
間
移
動
し
た
場
合
は
、
携
帯
電
話
基
地
局
で
把
握
で
き
て
い
る
可
能

性
は
高
く
な
り
ま
す
の
で
、
こ
の
周
遊
ル
ー
ト
を
一
つ
の
集
計
ゾ
ー
ン
と
し
て
定
義
で
き
れ
ば
、
全
数
に
少
し
ず

つ
寄
っ
て
い
く
こ
と
に
は
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
分
析
ア
プ
ロ
ー
チ
を
丁
寧
に
ご
説
明
し
な
が
ら
、
ご
活
用
い

た
だ
け
る
か
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
の
よ
う
な
ご
要
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お

話
し
い
た
だ
け
る
と
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

 
 ■
司
会
 
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
の
他
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

 
 ■
質
問
者
 
○
○
と
申
し
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
、
地
方
公
共
団
体
で
も
、
交
通
量
調
査
、
あ
る
い
は
、
観
光
客
の
利

用
調
査
等
々
で
、
非
常
に
活
用
で
き
る
、
こ
れ
か
ら
展
開
が
期
待
さ
れ
る
分
野
の
話
と
思
っ
て
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
先
ほ
ど
の
新
階
先
生
の
お
話
に
も
あ
り
ま
す
研
究
成
果
に
つ
い
て
も
検
証
の
結
果
、
有
用
性
が
確
認

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
今
後
、
公
的
な
目
的
で
の
利
用
を
考
え
た
と
き
に
、
活
用
す
る
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
よ
う
な
手
引
き
や
、
す
で
に
公
的
調
査
で
利
用
さ
れ
た
実
績
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
教
授
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
全
般
に
わ
た
る
質
問
で
恐
縮
で
す
け
れ
ど
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 
 ■
新
階
 
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
の
話
に
つ
い
て
は
、
私
よ
り
も
む
し
ろ
、
本
庁
の
都
市
交
通
調
査
室
に
て
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
作
る
と
聞
い
て
い
ま
す
の
で
、
そ
う
す
れ
ば
、
こ
う
い
っ
た
ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
の
位
置
づ
け
も
は
っ
き
り
し

て
く
る
か
と
思
い
ま
す
。
こ
う
ご
期
待
か
と
思
い
ま
す
。
人
口
流
動
統
計
は
全
国
の
都
市
圏
で
使
わ
れ
始
め
て
い

ま
す
。
長
野
都
市
圏
を
始
め
、
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

 
 ■
池
田
 
い
く
つ
か
活
用
事
例
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
こ
の
後
の
第

2
部
で
丁
寧
に
説
明
す
る
時
間
を
取
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
そ
こ
で
ぜ
ひ
お
話
を
聞
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
昨
年
に
な
り
ま
す
が
、
長

野
都
市
圏
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
に
て
ご
活
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。
内
容
と
し
て
は
、
長
野
都
市
圏
の
周
辺
か

ら
人
が
ど
れ
ぐ
ら
い
流
入
し
て
き
た
か
を
捉
え
る
た
め
に
、
人
口
流
動
統
計
を
ご
活
用
い
た
だ
い
た
例
に
な
り
ま

す
。

 
 ■
司
会
 
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
の
他
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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■
質
問
者
 
○
○
と
申
し
ま
す
。
今
日
は
ご
講
演
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

N
T

T
の
池
田
さ
ま
に
ご
質
問
に

な
り
ま
す
。
モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
を
何
度
か
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
今
後
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
使
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
日
は
、
都
市
部
の
話
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
地
方
部
で
使
う
と
き
に

は
、
や
は
り
サ
ン
プ
ル
数
が
気
に
な
り
ま
す
。

O
D

で
は
、
地
方
部
に
な
っ
て
く
る
と
実
態
と
し
て
少
な
い
と
こ

ろ
も
出
て
く
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
池
田
 
地
方
部
で
も
ぜ
ひ
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
後
半
の
活
用
事
例
の
ご
紹
介
の
中
で
、

少
し
触
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
考
え
方
だ
け
先
に
お
伝
え
し
ま
す
。
ま
ず
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
関
係
で
、

少
人
数
デ
ー
タ
は
出
力
で
き
な
い
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
点
が
あ
り
ま
す
。
つ
ぎ
に
、

O
D

表
の

中
で
も
、
比
較
的
多
い
区
間
と
少
な
い
区
間
、
デ
ー
タ
が
出
力
さ
れ
な
い
区
間
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
た
と
え

ば
、
地
方
部
で
空
間
解
像
度
を

50
0m

メ
ッ
シ
ュ
と
し
て
出
力
す
る
と
、
お
そ
ら
く
こ
の
よ
う
な
事
象
に
当
た
り

ま
す
。

こ
こ
で
は
、
工
夫
の
余
地
が
い
く
つ
か
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
る
程
度
、
集
計
ゾ
ー
ン
を
大
き
く
す
る
、
と
い
う
の

が
一
つ
目
の
工
夫
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
さ
き
ほ
ど
の
道
の
駅
の
お
話
に
な
り
ま
す
が
、
ミ
ク
ロ
な
分
析
を
さ
れ
た

い
の
か
、
面
的
に
見
た
い
の
か
、
ル
ー
ト
沿
い
の
分
析
を
し
た
い
の
か
、
そ
の
よ
う
な
検
討
が
入
れ
ば
、
工
夫
の

余
地
が
出
て
き
ま
す
。
あ
と
は
、
性
別
、
年
代
別
等
の
区
分
で
作
成
す
る
と
デ
ー
タ
が
出
力
さ
れ
な
い
場
合
、
多

少
区
分
を
大
き
く
し
て
集
計
す
る
こ
と
を
ご
提
案
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
後
に
登
壇
し
ま
す
ド
コ
モ
・
イ

ン
サ
イ
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
お
話
を
丁
寧
に
お
伺
い
し
て
、
も
し
要
望
に
合
致
す
れ
ば
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
新
階
 
補
足
し
ま
す
。
複
数
日
の
ト
リ
ッ
プ
を
ま
と
め
れ
ば
、
デ
ー
タ
量
が
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
よ

り
デ
ー
タ
が
出
力
さ
れ
、
傾
向
が
分
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■
池
田
 
補
足
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
複
数
日
の
ト
リ
ッ
プ
を
ま
と
め
て
集
計
す
る
処
理
も
で
き
ま
す
。
た

と
え
ば
、
朝
の
時
間
帯
の

O
D

を
捉
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
あ
る

1
日
で
集
計
す
る
と
秘
匿
処
理
に
よ
り
デ

ー
タ
が
出
力
さ
れ
な
い
場
合
、
複
数
日
の
デ
ー
タ
を
ま
と
め
て
集
計
す
る
こ
と
で
、
同
じ
人
が
対
象
で
あ
る
場
合

は
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
あ
る
と
こ
ろ
に
達
し
て
い
れ
ば
デ
ー
タ
を
出
力
す
る
と
い
う
工
夫
も
し
て
い

ま
す
。

■
質
問
者
 
○
○
と
申
し
ま
す
。
今
日
は
有
用
な
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
階
さ

ま
に
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
資
料
の
ス
ラ
イ
ド
の

24
～

27
ペ
ー
ジ
（

2-
37

、
38

頁
）
の
あ
た
り
で
、
モ

バ
イ
ル
空
間
統
計
の
推
計
結
果
と

P
T
調
査
と
を
比
較
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
も
す
べ
て
理
解
し
て
い
る
わ
け
で

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
推
計
結
果
を

P
T
調
査
の
結
果
に
合
わ
せ
る
よ
う
な
形
で
分
析
し
、
捕
捉
性
を
評
価
さ
れ

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
ど
れ
だ
け

P
T
調
査
の
結
果
に
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
デ
ー
タ
の

信
頼
性
を
考
え
る
上
で
、
結
構
重
要
な
と
こ
ろ
で
あ
り
、

P
T
調
査
が
正
解
で
も
な
い
と
は
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

あ
た
り
、
お
考
え
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

■
新
階
 
説
明
の
中
で
も
少
し
触
れ
ま
し
た
が
、

P
T
調
査
で
は
未
記
入
、
夜
間
の
帰
宅
が
記
入
さ
れ
て
な
い
等
い

ろ
い
ろ
な
要
因
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

P
T
調
査
で
は
、

C
ゾ
ー
ン
ぐ
ら
い
に
な
る
と
サ
ン
プ
ル
数
が
少

な
く
な
り
、
ば
ら
つ
い
た
り
し
て
い
て
正
確
に
捉
え
て
い
な
い
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
お
互
い
、
ど

ち
ら
が
正
解
と
は
言
え
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
共
同
研
究
で
は
、
人
口
流
動
統
計
を
あ
る
程
度
改
良
す
る
こ

と
で
、
ど
れ
ぐ
ら
い
で
落
ち
着
く
デ
ー
タ
に
な
る
の
か
を
見
た
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
お
互
い
合
わ
せ
る
の

で
は
な
く
、
改
良
で
き
る
と
こ
ろ
を
、
ど
れ
ぐ
ら
い
や
る
こ
と
で
変
わ
る
か
を
見
て
み
た
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
無
理
矢
理
合
わ
せ
に
い
く
の
で
は
な
く
、
ど
の
あ
た
り
で
落
ち
着
く
か
を
見
た
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

先
ほ
ど
の
グ
ラ
フ
で
は
、
た
ま
た
ま
合
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
要
因
が
あ
っ
て
、
た
ま

た
ま
そ
の
よ
う
な
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。
傾
向
が
分
か
っ
て
、
あ
る
程
度
歩
み
寄
り
み
た
い
な
と
こ
ろ
の
、
近

づ
く
程
度
が
見
え
て
き
た
と
理
解
し
な
が
ら
、
共
同
研
究
で
は
進
め
て
き
ま
し
た
。

■
池
田
 
ド
コ
モ
の
立
場
か
ら
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
か
、
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
共
同
研
究

の
中
で
最
初
に
直
面
し
た
大
き
な
課
題
が
、
そ
も
そ
も
世
の
中
に
は
正
解
デ
ー
タ
が
な
い
こ
と
で
す
。
正
解
デ
ー

タ
が
な
い
中
で
、
ど
う
や
っ
て
信
頼
性
を
検
証
す
る
の
か
、
と
い
う
お
話
が
最
初
に
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
う
な
っ

た
と
き
に
、
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
は
大
規
模
に
調
査
さ
れ
て
い
て
、
共
同
研
究
を
開
始
し
た
当
時
は
、
直
近

で
は
静
岡
中
部
都
市
圏
で
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
デ
ー
タ
の
信
頼
性
検
証
の
た
め

に
活
用
し
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
、
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
で
取
得
で
き
て
い
る
領
域
と
で
き
て
な
い
領
域
が
あ

り
、
当
然
モ
バ
イ
ル
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
も
完
璧
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
本
日
お
話
し
し
ま
し
た
よ
う
に
、
捉
え
ら
れ

て
い
な
い
領
域
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
統
計
情
報
が
そ
う
い
う
も
の
を
含
ん
で
い
る
と
い
う
前
提
に
立

っ
て
、
違
い
を
見
て
み
る
と
、
こ
ち
ら
の
デ
ー
タ
で
は
こ
う
い
う
事
象
が
実
は
取
れ
て
い
る
、
取
れ
て
い
な
い
、

と
い
う
こ
と
が
、
し
だ
い
に
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
お
互
い
の
特
徴
が
見
え
て
き
て
、
結
果
的
に
今
回
開
発
し
た

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
で
は
、
実
は
こ
の
推
計
結
果
は
こ
う
い
う
こ
と
を
示
す
の
で
は
、
と
か
な
り
考
察
に
役
立
っ
た
こ

と
は
事
実
で
す
。
真
値
が
な
い
ま
ま
、
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
領
域
、
取
れ
て
い
な
い
領
域
を
お
互
い
意
識
す
る
と
、

モ
バ
イ
ル
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
が
取
れ
て
な
い
領
域
が
し
だ
い
に
分
か
っ
て
き
た
と
い
う
の
が
実
態
だ
と
思
い
ま
す
。

■
司
会
 
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
、
以
上
を
も
ち
ま
し
て
質
疑
応
答
を
終
了
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
皆
さ
ま
、
ご
意
見
、
ご
質
問
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
第
Ⅱ
部
「
携
帯
電
話
基
地
局
の
運
用
デ
ー
タ
を
基
に
し
た
人
の
移
動
に
関
す
る
統
計
情
報
の
活
用
事
例
」）

 

■
司
会
 
そ
れ
で
は
第

2
部
を
始
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
第

2
部
で
は
、
携
帯
電
話
基
地
局
の
運
用
デ
ー
タ

を
元
に
し
た
人
の
移
動
に
関
す
る
統
計
情
報
に
つ
い
て
、
実
際
に
活
用
し
た
事
例
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
最
初

の
二
つ
は
、
あ
る
エ
リ
ア
に
い
る
人
の
数
を
示
す
、
人
口
分
布
統
計
の
活
用
事
例
を
、
そ
し
て
、
後
半
の
三
つ
は
、

あ
る
エ
リ
ア
か
ら
他
の
エ
リ
ア
へ
の
人
の
移
動
量
を
示
す
人
口
流
動
統
計
の
活
用
事
例
を
中
心
に
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。

ま
ず
初
め
に
、『

人
口
分
布
統
計
の
活
用
事
例
～
イ
ベ
ン
ト
時
の
混
雑
情
報
の
検
討
～
』
と
題
し
ま
し
て
、
一
般

財
団
法
人
、
計
量
計
画
研
究
所
都
市
地
域
・
環
境
部
門
研
究
員
石
井
良
治
よ
り
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
石
井
 
計
量
計
画
研
究
所
の
石
井
と
申
し
ま
す
。
私
か
ら
、
都
市
交
通
分
野
の
活
用
の
中
で
も
、
と
く
に
イ
ベ

ン
ト
時
の
混
雑
時
の
情
報
提
供
と
い
っ
た
も
の
を
考
え
る
と
き
に
、
こ
の
ド
コ
モ
さ
ん
の
デ
ー
タ
が
活
用
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
、
ご
提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
、
前
半
で
も
ご

説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
大
き
く
、
人
口
分
布
統
計
と
人
口
流
動
統
計
が
ご
ざ
い
ま
す
。
主
に
共
同
研
究
で
は
、

こ
の
右
側
の
人
口
流
動
統
計
の
開
発
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
た
け
れ
ど
も
、
私
か
ら
は
左
側
の
人
口
分
布
統
計
、
あ

る
時
間
に
お
け
る
あ
る
エ
リ
ア
の
人
口
、
滞
留
人
口
、
そ
う
い
っ
た
も
の
の
都
市
交
通
分
野
へ
の
活
用
可
能
性
と

い
う
と
こ
ろ
で
ご
提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

背
景
と
し
ま
し
て
は
、
皆
さ
ん
、
十
分
ご
承
知
か
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
と
く
に
、

2
年
後
に
控
え
て
い
ま

す
、
オ
リ
パ
ラ
を
は
じ
め
と
し
て
、
そ
う
い
っ
た
大
規
模
の
イ
ベ
ン
ト
時
に
い
か
に
移
動
経
路
、
時
間
帯
を
分
散

さ
せ
て
混
雑
等
を
緩
和
す
る
か
と
い
う
、
そ
う
い
っ
た
手
法
に
関
し
て
、
新
た
な
開
発
、
政
策
展
開
が
ニ
ー
ズ
と

し
て
は
か
な
り
高
ま
っ
て
き
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
時
の
情
報
提
供
を
考
え
る
と
き

に
、
行
動
変
容
を
促
す
た
め
に
は
、
個
人
の
属
性
に
応
じ
た
パ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
な
働
き
か
け
、
個
人
に
寄
り
添
っ
た

適
切
な
働
き
か
け
が
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
も
踏
ま
え
ま
す
と
、
イ
ベ
ン
ト
時
の
来
訪
者

数
、
そ
も
そ
も
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
ど
れ
ぐ
ら
い
来
て
い
る
か
を
把
握
す
る
の
も
重
要
で
す
。
そ
れ
に
加
え
て
、
ど
う

い
っ
た
性
別
、
年
齢
、
ど
こ
か
ら
来
て
い
る
の
か
、
居
住
地
が
ど
う
い
っ
た
と
こ
ろ
な
の
か
、
そ
う
い
っ
た
属
性

を
把
握
す
る
こ
と
は
、
イ
ベ
ン
ト
時
の
情
報
提
供
検
討
に
は
非
常
に
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
属
性
別
の
来
訪

者
数
を
把
握
す
る
と
き
に
、
ま
さ
し
く
、
ド
コ
モ
さ
ん
の
人
口
分
布
統
計
は
、
検
討
す
る
基
礎
的
な
材
料
と
し
て

非
常
に
強
力
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

 
今
日
ご
紹
介
す
る
の
は
、
イ
ベ
ン
ト
時
の
検
討
に
そ
の
ま
ま
使
っ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
も
そ
も
、

施
設
の
入
場
者
数
等
と
比
較
し
て
、
人
口
分
布
統
計
が
ど
う
い
っ
た
取
り
方
を
し
て
い
る
の
か
、
ど
う
い
っ
た
特

徴
が
あ
る
の
か
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を
見
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
大
き
く
三
つ
、
事
例
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

 
最
初
の
例
で
す
け
ど
も
、
隅
田
川
の
花
火
大
会
に
お
け
る
行
動
特
性
の
把
握
で
す
。
花
火
大
会
の
来
訪
者
数
、

ど
れ
ぐ
ら
い
い
る
の
か
を
、
ド
コ
モ
さ
ん
の
デ
ー
タ
で
見
ま
し
た
。
グ
ラ
フ
（

2-
59

頁
下
図
）
が
あ
り
ま
す
け
ど

も
、
通
常
時
と
隅
田
川
花
火
大
会
が
あ
っ
た

7
月

25
日
の
人
口
分
布
統
計
の
デ
ー
タ
を
比
較
し
、
そ
の
差
分
が
イ

ベ
ン
ト
時
の
来
訪
者
数
と
し
て
見
て
い
ま
す
。
横
軸
は
、
時
間
帯
ご
と
に
見
て
い
ま
す
。
各
時
間
帯
、
平
均
的
な

参-10



休
日
の
来
訪
者
数
と
滞
留
人
口
と
、

7
月

25
日
の
滞
留
人
口
を
比
較
し
て
い
ま
す
。
隅
田
川
花
火
大
会
は
、

19
時
に
開
催
さ
れ
て

20
時
半
に
終
わ
り
ま
す
の
で
、
ま
さ
に
、
そ
の

19
時
の
と
こ
ろ
で
一
番
、
平
常
時
と
の
差
分

が
大
き
く
、
そ
こ
で
人
が
多
く
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。
グ
ラ
フ
の
内
訳
は
、
年
齢
別
に
見
て
い

ま
し
て
、
と
く
に

15
～

20
歳
代
の
若
い
層
の
増
加
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
が
確
認
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

 
同
じ
く
、
隅
田
川
の
花
火
大
会
で
、
今
度
は
居
住
地
別
に
滞
留
人
口
を
見
て
い
ま
す
（

2-
60

頁
上
）
。
い
く
つ

か
色
分
け
を
し
て
い
ま
し
て
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
部
分
、
当
然
で
す
け
れ
ど
も
、
東
京
区
部
か
ら
の
来
訪
者
が
一
番

多
い
こ
と
が
見
え
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
平
常
時
か
ら
の
増
加
分
で
考
え
る
と
、
右
側
に
書
い
て
あ
り
ま
す
よ
う

に
、
神
奈
川
県
や
あ
る
い
は
東
京
の
多
摩
部
、
西
か
ら
も
一
定
数
花
火
大
会
に
来
訪
し
て
い
る
人
が
い
る
こ
と
が

確
認
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
同
じ
く
、
花
火
大
会
で
、
ド
コ
モ
の
モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
で
は
、
外
国
人
の

デ
ー
タ
も
分
か
り
ま
す
の
で
、
外
国
人
が
ど
れ
く
ら
い
来
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
こ
と
も
把
握
で
き
ま
す
。

19
時

台
の
と
こ
ろ
を
見
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
通
常
時
は

1,
00

0
人
程
度
の
と
こ
ろ
が
、

7
月

25
日
は

2,
00

0
人
程
度

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
だ
い
た
い

1,
00

0
人
ぐ
ら
い
は
来
訪
者
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
と
こ
ろ

が
こ
の
デ
ー
タ
か
ら
分
か
り
ま
す
。

 
続
き
ま
し
て
、
二
つ
目
の
事
例
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
入
場
者
数
の
把
握
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
行
っ
て
い
る
こ
と
と
し
ま
し
て
は
、
プ
ロ
野
球
、

J
リ
ー
グ
の
イ
ベ
ン
ト
を
対
象
に
施
設
の

入
場
者
数
と
ド
コ
モ
さ
ん
の
デ
ー
タ
の
滞
留
人
口
を
比
較
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
、
施
設
入
場
者
数
と
言
っ
て
い
る

の
は
、
野
球
や

J
リ
ー
グ
等
の
主
催
者
が
公
表
し
て
い
る
値
を
使
っ
て
い
ま
す
。
分
析
の
方
法
と
し
ま
し
て
は
、

先
ほ
ど
の
花
火
大
会
と
同
じ
よ
う
な
考
え
方
で
、
試
合
が
な
い
通
常
時
の
滞
留
人
口
と
試
合
が
あ
っ
た
と
き
の
滞

留
人
口
の
差
分
を
来
訪
者
数
と
見
て
い
ま
す
。
い
く
つ
か
時
間
帯
が
あ
り
ま
す
が
、
試
合
開
始
後

1
時
間
、
一
番

人
が
集
ま
っ
て
い
る
だ
ろ
う
時
間
帯
を
比
較
対
象
の
数
字
と
し
て
使
っ
て
い
ま
す
。

 
全
部
で

20
0
ぐ
ら
い
の
イ
ベ
ン
ト
、
試
合
に
関
し
て
比
較
結
果
を
表
し
た
の
が
こ
ち
ら
の
ス
ラ
イ
ド
（

2-
62

頁

上
）
で
す
。
横
軸
が
、
施
設
側
が
公
表
し
て
い
る
入
場
者
数
で
す
。
縦
軸
が
ド
コ
モ
さ
ん
の
モ
バ
イ
ル
空
間
統
計

か
ら
先
ほ
ど
の
条
件
で
拾
っ
て
き
た
入
場
者
数
で
す
。
比
較
し
ま
す
と
、
か
な
り
強
い
相
関
が
あ
る
こ
と
が
ご
確

認
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
の
、
と
く
に
、
郊
外
に
立
地
し
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
の
相
関
が
強
い

こ
と
が
見
え
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
全
体
的
に
少
し
施
設
入
場
者
数
が
過
大
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
大
き
な
要

因
と
し
て
は
、
ド
コ
モ
さ
ん
の
デ
ー
タ
、

15
歳
か
ら

79
歳
ま
で
、
高
齢
者
の
方
が
除
か
れ
て
い
る
こ
と
が
デ
ー

タ
の
特
徴
と
し
て
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
よ
る
要
因
が
大
き
く
考
え
ら
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

 
こ
ち
ら
（

2-
62

頁
下
）
は
同
じ
く
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
入
場
者
数
を
、
野
球
と

J
リ
ー
グ
で
比
較
し
て
い
る
も
の

で
す
。
全
体
的
に
野
球
の
方
が
過
大
に
な
っ
て
い
ま
す
。
要
因
と
し
て
は
、
右
下
に
※
印
で
書
い
て
い
ま
す
が
、

プ
ロ
野
球
の
公
表
値
は
シ
ー
ズ
ン
シ
ー
ト
を
含
む
値
が
公
表
値
に
な
っ
て
い
ま
す
。
来
て
い
な
い
人
も
入
場
者
数

と
し
て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
た
め
、
若
干
プ
ロ
野
球
の
方
が
右
側
に
寄
っ
て
い
る
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
い
ま

す
。
先
ほ
ど
、

80
歳
以
上

、
あ
る
い
は

15
歳
未
満
が
取
れ
て
な
い
と
い
う
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

携
帯
電
話
の
保
有
率
も
年
々
、
高
齢
者
も
含
め
て
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
今
の
段
階
で
も
十
分
そ
う
い
っ

た
点
に
留
意
し
な
が
ら
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
今
後
よ
り
一
層
、
活
用
し
や
す
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。

 
最
後
は
、
こ
れ
は
公
園
の
来
訪
者
数
と
比
較
を
行
っ
て
い
ま
す
。
公
園
の
来
訪
者
数
と
ド
コ
モ
さ
ん
の
デ
ー
タ
、

同
じ
く
滞
留
人
口
を
比
較
し
て
い
ま
す
。
公
園
の
来
訪
者
数
は
公
表
デ
ー
タ
が
あ
ま
り
な
い
た
め
、
今
回
、
調
査

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
左
に
書
い
て
い
ま
す
（

2-
63

頁
左
下
）
。
公
園
に
あ
た
る
メ
ッ
シ
ュ
を
設
定
し
ま

し
て
、
そ
こ
を
出
入
り
す
る
人
を
カ
ウ
ン
ト
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
入
っ
て
き
た
人
を
追
跡
調
査
し
て
、
公
園
の

中
で
何
分
滞
在
し
た
の
か
、
そ
う
い
っ
た
も
の
も
同
時
に
計
測
し
ま
し
た
。
③
に
あ
る
よ
う
に
、
時
間
帯
別
の
来

訪
者
数
と
滞
留
時
間
を
か
け
合
わ
せ
て
、

1
時
間
当
た
り
の
滞
留
人
口
の
算
出
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
な

ぜ
行
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
ド
コ
モ
の
モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
は
、
あ
る
メ
ッ
シ
ュ
に

30
分
滞
在
し
て
い
た
場
合

は
、

0.
5
人
と
い
う
よ
う
な
形
で
集
計
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ
う
い
っ
た
処
理
を
行
っ
て
確
認
を
行
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。

 
こ
れ
は
（

2-
64

頁
上
）
実
際
の
調
査
の
様
子
で
す
。
比
較
結
果
を
簡
単
に
で
す
が
、
グ
ラ
フ
の
青
い
線
が
モ
バ

イ
ル
空
間
統
計
に
な
り
ま
す
。
赤
い
線
が
単
純
に
入
場
者
数
を
カ
ウ
ン
ト
し
た
も
の
。
緑
が

1
人
当
た
り
の
滞
在

時
間
を
用
い
て
、
割
戻
し
た
も
の
で
す
。
完
全
に
一
致
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
赤
線
と
緑
線
の
間
に
モ

バ
イ
ル
空
間
統
計
が
だ
い
た
い
位
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
多
く
な
い
と
こ
ろ
で
も
、
一

定
程
度
、
そ
の
流
動
を
捉
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

 
三
つ
ほ
ど
事
例
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
ド
コ
モ
の
モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
、
大
規
模
施

設
の
来
訪
者
数
の
規
模
を
、
性
別
、
年
齢
別
、
居
住
地
別
に
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
、
ご
覧
い
た

だ
け
た
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
滞
留
人
口
と
イ
ベ
ン
ト
、
施
設
入
場
者
数
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
イ
ベ

ン
ト
の
種
類
、
曜
日
、
施
設
立
地
に
関
わ
ら
ず
、
高
い
相
関
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

1
点
、
高
齢

者
等
の
話
も
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
は
十
分
留
意
し
て
使
っ
て
い
く
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
し
、
今
後
は

よ
り
改
善
し
て
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

 
そ
の
た
め
、
こ
う
い
っ
た
人
口
分
布
統
計
は
、
行
動
変
容
を
促
す
た
め
の
適
切
な
情
報
提
供
、
あ
る
い
は
、
い

つ
、
情
報
を
提
供
す
る
の
か
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
等
の
検
討
に
十
分
使
え
る
強
力
な
デ
ー
タ
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
か
ら
の
発
表
は
以
上
で
す
。

 
 

■
司
会
 
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
続
き
ま
し
て
、『

人
口
分
布
統
計
の
活
用
事
例
～
訪
日
外
国
人
の
状
況
把

握
と
観
光
客
実
態
調
査
～
』
と
題
し
ま
し
て
、
株
式
会
社
サ
ー
ベ
イ
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
事
業
本
部
調
査
部
調
査

部
長
高
野
精
久
さ
ん
よ
り
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 
 ■
高
野
 
サ
ー
ベ
イ
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
高
野
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
、
普
段
は
、
交
通
量
調
査
と
か
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
と
か
、
い
わ
ゆ
る
、
フ
ィ
ー
ル
ド
の
調
査
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
こ
こ
に
い
ら
っ

し
ゃ
る
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
方
々
、
国
土
交
通
省
の
方
々
、
自
治
体
の
方
々
か
ら
、
フ
ィ
ー
ル
ド
の
調
査
を

受
託
し
て
い
る
者
で
す
。
こ
の
モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
で
す
が
、
私
も
初
期
の
こ
ろ
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
お
手
伝
い
と

い
う
か
、
意
見
も
言
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
も
の
が
本
当
に
出
来
た
ら
、
我
々
の
仕
事
が

な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
と
正
直
思
い
ま
し
た
。
た
だ
し
、
少
し
紹
介
致
し
ま
す
が
、
完
璧
で
は
な
い
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
。
デ
ー
タ
特
性
も
い
ろ
い
ろ
気
を
付
け
て
い
た
だ
か
な
い
と
、
少
し
違
っ
た
見
方
も
し
て
し
ま
う
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
我
々
は
そ
う
い
っ
た
デ
ー
タ
の
特
性
も
注
意
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
あ
る
い
は
、

リ
ア
ル
な
調
査
と
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
で
な
い
と
、
な
か
な
か
真
実
も
見
え
に
く
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、

そ
う
い
っ
た
視
点
で
も
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 
 
今
日
、
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
は
、
国
土
交
通
省
中
部
運
輸
局
さ
ま
か
ら
、
名
古
屋
の
ナ
イ
ト
観
光
実
態

調
査
と
、
宮
城
県
観
光
課
さ
ま
か
ら
の
沿
岸
部
観
光
客
実
態
調
査
と
い
う
、
二
つ
の
案
件
の
ご
紹
介
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
前
半
は
、
人
口
流
動
統
計
と
い
っ
て
、

O
D

も
取
れ
る
か
な
り
リ
ッ
チ
な
デ
ー
タ
の
ご
紹
介
を
中

心
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
の
最
初
は
、
人
口
分
布
統
計
と
い
っ
て
、
滞
留
人
口
だ
け
で
し

た
が
、
そ
れ
で
も
こ
こ
ま
で
分
析
で
き
ま
す
、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
結
構
あ
り
ま
す
と
い
う
こ
と
の
ご
紹
介
も
含
め

て
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 
実
は
、
モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
は
多
く
の
種
類
が
あ
り
ま
し
て
、
大
き
く
分
け
る
と
、
国
内
人
口
と
訪
日
外
国
人

が
あ
り
ま
し
て
、
こ
ち
ら
も
か
な
り
有
効
で
把
握
で
き
ま
す
。
日
本
で
、
交
通
系
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
で
訪
日
外
国
人

が
こ
こ
ま
で
多
く
の
サ
ン
プ
ル
を
取
得
で
き
て
い
る
の
は
、
他
に
あ
ま
り
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た

意
味
で
も
、
リ
ア
ル
な
調
査
に
匹
敵
す
る
も
の
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 
 
詳
細
は
省
き
ま
す
が
、
元
々
、
中
部
運
輸
局
さ
ま
の
問
題
意
識
と
し
て
、
名
古
屋
は
、
一
般
的
に
夜
が
早
い
と

感
じ
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
。
自
動
車
メ
ー
カ
ー
さ
ん
も
た
く
さ
ん
あ
る
と
こ
と
も
あ
っ
て
、
な
か
な

か
飲
ん
で
遅
く
ま
で
帰
ら
な
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
そ
れ
を
き
ち
ん
と
実
態
と
し
て
把
握
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
の

が
一
つ
の
大
き
な
目
的
で
し
た
。
今
回
、
訪
日
外
国
人
の
人
口
動
態
統
計
、
人
口
流
動
統
計
と
人
口
分
布
統
計
と

の
違
い
も
お
り
混
ぜ
な
が
ら
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
訪
日
外
国
人
、
昨
年
で

2,
80

0
万
人
ぐ
ら
い
で
す
。
こ
れ
は

3
年
ぐ
ら
い
前
の
デ
ー
タ
の
た
め
若
干
少
な
く
、
約

2,
00

0
万
人
弱
ぐ
ら
い
の
デ
ー

タ
の

う
ち

約
8
パ

ー
セ

ン
ト

に
あ

た
る

15
0
万

人
の

サ
ン

プ
ル

で
す

。
今

の
抽

出
率

は
か

な
り

上
が

っ
て

い
て

、

2,
80

0
万

人
の
う
ち
の
約

20
パ
ー
セ
ン
ト
の
サ
ン
プ
ル
数
で
す
。

15
0
万
人
の
訪
日
外
国
人
の
デ
ー
タ
と
い
う
の

は
、
扱
う
デ
ー
タ
と
し
て
は
な
か
な
か
多
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
入
国
し
て
か
ら
出
国
す
る
ま
で
途
切
れ
る
こ

と
の
な
い
デ
ー
タ
で
す
の
で
、
非
常
に
有
効
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
ど
の
よ
う
に
拡
大
し
て
い
る
か
と
い
う
と
、
法

務
省
か
ら
入
国
の
デ
ー
タ
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
国
ご
と
に
何
万
人
入
っ
て
き
た
か
と
い
う
数
値
が
統
計
で
わ
か

り
ま
す
の
で
、
そ
れ
と
実
際
に
ド
コ
モ
の
ロ
ー
ミ
ン
グ
で
入
っ
て
き
て
い
た
デ
ー
タ
数
を
、
国
ご
と
の
入
国
数
に

合
う
よ
う
な
形
で
拡
大
し
て
い
ま
す
。
モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
の
国
内
人
口
の
場
合
は
、
市
区
町
村
ご
と
の
住
民
基

本
台
帳
で
拡
大
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
訪
日
外
国
人
の
場
合
は
、
法
務
省
か
ら
出
て
い
る
入
国
数
を
拡
大
の

キ
ー
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
あ
た
り
の
処
理
は
、
国
内
の
人
口
分
布
統
計
と
同
じ
で
す
が
、
人
口
動
態
統
計
の
一

番
大
き
な
特
徴
で
、
先
ほ
ど
も
秘
匿
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
何
回
か
出
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
集
計
セ
ル
を
区

切
っ
て
い
く
と
、
モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
の
場
合
、
あ
る
特
定
の
数
を
下
回
る
と
数
字
を
提
供
し
な
い
と
い
う
形
に

な
り
ま
す
。
と
く
に
、
訪
日
外
国
人
の
場
合
は
数
も
か
な
り
少
な
い
た
め
、
よ
く
秘
匿
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、

今
回
は
期
間
を
結
合
し
て
あ
る
程
度
秘
匿
さ
れ
な
い
形
で
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
デ
ー
タ
に
な
り
ま
す
。
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実
際
の
分
析
の
流
れ
と
し
ま
し
て
は
、

3
カ
月
間
の
デ
ー
タ
を
結
合
し
ま
す
。
人
口
動
態
統
計
は
人
口
分
布
統

計
と
違
っ
て
一
番
大
き
い
と
こ
ろ
は
、
滞
在
時
間
が
分
か
り
ま
す
。
な
の
で
、

6
時
間
以
上
滞
在
し
て
い
る
と
、

宿
泊

と
見

な
し

、
逆

に
6
時

間
未

満
、

2～
3
時

間
の

滞
留

だ
っ

た
ら

観
光

と
定

義
さ

せ
て

い
た

だ
い

て
い

ま
す

。

そ
こ
か
ら
、
名
古
屋
の
観
光
率
を
出
し
て
い
ま
す
。
最
後
に
は
、
名
古
屋
は
夜
が
早
い
か
ど
う
か
を
比
較
す
る
た

め
に
、
他
の
都
市
圏
と
の
比
較
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

 
 
実
際
、
名
古
屋
を
ご
存
じ
の
方
は
お
分
か
り
か
と
思
い
ま
す
が
、
名
古
屋
は
、
駅
前
と
栄
が
か
な
り
栄
え
て
い

て
、
逆
に
言
う
と
、
そ
れ
以
外
は
広
が
り
が
な
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。
こ
こ
の
ナ
イ
ト
観
光
率
、
先
ほ
ど
も
お
話

し
し
た
、
全
数
か
ら
短
期
の
宿
泊
と
推
定
さ
れ
る
も
の
を
除
い
て
リ
ス
ト
に
し
て
み
る
と
（

2-
71

頁
上
）
、
確
か

に
、
名
古
屋
の
駅
周
辺
は
、

9
時
か
ら

10
時
ぐ
ら
い
で
ガ
ク
ン
と
落
ち
ま
す
。
た
だ
し
、
栄
だ
と
か
伏
見
の
駅
周

辺
で
は
あ
る
程
度
の
人
数
も
い
る
た
め
、
こ
れ
だ
け
見
る
と
、
そ
ん
な
に
夜
が
早
い
か
と
は
言
え
な
い
の
か
な
と

思
わ
れ
ま
す
。

 
他
の
都
市
と
の
比
較
と
い
う
こ
と
で
、
東
京
は
少
し
別
格
で
す
の
で
、
近
い
と
思
わ
れ
る
福
岡
、
大
阪
と
い
う

都
市
圏
で
比
較
を
し
て
み
ま
し
た
（

2-
72

頁
下
）
。
そ
う
す
る
と
、
や
は
り
一
目
瞭
然
で
、
福
岡
は
や
は
り
駅
前

と
天
神
、
湾
岸
部
に
も
か
な
り
滞
在
を
し
て
い
ま
す
。
大
阪
は
や
は
り
、
大
阪
の
駅
前
と
心
斎
橋
の
と
こ
ろ
と
い

う
こ
と
で
か
な
り
広
が
り
が
あ
り
ま
す
。
実
際
に
、
こ
う
見
て
み
る
と
、
確
か
に
少
し
低
い
で
す
が
、
他
の
都
市

と
そ
ん
な
に
は
違
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
夜
が
早
い
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
も
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
広
が
り
は
限
定
的
で
す
け
ど
、
夜
は
早
い
と
は
言
い
に
く
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

 
 
次
に
、
宮
城
県
観
光
部
さ
ん
の
案
件
で
す
。
こ
れ
は
、
ど
の
よ
う
な
案
件
か
と
い
う
と
、
観
光
情
報
を
発
信
す

る
湾
岸
部
観
光
情
報
発
信
事
業
と
い
う
の
が
あ
り
、
女
川
出
身
の
俳
優
の

P
R
映
像
を
放
映
し
て
、
そ
の
効
果
が

ど
れ
だ
け
出
た
か
と
い
う
の
を
検
証
し
た
も
の
で
す
。
こ
ち
ら
に
つ
い
て
も
詳
細
は
省
き
ま
す
け
れ
ど
も
、
宮
城

県
以
外
の
人
々
が
ど
う
い
っ
た
と
こ
か
ら
来
て
い
る
か
と
い
う
の
を
分
析
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
先
ほ
ど
お
話
し

し
た
注
意
事
項
の
一
つ
な
の
で
す
が
、
あ
く
ま
で
滞
留
人
口
で
す
の
で
、
観
光
目
的
以
外
も
含
ま
れ
ま
す
。
と
く

に
、
気
仙
沼
に
は
岩
手
県
の
方
が
か
な
り
来
て
お
り
、
観
光
で
は
な
い
目
的
も
入
っ
て
き
て
し
ま
っ
て
い
る
っ
て

い
う
こ
と
に
ご
留
意
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
と
こ
ろ
は
、
全
国
的
に
見
て
み
る
と
、
や
は
り
、

関
東
か
ら
北
の
方
で
の
増
加
率
、
北
海
道
か
ら
の
増
加
率
が
非
常
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

 
そ
の
ほ
か
に
、
特
徴
的
な
点
と
し
て
、
休
日
の
夜
間
や
平
日
の
夜
間
で
も
、
西
の
方
も
増
え
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
こ
れ
は
宿
泊
客
が
だ
い
ぶ
増
え
て
き
て
い
る
証
拠
か
な
と
理
解
が
で
き
ま
す
。
各
湾
岸
地
域
の
増
加

率
を
見
る
と
、
日
本
三
景
の
一
つ
の
松
島
の
増
加
率
が
高
か
い
こ
と
、
南
三
陸
の
湾
岸
地
域
も
増
え
て
い
る
こ
と

が
確
認
で
き
て
い
ま
す
。

 
結
果
と
し
ま
し
て
は
、
宮
城
県
へ
の
流
入
は
、
復
興
以
降
、
関
東
以
東
か
ら
は
中
心
に
は
増
加
し
て
い
ま
す
し
、

松
島
と
か
女
川
で
の
増
加
も
確
認
で
き
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
目
的
や
滞
在
動
機
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
デ

ー
タ
を
見
る
と
き
に
、
単
純
に
増
え
て
き
た
と
い
う
話
で
は
な
く
て
、
復
興
の
関
係
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
う
い
っ
た
デ
ー
タ
も
他
の
調
査
の
結
果
と
組
み
合
わ
せ
る
等
、
さ
ら
に
検
証
が
必
要
で
な
い
か
と
い
う
見
解
と

な
り
ま
す
。
以
上
で
す
。

 
 

■
司
会
 
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
続
き
ま
し
て
、
後
半
の
三
つ
と
な
り
ま
す
。『

人
口
分
布
統
計
・
人
口
流

動
統
計
の
活
用
事
例
～
バ
ス
事
業
の
経
営
改
善
支
援
に
つ
い
て
～
』
と
題
し
ま
し
て
、
株
式
会
社
ド
コ
モ
・
イ
ン

サ
イ
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
エ
リ
ア
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
小
田
原
亨
よ
り
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

 
 ■
小
田
原
 
私
、
ド
コ
モ
・
イ
ン
サ
イ
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
小
田
原
と
申
し
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
、
ド
コ
モ
・
イ

ン
サ
イ
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
い
う
会
社
に
つ
い
て
で
す
が
、
ド
コ
モ
で
持
っ
て
い
る
い
ろ
い
ろ
な
デ
ー
タ
を
活

用
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
の
所
属
し
て
お
り
ま
す
エ
リ
ア
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
部
と
い
う
の
が
、
先
ほ
ど
か
ら
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
、
人
口
分
布
統
計
、
人
口
流
動

統
計
と
い
っ
た
、
モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
全
般
の
デ
ー
タ
を
使
っ
て
、
お
客
様
の
課
題
を
解
決
し
て
い
く
と
い
う
役

目
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。
本
日
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
き
ま
し
て
は
、
モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
例
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
の
特
徴
が
よ
く
出
た
事
例
を
一
つ
、
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

 
 
今
回
の
ご
紹
介
は
、
バ
ス
路
線
の
課
題
を
、
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
分
析
し
、
施
策
を
立
案
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
、

「
デ

ー
タ

収
集

・
分

析
ツ
ー

ル
」

と
い
う

も
の

を
国
土

交
通

省
の
総

合
政

策
局
さ

ま
で

開
発
い

た
だ

い
て
お

り
ま

す
の
で
、
そ
ち
ら
の
ご
事
例
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の
ツ
ー
ル
を
開
発
す
る
に
至
っ
た
背
景
で
す
が
、

皆
さ

ん
も

ご
存

じ
の

通
り
、

日
本

は
少
子

高
齢

化
を
迎

え
ま

し
て
、

バ
ス

、
そ
の

他
公

共
交
通

の
利

用
者
が

ど
ん

ど
ん

減
っ

て
い

っ
て

お
り
ま

す
。

そ
の
た

め
、

そ
の
利

用
者

縮
小
に

合
わ

せ
て
、

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
や

サ
ー
ビ

ス
水

準
と

い
っ

た
も

の
も

縮
小
し

て
い

く
と
い

う
と

こ
ろ
が

課
題

と
し
て

あ
り

ま
す
。

そ
う

い
っ
た

と
こ

ろ
を
打

破
す

る
た

め
に

、
路

線
バ

ス
の
経

営
の

安
定
と

、
交

通
ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク
の

再
構

築
と
い

う
目

的
を
達

成
す

る
た
め

に
こ

の
ツ
ー
ル
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

 
こ
の
ツ
ー
ル
で
実
現
し
た
い
こ
と
と
し
て
、
三
つ
あ
り
ま
す
。
移
動
状
況
や
住
民
ニ
ー
ズ
等
を
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、

い
わ

ゆ
る

い
ろ

い
ろ

な
デ
ー

タ
を

使
っ
て

定
量

的
に
把

握
す

る
と
い

う
こ

と
。
そ

し
て

、
そ
の

デ
ー

タ
に
基

づ
い

た
問
題
点
の
分
析
や
施
策
立
案
を
行
う
こ
と
。
そ
し
て
、
そ
の
施
策
を
立
案
し
た
も
の
に
対
し
ま
し
て
、
さ
ら
に
、

事
後
評
価
と
し
て
デ
ー
タ
で
定
量
的
に
行
っ
て
い
っ
て
、
見
直
し
を
し
て
い
く
と
い
う
い
わ
ゆ
る

P
D

C
A
サ
イ
ク

ル
の
実
施
を
し
て
い
く
と
い
う

3
点
で
す
。

 
 

で
は

、
こ
ち

ら
の

ツ
ー
ル

の
概

要
に
つ

い
て

簡
単
に

説
明

い
た
し

ま
す

。
デ
ー

タ
と

し
ま
し

て
は

、
バ
ス

会
社

さ
ん

の
保

有
さ

れ
て

い
る
デ

ー
タ

と
、
私

た
ち

が
提
供

し
ま

す
モ
バ

イ
ル

空
間
統

計
を

か
け
合

わ
せ

る
こ
と

に
よ

り
、

バ
ス

路
線

上
、

ど
こ
に

課
題

が
あ
る

か
と

い
う
こ

と
を

地
図
上

に
見

え
る
化

し
、

グ
ラ
フ

や
表

を
使
っ

て
、

ど
う

い
っ

た
状

況
に

あ
る
の

か
と

い
っ
た

こ
と

を
分
析

す
る

ツ
ー
ル

に
な

っ
て
お

り
ま

す
。
こ

ち
ら

の
ツ
ー

ル
は

専
門

知
識

が
な

い
方

で
も
使

え
る

よ
う
な

設
計

に
な
っ

て
お

り
ま
す

。
ま

た
、
こ

の
ツ

ー
ル
で

す
が

、
先
ほ

ど
申

し
上
げ
た
国
土
交
通
省
の
総
合
政
策
局
さ
ま
よ
り
、
無
償
で
提
供
し
て
い
る
ツ
ー
ル
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

 
 

具
体

的
に
ど

の
よ

う
な
デ

ー
タ

を
使
う

か
と

い
う
こ

と
で

す
け
ど

も
、

バ
ス
会

社
さ

ん
の
保

有
さ

れ
て
い

る
デ

ー
タ

、
い

ろ
い

ろ
あ

る
と
思

い
ま

す
。
バ

ス
停

の
位
置

の
デ

ー
タ
や

、
乗

り
降
り

の
人

数
と
い

っ
た

さ
ま
ざ

ま
な

デ
ー

タ
を

活
用

し
ま

す
。
モ

バ
イ

ル
空
間

統
計

は
先
ほ

ど
か

ら
ご
紹

介
さ

せ
て
い

た
だ

い
て
お

り
ま

す
人
口

流
動

統
計
と
い
う
人
の

O
D

が
分
か
る
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
も
っ
と
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
人
口
分
布
統
計
と
い
う
、
エ
リ

ア
内
の
人
数
が
ど
れ
ぐ
ら
い
か
と
い
う
の
が
分
か
る
統
計
情
報
、
両
方
を
組
み
合
わ
せ
て
使
っ
て
お
り
ま
す
。

 
 

で
は

そ
れ
ぞ

れ
の

統
計
情

報
と

い
う
の

が
、

ど
う
い

う
役

割
の
違

い
が

あ
る
か

と
い

う
の
を

簡
単

に
ご
説

明
さ

せ
て

い
た

だ
き

た
い

と
思
い

ま
す

。
ま
ず

、
人

口
分
布

統
計

対
応
ツ

ー
ル

と
い
う

の
は

、
課
題

の
発

見
に
利

用
で

き
ま

す
。

な
ぜ

か
と

言
い
ま

す
と

、
人
口

分
布

統
計
は

、
面

的
に
ど

こ
が

多
い
、

少
な

い
と
い

う
の

を
網
羅

的
に

把
握

す
る

こ
と

が
非

常
に
容

易
な

デ
ー
タ

で
す

。
バ
ス

路
線

の
状
況

を
組

み
合
わ

せ
る

こ
と
で

、
た

と
え
ば

、
認

知
さ

れ
て

い
な

い
課

題
を
発

見
す

る
と
い

っ
た

こ
と
や

、
エ

リ
ア
全

体
を

踏
ま
え

て
、

エ
リ
ア

全
体

の
バ
ラ

ン
ス

を
考

慮
し

た
施

策
を

検
討
す

る
こ

と
に
活

用
で

き
る
ツ

ー
ル

と
な
っ

て
お

り
ま
す

。
こ

ち
ら
の

ツ
ー

ル
に
関

し
ま

し
て
は
、
す
で
に
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

 
 

続
き

ま
し
て

、
人

口
流
動

統
計

の
対
応

ツ
ー

ル
で
す

け
ど

も
、
こ

ち
ら

に
つ
き

ま
し

て
は
、

人
の

実
際
の

動
き

が
ど

こ
か

ら
ど

こ
へ

と
い
う

と
こ

ろ
が
詳

細
に

分
か
り

ま
す

の
で
、

こ
ち

ら
の

人
口

分
布

統
計

ツ
ー

ル
で
発

見
し

た
課

題
に

つ
い

て
、

よ
り
詳

細
な

分
析
を

行
う

こ
と
に

活
用

で
き
ま

す
。

具
体
的

に
言

い
ま
す

と
、

た
と
え

ば
、

要
検

討
エ

リ
ア

と
な

っ
た
と

こ
ろ

と
、
バ

ス
路

線
の
本

数
の

関
係
を

し
て

、
実
際

の
移

動
に
対

し
て

、
バ
ス

路
線

が
ど

れ
ぐ

ら
い

カ
バ
ー

で
き

て
い
る

の
か

と
い
う

分
析

や
、

あ
る
大

型
の
施

設
に

対
す

る
O

D
、

人
の

動
き
と

バ

ス
路

線
の

設
置

状
況

が
合
っ

て
い

る
の
か

と
い

う
分
析

を
行

う
こ
と

が
可

能
に
な

っ
て

お
り
ま

す
。

こ
ち
ら

に
つ

き
ま
し
て
は
、
た
だ
い
ま
提
供
の
準
備
を
進
め
て
い
る
と
お
伺
い
し
て
お
り
ま
す
。

 
実

際
に

こ
の
ツ

ー
ル

で
分
析

し
た

事
例
に

つ
き

ま
し
て

、
ご

紹
介
さ

せ
て

い
た
だ

き
ま

す
。
人

口
分

布
統
計

を

活
用
し
た
ツ
ー
ル
の
も
の
で
、
北
海
道
旭
川
市
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
分
析
を
行
っ
た
事
例
で
す
。
こ
ち
ら
（

2-
83

頁

下
）
、
出
典
で
ご
ざ
い
ま
す
、
国
土
交
通
省
の
北
海
道
運
輸
局
さ
ま
の
案
件
と
し
て
分
析
し
た
も
の
の
ご
紹
介
で
す
。

こ
の
図
（

2-
83

頁
下
図
）
で
す
け
ど
も
、
見
方
を
簡
単
に
説
明
し
ま
す
と
、
青
い
線
で
書
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が

バ
ス

の
ル

ー
ト

を
表

す
も
の

に
な

っ
て
お

り
ま

す
。
こ

の
線

の
太
さ

が
太

い
ほ
ど

、
バ

ス
の
本

数
が

多
い
と

い
っ

た
も

の
に

な
っ

て
お

り
ま
す

。
続

き
ま
し

て
、

こ
の
緑

の
丸

と
い
う

の
が

、
バ
ス

を
乗

り
降
り

し
た

人
数
が

ど
れ

ぐ
ら

い
か

と
い

う
も

の
を
示

し
て

お
り
ま

す
。

緑
の
丸

が
大

き
け
れ

ば
大

き
い
ほ

ど
、

バ
ス
の

利
用

者
が
多

い
と

い
う

デ
ー

タ
に

な
っ

て
お
り

ま
す

。
こ
の

丸
の

単
位

で
す

け
ど

も
、

バ
ス

停
単
位

で
の

単
位
と

な
っ

て
お
り

ま
す

の
で

、
こ

の
丸

の
真

ん
中
に

バ
ス

停
が
あ

る
と

思
っ
て

い
た

だ
け
れ

ば
と

思
い
ま

す
。

最
後
に

、
薄

い
灰
色

の
丸

に
な

っ
て

い
る

と
こ

ろ
で
す

け
ど

も
、
こ

れ
は

モ
バ
イ

ル
空

間
統
計

の
人

口
分
布

統
計

で
推
定

さ
れ

ま
す

、
移

動

し
た

い
と

い
う

需
要

で
す
ね

。
い

わ
ゆ
る

潜
在

需
要
に

な
り

ま
す
。

た
と

え
ば

、
こ

の
時

間
帯

と
別

の
時
間

帯
を

比
較

し
ま

し
て

、
人

口
が
こ

れ
だ

け
変
化

し
た

と
い
う

こ
と

は
、
そ

の
変

化
量
だ

け
、

ど
こ
か

に
行

っ
た
、

あ
る

い
は
ど
こ
か
ら
来
た
と
い
う
と
こ
ろ
が
分
か
り
ま
す
の
で
、
そ
の
変
化
量
を
元
に
、
移
動
の
需
要
を
推
定
し
ま
す
。

そ
の

移
動

需
要

を
全

体
と
し

て
、

バ
ス
需

要
で

ど
れ
ぐ

ら
い

カ
バ
ー

さ
れ

て
い
る

か
と

い
っ
た

分
析

を
行
う

こ
と

で
、

全
体

に
対

し
て

バ
ス
の

負
担

率
が
ど

れ
ぐ

ら
い
な

の
か

と
い
う

分
析

が
で
き

る
よ

う
に
な

っ
て

お
り
ま

す
。

こ
の
赤
丸
は
、
全
体
の
需
要
に
対
し
て
バ
ス
を
利
用
し
て
い
る
方
の
割
合
が
低
い
バ
ス
停
の
エ
リ
ア
に
な
り
ま
す
。

旭
川
市
全
体
を
見
る
と
こ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
が
バ
ス
の
利
用
状
況
が
低
い
と
こ
ろ
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
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こ
の
デ
ー
タ
を
用
い
ま
し
て
、
具
体
的
な
例
を
、

2
点
ほ
ど
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。
こ
ち
ら
の
一
つ
目
の
例
（

2-
84

頁
上

）
に

つ
き

ま
し

て
は
、

バ
ス

路
線
と

潜
在

需
要
と

い
う

も
の
の

ギ
ャ

ッ
プ
が

ど
う

か
と
い

う
の

を
分
析

し
た

事
例

に
な

り
ま

す
。

こ
の
右

下
の

枠
を
見

て
い

た
だ
き

ま
す

と
、
黒

い
点

線
で
囲

ま
れ

て
い
る

部
分

は
、
バ

ス
が

非
常

に
多

く
走

っ
て

い
る
エ

リ
ア

で
す
。

一
方

、
赤
の

点
線

で
囲
ま

れ
て

い
る
部

分
は

、
バ
ス

の
本

数
自
体

は
そ

の
隣

の
と

こ
ろ

よ
り

も
少
な

い
で

す
が
、

移
動

す
る
で

あ
ろ

う
潜
在

需
要

で
見
ま

す
と

、
隣
の

青
い

と
こ
ろ

よ
り

も
多

く
な

っ
て

い
る

こ
と
が

分
か

り
ま
し

た
。

た
と
え

ば
、

こ
う
い

っ
た

デ
ー
タ

が
あ

っ
た
と

き
に

、
隣
の

ル
ー

ト
を
こ
ち
ら
の
経
由
に
し
て
み
る
と
い
っ
た
、
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
施
策
を
検
討
す
る
上
の
示
唆
と
い
う
こ
と
で
、

ご
活
用
が
可
能
に
な
る
か
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

 
続

き
ま

し
て
、

課
題

の
二
つ

目
と

い
う
こ

と
で

、
バ
ス

路
線

の
設
置

が
さ

れ
て
い

な
い

が
、
移

動
す

る
人
は

多

い
で
あ
ろ
う
エ
リ
ア
を
抽
出
し
た
例
（

2-
84

頁
下
）
に
な
り
ま
す
。
赤
枠
の
エ
リ
ア
は
、
ご
覧
い
た
だ
く
と
お
り
、

移
動

需
要

が
周

り
か

ら
見
る

と
結

構
多
く

見
え

ま
す
が

、
バ

ス
路
線

を
示

す
青
い

線
が

引
か
れ

て
い

な
い
エ

リ
ア

に
な

っ
て

い
ま

す
。

こ
れ
は

ど
う

い
う
こ

と
か

と
い
う

と
、

い
ろ
い

ろ
な

経
緯
で

バ
ス

路
線
が

設
置

さ
れ
て

い
ま

せ
ん

が
、

今
後

見
直

し
の
検

討
を

行
う
際

に
こ

う
い
っ

た
と

こ
ろ
を

通
す

路
線
を

検
討

す
る
と

い
う

施
策
が

考
え

ら
れ
る
か
と
思
い
ま
す
。

 
続

き
ま

し
て
、

人
口

流
動
統

計
と

い
う
、

先
ほ

ど
か
ら

ご
説

明
を
さ

せ
て

い
た
だ

い
て

い
る
人

の
動

き
が
分

か

る
統

計
情

報
で

ど
う

い
っ
た

分
析

を
行
う

こ
と

が
で
き

る
か

と
い
う

も
の

を
ご
紹

介
い

た
し
ま

す
。

こ
ち
ら

は
フ

ィ
ー

ル
ド

変
わ

り
ま

し
て
、

大
分

県
大
分

市
で

行
っ
た

分
析

結
果
に

な
っ

て
お
り

ま
す

。
こ
ち

ら
（

2-
85

頁
上

）

は
、

先
ほ

ど
の

人
口

分
布
統

計
の

見
方
と

一
緒

に
な
り

ま
す

が
、
こ

の
赤

枠
の
エ

リ
ア

は
、
移

動
需

要
の
割

に
は

バ
ス
に
乗
っ
て
い
る
人
が
あ
ま
り
い
な
い
エ
リ
ア
で
す
。
そ
の
路
線
を
中
心
に
バ
ス
停

C
に
着
目
し
て
、
バ
ス
停

間
の

人
の

移
動

を
人

口
流
動

統
計

で
把
握

し
、

さ
ら
に

、
こ

の
バ
ス

の
本

数
が
こ

の
間

ど
れ
ぐ

ら
い

走
っ
て

い
る

か
を
比
べ
ま
し
た
。
こ
の
結
果
を
見
ま
す
と
、

A
か
ら

C
、

B
か
ら

C
の
ル
ー
ト
は
、
移
動
需
要
は
多
い
で
す
が
、

バ
ス
に
乗
ら
れ
て
い
る
方
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
と
い
っ
た
獲
得
率
が
低
い
エ
リ
ア
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

移
動

需
要

は
あ

る
の

で
、
う

ま
く

バ
ス
を

使
っ

て
い
た

だ
く

よ
う
な

認
知

を
広
げ

る
と

い
っ
た

施
策

、
料
金

の
施

策
等
に
活
用
で
き
る
デ
ー
タ
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 
最
後
に
、
課
題
例
の

2
と
し
ま
し
て
、
あ
る
大
き
い
商
業
施
設
が
含
ま
れ
る
メ
ッ
シ
ュ
に
、
人
が
ど
こ
か
ら
来

て
い

る
か

と
い

う
デ

ー
タ
を

重
ね

あ
わ
せ

て
、

さ
ら
に

バ
ス

路
線
の

背
景

も
重
ね

合
わ

せ
て
、

移
動

実
態
と

バ
ス

路
線
が
ど
の
よ
う
に
合
っ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
合
っ
て
い
な
い
の
か
を
分
析
し
た
結
果
（

2-
85

頁
下
）
に
な

り
ま
す
。
メ
ッ
シ
ュ

B
、

C
、

D
、

E
に
関
し
ま
し
て
は
、
ご
覧
い
た
だ
い
て
い
る
と
お
り
、
バ
ス
路
線
が
存
在
し

ま
す
け
れ
ど
も
、
メ
ッ
シ
ュ

F
と
メ
ッ
シ
ュ

G
か
ら
、
こ
れ
ら
の
商
業
施
設
に
向
か
う
バ
ス
路
線
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。

た
と

え
ば

、
こ

う
い
っ

た
デ

ー
タ
を

元
に

し
て
、

新
し

い
路
線

を
検

討
す
る

と
き

に
、
移

動
需

要
を
満

た
せ

る
よ
う
に
引
い
て
み
る
と
い
う
施
策
が
考
え
ら
れ
る
か
と
思
い
ま
す
。

 
最

後
、

ま
と
め

を
さ

せ
て
い

た
だ

き
た
い

と
思

い
ま
す

。
バ

ス
事
業

者
さ

ん
の
経

営
改

善
支
援

ツ
ー

ル
を
提

供

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

し
て
、

ま
た

、
モ
バ

イ
ル

空
間
統

計
と

バ
ス
会

社
さ

ん
の
デ

ー
タ

、
そ
れ

ぞ
れ

組
み
合

わ
せ

て
比

較
す

る
こ

と
で

、
さ
ま

ざ
ま

な
こ
と

が
分

析
で
き

る
と

い
う
も

の
を

、
ご
紹

介
さ

せ
て
い

た
だ

き
ま
し

た
。

そ
れ

ぞ
れ

の
特

徴
と

し
ま
し

て
、

人
口
分

布
統

計
は
、

面
的

に
、
定

量
的

に
把
握

可
能

で
あ
る

と
い

っ
た
大

き
な

特
徴

が
ご

ざ
い

ま
す

。
人
口

流
動

統
計
に

つ
き

ま
し
て

は
、

エ
リ
ア

間
ご

と
に
詳

細
に

移
動
を

把
握

で
き
る

と
い

う
特

徴
が

ご
ざ

い
ま

し
た
。

こ
れ

ら
を
組

み
合

わ
せ
る

こ
と

で
、
移

動
状

況
や

住
民

の
ニ

ー
ズ

と
い

う
も
の

を
定

量
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

 
今

ま
で

で
す
と

、
サ

ン
プ
ル

数
や

集
計
頻

度
が

限
ら
れ

た
情

報
か
ら

い
ろ

い
ろ
検

討
す

る
こ
と

が
求

め
ら
れ

て

い
た
か
と
思
い
ま
す
が
、

IC
カ
ー
ド
デ
ー
タ
や
、
モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
は
、
常
に
デ
ー
タ
が
取
れ
る
た
め
、
状
況

を
時

々
刻

々
と

把
握

で
き
る

と
い

う
強
み

が
あ

り
ま
す

。
ま

た
、
こ

う
い

っ
た
デ

ー
タ

を
元
に

、
問

題
点
が

ど
こ

に
あ

る
か

と
い

う
も

の
を
分

析
し

、
そ
れ

に
基

づ
い
て

、
施

策
の
立

案
が

で
き
る

の
で

は
な
い

か
と

考
え
て

お
り

ま
す

。
デ

ー
タ

を
取

る
こ
と

が
容

易
に
な

っ
た

こ
と
で

、
施

策
の

検
討

に
も

使
え

ま
す

が
、
検

討
後

に
実
施

し
た

施
策
を
見
直
す
と
こ
ろ
に
も
活
用
可
能
で
あ
る
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
と
お
り
、

24
時
間

36
5

日
、
こ
う
い
っ
た
デ
ー
タ
を
取
る
こ
と
が
可
能
で
す
の
で
、
施
策
を
行
っ
た
ら
、
そ
の
ま
ま
で
は
な
く

て
、

行
っ

た
結

果
、

そ
の

バ
ス
を

利
用

す
る
人

が
増

え
た
の

か
、

潜
在
移

動
需

要
を

ど
の

ぐ
ら

い
カ

バ
ー

で
き
た

の
か

と
い

う
も

の
を

、
定

期
的
に

見
直

す
き
っ

か
け

に
な
る

の
か

と
思
い

ま
す

。
見
直

し
た

も
の
を

、
ま

た
新
た

に
施

策
に

活
か

す
と

い
う

こ
と
で

、
よ

り
利
用

者
の

ニ
ー
ズ

に
マ

ッ
チ
し

た
、

交
通
を

実
現

で
き
る

の
か

と
考
え

て
お

り
ま
す
。

 
今
ま
で
デ
ー
タ
を
取
る
の
が
大
変
で
長
期
間
か
か
っ
て
い
た

P
D

C
A
サ
イ
ク
ル
を
、
デ
ー
タ
が
簡
単
に
手
に
入

る
こ

と
に

よ
り

、
ど

ん
ど
ん

短
く

、
効
率

的
に

回
す
こ

と
が

で
き
る

よ
う

に
な
り

ま
し

た
。
そ

う
い

っ
た
と

こ
ろ

で
、

モ
バ

イ
ル

空
間

統
計
が

非
常

に
役
立

つ
と

い
う
こ

と
で

、
こ
の

よ
う

な
場
を

い
た

だ
き
、

ツ
ー

ル
の
ご

紹
介

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
以
上
で
発
表
を
終
わ
り
に
い
た
し
ま
す
。
ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
 ■
司
会
 
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
続
き
ま
し
て
、
後
半
の
四
つ
と
な
り
ま
す
。『

人
口
流
動
統
計
の
活
用
事

例
～
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
地
区
へ
の
活
用
～
』
と
題
し
ま
し
て
、
株
式
会
社
福
山
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
地
域
・

交
通
計
画
グ
ル
ー
プ
 
課
長
補
佐
山
田
敏
久
よ
り
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

 
 ■

山
田

 
福
山

コ
ン

サ
ル
タ

ン
ト

の
山
田

と
申

し
ま
す

。
本

日
は
、

福
岡

市
に
お

き
ま

し
て
人

口
流

動
統
計

を
活

用
し

た
事

例
を

ご
紹

介
し
た

い
と

思
い
ま

す
。

場
所

で
す

け
れ

ど
も

、
福

岡
市
の

ウ
ォ

ー
タ
ー

フ
ロ

ン
ト
地

区
と

い
う

と
こ

ろ
で

ご
ざ

い
ま
し

て
、

繁
華
街

の
天

神
と
か

博
多

駅
、
皆

さ
ん

ご
存
じ

か
と

思
い
ま

す
が

、
大
体

距
離

か
ら
し
て

1.
5k

m
か
ら

2k
m

の
あ
た
り
に
位
置
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
地
区
で
す
け
ど

も
、
い
わ
ゆ
る

M
IC

E
施

設
で
す
。
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
と
か
国
際
会
議
等
が
催
さ
れ
る
施
設
が

4
つ
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た

、
さ

ら
に

韓
国

へ
の
国

際
定

期
航
路

も
あ

り
、
今

後
こ

の
地
区

を
再

整
備
す

る
と

い
う
計

画
が

ご
ざ
い

ま
す

け
ど

も
、

ま
ず

一
体

ど
う
い

っ
た

交
通
行

動
特

性
が
あ

る
の

か
、

人
口

流
動

統
計

で
把

握
す
る

と
い

っ
た
と

こ
ろ

が
今
回
の
目
的
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
 

4
つ
の

M
IC

E
施

設
で
ご
ざ
い
ま
す
け
ど
も
、
大
相
撲
が
開
催
さ
れ
る
福
岡
国
際
セ
ン
タ
ー
で
し
た
り
、
大
き

な
コ

ン
サ

ー
ト

、
ラ

イ
ブ
が

開
催

さ
れ
る

マ
リ

ン
メ
ッ

セ
、

そ
う
い

っ
た

も
の
が

こ
こ

に
集
中

し
て

い
る
わ

け
で

ご
ざ
い
ま
す
。

 
 

人
口

流
動
統

計
の

概
要
と

い
う

こ
と
で

、
先

ほ
ど
か

ら
い

ろ
い
ろ

ご
紹

介
が
あ

り
ま

し
た
け

ど
も

、
今
ま

で
の

パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
で
す
と
平
日

1
日
で
、
圏
域
内
の
居
住
者
の
デ
ー
タ
し
か
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

れ
を

人
口

流
動

統
計

で
、
そ

う
い

っ
た
ネ

ガ
テ

ィ
ブ
な

点
を

す
べ
て

ク
リ

ア
に
で

き
ま

す
の
で

、
こ

う
い
っ

た
ウ

ォ
ー

タ
ー

フ
ロ

ン
ト

地
区
の

よ
う

な
小
さ

な
地

域
で
も

活
用

で
き
る

の
か

と
い
っ

た
と

こ
ろ
に

着
目

し
た
わ

け
で

ご
ざ
い
ま
す
。
調
査
フ
ロ
ー
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
大
き
く

3
段
階
で
す
。
ま
ず
、
こ
の

M
IC

E
施
設
の
利
用
実
績

を
踏

ま
え

ま
し

て
ど

う
い
っ

た
デ

ー
タ
を

取
っ

た
ら
、

い
つ

の
日
の

デ
ー

タ
を
取

っ
た

ら
い
い

の
か

と
い
う

と
こ

ろ
を

分
析

し
て

人
口

流
動
統

計
の

デ
ー
タ

を
抽

出
し
ま

し
た

。
そ
れ

が
既

存
調
査

と
合

っ
て
い

る
か

ど
う
か

、
パ

ー
ソ

ン
ト

リ
ッ

プ
調

査
を
北

部
九

州
圏
で

や
っ

て
お
り

ま
す

の
で
、

そ
れ

と
検
証

し
ま

し
て
ウ

ォ
ー

タ
ー
フ

ロ
ン

ト
地
区
関
連
の

O
D

を
作
成
す
る
と
い
っ
た
流
れ
で
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

 
 
ま
ず
、

M
IC

E
施

設
の
イ
ベ
ン
ト
種
別
の
来
場
者
数
の
分
析
と
題
し
ま
し
て
、
平
日
・
休
日
別
に
、
あ
と
は
、

コ
ン

サ
ー

ト
と

展
示

会
と
い

っ
た

ふ
う
に

イ
ベ

ン
ト
種

別
を

内
訳
で

出
し

て
お
り

ま
す

け
ど
も

、
ま

ず
平
日

に
お

き
ま
し
て
は
展
示
会
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
あ
る
い
は
展
示
会
の
み
と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
し
て
、

休
日

で
は

展
示

会
と

コ
ン
サ

ー
ト

の
複
合

型
と

い
う
も

の
が

圧
倒
的

に
多

い
と
い

う
よ

う
な
傾

向
に

な
っ
て

お
り

ま
す

。
こ

ち
ら

が
来

場
者
数

の
分

析
で
ご

ざ
い

ま
す
け

ど
も

、
横
軸

が
来

場
者
数

で
縦

軸
が
イ

ベ
ン

ト
の
開

催
数

で
す

。
平

均
の

来
場

者
数
よ

り
も

少
な
い

、
来

場
者
数

の
イ

ベ
ン
ト

開
催

数
が
多

い
と

い
っ
た

よ
う

な
傾
向

に
な

っ
て
お
り
ま
し
て
、
そ
れ
が
平
休
、
イ
ベ
ン
ト
種
別
変
わ
ら
ず
そ
う
い
っ
た
傾
向
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

 
 

以
上

の
分
析

で
、

先
ほ
ど

の
デ

ー
タ
、

福
岡

市
さ
ん

の
統

計
デ
ー

タ
を

基
に
分

析
し

た
も
の

で
ご

ざ
い
ま

す
け

ど
も
、
デ
ー
タ
の
取
得
区
分
と
い
た
し
ま
し
て
、
平
休
別
に
、
あ
る
い
は
イ
ベ
ン
ト
の
種
別
、

A
、

B
、

C
と
し
て

お
り
ま
す
け
ど
も
、

A
が
展
示
会
と
コ
ン
サ
ー
ト
の
重
複
型
で
、

B
が
展
示
会
の
み
、

C
が
コ
ン
サ
ー
ト
の
み
で

す
。

D
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
が
何
も
開
催
さ
れ
て
い
な
い
日
と
い
っ
た
と
こ
ろ
も
併
せ
て
デ
ー
タ
を
抽
出
し
て
お
り

ま
し

て
、

さ
ら

に
先

ほ
ど
の

平
均

来
場
者

数
よ

り
も
多

い
、

あ
る
い

は
少

な
い
と

い
っ

た
区
分

に
つ

い
て
も

デ
ー

タ
を
取
っ
て
分
析
を
し
て
お
り
ま
す
。

 
 

デ
ー

タ
属
性

に
つ

き
ま
し

て
は

、
秘
匿

と
い

う
人
口

流
動

統
計

の
特

徴
を

、
な

る
べ

く
排
除

し
た

い
と
い

う
こ

と
で

、
最

低
限

必
要

な
デ
ー

タ
属

性
に
つ

い
て

設
定
い

た
し

ま
し
て

デ
ー

タ
を
抽

出
し

て
お
り

ま
す

。
空
間

特
性

に
つ

き
ま

し
て

は
、

ウ
ォ
ー

タ
ー

フ
ロ
ン

ト
地

区
と
天

神
・

博
多
ぐ

ら
い

は
、
い

わ
ゆ

る
パ
ー

ソ
ン

ト
リ
ッ

プ
調

査
の

C
ゾ
ー
ン
レ
ベ
ル
で
把
握
し
ま
し
た
。
そ
の
他
に
つ
い
て
は
適
宜
集
約
し
て
ゾ
ー
ン
を
設
定
し
て
お
り
ま
す
。

ゾ
ー

ン
の

設
定

に
当

た
り
ま

し
て

は
、
パ

ー
ソ

ン
ト
リ

ッ
プ

調
査
の

デ
ー

タ
で
、

ウ
ォ

ー
タ
ー

フ
ロ

ン
ト
地

区
関

連
の

O
D

の
分
布
を
集
計
い
た
し
ま
し
て
、
あ
る
程
度
の

O
D

の
量
が
確
保
で
き
る
と
い
う
ゾ
ー
ン
を
確
認
し
た

上
で
設
定
し
て
お
り
ま
す
。

 
 
こ
ち
ら
（

2-
93

頁
下
）
か
ら
が
人
口
流
動
統
計
を
抽
出
し
た
結
果
の
ご
説
明
に
な
り
ま
す
。
あ
る
程
度
実
績
値

と
の

差
異

が
少

な
く

な
る
よ

う
に

設
定
し

ま
し

た
。
上

の
グ

ラ
フ
の

一
番

右
が
パ

ー
ソ

ン
ト
リ

ッ
プ

調
査
の

デ
ー

タ
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
大
体
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
地
区
で

1
万

5,
00

0
ト
リ
ッ
プ
ぐ
ら
い
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ

調
査
で
得
ら
れ
た
の
で
す
が
、
人
口
流
動
統
計
で
す
と
そ
れ
よ
り
も

2
分
の

1
か

3
分
の

1
ぐ
ら
い
少
な
い
結
果

参-13



に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
に
つ
い
て
は
ま
た
後
ほ
ど
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

 
 
も
う
一
つ
、
人
口
流
動
統
計
で
特
徴
的
な
と
こ
ろ
で
、
圏
域
外
の
デ
ー
タ
も
把
握
で
き
る
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

平
日
は
大
体

1
割
か

ら
4
割
ぐ
ら
い
、
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
て
お
り
ま
し
て
、
休
日
に
お
き
ま
し
て
は
イ
ベ
ン
ト
が

た
く

さ
ん

開
催

さ
れ

て
い
る

と
い

う
こ
と

も
ご

ざ
い
ま

す
の

で
、
圏

域
外

の
方
が

圏
域

内
の
人

よ
り

も
多
い

と
い

っ
た
よ
う
な
実
態
も
分
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

 
 
こ
ち
ら
（

2-
94

頁
上
）
が
既
存
調
査
と
の
整
合
性
の
検
証
で
ご
ざ
い
ま
す
け
ど
も
、
ま
ず
そ
の

1
と
し
て
お
り

ま
す

の
が

、
パ

ー
ソ

ン
ト
リ

ッ
プ

調
査
の

デ
ー

タ
を
用

い
ま

し
て
、

整
合

性
の
検

証
を

試
み
ま

し
た

。
同
じ

よ
う

な
デ

ー
タ

特
性

区
分

で
、
サ

ン
プ

ル
数
が

、
い

わ
ゆ
る

標
本

数
が
少

な
い

場
合
を

外
し

て
集
計

し
て

み
ま
し

た
。

そ
う
し
た
場
合
、
集
計
サ
ン
プ
ル
値
の
閾
値
が

3
未
満
の
場
合
で
す
と
、
大
体
人
口
流
動
統
計
の
デ
ー
タ
と
ほ
ぼ

整
合

し
ま

す
。

す
な

わ
ち
人

口
流

動
統
計

に
お

き
ま
し

て
は

、
実
績

値
と

の
差
異

が
少

な
く
な

る
よ

う
に

区
分

設

定
を

行
い

ま
す

と
実

績
値
と

ほ
ぼ

整
合
す

る
よ

う
な
可

能
性

を
示
唆

し
て

い
る
の

で
は

な
い
か

と
考

え
ま
す

。
さ

ら
に
、
そ
の

2
と
い
た
し
ま
し
て
、
デ
ー
タ
を
さ
ら
に
ド
コ
モ
さ
ん
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
て
、
人
口
流
動
統
計
の

デ
ー

タ
属

性
の

集
計

区
分
を

な
る

べ
く
最

小
限

に
し
た

デ
ー

タ
を

い
た

だ
い

て
検

証
し

て
み
ま

し
た

。
そ
う

す
る

と
、
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
で

1
万

5,
00

0
ト

リ
ッ
プ
ぐ
ら
い
で
す
が
、
そ
れ
が
人
口
流
動
統
計
で
す
と

1
万

8,
00

0
ぐ
ら
い
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、

P
T
集
計
値
と
の
差
異
が
大
体
改
善
し
て
き
ま
し
た
。
誤
差
率
が
大
体

2
割

ぐ
ら

い
ま
で

に
収

ま
り
ま

し
た

と
。
と

い
う

こ
と
で

、
ウ

ォ
ー
タ

ー
フ

ロ
ン
ト

地
区

の
移
動

デ
ー

タ
は
パ

ー
ソ

ン
と

大
体

合
っ

て
き

た
と
い

う
こ

と
を
も

っ
て

人
口
流

動
統

計
で
取

得
で

き
て
い

る
と

判
断
し

た
わ

け
で
ご

ざ
い

ま
す
。

 
 
考
察
と
い
た
し
ま
し
て
、
ゾ
ー
ン
を
集
約
す
る
と
か
、
そ
う
い
っ
た
ふ
う
に
し
て

O
D

分
布
の
偏
り
を
緩
和
し

て
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

 
人
口
流
動
統
計
を
用
い
た
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
地
区
関
連
の

O
D

の
作
成
と
い
う
こ
と
で
、
こ
う
い
っ
た
フ

ロ
ー
（

2-
94

頁
下
）
で
デ
ー
タ
を
作
っ
て
お
り
ま
す
。

 
 

ま
ず

、
総
ト

リ
ッ

プ
数
の

設
定

と
い
う

こ
と

で
、
イ

ベ
ン

ト
が
な

い
日

と
あ
る

日
に

今
回
デ

ー
タ

を
入
手

し
ま

し
た

。
ま

ず
、

イ
ベ

ン
ト
が

な
い

日
に
つ

き
ま

し
て
は

、
人

口
流
動

統
計

の
デ
ー

タ
を

用
い
る

と
。

福
岡
市

さ
ん

の
デ
ー
タ
で

M
IC

E
施

設
関
連
の
実
績
が
分
か
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
足
し
合
わ
せ
て
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ

ン
ト

地
区

関
連

の
総
ト

リ
ッ

プ
を
設

定
し

て
お
り

ま
す

。
総
ト

リ
ッ

プ
数
を

設
定

し
た
後

、
O

D
分

布
を
設
定

し

ま
す
。
こ
ち
ら
は
人
口
流
動
統
計
の
分
布
パ
タ
ー
ン
を
用
い
て

O
D

比
を
作
る
と
い
う
流
れ
で
設
定
し
て
お
り
ま

す
。

 
デ
ー
タ
を
作
っ
た
結
果
を
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。
上
側
の
グ
ラ
フ
（

2-
95

頁
右
上
図
）
は

、
平
日
と
パ
ー
ト
ン

ト
リ

ッ
プ

調
査

の
デ
ー

タ
を

比
較
い

た
し

ま
し
て

、
O

D
分

布
が
ど
う

な
っ
て

い
る

か
。
赤

い
点

線
が
パ

ー
ソ

ン

ト
リ
ッ
プ
調
査
で
、
青
と
オ
レ
ン
ジ
の
棒
グ
ラ
フ
が
人
口
流
動
統
計
で
ご
ざ
い
ま
す
け
ど
も
、
大
体

O
D

の
分
布

の
傾

向
が

一
致

し
て

い
る
よ

う
に

見
受
け

ら
れ

ま
す
。

た
だ

し
、
博

多
区

に
お
き

ま
し

て
は
人

口
流

動
統
計

が
や

や
多
く
な
っ
て
い
る
。

 
 

こ
の

こ
と
を

考
察

い
た
し

ま
す

と
、
博

多
駅

の
滞
在

が
増

え
た
の

で
は

な
い
か

と
。

要
因
と

し
て

は
パ
ー

ソ
ン

ト
リ

ッ
プ

調
査

以
降

に
九
州

新
幹

線
等
が

開
通

し
た
り

、
あ

る
い
は

、
商

業
施
設

が
で

き
た
た

め
に

滞
在
が

増
え

た
と

考
察

し
て

お
り

ま
す
。

こ
ち

ら
は
平

休
の

比
較
で

ご
ざ

い
ま
す

。
と

く
に
見

て
い

た
だ
き

た
い

の
が
一

番
右

の
オ
レ
ン
ジ
の
グ
ラ
フ
で
、
そ
の
他
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
ち
ら
が
県
外
の
ト
リ
ッ
プ
の
差
で
す
け
ど
も
、

休
日

が
平

日
に

比
べ

て
倍
ぐ

ら
い

ト
リ
ッ

プ
が

多
い
こ

と
が

特
徴
的

に
出

て
い
る

と
思

い
ま
す

。
こ

ち
ら
（

2-
95

頁
下
）
が

G
IS

に
落
と
し
た
絵
で
す
け
ど
も
、
ま
ず
、
平
日
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
な
い
と
き
の
ト
リ
ッ

プ
の

分
布

で
ご

ざ
い

ま
し
て

、
県

内
居
住

者
が

ウ
ォ
ー

タ
ー

フ
ロ
ン

ト
地

区
に
集

ま
っ

て
い
る

状
況

が
分
か

る
わ

け
で

す
が

、
イ

ベ
ン

ト
が
開

催
さ

れ
て
い

る
日

だ
と
結

構
色

が
濃
く

な
っ

て
い
る

こ
と

が
分
か

る
か

と
思
い

ま
す

し
、
県
外
居
住
者
も
多
く
訪
れ
て
い
る
と
い
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

 
さ

ら
に

、
休
日

の
イ

ベ
ン
ト

が
開

催
さ
れ

て
い

る
日
で

は
、

色
が
濃

く
な

っ
て
い

る
の

が
分
か

る
か

と
思
い

ま

す
。

 
こ
ち
ら
（

2-
97

頁
上
）
か
ら
は
、
デ
ー
タ
の
特
徴
的
な
と
こ
ろ
を
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。
大
相
撲
が
開
催
さ
れ

て
い

る
日

の
デ

ー
タ

を
取
っ

て
お

り
ま
し

て
、

高
齢
者

の
人

が
多
か

っ
た

り
、
あ

る
い

は
、
夏

休
み

の
デ
ー

タ
で

す
と
若
年
層
の
構
成
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
ち
ら
（

2-
97

頁
下
）
は
性
別
で
す
が
、
男
性
ア
イ
ド

ル
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
る
日
は
女
性
の
構
成
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
下
側
は
、
休
日
に
な
り
ま
す
が
、

産
業

・
工

業
系

展
示

会
、
い

わ
ゆ

る
業
務

系
の

方
が
多

く
集

ま
る
イ

ベ
ン

ト
で
す

と
、

や
は
り

男
性

が
多
く

な
る

と
い
っ
た
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。
こ
ち
ら
（

2-
98

頁
上
）
は
時
間
帯
で
す
。
上
側
が
平
日
で
、
下
側
が
休
日
で

す
。
休
日
に
な
り
ま
す
と
昼
前
後
に
訪
れ
る
と
い
っ
た
割
合
が
多
く
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

 

訪
日
外
国
人
に
つ
き
ま
し
て
も
デ
ー
タ
を
取
っ
て
お
り
ま
し
て
、

1
点
だ
け
ご
紹
介
し
ま
す
（

2-
98

頁
下
）
。
前

滞
在

と
後

滞
在

、
ウ

ォ
ー
タ

ー
フ

ロ
ン
ト

地
区

に
来
る

前
と

後
、
ど

こ
に

い
た
か

。
前

滞
在
の

方
が

圧
倒
的

に
多

い
と

い
う

こ
と

で
、

今
回
デ

ー
タ

を
取

っ
て

い
る

の
が

土
日

の
み
で

す
が

、
土
日

に
帰

国
を
し

て
い

る
と
。

韓
国

に
帰
国
し
て
い
る
人
が
多
い
と
い
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

 
 
最
後
に
、
課
題
整
理
と
い
う
こ
と
で
、
今
回
デ
ー
タ
を
取
っ
て
み
て
、
国
内
居
住
者
の
主
な
特
徴
で
あ
り
ま
す
、

休
日

で
す

と
か

イ
ベ

ン
ト
が

開
催

さ
れ
て

い
る

日
と
い

っ
た

と
こ
ろ

は
パ

ー
ソ
ン

ト
リ

ッ
プ
調

査
で

把
握
で

き
な

い
県

外
居

住
者

等
の

人
が
多

か
っ

た
と
い

っ
た

こ
と
や

、
あ

る
い
は

、
イ

ベ
ン
ト

種
別

に
構
成

の
違

い
が
分

か
っ

た
こ
と
が
特
徴
か
と
思
い
ま
す
。

 
 

た
だ

し
、
デ

ー
タ

の
課
題

と
し

ま
し
て

実
績

値
と
の

差
異

が
ご
ざ

い
ま

し
た
。

今
回

、
設
定

し
た

エ
リ
ア

な
り

属
性

と
い

う
と

こ
ろ

が
、
や

は
り

細
か
か

っ
た

の
か
な

と
思

っ
て
お

り
ま

す
。
そ

の
た

め
、
今

後
デ

ー
タ
属

性
の

区
分

を
少

な
く

す
る

、
ゾ
ー

ン
の

範
囲
を

広
め

に
取
る

と
い

っ
た
こ

と
に

留
意
し

て
、

な
る
べ

く
実

績
値
と

の
差

異
が

小
さ

く
な

る
よ

う
な
工

夫
が

必
要
か

と
考

え
て
お

り
ま

す
。
デ

ー
タ

の
活
用

と
い

た
し
ま

し
て

、
今
回

、
ゾ

ー
ン

を
集

約
し

て
分

析
し
て

お
り

ま
す
け

れ
ど

も
、
さ

ら
に

集
約
し

た
ゾ

ー
ン
か

ら
細

分
す
る

に
当

た
っ
て

、
既

存
の

分
布

モ
デ

ル
で

す
と
か

、
あ

る
い
は

パ
ー

ソ
ン

ト
リ

ッ
プ

調
査

デ
ー

タ
の
分

布
パ

タ
ー
ン

を
活

用
す
る

と
い

っ
た
こ
と
を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
以
上
で
発
表
を
終
わ
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
 ■

司
会

 
あ
り

が
と

う
ご
ざ

い
ま

し
た
。

続
き

ま
し
て

、
最

後
の
発

表
者

と
な
り

ま
す

。
人
口

流
動

統
計

の
活

用

事
例

：
E

T
C

2.
0

プ
ロ

ー
ブ

情
報

と
組

み
合

わ
せ

た
道
路

交
通

状
況
モ

ニ
タ

リ
ン
グ

の
提

案
」
と

題
し

ま
し
て

、

中
央

復
建

コ
ン

サ
ル

タ
ン
ツ

株
式

会
社
、

計
画

系
部
門

事
業

創
生
グ

ル
ー

プ
サ
ブ

リ
ー

ダ
ー
、

松
島

敏
和
よ

り
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
た
し
ま
す
。

 
 ■
松
島
 
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
原
石
磨
き
係
の
中
央
復
建
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
の
松
島
で
す
。

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す
。

大
人

に
な
っ

た
人

口
流
動

統
計

、
そ
の

門
出

を
祝
う

会
、

し
ん
が

り
を

務
め
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。
私

た
ち
の

発
表

で
す
け

ど
も

、
先
ほ

ど
今

井
先
生

が
、

つ
な
ぐ

こ
と

の
重
要

性
を

発
表
さ

れ
て

お
り

ま
し

た
が

、
わ

れ
わ
れ

は
少

し
そ
れ

を
や

っ
て
み

た
と

い
う
も

の
に

な
り
ま

す
。

つ
な
ぐ

対
象

が
E

T
C

2.
0

プ
ロ
ー
ブ
情
報
で
す
。
発
表
内
容
は
こ
の
よ
う
な
形
に
な
っ
て
ご
ざ
い
ま
す
。

 
 

ま
ず

、
わ
れ

わ
れ

の
研
究

体
制

は
、
近

畿
地

方
整
備

局
が

主
催
す

る
新

都
市
社

会
技

術
融
合

創
造

研
究
会

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

し
て

産
・
学

・
官

の
研
究

体
制

を
組
成

し
て

、
目
下

研
究

途
上
と

い
う

と
こ
ろ

で
す

。
こ
ち

ら
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

チ
ー

ム
は
、

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
リ

ー
ダ
ー

と
し

て
今
井

先
生

に
立
っ

て
い

た
だ

い
て

、
池

田
さ

ん
と

と
も

に
進

め
て

い
る

と
い
う

と
こ

ろ
で
す

。
国

総
研
の

皆
さ

ん
と
も

定
期

的
に
意

見
交

換
会
を

さ
せ

て
い
た

だ
い

て
い
る
と
い
う
状
態
で
す
。

 
 

研
究

の
背
景

で
す

。
戦
略

的
・

効
果
的

な
道

路
交
通

政
策

を
推
進

し
て

い
く
た

め
に

は
、
マ

ク
ロ

・
ミ
ク

ロ
の

多
角

的
な

観
点

か
ら

の
道
路

交
通

流
動

の
実

態
把

握
、

と
く

に
常
時

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
は

極
め
て

重
要

だ
と
考

え
て

お
り
ま
す
。
そ
の
中
枢
を
担
う

E
T

C
2.

0
プ

ロ
ー
ブ
情
報
は
、
わ
が
国
が
収
集
す
る
常
時
観
測
デ
ー
タ
で
、
道
路

交
通
政
策
の
展
開
に
向
け
た
活
用
が
非
常
に
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

 
 
そ
こ
で
、
わ
れ
わ
れ
は

E
T

C
2.

0
プ

ロ
ー
ブ
情
報
の
利
用
価
値
を
向
上
し
て
、
で
き
れ
ば
最
大
化
で
き
る
よ
う

に
交

通
流

動
の

総
量

把
握
が

し
た

い
と

考
え

て
ご

ざ
い

ま
す

。
と
こ

ろ
が

、
E

T
C

2.
0

プ
ロ

ー
ブ

情
報

は
、
ご

存

じ
の

と
お

り
あ

く
ま

で
も
サ

ン
プ

ル
デ
ー

タ
で

す
。
そ

の
た

め
交
通

流
動

の
総
量

把
握

に
は
拡

大
母

数
と
な

る
外

生
デ

ー
タ

が
必

要
に

な
り
ま

す
。

そ
こ
で

、
拡

大
母
数

と
し

て
人
口

流
動

統
計
の

活
用

に
わ
れ

わ
れ

は
着
目

し
ま

し
た
。
こ
ち
ら
（

2-
10

4
頁
上
）
が

E
T

C
2.

0
プ

ロ
ー
ブ
情
報
と
人
口
流
動
統
計
の
可
視
化
の
例
に
な
り
ま
す
。

E
T

C
2.

0
プ

ロ
ー
ブ
情
報
は
、
質
に
関
す
る
情
報
は
極
め
て
充
実
し
て
お
り
ま
す
。
こ
ち
ら
（

2-
10

4
頁

左
上
図
）

は
交
通
調
査
基
本
区
間
当
た
り
の
運
行

ID
で
、
平
た
く
言
う
と
通
っ
た
台
数
で
す
。
こ
の
形
で
高
規
格
幹
線
道
路

が
き

れ
い

に
浮

き
立

っ
て
い

る
と

。
し
か

も
そ

れ
が
経

路
つ

き
で
分

か
る

と
い
う

も
の

で
す
。

か
た

や
人
口

流
動

統
計
。
こ

ち
ら

（
2-

10
4

頁
右
上
図

）
は

近
畿
圏

の
パ

ー
ソ
ン

ト
リ

ッ
プ
調

査
の

中
ゾ
ー

ン
に

対
応
さ

せ
た

O
D

量
に
な
っ
て
い
ま
す
。
人
口
流
動
統
計
は
、
こ
の
よ
う
な
広
域
的
な

O
D

が
把
握
で
き
る
唯
一
無
二
の
ビ
ッ
グ
デ

ー
タ

で
あ

る
と

認
識

を
し
て

お
り

ま
す
。

こ
れ

を
よ
く

よ
く

見
て
み

る
と

、
人
の

流
れ

を
き
れ

い
に

、
京
都

、
大

阪
、
神
戸
み
た
い
な
形
で
京
阪
神
都
市
圏
が
き
れ
い
に
浮
き
立
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

 
 

E
T

C
2.

0
プ
ロ
ー
ブ
情
報
と
人
口
流
動
統
計
の
比
較
（

2-
10

4
頁

下
表
）
に
な
り
ま
す
。
ま
ず
着
目
い
た
だ
き
た

い
の
が
、
や
は
り
常
時
観
測
デ
ー
タ
で
す
。

36
5
日

24
時
間
い
つ
で
も
取
得
可
能
で
す
。
と
も
に
い
つ
で
も
取
得

可
能
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

E
T

C
2.

0
プ
ロ
ー
ブ
情
報
は
、

4
月
末
の
時
点
で

36
0
万

台
を
超
え
て
き
ま
し
た
。

人
口
流
動
統
計
は
ド
コ
モ
の
携
帯
電
話
約

7,
60

0
万
台
を

2
倍
し
て
し
ま
う
と
人
口
を
上
回
っ
て
し
ま
う
と
い
う

参-14



よ
う
な
状
態
で
す
。

研
究
の
目
的
に
な
り
ま
す
。

E
T

C
2.

0
プ
ロ
ー
ブ
情
報
と
人
口
流
動
統
計
は
、
と
も
に

24
時
間

36
5
日
取
得
可

能
な

常
時

観
測

デ
ー

タ
で
す

。
本

研
究
の

ポ
イ

ン
ト
は

、
こ

の
二
つ

の
常

時
観
測

デ
ー

タ
を
組

み
合

わ
せ
る

こ
と

で
、

利
用

価
値

の
高

い
道
路

交
通

状
況
モ

ニ
タ

リ
ン
グ

情
報

の
獲
得

を
ね

ら
っ
て

い
く

こ
と
で

す
。

先
ほ
ど

説
明

し
ま
し
た
が
、
道
路
交
通
の
質
に
関
す
る
情
報
が
極
め
て
充
実
し
て
い
る

E
T

C
2.

0
プ

ロ
ー
ブ
情
報
は
広
域
的
な

O
D

を
把

握
で

き
ま
す

。
量

の
妥
当

性
が

高
い
人

口
流

動
統
計

を
組

み
合
わ

せ
る

こ
と
で

質
と

量
を

両
方
あ

わ
せ

持
っ
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
情
報
が
作
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
ち
ら
（

2-
10

5
頁

下
）
が
広
域
的
道
路
交
通
状
況
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
全
体
構
想
で
す
。
こ
ち
ら
（

2-
10

5
頁

下

①
）
は

E
T

C
2.

0
プ
ロ
ー
ブ
情
報
由
来
の
経
路
つ
き
の

O
D

で
す
。
あ
く
ま
で
も
サ
ン
プ
ル
デ
ー
タ
で
す
け
ど
も
、

E
T

C
2.

0
由
来
の
経
路
つ
き

O
D

を
作
る
。
こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
（

2-
10

5
頁

下
②
）
は

、
人
口
流
動
統
計
由
来
の
中
ゾ

ー
ン
間

O
D

で
す
。
量
が
か
ち
っ
と
し
た

O
D

を
作
る
。
そ
の
自
動
車
の
経
路
を
持
っ
た

O
D

の
サ
ン
プ
ル
デ
ー

タ
、
こ
ち
ら
が
自
動
車

O
D

の
量
を
持
っ
た
人
口
流
動
統
計
由
来
の

O
D

量
。
こ
れ
を
拡
大
処
理
に
使
う
と
い
う

こ
と
で
、
め
で
た
く
道
路
交
通
状
況
の
総
量
が
把
握
で
き
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
日
の
報
告
内
容
は
、
人
口
流
動
統
計
の
活
用
事
例
と
い
う
こ
と
で
、
こ
ち
ら
の
ブ
ロ
ッ
ク
（

2-
10

6
頁

上
②
）

で
す
。
人
口
流
動
統
計
由
来
の
自
動
車

O
D

を
作
る
こ
と
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

人
口
流
動
統
計
の
自
動
車

O
D

の
把
握
手
法
で
す
が
、
ま
ず
は
人
ベ
ー
ス
の
自
動
車

O
D

量
の
把
握
で
す
。
こ
ち

ら
は
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
の
中
ゾ
ー
ン
ご
と
の

O
D

の
自
動
車
分
担
率
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
人
口
流
動
統

計
の
中
ゾ
ー
ン

O
D

に
掛
け
合
わ
せ
る
こ
と
で
人
ベ
ー
ス
の
自
動
車

O
D

量
を
把
握
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
そ
ち
ら

を
代
数
換
算
す
る
た
め
に
人
ベ
ー
ス
の
自
動
車

O
D

量
を
セ
ン
サ
ス

O
D

調
査
に
基
づ
く
平
均
乗
車
人
数
で
割
り

算
を

し
ま

す
。

配
布

資
料
で

は
、

少
し
勢

い
あ

ま
っ
て

「
乗

じ
る
」

と
書

い
て
し

ま
っ

て
い
ま

す
が

、
割
り

算
を

し
ま

す
。

申
し

訳
あ

り
ま
せ

ん
。

訂
正
さ

せ
て

い
た
だ

き
ま

す
。
わ

れ
わ

れ
が
考

え
て

い
る
こ

と
は

、
道
路

交
通

状
況

を
含

ん
だ

人
の

流
れ
の

変
動

と
い
う

も
の

が
自
動

車
分

担
率
や

平
均

乗
車
人

数
に

対
し
て

十
分

大
き
い

と
い

う
こ
と
を
仮
定
し
て
、
自
動
車
分
担
率
や
平
均
乗
車
人
数
を
固
定
パ
ラ
メ
ー
タ
と
し
て
扱
お
う
と
い
う
も
の
で
す
。 

そ
こ
で
、
や
っ
て
み
ま
し
た
。
近
畿
圏
を
対
象
と
し
て
提
案
手
法
で
自
動
車

O
D

を
試
行
し
て
み
ま
し
た
。
使

用
デ
ー
タ
は
人
口
流
動
統
計
、
こ
ち
ら
は
近
畿
圏
の

2
府

4
県
を
対
象
と
し
て

20
15

年
10

月
13

日
、

10
月

15
日
の

3
日
間
で
す
け
ど
も
、
そ
の

3
日
間
の
日
平
均
で
す
の
で
、

1
日
当
た
り
と
考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
デ
ー
タ
は
、
近
畿
圏
の
第

5
回
の
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
デ
ー
タ
を
使
っ

て
お
り
ま
す
。

20
10

年
の
秋
期
の
調
査
で
あ
り
、

20
10

年
の
国
勢
調
査
を
拡
大
母
数
と
し
て
い
ま
す
が
、
人
口

流
動
統
計
の
年
次
と
合
わ
せ
る
た
め
に

20
15

年
の
住
基
台
帳
デ
ー
タ
に
拡
大
母
数
を
更
新
し
て
お
り
ま
す
。
セ

ン
サ
ス

O
D

デ
ー
タ
は
、

20
10

年
秋
期
の
も
の
を
使
っ
て
お
り
ま
す
。
す
べ
て
近
畿

2
府

4
県
を
対
象
と
し
て
い

ま
す
。
こ
ち
ら
が
結
果
で
す
。

O
D

総
量
と
し
て
は

1,
15

0
万

ト
リ
ッ
プ
程
度
で
す
。
内
々
ト
リ
ッ
プ
が
や
は
り

多
く
、
兵
庫
県
や
滋
賀
県
等
の
内
々
ト
リ
ッ
プ
が
多
い
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

地
域
間
流
動
に
目
を
向
け
て
み
ま
す
と
、
人
口
流
動
統
計
に
よ
る
自
動
車

O
D

量
は
、
姫
路
市
関
係
、
大
津
市

関
係

、
兵

庫
県

、
滋

賀
県
、

和
歌

山
、
和

歌
山

市
関
連

の
よ

う
な
郊

外
部

で
大
き

い
傾

向
に
な

り
ま

す
。
何

と
比

較
し

て
か

と
い

う
と
、

こ
ち

ら
（

2-
10

8
頁

右
上

図
）

の
全
手

段
と

比
較
し

て
に

な
り
ま

す
。

全
手
段

の
場

合
は

や
は

り
都

市
活

動
と

い
う
意

味
で

公
共
交

通
を

利
用
し

て
い

て
こ
う

い
う

ふ
う
に

京
阪

神
が
浮

き
立

っ
て
い

る
と

い
う
状
況
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
こ
れ
は
感
覚
に
合
う
な
と
い
う
形
で
す
。

感
覚
に
合
う
な
と
い
う
こ
と
だ
け
言
っ
て
い
て
も
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
セ
ン
サ
ス

O
D

を
パ
ー
ソ
ン
ト
リ

ッ
プ
調
査
の
中
ゾ
ー
ン
ご
と
に
集
約
し
て
比
較
を
し
て
み
ま
し
た
。
人
口
流
動
計
に
よ
る
自
動
車

O
D

の
総
量
は
、

セ
ン
サ
ス

O
D

の
全
車
種
に
対
し
て

61
％
で
、
乗
用
車
に
対
し
て

85
％

と
い
う
こ
と
で
、
は
っ
き
り
言
っ
て
合

っ
て

な
い

で
す

。
合

っ
て
な

い
理

由
も
い

ろ
い

ろ
考
え

ら
れ

ま
す
。

年
次

の
違
い

、
自

動
車
分

担
率

に
も
と

も
と

パ
ー

ソ
ン

ト
リ

ッ
プ

調
査
は

営
業

車
両
等

が
含

ま
れ
て

い
な

い
と
い

う
よ

う
な
状

況
、

平
均
乗

車
人

数
が
少

し
大

き
い

と
い

う
感

覚
も

あ
り
ま

す
。

で
す
が

、
こ

の
こ
と

よ
り

も
重
要

な
の

が
両
者

の
相

関
で
す

。
量

は
人
口

流
動

統
計
の

O
D

量
が
少
な
い
も
の
の
、
こ
の
両
者
の
相
関
性
と
い
う
の
は
極
め
て
高
く
、
こ
の
よ
う
に
散
布
図
を
描

い
て
み
る
と
（

2-
10

8
頁
下
）
ほ
ぼ
一
直
線
に
並
び
ま
す
。

 
考

察
で
す

。
人

口
流
動

統
計

に
よ
る

自
動
車

O
D

の
分

布
傾
向

に
は

妥
当
性

が
認

め
ら
れ

る
だ

ろ
う
と

。
O

D
交

通
量

の
補
正

と
し

て
パ
ラ

メ
ー

タ
の
キ

ャ
リ

ブ
レ
ー

シ
ョ

ン
が
必

要
で

は
な
い

か
と

考
え
ま

す
。

ど
こ
ま

で
や

る
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
人
口
流
動
統
計
の
日
変
動
の
幅
に
セ
ン
サ
ス

O
D

が
収
ま
る
程
度
か
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
キ
ャ
リ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
と
し
ま
し
て
は
、
セ
ン
サ
ス

O
D

に
対
し
て
人
口
流
動
統
計
の
整
合
性
が

高
ま

る
よ

う
に

平
均

乗
車
人

数
を

調
整
す

る
こ

と
、

パ
ー

ソ
ン

ト
リ

ッ
プ

調
査
の

乗
車

分
担
率

を
調

整
す
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
ま

す
。

こ
う
い

う
プ

ロ
セ
ス

で
妥

当
性
が

認
め

ら
れ
る

パ
ラ

メ
ー
タ

が
設

定
で
き

ま
し

た
ら
、

時
々

刻
々

と
変

化
す

る
交

通
流
動

の
全

体
像
を

時
間

的
・
空

間
的

に
シ
ー

ム
レ

ス
に
把

握
が

で
き
る

の
で

は
な
い

か
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

想
定

す
る
ユ

ー
ス

ケ
ー
ス

で
す

。
ま
ず

、
道

路
政
策

の
観

点
か
ら

い
き

ま
す
と

、
広

域
的
道

路
状

況
モ
ニ

タ
リ

ン
グ

に
よ

っ
て

機
動

的
な
道

路
施

策
の
展

開
に

資
す
る

基
礎

情
報
が

得
ら

れ
る
の

で
は

な
い
か

と
。

た
と

え
ば

、

私
は

E
T

C
2.

0
プ
ロ
ー
ブ
情
報
の
存
在
価
値
だ
と
思
っ
て
い
る
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、

T
D

M
で
す
ね
、
こ
れ

が
で

き
る

の
で

は
な

い
か
。

ま
た

、
客
観

指
標

と
し
て

の
ス

ト
ッ
ク

効
果

の
計
測

等
が

で
き
る

の
で

は
な
い

か
と

考
え

て
い

ま
す

。
一

方
、
都

市
施

策
の
観

点
か

ら
い
き

ま
す

と
、
自

動
車

交
通
か

ら
の

都
市
活

動
、

あ
る
い

は
都

市
圏

活
動

の
モ

ニ
タ

リ
ン
グ

が
で

き
る
の

で
は

な
い
か

。
例

と
し
ま

し
て

は
休
日

観
光

で
あ
っ

た
り

、
マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
で

す
。

ま
た

、
ま
ち

づ
く

り
施
策

に
向

け
た
分

析
対

象
地
域

の
位

置
づ
け

や
、

各
種
分

析
の

説
得
力

向
上

に
も
資
す
る
の
で
は
な
い
か
。
た
と
え
ば
、
ス
マ
ー
ト
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
支
援
等
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
と
め
で
す
。
人
口
流
動
統
計
を
活
用
し
た

E
T

C
2.

0
プ

ロ
ー
ブ
情
報
に
よ
る
広
域
的
道
路
交
通
状
況
モ
ニ
タ

リ
ン

グ
の

手
法

を
考

え
て
実

際
に

や
っ

て
み

ま
し

た
。

今
後

、
提
案

手
法

の
価
値

は
ど

ん
ど
ん

ど
ん

ど
ん
高

ま
っ

て
い

く
の

で
は

な
い

か
と
思

っ
て

お
り
ま

す
。

E
T

C
2.

0
プ

ロ
ー

ブ
情

報
の

デ
ー
タ

の
精

度
の
向

上
、

あ
と
は

、

人
口
流
動
統
計
の
高
度
化
研
究
の
さ
ら
な
る
進
展
。
そ
れ
と
交
通

IC
デ
ー
タ
、
今
少
し
不
透
明
な
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
す
け
ど
も
、
流
通
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
答
え
合
わ
せ
が
逆
算
的
に
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
一
丸
と
な
っ
て
、
社
会
実
装
を
強
く
意
識
し
た
研
究
開
発
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ご
清
聴
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
第
Ⅱ
部
質
疑
応
答
）

■
司
会
 
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
、
第

2
部
全
体
の
質
疑
応
答
に
入
り
ま
す
。
ご
質
問
、
ご
意

見
等

、
ご

ざ
い

ま
し

た
ら
挙

手
に

て
お
知

ら
せ

く
だ
さ

い
。

な
お
、

ご
質

問
の

前
に

所
属

、
お

名
前

、
ど
な

た
へ

の
ご

質
問

か
を

お
っ

し
ゃ
っ

て
い

た
だ
い

て
か

ら
ご
質

問
を

お
願
い

い
た

し
ま
す

。
そ

れ
で
は

、
ご

質
問
ご

ざ
い

ま
す
方
、
挙
手
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
マ
イ
ク
を
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

■
質

問
者

 
○

○
で

す
。
株

式
会

社
ド
コ

モ
・

イ
ン
サ

イ
ト

マ
ー
ケ

テ
ィ

ン
グ
の

小
田

原
さ
ま

に
ご

質
問
さ

せ
て

く
だ

さ
い

。
バ

ス
の

デ
ー
タ

活
用

と
い
う

こ
と

で
、
と

て
も

興
味
深

く
聞

か
せ
て

い
た

だ
き
ま

し
た

。
あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
す

。
1

点
お

聞
き

さ
せ

て
い

た
だ
き

た
い

の
が
、

ル
ー

タ
の
地

図
状

の
空
間

的
な

分
析
や

、
活

用
を

ご
提
案
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
の
時
間
帯
別
の

O
D

が
分
か
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

バ
ス

の
ダ

イ
ヤ

時
刻

表
へ
の

活
用

事
例
、

た
と

え
ば
、

通
勤

時
間
帯

に
多

い
、
あ

る
い

は
日
中

の
通

院
が
多

い
、

等
時

刻
的

な
分

析
に

使
わ
れ

た
事

例
が
も

し
あ

れ
ば
教

え
て

い
た
だ

け
れ

ば
と
思

い
ま

す
。
あ

り
が

と
う
ご

ざ
い

ま
す
。

■
小

田
原

 
ご

質
問

あ
り
が

と
う

ご
ざ
い

ま
す

。
人
口

流
動

統
計
の

時
間

帯
の
分

析
の

ご
紹
介

は
し

て
お
り

ま
せ

ん
が

、
時

間
帯

ご
と

に
ト
リ

ッ
プ

数
が
違

い
ま

す
と
い

う
デ

ー
タ
自

体
は

出
せ
ま

し
て

、
ツ
ー

ル
自

体
も
そ

う
い

っ
た

時
間

帯
ご

と
の

デ
ー
タ

に
は

対
応
し

て
お

り
ま
す

。
た

と
え
ば

、
朝

の
バ
ス

の
運

行
本
数

と
朝

の
ト
リ

ッ
プ

数
が

ど
う

い
う

関
係

に
あ
る

か
と

い
っ
た

分
析

は
可
能

で
す

の
で
、

今
後

も
し
ご

紹
介

の
機
会

が
あ

れ
ば
、

そ
う

い
っ
た
事
例
も
お
伝
え
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

■
司
会
 
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

■
質

問
者

 
○

○
と

申
し
ま

す
。

小
田
原

さ
ま

に
お
伺

い
し

ま
す
。

私
も

バ
ス
の

ツ
ー

ル
を
ダ

ウ
ン

ロ
ー
ド

し
て

み
ま
し
た
が
、
正
直
ま
だ
こ
の
時
点
で
は
あ
ま
り
機
能
も
足
り
な
く
て
使
う
の
は
厳
し
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、

平
成

30
年
度
に
人
口
流
動
統
計
に
対
応
す
る
と
い
う
こ
と
で
期
待
が
持
て
る
な
と
思
い
ま
し
た
。
バ
ス
な
ら
バ
ス

で
目

的
を

決
め

て
ツ

ー
ル
開

発
す

る
こ
と

が
、

結
局
は

普
及

の
鍵
を

握
っ

て
い
る

と
思

い
ま
す

が
、

そ
れ
を

官
主

導
で
こ
う
い
う
ツ
ー
ル
を
ど
ん
ど
ん
作
り
続
け
て
い
く
つ
も
り
な
の
か
、
あ
る
い
は
、

D
IM

さ
ま
が
ツ
ー
ル
を
整

備
し

て
い

く
の

か
。

あ
る
い

は
、

サ
ー
ド

パ
ー

テ
ィ

ー
が

作
っ

て
い

く
の

か
。
誰

が
主

体
に
な

っ
て

作
っ
て

い
く

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
な
の
で
し
ょ
う
か
。

■
小

田
原

 
ご

質
問

あ
り
が

と
う

ご
ざ
い

ま
す

。
誰
が

主
体

と
い
う

よ
り

も
そ
れ

ぞ
れ

ニ
ー
ズ

に
合

わ
せ
た

も
の

を
そ

れ
ぞ

れ
の

立
場

で
開
発

し
て

い
く
の

が
よ

い
の
で

は
な

い
か

と
私

は
思

っ
て

い
ま

す
。
一

例
と

し
て
、

さ
い

参-15



た
ま
市
さ
ん
で
い
ろ
い
ろ
取
り
組
み
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
例
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 
 
ど
う
い
っ
た
取
り
組
み
か
と
い
い
ま
す
と
、

T
ab

le
au

（
タ
ブ
ロ
ー
）
と
い
う

B
I（

ビ
ジ
ネ
ス
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ

ン
ス
）
ツ
ー
ル
、
皆
さ
ん
ご
存
じ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の

B
I
ツ
ー
ル
を
用
い
て
エ
リ
ア
ご
と
の
人
口
が
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
そ
の
人
口
が
昼
間
ど
こ
へ
流
出
し
て
い
る
か
み
た
い
な
と
こ
ろ
を

G
IS

や
分
析
ツ
ー

ル
の

専
門

知
識

が
な

い
方
で

も
簡

単
に
デ

ー
タ

を
得
ら

れ
る

よ
う
な

も
の

を
ご
提

供
し

て
お
り

ま
し

て
、
た

と
え

ば
、

こ
う

い
っ

た
も

の
を
現

場
の

方
に
ど

ん
ど

ん
展
開

し
て

使
っ
て

い
た

だ
い
て

、
そ

の
フ
ィ

ー
ド

バ
ッ
ク

を
得

て
ま
た
改
良
し
て
い
く
よ
う
な
と
こ
ろ
は
ド
コ
モ
・
イ
ン
サ
イ
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
し
て
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た

、
ツ

ー
ル

開
発

を
し
た

い
他

社
さ
ん

に
は

そ
の
た

め
の

デ
ー
タ

を
ご

提
供
さ

せ
て

い
た
だ

い
て

、
他
社

さ
ん

の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

B
I
ツ
ー
ル
を
ご
提
供
す
る
と
い
っ
た
事
例
も
ご
ざ
い
ま
す
。

 
 
今
は
ま
だ
、
ど
こ

1
社
が
頑
張
る
と
い
う
よ
り
も
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
い
ろ
い
ろ
な
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
て
、

お
客

さ
ま

の
声

を
聞

き
な
が

ら
ど

ん
ど
ん

提
供

し
て
い

く
の

が
広
げ

て
い

く
た
め

に
は

よ
い
か

と
私

と
し
て

は
思

っ
て
お
り
ま
す
。

 
 ■
司
会
 
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

 
 ■

質
問

者
 
○

○
と

申
し
ま

す
。

本
日
は

発
表

あ
り
が

と
う

ご
ざ
い

ま
し

た
。
山

田
さ

ま
の
発

表
で

お
聞
き

し
た

い
こ

と
が

ご
ざ

い
ま

す
。
午

前
中

の
セ
ッ

シ
ョ

ン
で
も

あ
り

ま
し
た

と
お

り
、
パ

ー
ソ

ン
ト
リ

ッ
プ

調
査
に

合
わ

せ
る
必
要
は
そ
こ
ま
で
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
資
料
の

12
ペ
ー
ジ
で
見
ま
す
と
、
当
初
設
定
し
た
ゾ

ー
ン
で
は

5,
30

0
ト
リ
ッ
プ
で
、
ゾ
ー
ン
を
集
約
し
た
ら
秘
匿
が
解
消
さ
れ
て

1
万

8,
00

0
ト
リ
ッ
プ
、

3
倍
強

ま
で

に
な

っ
た

と
い

う
こ
と

で
、

お
金
を

か
な

り
払
っ

て
買

っ
た
デ

ー
タ

で
、
こ

れ
だ

け
秘
匿

が
あ

る
と
結

構
シ

ョ
ッ
ク
だ
と
思
い
ま
す
。

 
 
ゾ
ー
ン
の
設
定
す
る
際
に
、
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
一
定
の

O
D

量
が
確
保
で
き
そ
う

な
ゾ
ー
ン
を
設
定
し
た
と
い
う
ご
説
明
を
い
た
だ
い
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
ど
れ
ぐ
ら
い
の

O
D

量
が
あ
る
と
見

込
ん

で
ゾ

ー
ン

を
設

定
し
た

の
で

し
ょ
う

か
。

実
際
に

人
口

流
動
統

計
デ

ー
タ
を

入
手

し
た
と

き
に

、
こ
の

ゾ
ー

ン
で

は
取

れ
る

と
思

っ
て
い

た
の

に
取
れ

な
か

っ
た

と
い

う
こ

と
が

多
か

っ
た
の

か
、

ど
の
よ

う
に

し
て

当
初

の

ゾ
ー

ン
決

め
を

し
た

の
か
。

デ
ー

タ
を
入

手
し

て
、

秘
匿

状
況

を
見

た
と

き
に
ど

の
よ

う
な
感

覚
だ

っ
た
の

か
と

い
う
点
を
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
な
と
思
い
ま
す
。

 
 ■

山
田

 
ご
質

問
あ

り
が
と

う
ご

ざ
い
ま

し
た

。
ご
指

摘
い

た
だ
い

た
と

お
り

、
パ

ー
ソ

ン
ト

リ
ッ

プ
調
査

が
真

値
か

と
言

わ
れ

る
と

そ
う
は

思
っ

て
い
ま

せ
ん

。
た
だ

し
、

比
較
で

き
る

デ
ー
タ

が
パ

ー
ソ
ン

ト
リ

ッ
プ
調

査
だ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
整
合
性
の
検
証
を
し
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

 
 
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
で
あ
る
程
度
の

O
D

量
が
確
保
で
き
る
ゾ
ー
ン
と
ご
説
明
い
た
し
ま
し
た
が
、
ゾ
ー

ン
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
多
い
と
こ
ろ
だ
と

50
0
だ
と
か

60
0。

少
な
い
と
こ
ろ
だ
と
ど

う
し
て
も
塊
で
欲
し
い
ゾ
ー
ン
と
い
う
と
こ
ろ
も
設
定
し
て
お
り
ま
ま
す
。
せ
め
て

10
0
と
か

20
0
ぐ
ら
い
は
欲

し
い
、
こ
の
よ
う
に
発
注
者
さ
ん
と
協
議
し
な
が
ら
詰
め
て
い
っ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

 
 

そ
れ

で
も
や

は
り

街
中
で

す
と

ウ
ォ
ー

タ
ー

フ
ロ
ン

ト
、

天
神
と

博
多

あ
た
り

に
大

体
パ
ー

ソ
ン

ト
リ
ッ

プ
調

査
の

C
ゾ
ー
ン
に
近
い
形
で
設
定
し
ま
し
た
が
、
デ
ー
タ
が
取
れ
な
い
、
少
な
い
と
い
っ
た
と
こ
ろ
は
出
て
お
り

ま
す
。
や
は
り
、

C
ゾ
ー
ン
が
小
さ
い
た
め
、
人
口
流
動
統
計
デ
ー
タ
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
と
課
題
が
あ
る
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。

 
 ■

質
問

者
 
あ

り
が

と
う
ご

ざ
い

ま
す
。

も
し

、
今
同

じ
調

査
を
や

ろ
う

と
し

た
と

き
に

、
や

は
り

エ
リ
ア

を
集

約
し

た
方

が
い

い
の

か
。
そ

れ
と

も
時
間

帯
、

年
代

と
い

う
よ

う
な

も
の

を
、
当

然
分

析
し
た

い
内

容
に
よ

る
と

思
い
ま
す
が
、
ど
れ
が
効
き
そ
う
と
い
う
の
は
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

 
 ■

山
田

 
憶
測

な
の

で
何
と

も
言

い
が
た

い
と

こ
ろ
で

は
あ

り
ま
す

が
、

個
人
的

に
ト

ラ
イ
し

た
い

と
思
っ

て
い

る
こ
と
が
、
時
間
帯
の

5
区
分
設
定
、
年
代
の

3
区
分
設
定
を
排
除
す
る
こ
と
。
あ
る
程
度
細
か
い
ゾ
ー
ン
で
取

る
。

た
だ

し
、

実
際

に
デ
ー

タ
を

取
っ
て

み
た

わ
け
で

は
な

い
の
で

、
何

と
も
言

え
な

い
と
こ

ろ
で

は
あ
り

ま
す

が
、
何
か
し
ら
の
情
報
を
捨
て
る
と
い
っ
た
と
こ
ろ
は
考
え
て
い
け
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

 
 ■
質
問
者
 
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 
 

■
池

田
 

今
の

ご
質

問
に
少

し
だ

け
フ
ォ

ロ
ー

さ
せ
て

い
た

だ
き
ま

す
。

ド
コ
モ

の
池

田
で
す

。
ま

ず
、
秘

匿
に

関
し

て
は

、
全

体
の

総
量
が

ど
う

な
っ
て

い
る

か
と
い

う
の

を
先
に

大
き

く
把
握

し
て

か
ら
、

ゾ
ー

ニ
ン
グ

を
意

識
し
ま
す
。
た
と
え
ば
、
ゾ
ー
ン
が
一
つ
に
な
る
よ
う
に
大
き
く
設
定
し
て
し
ま
う
と
、

1k
m

移
動
し
た
も
の
の

ト
リ

ッ
プ

は
取

れ
る

の
で
、

そ
れ

を
基
本

全
数

に
す
る

と
い

う
考
え

方
が

あ
り
ま

す
。

ゾ
ー
ニ

ン
グ

を
細
か

く
し

て
い

く
と

、
プ

ラ
イ

バ
シ
ー

の
観

点
で
秘

匿
さ

れ
る
た

め
、

ま
ず

あ
る

程
度

全
数

を
把

握
し
た

上
で

こ
う
い

っ
た

検
討

を
進

め
て

い
き

ま
す
。

ウ
ォ

ー
タ
ー

フ
ロ

ン
ト
と

そ
れ

以
外
は

、
せ

め
て
ゾ

ー
ン

を
分
け

て
把

握
し
た

い
と

要
望

が
あ

り
ま

し
た

の
で
、

二
つ

の
ゾ
ー

ン
に

分
け
て

ト
ラ

イ
を
し

ま
し

た
。
ま

た
、

ク
ロ
ス

し
た

区
分
に

す
れ

ば
す

る
ほ

ど
、

秘
匿

の
影
響

が
出

て
く
る

た
め

、
た
と

え
ば

、
時
間

帯
区

分
を
細

か
く

し
た
場

合
と

、
性
別

、
年

代
別
で
分
け
た
場
合
と
居
住
地
で
分
け
た
場
合
で
、
そ
れ
ぞ
れ
作
る
と
い
う
提
案
を
し
て
い
ま
す
。

 
 ■
質
問
者
 
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
総
量
と
し
て

1
万

8,
00

0
ト
リ
ッ
プ
あ
る
の
に
、
秘
匿
の
影
響
で

5,
30

0
ト

リ
ッ

プ
し
か

得
ら

れ
な
か

っ
た

ら
、
少

し
さ

び
し
い

と
い

う
と
こ

ろ
が

あ
り
ま

す
の

で
、
事

前
の

ト
ラ
イ

ア
ン

ド
エ
ラ
ー
が
ど
れ
ぐ
ら
い
で
き
る
の
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 
 ■
司
会
 
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

 
 ■

質
問

者
 
○

○
と

申
し
ま

す
。

今
日
は

発
表

あ
り
が

と
う

ご
ざ
い

ま
す

。
計

量
計

画
研

究
所

の
石

井
さ
ま

に
ご

質
問

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま
す

。
オ

リ
パ
ラ

に
向

け
た
情

報
提

供
を
目

標
に

と
、
最

初
の

イ
ン
ト

ロ
ダ

ク
シ
ョ

ン
の

と
こ

ろ
で

お
話

し
さ

れ
て
い

た
と

思
い
ま

す
が

、
情
報

提
供

に
向
け

た
課

題
、

お
そ

ら
く

都
市

部
だ

と
精
度

と
い

う
お

話
が

ご
ざ

い
ま

し
た
が

、
具

体
的
に

ど
の

よ
う
な

情
報

を
追
加

す
れ

ば
精
度

は
上

が
る
の

で
し

ょ
う

か
。

ま

た
、

情
報

提
供

に
ス

コ
ー
プ

を
当

て
る
と

、
ど

れ
ぐ
ら

い
の

時
間
で

出
し

て
い
く

か
、

直
近
の

目
標

み
た
い

な
も

の
が
あ
れ
ば
お
教
え
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

 
 ■

石
井
 

ご
質

問
あ
り

が
と

う
ご
ざ

い
ま

す
。

1
点

目
は

、
追

加
で

も
う
少

し
こ

う
い
う

情
報

が
と
い

う
ご

質
問

か
と

思
い

ま
す

が
、

ド
コ
モ

さ
ん

の
デ
ー

タ
と

い
う
こ

と
は

置
い
て

お
い

て
、
単

純
に

情
報
提

供
と

い
う
観

点
か

ら
言

う
と

、
や

は
り

ど
う
い

う
手

段
で
来

訪
し

て
い
る

の
か

、
ま
さ

に
ど

う
い
う

と
こ

ろ
、
ど

う
い

う
駅

、
ど

う

い
う

駐
車

場
を

ゲ
ー

ト
ウ
ェ

イ
で

使
用
し

て
い

る
の
か

、
そ

う
い
っ

た
情

報
が
分

か
る

と
よ
い

、
と

い
う
の

が
検

討
側
か
ら
す
る
と
正
直
な
と
こ
ろ
で
す
。
正
直
、
難
し
い
部
分
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
は

G
P

S
デ

ー
タ

等
を

組
み

合
わ

せ
て
や

っ
て

い
く

、
今

井
先

生
は

つ
な

ぐ
と
い

う
こ

と
を
お

っ
し

ゃ
っ
て

い
ま

し
た
け

れ
ど

も
、
そ
う
い
っ
た
意
味
で
も
組
み
合
わ
せ
て
や
っ
て
い
く
と
い
う
の
は
あ
る
か
な
と
考
え
て
い
ま
す
。

 
 ■

小
田

原
 
ド

コ
モ

・
イ
ン

サ
イ

ト
マ
ー

ケ
テ

ィ
ン
グ

、
小

田
原
で

す
。

デ
ー
タ

の
提

供
期
間

、
基

本
的
に

日
本

人
の
人
口
で
す
と
、
大
体

1
カ
月
遅
れ
ぐ
ら
い
で
今
日
の
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
の
が
通
常
で
す
。
た
と
え
ば
、
速

報
値

と
い

う
サ

ー
ビ
ス

が
ご

ざ
い
ま

し
て

、
2

営
業

日
ぐ

ら
い

で
ご

提
供
し

ま
す

。
技
術

開
発

も
ど
ん

ど
ん

進
ん

で
お

り
ま

す
の

で
、

数
十
分

後
に

提
供
す

る
よ

う
な
サ

ー
ビ

ス
も
技

術
的

に
は
可

能
に

な
っ
て

お
り

ま
す

。
そ

う

い
っ
た
需
要
が
あ
れ
ば
、
早
く
提
供
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
の
は
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

 
 
人
口
流
動
統
計
に
つ
き
ま
し
て
も
、
推
計
日
か
ら

2～
3
週
間
ぐ
ら
い
あ
れ
ば
最
新
の
デ
ー
タ
と
し
て
ご
提
供
で

き
ま

す
。

早
い

時
期

に
欲
し

い
、

ど
う
し

て
も

と
い
う

と
こ

ろ
が
あ

れ
ば

、
開
発

等
を

行
っ
て

ニ
ー

ズ
を
満

た
し

て
い

く
こ

と
を

考
え

た
ほ
う

が
よ

い
と
思

っ
て

お
り
ま

す
の

で
、
ご

意
見

を
ど
ん

ど
ん

い
た
だ

け
れ

ば
と
思

い
ま

す
。

 
 ■
質
問
者
 
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
 （
閉
会
の
挨
拶
）

 
 ■

司
会

 
あ
り

が
と

う
ご
ざ

い
ま

し
た
。

で
は

、
以
上

を
も

ち
ま
し

て
質

疑
応
答

を
終

了
と
さ

せ
て

い
た
だ

き
ま

す
。
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
先
生
方
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
そ
れ
で
は
、
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
国
土
交
通
省
都
市
局
都
市
計
画
課
都
市
計
画
調
査
室
長
、
越
智
健
吾
よ
り
、

閉
会
の
ご
挨
拶
を
い
た
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 
 ■

越
智

 
国
土

交
通

省
都
市

局
都

市
計
画

調
査

室
長
の

越
智

で
ご
ざ

い
ま

す
。
本

日
は

多
く
の

方
に

最
後
ま

で
ご

聴
講

い
た

だ
き

ま
し

て
あ
り

が
と

う
ご
ざ

い
ま

す
。
交

通
ビ

ッ
グ
デ

ー
タ

に
対
す

る
期

待
の
高

さ
の

表
れ
と

思
っ

参-16



て
お
り
ま
す
。

 
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
と

い
い
ま

す
と

、
何
や

ら
す

ご
い
な

と
か

、
乗
り

遅
れ

て
は
い

け
な

い
な
と

思
う

半
面
、

得
体

が
知

れ
な

い
と

。
実

務
、
と

く
に

行
政
の

現
場

に
お
い

て
ビ

ッ
グ
デ

ー
タ

と
い
う

の
は

、
触
っ

て
、

使
っ
て

い
い

の
だ
ろ
う
か
と
い
う
よ
う
な
感
覚
も
あ
る
と
い
う
の
も
事
実
か
な
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
本
研
究
、

20
11

年
に
発
案
さ
れ
ま
し
て
足
か
け

7
年
と
い
う
年
月
と
、
多
く
の
方
々
の
ご
尽
力
に
よ
り
ま
し
て
、
そ
の
活
用

に
向
け
て
の
検
証
が
行
わ
れ
、
特
性
や
精
度
等
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 
ま

た
、

観
光

等
の

い
く
つ

か
の

分
野
に

お
き

ま
し

て
は

、
モ

バ
イ

ル
空

間
統
計

を
実

際
に
活

用
し

た
分
析

の
事

例
と

い
う

の
が

い
く

つ
も
出

て
き

て
お
り

ま
し

て
、
行

政
実

務
者
に

と
っ

て
も
そ

の
有

用
性
に

触
れ

る
機
会

が
出

て
き

た
な

と
感

じ
て

お
り
ま

す
。

そ
う
い

う
意

味
で
、

も
は

や
得
体

の
知

れ
な
い

デ
ー

タ
で
は

な
く

な
っ
た

と
思

い
ま

す
。

産
・

学
・

官
の
連

携
に

よ
り
さ

ま
ざ

ま
な
デ

ー
タ

や
知
見

が
持

ち
寄
ら

れ
た

成
果
か

と
思

い
ま
す

。
関

係
者
の
ご
尽
力
に
あ
ら
た
め
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

 
さ

て
、

こ
の

先
に

向
け
て

と
い

う
こ
と

で
、

ど
う
い

う
こ

と
が
期

待
さ

れ
る
の

か
と

い
う
こ

と
を

私
の
個

人
的

な
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
け
ど
も
、
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

1
点

目
で
ご

ざ
い
ま

す
。

重
要
な

の
は

実
務
へ

の
展

開
と
い

う
こ

と
か
と

思
い

ま
す
。

本
研

究
の
成

果
を

踏
ま

え
、

本
格

的
に

実
務

で
活
用

し
て

い
く
と

い
う

こ
と
が

考
え

ら
れ
る

わ
け

で
す
。

行
政

に
お
き

ま
し

て
は
、

証
拠

に
基
づ
く
政
策
決
定
、

E
B

P
M

で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
状
況
で
ご
ざ
い
ま
し

て
、

こ
れ

ま
で

取
れ

て
い
な

か
っ

た
デ
ー

タ
、

あ
る
い

は
大

量
の
情

報
量

を
持
つ

ビ
ッ

グ
デ
ー

タ
へ

の
期
待

が
非

常
に

高
い

所
以

か
と

思
っ
て

お
り

ま
す
。

た
だ

し
、
ビ

ッ
グ

デ
ー
タ

に
は

ビ
ッ
グ

デ
ー

タ
の
特

性
、

あ
る
い

は
課

題
が

あ
る

と
い

う
こ

と
も
本

日
の

発
表
の

中
で

指
摘
さ

れ
て

お
り
ま

す
。

既
存
の

統
計

と
う
ま

く
補

完
し
合

う
こ

と
で

、
よ

り
よ

い
ア

ウ
ト
プ

ッ
ト

が
得
ら

れ
る

の
で
は

な
い

か
と
い

う
ふ

う
に
思

っ
て

お
り
ま

す
。

た
と
え

ば
パ

ー
ソ

ン
ト

リ
ッ

プ
、

私
が
担

当
し

ま
す
パ

ー
ソ

ン
ト
リ

ッ
プ

調
査
で

ご
ざ

い
ま
す

が
、

従
来
の

パ
ー

ソ
ン
ト

リ
ッ

プ
の

デ
ー

タ
と

携
帯

電
話
か

ら
得

ら
れ
る

デ
ー

タ
を
融

合
す

る
こ
と

に
よ

り
補
完

す
る

手
法
と

い
う

の
を
開

発
し

て
お

る
と

こ
ろ

で
ご

ざ
い
ま

す
。

手
引
き

も
あ

わ
せ
て

整
理

し
て
い

る
と

こ
ろ
で

し
て

、
近
く

実
施

さ
れ
る

パ
ー

ソ
ン

ト
リ

ッ
プ

調
査

等
、
都

市
交

通
調
査

で
ビ

ッ
グ
デ

ー
タ

を
実
装

す
る

段
階
で

あ
る

と
考
え

て
お

り
ま
す

。
そ

の
た
め
、
よ
り
使
い
や
す
さ
に
磨
き
を
か
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

2
点

目
、
ほ

か
の
分

野
と

の
デ
ー

タ
の

連
携
で

ご
ざ

い
ま
す

。
本

日
の
テ

ー
マ

に
も
あ

り
ま

す
、
つ

な
ぐ

の
さ

ら
に

先
と

い
う

と
こ

ろ
で
ご

ざ
い

ま
す
。

交
通

や
人
口

等
、

人
の
数

に
係

る
デ
ー

タ
だ

け
で
は

な
く

て
、
例

え
ば

土
地

利
用

で
す

と
か

、
経
済

活
動

等
々
、

他
分

野
と
の

連
携

に
よ
り

、
国

土
や
地

域
の

魅
力
や

活
力

の
向
上

に
つ

な
が

る
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
が
得

ら
れ

る
の
で

は
な

い
か
と

期
待

し
ま
す

。
こ

う
し
た

テ
ー

マ
に
お

い
て

も
さ
ら

な
る

研
究
や
技
術
開
発
が
進
む
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
以
上
、
今
後
に
向
け
て
の
期
待
で
ご
ざ
い
ま
す
。

 
最

後
に

、
本

日
参

加
さ
れ

た
皆

さ
ま
の

業
務

や
研
究

に
お

き
ま
し

て
、

本
日
の

報
告

会
が
実

り
多

い
も
の

に
な

っ
た
と
い
う
こ
と
を
願
い
つ
つ
閉
会
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
も
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

■
司

会
 

あ
り

が
と

う
ご
ざ

い
ま

し
た
。

以
上

を
も
ち

ま
し

て
、
国

内
最

大
規
模

の
交

通
ビ
ッ

グ
デ

ー
タ
の

活
用

方
策

に
関

す
る

共
同

研
究
の

成
果

報
告
会

を
終

了
さ
せ

て
い

た
だ
き

ま
す

。
皆
さ

ま
、

長
時
間

に
わ

た
り
ご

清
聴

い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
終
了
）
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参考.2 写真 

(1) 会場風景 
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(2) 発表写真 

開会挨拶 国土技術政策総合研究所 

社会資本マネジメント研究センター 社会資本情報基盤研究室長 関谷 浩孝氏 

  
 
 
 

第Ⅰ部「共同研究成果について」 

交通関連ビッグデータの効果的な活用のための視座 東京都市大学 工学部 都市工学科 准教授 

東京大学 空間情報科学研究センター 客員研究員 今井 龍一氏 

  
 
 

携帯電話基地局の運用データから生成される人口流動統計とは 株式会社 NTT ドコモ 

先進技術研究所 社会センシンググループ 主幹研究員 池田 大造氏 
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共同研究成果の主な内容とポイント （前）国土技術政策総合研究所 都市研究部 都市研究室長 

（現）新潟市 技監 兼 都市政策部長 新階 寛恭氏 

  
 
 
 

第Ⅱ部「携帯電話基地局の運用データを基にした人の移動に関する統計情報の活用事例」 

人口分布統計の活用事例～イベント時の混雑情報の検討～ 一般財団法人計量計画研究所 

都市地域・環境部門 研究員 石井 良治氏 

  
 
 

人口分布統計の活用事例～訪日外国人の状況把握と観光客実態調査～ 

株式会社サーベイリサーチセンター 事業本部 調査部 調査部長 高野 精久氏 
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人口分布統計・人口流動統計の活用事例～バス事業の経営改善支援について～ 

株式会社ドコモ・インサイトマーケティング エリアマーケティング部 小田原 亨氏 

  
 
 

人口流動統計の活用事例～福岡市ウォーターフロント地区への活用～ 

株式会社福山コンサルタント 地域・交通計画グループ 課長補佐 山田 敏久氏 

  
 
 

人口流動統計の活用事例 

～ETC2.0 プローブ情報と組み合わせた道路交通状況モニタリングの提案～ 

中央復建コンサルタンツ株式会社 計画系部門 事業創生グループ サブリーダー 松島 敏和氏 
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閉会の挨拶 国土交通省 都市局 都市計画課 

都市計画調査室長 越智 健吾氏 
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参考.3 関係論文リスト 

「移動統計情報」に関係する論文リストを掲載する。なお、このリストは、成果報

告会当日に配付した。 

 

＜参考資料＞関係論文リスト 
平成 30 年 6 月 11 日時点  

発表年順  

 

■人口分布統計関係論文 

1) 清家剛，三牧浩也，原裕介，小田原亨，永田智大，寺田雅之：まちづくり分野におけ

るモバイル空間統計の活用可能性に係る研究，都市計画論文集，Vol.46，No.3，pp.451-

456，2011. 

2) 村上正浩，岡島一郎，鈴木俊博，山下仁：モバイル空間統計を活用した滞留者・帰宅

困難者数の推定と具体的対策の検討，日本建築学会梗概集，F-1 分冊，pp.893-894，

2011. 

3) 鈴木俊博：モバイル空間統計の帰宅困難者への活用，日本災害情報学会ニュースレター，

No.47，pp.3，2011. 

4) 岡島一郎，田中聡，寺田雅之，池田大造，永田智大：携帯電話ネットワークからの統

計情報を活用した社会・産業の発展支援－モバイル空間統計の概要－， NTT 

DOCOMO テクニカル・ジャーナル，Vol.20，No.3，pp.6-10，2012. 

5) 寺田雅之，永田智大，岩澤俊弥，小林基成：モバイル空間統計における推計技術，

NTT DOCOMO テクニカル・ジャーナル，Vol.20，No.3，pp.11-16，2012. 

6) 大藪勇輝，寺田雅之，山口高康，岩澤俊弥，萩原淳一郎，小泉大輔：モバイル空間統

計の信頼性評価，NTT DOCOMO テクニカル・ジャーナル，Vol.20，No.3，pp.17-23，

2012. 

7) 小田原亨，川上博：モバイル空間統計のまちづくり分野への活用，NTT DOCOMO テ

クニカル・ジャーナル，Vol.20，No.3，pp.30-33，2012. 

8) 鈴木俊博，山下仁，寺田雅之：モバイル空間統計の防災計画分野への活用，NTT 

DOCOMO テクニカル・ジャーナル，Vol.20，No.3，pp.34-40，2012. 

9) 永田智大，青柳禎矩，川上博：モバイル空間統計の地域活性化への活用，NTT 

DOCOMO テクニカル・ジャーナル，Vol.20，No.3，pp.41-44，2012. 

10) 寺田雅之：モバイル空間統計の試み：携帯電話ネットワークによる人口変動の推計

とその応用，統計，Vol.63，No.9，pp.29-36，2012. 

11) 上田聖，木村正一，坂下信之，槙田直木，小林基成，寺田雅之：小地域人口統計デー
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タの活用とその未来，応用統計学会 2013 年度年会，2013. 

12) Makita, N., Kimura, M., Terada, M., Kobayashi, M., and Oyabu, Y. : Small area statistics on 

de jure and de facto populations - population census and operational data of mobile phone 

network, Proc. Intl. Conf. Geography and Environment (CIGMA 2013) , 2013. 

13) Makita, N., Kimura, M., Terada, M., Kobayashi, M., and Oyabu, Y. : Can mobile phone 

network data be used to estimate small area population? A comparison from Japan, Statistical 

Journal of the IAOS , Vol.29, No.3, pp.223-232, 2013. 

14)  鈴木俊博，寺田雅之：モバイル空間統計：携帯電話ネットワークからの統計回報に

基づく人口推計と地域開発への活用，地域開発，No.591，pp.52-60，2013. 

15) 清家剛，三牧浩也，原裕介：基礎自治体におけるモバイル空間統計の活用可能性に

関する研究，日本建築学会技術報告集，Vol.19，No.42，pp.737-742，2013. 

16) 小田原亨，永田智大：社会動態推定技術－モバイル空間統計の推計技術と応用－，

電子情報通信学会誌，Vol.97，No.9，pp.806-811，2014. 

17) 寺田雅之：モバイル空間統計：携帯電話ネットワークを活用した人口推計技術とそ

の応用，日本計算機統計学会大会論文集，Vol.28，pp.63-66，2014. 

18) 清家剛，三牧浩也，森田祥子：柏市および横浜市を対象としたモバイル空間統計によ

る地域評価モデルに関する研究，日本建築学会技術報告集，Vol.21，No.48，pp.821-

826，2015. 

19) 寺田雅之，川上博，岡島一郎，篠崎俊哉，坂下昭宏：モバイル空間統計の実用化に向

けた取り組み，デジタルプラクティス，Vol.6，No.1，pp.35-42，2015. 

20) 清家剛，三牧浩也，森田祥子：モバイル空間統計を活用した都市拠点地区の人口特

性分析に係る研究：昼夜間を通じて都市の実態人口分布を捉える新たな統計手法，

日本建築学会計画系論文集，Vol.80，No.713，pp.1625-1633，2015. 

21) 室井寿明，磯野文暁，鈴木俊博：モバイル・ビッグデータを用いた都市間旅客交通へ

の活用に関する研究，土木計画学研究・講演集，Vol.51，No.167，2015. 

22) 今井龍一，田嶋聡司，矢部努，塚田幸広，重高浩一，橋本浩良，山王一郎，石田東生：

動線データを活用した都市活動のモニタリングの持続的な運用に向けた取り組み～

「環境モデル都市・つくば」におけるつくばモビリティ・交通研究会の活動報告～，

土木計画学研究・講演集，Vol.51，No.19，2015. 

23) 鎌田周，有村幹治，浅田拓海：モバイル空間統計を用いた帯広都市圏メッシュ人口

の推計，土木計画学研究・講演集，Vol.51，No.289，2015. 

24) 森尾淳，牧村和彦，山口高康，池田大造，西野仁，藤岡啓太郎，今井龍一：東京都市

圏におけるモバイル空間統計とパーソントリップ調査の比較分析－都市交通分野へ

の適用に向けて－，土木計画学研究・講演集，Vol.52，No.124，pp.882-889，2015. 

25) 池田大造：モバイル空間統計：携帯電話ネットワークによる人口推計技術と活用事例，
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日本オペレーションズ・リサーチ学会春季研究発表会アブストラクト集， pp.17-18，

2016. 

26) 吉田純土，森尾淳，中野敦，山口高康，池田大造，今井龍一：都市交通分野における

携帯電話基地局データとパーソントリップ調査の組合せ分析に関する研究，土木計

画学研究・講演集，Vol.53，No.15-02，pp.2077-2082，2016. 

27) 田中敦士，岡本直久，鈴木俊博，浅野礼子，白川洋司：人口分布統計データを活用した観

光地の特性把握，土木計画学研究・講演集，Vol.54，No.130，pp.944-951，2016. 

28) 太田勝也，金井翔哉，今井龍一：携帯電話網の運用データに基づく人口分布統計及び住宅

地図データを用いた公共交通カバーエリア内人口の分析，土木計画学研究・講演集，

Vol.54，No.282，pp.1955-1960，2016. 

29) 山嶋祥平，今井龍一，太田勝也：携帯電話網の運用データに基づく人口分布統計を用いた公

共交通空白地域の高齢者人口の算出，第 44回土木学会関東支部技術研究発表会講演概要集，
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